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　人ひと気けのない駅に、足音が響ひびく。時刻は十一時を回っていた。

　終電にはまだ少し余裕があるが、よほど上手うまい言いい訳わけを思いつかない限り、家に帰ってどやされるのは確かく実じつだろう。畑はた中なか由ゆ美み子こは、そんなことを考えながら駅の改かい札さつをくぐった。いつも挨あい拶さつをしてくる駅員の姿は、遅い時間だからか今日きようはない。

　長なが袖そでのブラウスにグレーのスカート、高校の制服をやや崩くずして着ている。控えめに染そめられた髪とあまり上じよう手ずではない化粧は、遊んでいるというよりも、悪ぶっているような初うい々ういしさを感じさせる。

　由美子は、夜遅く帰ることに罪悪感を覚えている自分をかっこ悪いと思った。今日、初めて先せん輩ぱいたちにクラブに連れていってもらい、そこで知り合った男たちとカラオケに行った。

　初めは楽しかったが、しばらくすると彼らは嫌いやらしい手つきで太ふと股ももを触り始めた。先輩たちは笑っていたが、由美子には耐えられなかった。終電があるから、と言って途と中ちゆうで抜けて帰ってきた。

　男たちは、帰ると言った瞬しゆん間かん、由美子に冷めた目を向けた。先輩の一人ひとりが、由美子の頭の中を見み透すかしたように言った。

「親の言うことなんか無視してれば、そのうち、何にも言ってこなくなるよ」

　先輩たちを羨うらやましいと思う反面、怖いと思った。あのまま、朝までカラオケにいればどうなるのだろう。背はい徳とくを伴った好奇心がざわざわと背中をくすぐる。

　改札を抜けると、両りよう脇わきにコインロッカーが並んでいる。縦たてに五列、横五列のどこにでもあるようなコインロッカー。正面の階段はホームへと続いている。朝のラッシュ時は人で溢あふれる階段だが、今は誰だれもいない。辺あたりは静まり返っている。

　ふと、由美子は、一いつ緒しよにカラオケに行った男たちの話を思い出した。

　なぁ、人ひと喰くいロッカーの話知ってる？

　声が耳の奥に蘇よみがえる。由美子の心しん臓ぞうが、どくん、と跳はねる。

「どこだったか忘れたケドさ、この辺の駅に人間を飲み込むコインロッカーがあるんだってよ。なんつーの、そう猟りよう奇き的てき殺人ってやつ。殺されて、バラされて、ロッカーに捨てられた女の怨おん念ねんが宿ってるって話よ」

「やめなよ、気持ち悪い」

　先輩が、おどけるように怖がってみせる。男はまんざらでもなさそうに笑う。

「夜中に一人で通りがかるとよ、人間をロッカーの中に引きずり込もうとするんだって。なんか、こう、真っ白い手とか出てくるんじゃね」

「あ、俺おれも知ってるぜ。仲間の一人がよ、猫がロッカーの中に引きずり込まれるの見たって」

「なにそれ、ネタ？　それじゃ、猫喰いロッカーだよ」

　先せん輩ぱいたちは楽しそうに笑っていた。でも、由美子は、その話が酷ひどく不気味に聞こえた。ロッカーから真っ白い手が出てきて、猫を引きずり込むのが想像出来た。猫は必死でもがくだろう、大きな声で鳴くだろう、爪つめを立てたかもしれない。でも白い手はまったく動じない。凄すさまじい圧力で、猫の背が反そり返るほど締しめ上げる。猫の背からは血が滴したたる、皮が裂け、ピンク色の肉が見える。手は、そのまま、猫を引きずるようにロッカーの中へと戻っていく。ロッカーの中は見えない、真っ黒いぬめっとした闇やみが横たわっている。でも、猫にはわかる。動物的な本能で、そこにある何かを察して怯おびえる。抵抗も虚むなしく、猫はロッカーの中に引きずり込まれ

　バタン。

　閉じたドアの隙すき間まから、血が溢あふれてくる。血はロッカーを伝って床ゆかに落ち、タイル地の溝を伝い、一筋の線せんとなって流れて足元までやってくる。由ゆ美み子この革靴の先に赤い、赤い血が届く。

　思わず上げそうになった悲鳴を、なんとか飲み込む。

　辺あたりを見回す。他ほかに人の姿はない。もちろん、コインロッカーにも、足元の床にも血の跡などない。頭に浮かんできた余りにリアルな想像に、吐き気を覚えた。体中に、じっとりと汗が噴ふき出していた。下着が絞しぼれそうなくらい湿っているのがわかる。鼓動が全力疾しつ走そうをした後のように速く、左腕が大げさに震ふるえている。

　そこで、気づく。いくらなんでも、人ひと気けがなさ過ぎる。繁はん華か街がいの近いこの駅で、十一時を回ったくらいで人気がなくなるなんてあり得ない。それに気づくと、周囲を取り巻く全すべてが、違和感を伴って襲おそってきた。辺りが静か過ぎる。電車の音も、繁華街の喧けん騒そうも聞こえない。空気が体に纏まとわりつくようにじっとりと湿っている。蛍けい光こう灯とうがいつもより暗く感じる。

　由美子は、頭を振って深呼吸する。

「だいじょうぶ。だいじょうぶ。人がいなくなる時間くらい、あるわよ」

　言い聞かせるように呟つぶやく。それでも、震えは止まらなかった。

　鞄かばんから携けい帯たい電話を取り出す。友達の声でも聞けば不安など吹ふっ飛ぶだろう、そう思い、携帯を開く。画面には圏けん外がいの表示が浮かんでいた。

「ちょっと、噓うそ。なんで」

　縋すがるように携帯を持ち上げ、左右に振る。すると、電波が一本だけ立つ。由美子は慌あわてて、親友の美み倉くらかなでに電話を掛ける。

　トゥルルル。トゥルルル。トゥルルル。

　無む機き質しつな呼び出し音が響ひびく。

「お願ねがい……出て」

　祈るように、呟つぶやく。

　トゥルルル。トゥル

「由美子？　どーしたの、なんかあった？」

　底抜けに明るい声がする。その声が、急きゆう激げきな安あん堵どを運んでくる。

「ねぇ、今どこにいるの？　あ、今日きよう、先せん輩ぱいたちと遊びに行ったんだって？　心配したんだから。亜あ矢や先輩たち、あんまりいい噂うわさ聞かないよ？」

　親友の美み倉くらは、まるで姉のようにこちらのことを心配してくれる。その声を聞きながら、腰が抜けそうなほどの脱力を感じた。動どう悸きが治まり、震ふるえが止まる。湿っぽく感じていた空気はどこにもなく、いつも通りの駅に戻っていた。さっきまでパニックになりかけていた自分がバカらしくなり、笑いがこみ上げてくる。

「ちょっと、何よ。何笑ってるのよ、聞いてるの？」

「ちゃんと聞いてるよ。心配してくれてありがと。人を食べるコインロッカーがあるって話聞いてさ、怖かったんだ。でも、もう大丈夫」

　わけがわからないといった様よう子すの親友の息づかいを聞きながら、笑い続けた。さっきまで、先せん輩ぱいたちのことを羨うらやましいとか、カッコイイとか思った自分が馬ば鹿からしくなっていた。

「だったらいいんだけど。ところでさ、今どこにいるのよ？　すっごい電波悪いんだけど」

「まだ武む佐さ野の駅えきだよ、今帰ってるとこ。こっちは、はっきり聞こえてるよ。電波立ってんの、一本だけだったからかな」

「駅なの？　なんか騒さわがしいね。すごいザーザー聞こえるよ。虫の羽は音おとみたいなの」

「え？」

　再び、心しん臓ぞうが凍り付く。

「すごい気持ち悪い音。え、なに？　今の悲鳴？　ちょっと、ほんとに何ど処こにいるのよ」

　携けい帯たいをいったん耳から離はなす。辺あたりは静まり返っている。何も聞こえない。収まったはずの嫌いやな感触が、背中を伝ってくる。

　突とつ如じよ、膝ひざが折れた。いや、何かに足を引っ張られたのだ。驚おどろいて、足元を見る。

　黒い紐ひものようなものが、数本、足首に絡からみ付いていた。

　すぐに、それが何かわかった。長い、女性の髪の毛。見る間に、髪の毛の量が増える。増殖するように、一いつ瞬しゆん前まで数本だった毛が束になり、足首を覆おおうほどになる。

「ちょっと、由ゆ美み子こ？　どうしたの、急に黙だまって。聞こえてる？　ふざけてるの？」

　携帯からは、相変わらず親友の声が聞こえてくる。けれど、由美子にはもう届かなかった。背後を振り返る。足首に絡まった髪の毛は、背後に伸びていた。その出所を視し線せんで追う。ずっと後ろ、髪は異様なほどの長さで伸び、四メートルほど後ろの、

　コインロッカーの中へと続いていた。

　一番右下のコインロッカー。閉じられた扉の隙すき間まから、髪の毛が溢あふれ出ていた。それを見た瞬間、凍結していた由美子の頭の中に、恐怖、が戻ってくる。夢でも想像でもなく、これは、現実。張り裂けるような悲鳴を上げた。

　次の瞬間、足首に絡み付く髪が、ものすごい強さで締しめ上げてきた。痛みを感じると同時、今度は、勢いよく背後に引っ張られる。一瞬、体が宙に浮く。そのまま、受け身も取れずに前のめりに倒れる。床ゆかに全身を打ちつけたが、痛みを感じている余裕はなかった。倒れた拍子に携帯は手から離れ、からからと床の上をすべっていく。

「ねぇ、どうしたの！　由ゆ美み子こ！」

　親友の声が聞こえてくる。手を伸ばしてもぎりぎり届かない辺あたりに携けい帯たいが転がっている。それでも手を伸ばす。指先が触れる、その瞬しゆん間かん、髪の毛が由美子の体を引っ張った。携帯が遠ざかる。親友の声が遠ざかる。それは、もう別の世界からの声だった。

「い、嫌いやあああぁっ！　誰だれか、助けて！」

　パニックになりながら、大声で叫ぶ。足をばたつかせ、体を捩よじる。だが、髪の毛は信じられないほど強い力で巻きついており、とても逃のがれられそうにない。

　キィィ、背後で、軋きしむような音が響ひびく。ロッカーが開く音だった。由美子は、たまらず振り向く。そして、見る。

　ロッカーの奥には、粘ねん性せいの強い液体のように、ぬめりとした闇やみが溜たまっていた。猫でなくともわかる、それは触れてはいけないものだと。この世界にあってはならないものだと。髪の毛は、その闇の中から伸びていた。

　闇が、ゆらぐ。夜の海面のように、闇が揺ゆらめく。そして、その中から、髪の毛の主、女の頭が浮き出てくる。下を向いているせいで顔はわからないが、肌はやたらと白かった。長い間水に浸つかっていたように、ふやけた頭皮が見える。足首に巻き付いている髪の毛は、全すべてその頭に繫つながっていた。

　それを見た瞬間、ぶつり、と由美子の中で理性を繫ぎとめていたものが閉じた。半狂乱になり、金切り声を上げる。見開いた目、虚うつろな瞳どう孔こうが助けを求めて揺れる。全身は感電したように震ふるえ、目と鼻から液体が零こぼれる。

「いや、こんなの嫌っ！　うそ、うそよぉぉ」

　叫ぶ。叫ぶ。駅には誰も来ない。

　ずるずると、引きずられるようにして、ロッカーに近づいていく。制服はぼろぼろで、体は擦すり傷きずだらけになっていた。摑つかもうにも、支えになる物は何もない。床ゆかの凹おう凸とつにしがみ付こうとするが、抗あらがえる力ではなかった。すぐに爪つめが剝はがれ、指先に血が滲にじむ。体がロッカーに引き寄せられ、床の上に指の跡が、血ではっきりと残される。

「い、いやぁ。ごんな、ごんなの嫌ぁ」

　足の先が、ロッカーの入り口に近づく。黒いうねりが、由美子を待ち構えている。

「ねぇ、由美子！　お願ねがい返事してっ！　どうしたの！」

　携帯の声が、遠く聞こえる。助けてっ、何度も叫ぶが、親友には届かない。助けて、助けてっ、それでも叫ぶ。なんでもいい、なんでもする、だから、助けて。

　と、足音が響ひびいた。硬い靴音。カーン、カーン、と、改かい札さつの方から聞こえてくる。由美子は反射的に顔を向ける。人ひと影かげ、背の高い男だった。まず目に飛び込んできたのは、黒いブーツとレザーの黒いパンツ。咄とつ嗟さに叫ぶ。

「お願いっ！　助けてぇっ‼」

　男はゆっくりと改かい札さつを抜けて、近づいてくる。由ゆ美み子この姿は見えてるはずだが、慌あわてる様よう子すも、急ぐ様子もない。何事もないように、ゆっくりと近づいてくる。

「ねぇ、見えてるんでしょ、聞こえてるんでしょ、助けてよっ！」

　見えていないのかもしれない、そんな恐怖が襲おそってくる。だが、黒いブーツは、由美子の目の前まで来ると、ピタリと止まった。由美子は見上げる。

　若い男だった。地肌の上に黒いライダースジャケット、やたらと明るい金髪をしている。ネックレスや指ゆび輪わなど銀ぎんの貴金属を大量に身につけており、中でも鼻にぶら下がった太い蛇へびのピアスが不気味だった。くわえた煙草タバコからは、甘い匂においがする。顔は、光の加減でよく見えない。だが、表情だけははっきりとわかった。男は、笑っていた。

「助けてっ、お願ねがいだから助けてよぉぉ」

　由美子は手を伸ばす、相手の容よう姿しなどに構っている余裕はなかった。だが、男の足には届かない。男は、くわえていた煙草を手に持ち、由美子の手の上に灰を落とした。そして、笑いを堪こらえるように口を開く。

「あーあ。可哀かわい想そう。キミが、帰るーなんて冷めたこと言っちゃうから悪いんだよー」

　耳障りな声で笑う。由美子は思い出す。男は、クラブで知り合った男たちの一人ひとりだった。名前は覚えていないが、カラオケルームで由美子の隣となりに座っていた。

　由美子の体はさらに引きずられ、足首がロッカーの中に入る。ぬめりとした闇やみに触れたかもしれない。ロッカーの中に入った部分の感覚が消える。まるで、足首が消えたように何も感じなくなる。それは、痛みなどよりも、ずっとおぞましい感覚だった。

「なんていうかさ、萎なえるんだよねー、あーゆーとこで優ゆう等とう生せい？　みたいなの思い出されちゃうと。けっこうキミのこと、イケるって思ってたのにさー」

「お願い、助けてよっ。なんでもするから、助けて」

　由美子はそれでも手を伸ばす。何も考えられなかった。目、鼻、口、下半身からも、体のいたる所から体液が零こぼれていくのを感じた。由美子の目の前に、煙草が投げ捨てられる。

「あーいい顔するねー。怖いだろ、そりゃ怖いよねー。そーゆー顔みるとさ、ぶっかけたくなっちゃうんだよねー」

　頭上で、ジッパーの降りる音がする。由美子は、ひたすらに叫び続ける。足のほとんどが、ロッカーの中に埋まっていた。足の感覚が消える。腰骨がロッカーに引っかかる。それでも、引っ張る力は緩ゆるまない。それどころか、さらに力を増して引っ張ってくる。

「いぎゃやぁぁああ、だずげてっ、だすけてっ、たすけでぇぇ」

　鈍にぶい音と共に、激げき痛つうが襲おそう。悲鳴。骨が砕くだけ、肉が裂ける鈍い音。男の笑い声。携けい帯たいからは、親友の叫びが続く。もう届かない。張り裂けるような慟どう哭こく。血。赤い、赤い血。そして

　バタン。

　ロッカーが、閉まる。
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　放火容疑で指名手配されている兄からの手紙は、ピザの宅配チラシと一いつ緒しよにポストに届いていた。

　三年前、兄は自分の通っていた高校を全焼させ、恋人と一緒に失しつ踪そうした。学校が燃もえたのは夜中だったので怪け我が人にんはなかったが、かなり大きなニュースになった。それから三年間、手紙が届くまで、兄の消息は全まつたくわからなかった。

　この世界は、常に異界の侵食を受けている。

　手紙は、そんな言葉で始まっていた。去年から親元を離はなれ、高校の寮りように入っていた。住所が変わったことを兄がどうやって知ったのかはわからない。だが、宛あて名なはしっかりと霧きり崎さき唯ゆい人とになっており、筆跡は間違いなく兄のものだった。

　手紙の内容は胡う散さん臭くさいものだったが、放っておくことも出来ず、唯人は寮から二駅離れた町にやってきていた。

　唯人は、目の前の建物を見上げる。ここが目的地であることは間違いないようだった。

　五階建ての細長いビルは、レトロと古ぼけた、の中間のような外がい観かんをしていた。レンガ造りの外がい壁へきはお洒落しやれだが、所々が剝はがれてコンクリートが剝むき出だしになっている。花模様の柵さくで囲まれたベランダは優ゆう雅がに見えるが、錆さび付いていて揺ゆすれば壊こわれそうだ。一階に喫きつ茶さ店てんが入っているのは便利だが、エレベータが無いのはいただけない。

　唯人は、入口の看板を見た。反射して自分の顔が重なって映る。短めの髪に鋭するどい輪りん郭かく、釣り上がった目と眉まゆのせいでやや人相が悪く見える。唯人は両親から譲ゆずり受けた自分の顔が気に入っていた。理由は外見で舐なめられることがないからだ。格かつ好こうは紺こん色いろのタイ付きカッターシャツに灰はい色いろのズボン、学校帰りなので制服のままだ。肩からは鞄かばんと竹刀しない袋ぶくろを下げている。

　看板には、舞まい坂さかビルディング、と書かれていた。舞坂はこの辺あたりの地名だ。各階の説明には、一階の喫茶店と五階を除いては、空あき（テナント募集中）と記されてある。よほど流行はやってないらしい。

　五階には『月つき士し那な探偵事務所』と書かれていた。探偵といえば響ひびきはいいが、身辺捜査だとか浮気調ちよう査さだとかを請うけ負う興こう信しん所じよのことだ。学生ならば滅めつ多たなことがなければ関かかわり合いにならないだろう。そこが、兄の手紙に記された目的地だった。




　この世界は、常に異界の侵食を受けている。信じられないだろうが、これは真実だ。俺おれが三年もの間、何をしていたのか話すつもりはない。お前だって、聞きたいとは思わないだろう。だが、これだけは覚えておいてくれ。この世界は、常に異界の侵食を受けていて、現世はいたる所で異界と重なり合っている。

　なぜこんなことを話したかというと、お前に頼みたいことがあるからだ。もしかしたら、お前は真実と対面することがあるかもしれない。その時のための保険と思ってくれ。信じていなくても、一度でも話を聞いたことがあれば、ある程度は冷静でいられるだろう。

　頼みというのは、実に簡かん単たんだ。同封してある手紙を、『月つき士し那な探偵事務所』という場所まで届けて欲しい。お前の住んでいる町の近くにあるはずだ。大げさな書き方をしたが、お前はただその場所へ行って封筒を手渡すだけでいい。

　順番が逆になったが、三年間、何の連絡もしなくてすまない。急にこんな手紙を送りつけてすまない。だが、他ほかに頼れる人間が思いつかなかった。俺おれは今、やっかいごとに巻き込まれて動けない。下手へたをすれば、命を奪うばわれるかもしれない状態にある。今いま更さら頼みごとが出来るような間柄じゃないのは知っているが、それを承知で頼む。お前だけが頼りだ。


霧きり崎さき戒かい人と　　　






　唯ゆい人とは、その手紙を読み返すたびに強い憤いきどおりを感じた。三年前の事件のせいで、自分や両親がどれだけ辛つらい目に遭ったか。周囲から冷たい態度をとられ、友人から好奇の目に晒さらされた。落ち込んだ両親を見るのも辛く、家にいることすら苦痛だった。それなのに、身勝手によくもこんな手紙を送ってこれたものだ。

　手紙には、別の人物に宛あてた封筒が同封されていた。分厚い封筒の宛先には、『反はん翼よくの魔ま女じよ様』と記されており、ますます気味が悪かった。

　兄とは、特に仲がいいわけではなかった。一いつ緒しよに遊んだ記き憶おくはないし、同じ家にいても余り話すこともなかった。ただ、剣道の稽けい古こだけはよくつけてくれた。思い出といえば、それくらいだ。兄は、周りの人たち全すべてに距きよ離りを置いて付き合っているようだった。心を開いていたのはたった一人ひとり、幼おさな馴な染じみの恋人だけだった。

　気がつけばいつも、唯人が望む全てを持っていた。勉強もスポーツもよくでき、女生徒からも人気があった。唯人が初めて憧あこがれた女性は、すでにその時から兄の恋人だった。中学で始めた剣道は全国三位になるほどの実力だった。両親にとっては自慢の息子むすこで、唯人にとっては尊敬出来る兄だった。三年前、その恋人と共に失しつ踪そうするまでは。

　放火の容疑。全焼した高校。連日のテレビ報道。押し寄せてくるマスコミ。

　事件で兄が嫌いになったわけではない。ただ、何も告つげずに消えたこと、両親を悲しませたこと、そしてなにより、幼い頃ころから抱いてきた憧れを裏切ったことが許せない。

　手紙のことは、両親には知らせなかった。これ以上、兄のことで心労をかけたくないから。警けい察さつにも知らせていない。それは兄を庇かばうためなどではなく、関かかわり合うのが面めん倒どうだからだ。三年前の事件の時から、警察は大嫌いになった。

　しばらくビルを見上げていたが、なかなか探偵事務所などという未知の場所に足を向ける気にはなれなかった。と、一階の喫きつ茶さ店てんから、店員の女性が出てくる。ランチタイムの看板を仕し舞まおうとしているらしい。

　唯人は歩み寄り、女性に声をかける。すみません、女性は勢いよく顔を上げ、見ているこちらが照れくさくなるような満面の笑え顔がおを浮かべた。シャンプーのコマーシャルに出られそうなほど綺き麗れいな、長い黒髪が揺ゆれる。美人ではあったけれど、特徴が少ないせいか、どこか薄うすい感じがした。

「いらっしゃいませっ！」

「あ、いえ、客じゃないんです。ちょっと聞きたい事が」

　途と端たん、女性の顔から笑えみが消える。声のトーンを急きゆう激げきに落として

「なんだ、客じゃないの」

　聞き取りにくいほど、こもった声で言う。笑みが消えると、印象の薄うすさ、は途端に幸薄さに化ばけた。色白な肌と華きや奢しやな体つきがいっそうそれを思わせる。

「あ、いえ、すみません」

　唯ゆい人とは気まずさを誤ご魔ま化かすように、喫きつ茶さ店てんを見回す。時間帯が悪いのか、店内に客の姿は無かった。白を基き調ちようとした内装、丸みを帯びたユニークなテーブルと椅い子すが揃そろえられ、壁かべにはアンティークのカップが飾られている。なかなかこだわりを感じる、お洒落しやれなカフェだった。店の名前は『オリーブレイン』とある。

　唯人の視し線せんなど気にした様よう子すもなく、女性は口早にまくしたてた。

「愛あい想そうがいいのは営業用なの。これが普ふ段だんの私、かなり無理してるでしょ。気を悪くしたかしら。でも関係ないわね、客じゃないんだし。で、何が聞きたいの？」

「あの、このビルの五階にある月つき士し那な探偵事務所について、何か知りませんか？」

　ぴたり、と女性の動きが止まる。二秒ほど唯人を凝ぎよう視ししてから、ゆっくり口を開く。

「あなた……あそこの関係者なの？　あっち系の人なの？」

「あ、いや、今日きよう初めて来たんですけど」

「でも、あっち系なんでしょう」

　あっちってどっちだよ。唯人は想像を巡めぐらす。ヤクザ、ストーカー、変態、オカマ？

　女性は、唯人の返答など待たず、低く聞き取りにくい声で続ける。

「私ね、アンティークのティーカップを集めるのが趣しゆ味みなの。三十六個あったの。全部で三十六個。でもね、今は二十四個しかないの。窓ガラスとかはまだいいの、ちゃんと弁べん償しようしてくれるから。でもね、ほら、アンティークってお金で弁償出来るものじゃないじゃない。三十六個もあったのよ」

「あの、意味がよくわからないんですけど」

　一いつ瞬しゆんだけ不快そうに睨にらんでから、付け足す。

「……あいつらが、割ったの。つまり、そういう連中ってことよ。それくらい危険で凶悪なの。社会の膿うみが吹ふき溜だまったみたいな顔してるわ。今ならまだ引き返せる、あそこに行くのはやめなさい。ねぇ、私、親切でしょ？」

　ふと、女性は腕うで時ど計けいに目をやり、何か大事な用事を思い出したように手を叩たたく。

「あ、嫌いやだわ。もうこんな時間、お注射しなくっちゃ。どうりでイライラすると思った。とにかく、あそこの連中には気をつけてね。ほら、こんな風ふうに話して明日あしたのニュースとかで死んでるの知ったら、あたしもなんだか夢見悪いし。殺されてもいいけど、絶対に見つからないように捨てられてね」

　彼女は不ふ吉きつなことを言い残すと、あっさり背を向けて店の中に戻っていった。唯ゆい人とは口の中にいつの間にか溜たまっていた唾つばを飲み込む。余計な話を聞いたことを後悔していた。

　このまま帰りたい衝しよう動どうに駆かられたが、そうすれば寮りように戻ってから後悔するのはわかりきっていた。行方ゆくえ不明の兄について何かわかるかもしれないのだ。意を決してビルの中に入る。

　カフェの裏手が入口になっていた。ロビーはなく、ドアを開ければすぐに階段がある。学校の校舎のように味気のないコンクリートの階段は、空あきテナントばかりのためか清掃されておらず、埃ほこりが堆たい積せきしていた。

　人ひと気けのない階段を上っていると、上の方からカシャ、カシャと軽い物がぶつかり合う音がしてくる。やっと四階と五階の間の踊り場まで辿たどり着く。そこに。

　階段の隅すみに、ちょこんと、幼い女の子が座っていた。まだ幼稚園か、小学校に通い始めたばかりくらいだろう。首回りだけ白いフリルのついた、真っ黒のワンピースを着ていた。肩からは黒いポーチが下げられている。手にはバラバラに組まれたルービックキューブが握られており、回るたびカシャ、カシャと音を出していた。

　ルービックキューブに夢中のようで、唯人には気づいていない。下を向いているため顔は見えない。代わりに、額ひたいについているお面めんが唯人を見上げていた。半分に割られた、黒猫のお面だった。

　唯人は、彼女の集中を乱さないように横を通り過ぎようとした。そっと、少女の真横に足を出す。その瞬しゆん間かん、ぎゅるん、と強烈なスピードで首が動き、唯人を見上げた。思わず悲鳴を上げそうになる。

　ある一部を除いては、可愛かわいらしい少女だった。小さいけれどツンと尖とがった鼻、さくらんぼのようにぷっくりとした唇、だが、左目の周囲だけが異様にバランスを崩くずしていた。左目を囲むようにして、音楽記号のシャープのような形をした痣あざが刻まれている。痣、というよりもそれは焼やき鏝ごてか何かを押し付けられた火傷やけど跡あとのようだった。事故にしては不自然な傷跡。そして、傷跡に囲まれた左の瞳ひとみはうっすらと赤く染そまっていた。

　少女は目が合うと、素す早ばやく額についていた面を下ろした。半分に割られた黒猫のお面が、左目を隠かくす。赤い瞳、異様な形の傷跡、それを隠す千ち切ぎれた黒猫のお面。服装や寂さびれた階段と相あい俟まって、可愛らしいどころか不気味だった。

　少女は無表情に唯人を見つめ、そっと口を開く。

「おい、何か用か」

　子供らしさの欠片かけらもない、冷めた声だった。唯人は一瞬たじろぐが、すぐに気を取り直す。不気味に見えた少女も、見み慣なれればなんということはない。

「君にじゃなくて、この上の階の興こう信しん所じよに用があるんだ」

　答えると、気に入らなかったのか、少女はあからさまに舌打ちをした。

　唯ゆい人とは、自分が気の長い方ではないと自覚していた。そのせいで、これまでの人生で余計な喧けん嘩かを何度もしていた。いつもの様に湧わき上がってきた苛いら立だちを、相手は子供だと言い聞かせ抑おさえる。

「だから何の用かって聞いてる、わかれよハゲ」

　唯人の努力は、あっけなく瓦が解かいした。即座に言い返す。

「こらガキ、もうちょい口の利きき方かたってのがあるだろ」

「お前、ウザい」

「……今なんつった」

　唯人が怒りを押し殺して言う。少女は視し線せんを逸そらすと、無視して立ち上がる。大事そうにルービックキューブを抱え、階段を上り始める。

「こら、ちょっとまてよ」

　階段を上りきると少女は振り返る。踊り場に立ち尽くしている唯人を、冷たく見下ろす。

「用があるなら、さっさとこいハゲ」

　そして、すぐ脇わきの部へ屋やの中に姿を消した。どうやら、興信所に関係のある子供だったらしい。唯人は仕方なく後を追う。

　階段を上りきると、すぐ左手にドアがあった。ドアには『月つき士し那な探偵事務所』という文字が書かれていた。その下には、会社のロゴだろうか、可愛かわいらしいマークが描かれている。尖とんがり帽ぼう子しのシルエットが中央にあり、その右上にデフォルメされた天使の羽はね、左に蝙蝠こうもりのような悪あく魔まの羽の絵が描いてある。インターホンはない、仕方なくドアを開く。

　そこには、見たことのない世界が広がっていた。客人を迎え入れる玄関には、三つの目を引く物がある。床ゆかに刻まれた魔方陣のような不気味な模様、壁かべに掛かっているルノワールの模写、そして、工事現場の人形。本来なら工事中と書かれている場所は、いらっしゃいませ、に書き換えられていた。かつてないコラボレーションが、唯人の心を萎なえさせる。

　奥に進むと、来客用のソファとテーブルがあり、さっきの少女が座っていた。

「おそいぞ、ノロマ」

　そして、背後を振り返る。

「おい灯とう香か、客だ」

「え？　あ、えっと、はーい」

　部屋の奥から、若い女の声が返ってくる。それからガシャン、と何かが落ちる音と小さな悲鳴が聞こえる。

　唯人は、事務所の中を見回す。室内もずいぶん古めかしい造りだった。黒ずんだ木目の床に薄うす汚よごれた壁、天てん井じようには電気やらケーブルやらのパイプが剝むき出だしになっており、設計の古さを感じさせる。しかし、ワンフロアを使っているだけあって部へ屋やはさすがに広かった。散乱している物がなければ、ハーフコートのバスケットくらいは出来そうだ。

　テーブルの周辺だけは綺き麗れいに片付いていたが、他ほかは酷ひどいものだった。奥に並んだ従業員デスクの上には、雑然と物が散らばっている。煙草タバコの吸すい殻がらが積つみあがった灰皿やビールの空あき缶かん、使い終わった食器に鉄パイプ、注射器にモデルガン、工事現場のコーンにヘルメットなどが山積みになっていた。中でも、もっとも場所を占領しているのが本だった。二つある本棚にも収まりきらず、机の上や床ゆかの上などに積み重ねられている。その多くが六法全書なみの厚さを持っていた。

　と、部屋の奥から先ほどの声の主ぬしが出てくる。声から、若い女性であることはわかっていた。しかし、彼女は唯ゆい人との想像よりもさらに一回り若かった。茶ちや色いろのベストとブラウスにチェックのスカート、彼女は高校の制服を着ていた。

　唯人はぽかんと口を開け、手に持っていた鞄かばんと竹刀しない袋ぶくろを床に落とす。テレビや映画の探偵といえば、ヤクザと見分けもつかないような厳いかつい男たちばかりだ。最近では本物の探偵がドキュメンタリー番組にもちらほら登場するが、多くが凶悪な犯罪者たちと渡り合えそうな貫かん禄ろくを持っていた。だが、現れたのは、ごく普通の女子高生だった。

「あ、と。よ、ようこそ、月つき士し那な探偵事務所へ」

　少し言葉を詰まらせながら、彼女はペタンと頭を下げる。可愛かわいらしい笑えみに、唯人は思わず見とれた。そう、ごく普通の、と形容するには、彼女は綺き麗れい過ぎた。

　白いが健けん康こう的てきな肌に、薄うすく色合いのよい唇。天然石のように澄すんだ黒い瞳ひとみには、上うわ縁ぶちがない水色の眼鏡めがねが掛けられている。鼻は少し低いが形がよく、眉まゆは芸術的なアーチを描いている。全すべての部品が絶妙なバランスを持って、小さな輪りん郭かくに収まっていた。全体的に見るものを和なごませるような雰囲気があり、化粧っ気がないのが純朴さを際きわ立だたせる。ゆるやかなウェーブを持った長い黒髪は背後で一つに括くくられ、コリー犬の尻尾しつぽのようにふさふさ揺ゆれていた。

「えと、今は、担当の者が席を外しているのです。そちらのソファでお待ちください」

　アルバイトなのだろうか、彼女は丁てい寧ねいにソファを勧める。

「あ、どうも……あの、その制服、舞まい坂さか女子だよね。俺おれは杉すぎ鞍くら高校なんだ、何年生？」

　唯人は思い切って尋たずねる。心しん臓ぞうが、かつてないくらい激はげしく動いているのがわかった。唯人の高校生活は、部活づけで異性と話をする機き会かいなど稀まれだった。それどころか、外見と素そ行こうの悪さのせいで、クラスの女子にも敬遠されている。

「今年ことしの春から、二年生になったのです……けど。えっ、キミも高校生！」

　そこで、彼女は今いま頃ごろになって、唯人が制服姿であることに気づいたようだった。自分のことを棚たなにあげ、声を上げる。どうやらソフトな感じで天然らしい。

　彼女のお陰かげで、興こう信しん所じよという得え体たいの知れない場所に感じていた不安は消えてなくなる。ちなみに、舞坂女子といえば、この地区の男子学生の憧あこがれだった。特別お嬢じよう様さま学校というわけではないが、清せい楚そで落ち着いた雰囲気の生徒が多いことと、女の子の容よう姿しのレベルが高いという噂うわさがその原因になっている。その噂が、唯ゆい人との胸をさらに高まらせる。

「そんな驚おどろかないでくれよ。俺おれも二年なんだ。霧きり崎さき唯人、よろしく」

　唯人は、わざと余裕ぶった笑えみを浮かべてみせる。彼女は、同年代と知って急に落ち着かなくなったようだった。唯人には、その様よう子すや仕し草ぐさがとても可愛かわいらしく思えた。

「あ、あの、その……あれなのです」

　彼女はやりにくそうに言葉を探す。唯人は、気の利きいた話題でもないかと慣なれない方向に頭を働かせる。話題を見つけるよりも先に、彼女の口からは意外な言葉が聞こえてきた。

「浮気調ちよう査さは、やってないのです」

　思わず、唯人は動きを止めた。どうやら、彼女の方はただ仕事向けに頭を働かせていただけらしい。しかも、的まと外はずれもいいところだ。唯人は、自分の全身から力が抜けていくのを感じた。

「いや、そんな用件じゃないって。俺はただ」

「浮気調査だけじゃないのです。えっと、この興こう信しん所じよは、身元調査もペット探しもストーカー対策も、一般的な興信所の業務はやってないのです」

「ん、それってどういうこと？」

　しばらく黙だまっていたお面めんの少女が、再び舌打ちするのが聞こえる。

「おい、ハゲ。お前、異界のこと、何も知らずに来たのか」

　少女の赤い瞳ひとみが、唯人を見上げる。相手の存在を拒絶する、子供とは思えない冷たい目だった。異界、その言葉を聞いて思い出す。それは兄の手紙に記されていた言葉だった。

「……この世界は常に、異界に侵食されている、ってやつか」

　途と端たん、二人ふたりの唯人に向けられていた視し線せんが変わる。やっと唯人の存在を認めたように、安心を帯びたものになる。

「わかってるならさっさと言え、ハゲ」

「おい、言葉には気をつけろっていってるだろ。子供だからっていつまでも見み逃のがしてくれると思うなよ」

「偉そうだな、お前。左目見て、ビビってたくせに」

「なっ、てめ」

「け、喧けん嘩かはいけないのです。レムさんも、それ以上からかうのやめてください」

　彼女が慌あわてて声を挟はさむ。自分の方がからかわれていた、というニュアンスなのが引っかかったが、慌てた彼女の様子が可愛かったのでとりあえず気にしないことにする。

「あ、と、そうだ、申し遅れました。私、この事務所の雑務を担当している月つき士し那な灯とう香かといいます。それから、こちらが契約社員の都と狩がりレムさん」

　契約社員、という単語に唯人は思わず振り返る。レムは舌打ちをして睨にらみ返す。

「何だ、文句あるか？」

「別にねぇよ」

　従業員の子供だろう、という予想は大きく外れた。疑問は残るが、深く考えないことにする。探偵に掛けて少年名探偵の人気マンガがふと浮かぶが、この少女ならば、体は子供、頭脳も子供、態度だけは大人おとな、つまりただの生意気なガキにしかならないだろう。

「それで、俺おれがやってきた用件なんだけど」

　鞄かばんから手紙を取り出し話そうとすると、灯とう香かはパタパタと手を振って制する。

「あの、私はただの雑用係なので、お仕事の話とかはよくわからないのです。担当の者が戻ってくるまで少し待ってもらえます？」

　他ほかにも誰だれか従業員がいるらしい。それはそうだろう、と一人ひとり納なつ得とくする。得え体たいの知れない事務所だが、いくらなんでも子供と女子高生だけなわけがない。

「どれくらいで戻ってくるんだ？」

　手紙だけなら言付けても大丈夫だろうが、ここまで来て兄のことを聞かずには帰れない。

「えと、時間ですか？　あ、もちろんそうですね。一応、あそこにいるにはいるのですけど、ちょっとトんじゃってるのです」

　灯香は、苦にが笑わらいを浮かべながら奥を指差す。その先には、他よりも一ひと際きわ立派なデスクがあった。校長室にありそうな木製の机に、黒い革張りの椅い子すがある。デスクの上に本が山やま積づみになっていたため見えにくかったのだが、金髪の男が一人、崩くずれるように椅子に座っていた。

　遠目ではっきりと顔は見えないが、額ひたいに貼はってある保冷ガーゼが何とも間抜けだった。全身の力が完全に抜け、筋肉が緩ゆるんでいる。意い識しきはないようだが、眠っているというよりも幽ゆう体たい離り脱だつでもしているといった感じだった。と、部へ屋やに転がっているたくさんの注射器を思い出す。

「あ、えっと、多分、あと一時間くらいで戻ってくるのです」

　戻ってくるって、現実にかよ。唯人は引きつった笑えみを浮かべる。

「あの、待っていただいてもいいですか？」

「そうだな……じゃぁ、そうさせてもらうよ」

　鞄と竹刀しない袋ぶくろを拾いソファに近づく。先に座っていたレムの隣となり、大人二人ふたり分ほどの距きよ離りを置いて座る。古めかしい革張りのソファは、包み込むように唯人の尻しりを受け止める。味わったことのない上質な座すわり心地ごこちだった。

　こんな得体の知れない場所からは早く出て行った方がいい、と脳中の会かい議ぎで一人が声こわ高だかに発言していたが、他の大多数の意見、兄の話を聞かないで帰れるか、異界とは何なのか興きよう味みがある、灯香が可愛かわいい、などに負けて待つことを選せん択たくする。

「それじゃぁ、何か飲み物でも持ってきますね」

　灯香はそう言って、部屋の奥に戻っていく。ここからでは本棚が仕切りになっており見えないが、奥が台所なのだろう。と、灯香はひょこっと、何か言い忘れたことがあったのか、本棚の後ろから顔を出す。

「紅こう茶ちやとマティーニ、どっちにします？」

　他ほかに、選せん択たく肢しはないらしい。もちろん紅茶を頼む。

　横から、再びカシャカシャと音が聞こえてくる。レムがまたルービックキューブを始めていた。

　部へ屋やの奥、黒革の椅い子すでトんでいる男を見つめながら考える。一番立派なデスクに座っているのだから、あの男が社長なのだろうか。得え体たいの知れない事務所だが、少なくとも危険はないように感じた。レムも灯とう香かも、あの男にしても、喫きつ茶さ店てんの女性が言うように、とりわけ暴ぼう力りよく的てきな人間には見えない。それだけは一ひと先まず安心だった。

　そう考えた直後。勢いよく、入口のドアが蹴けり開けられた。突然の響ひびいた轟ごう音おんに、唯ゆい人とは体を硬直させる。そして、自分がいかに浅はかだったかを知った。そこに、危険と暴力の具現が立っていた。

「あ、ノインさん、お帰りなさいです。お仕事どうでした？」

　丁度、紅茶をトレイに載せて運んできた灯香が、朗ほがらかに言う。それに対して、背後からの返答は。

「糞くそ喰くらえだ、ったくよ」

　恐る恐る振り返る。入口には、アクション映画から飛び出してきたような格かつ好こうの女が立っていた。歳としは二十歳はたち、いや、もう少し上だろうか。大きめの迷めい彩さいズボンに漆しつ黒こくのジャングルブーツ、まだ春先だというのに上は厚手の赤いタンクトップだけだった。下着を着けていないのか、胸のラインがくっきり浮き出ている。左手だけに、指から先が切られた黒革のグローブが嵌はめられ、肩には濃のう緑りよくのバックパックが担がれている。と、女と視し線せんが合う。

「なんだ、てめぇ」

　女は、死を宣告するかのように言った。唯人の全身に冷や汗が浮かぶ。唯人が今まで出会った人間たちとは比較にならないほど濃こい、血と鉄と暴力の臭においを纏まとっていた。

　ベリーショートの黒髪に、猫を思わせる釣りあがった目。瞳ひとみはわずかに紅あかく染そまっている。はっきりとした目鼻立ちはモデルのように整ととのっていたが、どこか挑発的だった。

　唯人が視線を外すと、猫目女は途と端たんに興きよう味みを失ったようだった。雑魚ざこに用はないというように、無視して横を通り過ぎる。

「どうぞ、紅茶です。あの人は、都と狩がりノインさん。えっと、今日きようはダージリンなのです。この砂すな時ど計けいが落ちたら蓋ふたを取って注そそいで下さい。怖そうに見えますけど、怒ってない時はそうでもないのです。長過ぎても短過ぎても駄だ目め、蒸むらす時間がポイントです」

　目の前に、えらく本格的な紅茶セットが置かれる。空からのティーカップと布を被かぶせられた急きゆう須すと砂時計。灯香の紹介は紅茶の解説が混じっていてよくわからなかった。

「あぁ、レム。こいつ頼むぜ」

　ノインはバックパックを床ゆかに下ろす。そして、中から黒い塊かたまりを取り出してテーブルの上に置いた。ゴト、重い音と共に少女に手渡されたそれは、紛まぎれもなく拳けん銃じゆうだった。質問を口に出す勇気はなかった。唯ゆい人とは、無言で、その非現実的な鉄の塊かたまりを見つめた。

「そんなに驚おどろかないでください。そういうお仕事なのですから。あ、砂すな時ど計けい落ちましたよ。こうやって回すようにして注そそぐのがポイントです」

「あ、あぁ。そうだね、やってみる」

　唯人は、現実から目を背そむけるように急きゆう須すに手を伸ばす。すぐ横に拳銃などがなければ、これはきっと唯人にとって輝かがやかしい体たい験けんに違いなかった。可愛かわいい女の子の淹いれてくれた紅こう茶ちやを飲む、これまでの学生生活に欠けていたものに違いなかった。

　カップに注そそぐと、紅茶の芳かぐわしい匂においが漂う。その様よう子すを灯とう香かの丸い瞳ひとみが覗のぞき込む。横では、レムが拳銃をバラし始める。ポーチから細長いブラシ付きの金属棒とドライバーを取り出す。マガジンが抜かれ、銃身とグリップ部が二つに分けられ、銃身の中をブラシで掃除し始める。少女の幼い手は、異様なまでに手て馴なれていた。

「お上じよう手ずです。そうやって回しながら注ぐと、茶葉がかき回されて味が均等になるのです。最後の一滴までちゃんと注いでくださいね。あ、その一滴のことをゴールデンドロップっていうのですよ、お洒落しやれでしょう。知ってました？」

「へぇ、そうなんだ。うわ、いい香かおり。じゃぁ、いただきます」

　唯人は注いだばかりの紅茶を、緊きん張ちようしながら口に運ぶ。少女はバラしたばかりの銃を、手て際ぎわよく組み立てる。口に含むと、芳ほう醇じゆんな香りが広がる。組みあがると、ブローバックを確かく認にんする。カチャ、ティーカップが触れ合う軽い音と、ガシャ、鉄の擦こすれる重い音が並んで響ひびく。

「すごい、美味おいしいっ。こんな美味しい紅茶飲んだことないや。ところで、銃刀法違反とか大丈夫なのかな？」

「黙だまれハゲ」

　勇気を振ふり絞しぼった唯人の発言は、少女に一いつ瞬しゆんにして搔かき消される。と、今度は、部へ屋やの奥から怒ど声せいが響ひびく。

「秋あき雨さめぇ、てめぇのガセネタのせいでドジ踏んじまっただろ。姉あね御ごに知られたらどーしてくれんだよ、どう落とし前つける気だっ！」

　猫目女が、黒革の椅い子すに座っていた男に詰め寄っていた。男は、とろん、とした目つきで、もごもごと何か喋しやべった。途と端たん、ノインは、まさに猫のように俊しゆん敏びんに飛び掛り男の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「人が命張って働いてる時に、てめぇ、何一人ひとりで薬キめてんだっ」

　次の瞬間、男の体が宙を舞まった。投げ飛ばされ、そのまま床ゆかで全身を打ち、ソファの横まで滑すべってくる。唯人は、呆ぼう然ぜんとその光景を見つめた。

「ほ、ほらりへ、らりほぉ」

　男はまだ完全に意い識しきが戻っていないようで、呂ろ律れつの回らない声を上げた。あれほど強打したのに、痛みは感じていないらしい。ノインは床ゆかで伸びている男に歩みよる。テーブルの上にあった急きゆう須すを取ると、中に残っていた紅こう茶ちやを顔にかけた。
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「ヒドイです、もったいないじゃないですか！」

　灯とう香かが、やや方向性に疑問が残る非ひ難なんの声を上げる。さすがに堪こたえたらしく、男の顔が苦く悶もんに歪ゆがんだ。

「だ、ちょ、あつ熱あつっちぃ！」

「やっとお目覚めか、秋あき雨さめぇ」

　ノインは秋雨と呼ばれた男の胸むな倉ぐらをさらに摑つかみ上げ、上体を起こさせる。顔を、あと少しでキスが出来そうなほど近づける。だが、その目はキスなんて喩たとえが憚はばかられるほど凶悪だった。

「何ぁにが、小さな穴を埋めるだけのお気楽任務だっ。第二界まで開いてる上に漂流者までいやがった。危うく殺されかけたじゃねぇか、糞くそ野や郎ろう。てめぇの足腰、ついでにポークビッツみてぇなアソコも一生立たなくさせてやろうか」

「あだっ、ちょっと待って、ノイン。話を、話をっ聞けっ。殺やるのはいつでも出来るだろう、だから話をっ」

　秋雨はひどく怯おびえた様よう子すで叫ぶ。歳としは二十代半ばくらいだろうか。気だるそうに垂たれた目に、皮肉っぽく歪ゆがんだ口元、全体的に軽い雰囲気が満ちていた。染そめ上げた金髪は色が明る過ぎ、胸に下げたサングラスはいかにもという感じで、安っぽい印象を強める役にしか立っていない。

　ノインは、自然な仕し草ぐさで背中に手を回し、ズボンの下に括くくりつけていた拳けん銃じゆうを取り出す。

「気をつけな。下手へたな言いい訳わけしやがったら遺ゆい言ごんになるぜ」

　こつんと、銃口を額ひたいに当てる。躊躇ためらいなく安全装置を外す操そう作さに、秋あき雨さめの顔が歪ゆがむ。

「と、止めなくていいのかよ」

　唯ゆい人とは慌あわてて灯とう香かを振り返る。灯香は、まだ捨てられた紅こう茶ちやを残念そうに見ていた。教師が教えを諭さとすように優やさしく答えてくれる。

「大丈夫です。ほら、テレビの熱ねつ血けつ占い師も言ってるじゃないですか。筋が通らないことがあったら、若いうちはたくさん喧けん嘩かをしなさいって。よっぽどのことがない限り、喧嘩で死ぬことはないのです」

「いや、これはまれに見る、死ぬシチュエーションだと思うんだけど」

　と、唯人の不安を汲くみ取ったのか、レムがソファから飛び降りて叫ぶ。

「撃うつな、止やめろ」

　ノインと秋雨の目が、同時にレムを向く。ノインの目からは一いつ瞬しゆんだけ凶きよう暴ぼうさが消える、さすがに子供を睨にらみつけることはしないらしい。秋雨にいたっては、救いを求め懇こん願がんするような表情を向けていた。

　レムは二人ふたりの視し線せんを受け止め、ポーチの中から長細い金属の筒つつを取り出す。

「ママ、これ」

　唯人には、それが一瞬何かわからなかった。ノインがそれを受け取り、拳銃の先に取り付けた所で、映画などでよく見るサイレンサーだと気づいた。レムは冷たい声で付け足す。

「マッポは、御免だ」

　秋雨の顔が、絶望に歪ゆがむ。おそらく、翼つばさが溶けたイカロスはこんな顔をしていたに違いない。

　レムは、何事もなかったように唯人の横でルービックキューブを再開する。唯人は、少女の予想外の行動に思考が止まっていた。ワンテンポ遅れて、聞こえてきた言葉が頭の中で分析される。その中の一つが、不協和音を上げた。

「ママって、さっきママって呼んだよな」

　聞き間違いでなければ、レムはノインをそう呼んだ。灯香が丁てい寧ねいに答えてくれる。

「はい、苗みよう字じが同じだったでしょう。レムさんは、ノインさんの娘さんなのです」

「えっ、だって歳としが」

「文句でもあんのか、てめぇ！」

「こら、誰だれだかしらんが余計なこと言うなっ。指先に力が入ったらどーするっ。責任とれるのか、責任っ」

　二人ふたりの怒ど声せいを一気に浴びせられ、すぐに沈ちん黙もくする。ノインは再び秋雨に向き直り、サイレンサーの先端を頭につける。そして、引き金を半分ほど引き、笑った。

「さぁ、言い訳を聞こうか。あんまり話が長いと指先がもたねぇから気をつけな。生あい憎にく、お前のために指の震ふるえを我が慢まんするつもりはねぇからな」

「な、長話にはならねぇさ。コーンフレークの朝食くらい簡かん単たんなことだ。あの仕事は俺おれがもってきたんじゃないんだ。エクスシアの支部から送られてきた話だ、もちろん情報も全部な。ガセネタ送ってきたのは奴やつらだ、俺に当たるのは筋違いだろっ」

　しばらくの沈ちん黙もく。ノインは、しばらく秋あき雨さめを睨にらんでから右手を真横に伸ばす。と、それを見たレムが再びソファから飛び降りる。ポーチから煙草タバコとライターを取り出し、煙草をノインに手渡す。ノインが煙草をくわえると、レムが素す早ばやく火をつける。素す晴ばらしい教育方針だ。

　ノインは、大きく煙を吐き出してから立ち上がる。銃口を秋雨から逸そらし、呟つぶやく。

「命拾いしたな」

「勘かん違ちがいだってわかったんなら、謝あやまれっ」

　よく解らない単語は多々あったが、唯ゆい人とにも、秋雨の叫びが当然であることはわかった。

「あの人は、秋雨芥かい太た郎ろうさん。チンピラさんみたいな格かつ好こうですけど、一応この事務所の営業担当なのです」

　灯香が、邪じや気きのない毒どく舌ぜつで紹介してくれる。

「営業担当？　なんだ、立派な椅い子すに座ってたから、てっきりあの人が社長かと思ったよ」

「あんなカス、社長のわけない」

　レムが小声で呟つぶやく。こっちは紛まぎれもない悪意が感じられた。

　秋雨は、ズボンを叩たたきながら立ち上がる。洋服の裾すそで、顔にかかった紅こう茶ちやを乱らん暴ぼうに拭ぬぐう。色褪あせたジーパンによれよれの柄がら付きカッターシャツ。金の腕うで輪わに指輪。それだけでも趣しゆ味みの悪さは覗うかがえるが、飛び抜けて悪趣味なものが額ひたいについていた。紅茶のせいで額に貼はっていた保冷ガーゼが剝はがれ、その下から顔を出している。それは、魚の骨のタトゥだった。デフォルメされた魚の骨が、でかでかと額に刻まれていた。左目の下にも、波のような模様が三本並んでいる。趣味が悪いのを通り越して、滑こつ稽けいだった。

「で、どうするんだ、ノイン。ドジった事が社長に知られたらヤバイぞ。想像するだけで、ガソリン満まん載さいのトラックで火薬庫に突っ込むみたいな気分だ。武器整ととのえてもっかいいくか？」

「あぁ、得え物ものさえありゃぁ簡かん単たんに片付けられる仕事さ。だが、その前に契約違反だってのをエクスシアの連中にカマしてやんねぇと。仕事をこなして欲しけりゃ額がく面めん上げろってな。ガセネタ摑つかまされて、黙だまって言うこと聞いてたんじゃ、これからも似たような臭くせぇケツ舐なめさせられるぜ」

　ノインは答えながら、唯人の向かいのソファに座る。当然、唯人はノインとテーブルを挟はさんで向かい合う格かつ好こうになる。唯人の視し線せんが、ノインとぶつかる。

「そいつは同感だな。ライフ・イズ・マネーだ。金は取れる時にとっとかないと。ってことで、灯とう香かちゃん、電話してきてくれるかい」

　はいです、と素直に答え、灯香は部へ屋やの奥に戻っていく。唯人は心細くその背中を見送った。ズレているところがあるが、この中で一番まともに話が出来そうなのは灯香だった。唯人は、三人の変人たちの中に取り残される。

「で、さっきから目ざわりなんだけどよ、お前は何なんだ」

　さっそく、恐れていた順番が回ってきた。ノインが冷ややかな目で尋たずねてくる。そしてすぐに、自分で聞いておきながら、思い出したように言葉を足す。

「そういや、さっきフザけたこと吐ぬかしてたな。アタシがレムの母親に見えないだって？」

　次の瞬しゆん間かん、グローブの付いた左手が伸びてきて、胸むな倉ぐらを摑つかんだ。唯ゆい人との体が、勢いよく前に引き寄せられる。ノインの赤い瞳ひとみが迫る。唯人には、それが血の色に見えた。

　唯人は不良というわけではなかったが、素そ行こうのよい方ではなかった。喧けん嘩かの加勢に駆かけつけたことも、街で絡からんできた不良どもを叩たたきのめしたこともある。だが、この女の持つ迫力は、そこいらの悪童どもとは別格だった。血と暴ぼう力りよくの臭においが、唯人の心しん臓ぞうを鷲わし摑みにする。

「はっ、はなせっ！」

　気がつくと、悲鳴のような声を上げていた。ノインの手を力いっぱい払いのける。力をいれた拍子に、腰が滑すべってソファから落ちる。そして、尻しり餅もちをついたまま、ノインに見下ろされる格好になる。

　怯おびえる唯人の指先に、足元に置いていた竹刀しない袋ぶくろが触れた。唯人の防ぼう衛えい本能は、咄とつ嗟さに、その中から竹刀を引き抜かせていた。竹刀の柄つかを握った途と端たん、心が落ち着く。武器を得たからというよりも、幼い頃ころから扱ってきた感触そのものが平常心を取り戻させてくれる。

　はっとして、ノインを見上げた。怒りに満ちた表情を想像したが、そこにあったのは笑え顔がおだった。猫目女は、猫が弱った鼠ねずみを生いけ捕どりにしたような、つまり、程ほどのいい暇ひまつぶしを見つけたような残忍な笑えみを浮かべていた。

「剣道ってやつか。腕に多少は自信あるって面つらしてやがんな。それなら話がはえぇ」

「このハゲは、客だ」

　レムが言う。その声に、秋あき雨さめは大げさに笑い声を上げる。

「おいおい、そいつ客だったのか。俺おれはてっきり灯とう香かちゃんの彼氏かと思ったよ。まぁ、そっちもそっちで、社長に知られたら大事だけどな。まいったな。ノイン、聞こえてたか、その坊主は客なんだと」

「でも、先に得え物ものを出したのはアイツだぜ」

「あ、あの、やめましょう。失礼なことを言ってすみません。俺はただ手紙を」

　唯人は身の危険を感じ、慌あわてて弁解する。次の瞬間、ノインの手はテーブルに残っているティーカップに伸びた。頭から、残っていた紅こう茶ちやをかけられる。飲みかけの紅茶はぬるくなっていたが、血の気の多い唯人を本気にさせるには十分だった。

「やめな、もう何を言ったって収まらねぇよ。口に出した言葉は消せないし、武器を向けたら、どっちかが地べたを舐なめるまで仕し舞まえない。死人が蘇よみがえらないのと同じようにな。つまんねぇ喘あえぎ声上げてねぇでさっさと立ちな」

「せっかく、あの子が淹いれてくれたのに。こーゆーの初めてだったのに。めちゃめちゃ美味おいしかったのに……どうなっても、知らないぞ」

　唯ゆい人とは、紅こう茶ちやを拭ぬぐいながら立ち上がる。もう、猫目女の迫力に気け圧おされることはなかった。テーブルから離はなれ、空あいているスペースに移動して竹刀しないを構える。

「やっとその気になったか、火付きの悪わりぃ男は嫌われるぜ。こんだけ焦じらしたんだ、少しは興こう奮ふんさせろよ」

「おい、手ぶらでいいのか。なめてたら本当に怪け我がするぞ」

　ノインは武器を手にしてないどころか、右手を組み、左手で煙草タバコを持ったままだった。

「童貞のガキをイかせるのに、道具も手も必要ないさ。足でこねくり回すだけで十分だ。いいか、もしあたしの背中を床ゆかにつけられたら、てめぇと寝てやるよ。なんだって言うことをきいてやる」

　ぺろり、と舌を出して上唇をなぞる。

「ふざけやがって。なら、死ぬほど恥はずかしい格かつ好こうさせてやる」

　左足を下げ、力を溜ためる。剣道には自信があった。何か一つでも兄に勝ちたくて始めたものだったが、続けるうちに夢中になった。兄の記き録ろくには及ばないが、それでも県大会で上位に入るだけの実力はある。防具もつけてない女に打ち込むのは気が引けたが、目の前の敵にその常じよう識しきが通じないことは感じていた。

　気合いの代わりに、鋭するどく息を吐く。流石さすがに顔は狙ねらえず、剣先を少し下げる。左足に溜めた力を爆ばく発はつさせ、前方に跳ちよう躍やくする。体が巨大なバネになったように力が駆け抜ける。腹を目掛けた高速の突き、手加減は一切なし、最短距きよ離りで繰くり出す。

　経けい験けん者しやでも滅めつ多たに止められない唯人の得意技。それを、ノインはやすやすと打ち払った。竹刀の切っ先を、煙草を挟はさんだままの左手で横から叩たたき、脇わきに逸そらす。次の瞬しゆん間かんには、右足が唯人の顔の高さまで跳はね上がっていた。

　防がれたことに動どう揺ようはあった。だが、剣道で身につけたのは竹刀捌さばきだけではない。鍛きたえ抜かれた動体視力と反射神経が、迫ってくるノインの蹴けりに反応させる。竹刀を手放し、両腕を顔の横で交差する。回し蹴りが、その上に降ってくる。強烈だった。衝しよう撃げきが突き抜け、両腕に痺しびれが走る。吹ふき飛びそうになるのを踏ん張って支える。

　受け止めた瞬間、怒ど声せいが響ひびいた。

「てんめぇっ」

　ノインが、さっきまでの笑えみを消し、怒りを滾たぎらせて叫んでいた。おそらく、蹴りを受け止められたことがプライドを傷つけたのだろう。唯人は、してやった、と小さく笑みを浮かべる。が、優ゆう越えつを感じることが出来たのは、その一瞬だけだった。

　ノインが煙草を指先で弾はじくようにして捨てる。

　反射的に、視し線せんは煙草を追う。

　すぐに視し線せんを戻す。その時には、ノインは消えていた。さっきまで正面に立っていたはずだが、煙草タバコに気を取られた一いつ瞬しゆんで見失う。

　影かげが、唯ゆい人との体を覆おおう。はっとして見上げる。

　ノインは、高々とジャンプし、天てん井じようを這はうパイプを摑つかんでぶら下がっていた。呆あきれるほどの高さだった。なんて馬ば鹿かげた跳ちよう躍やく力りよく、身軽さだろう。パイプを摑んだまま、振り子のように体を揺ゆすり、勢いよく反動をつけて唯人の方へ跳とんでくる。

　反応、出来るわけがなかった。

　ジャングルブーツの底が視界いっぱいに広がっていくのを、ただ呆ぼう然ぜんと見ていた。

　めしっ、鈍にぶい音と共に、脳に閃せん光こうが走る。体が軽やかに宙を舞まう。吹ふき飛ばされ、壁かべに背を打ち付ける。そのまま、ずるずると壁を滑すべるように倒れ、床ゆかの上に大の字になった。動くことも、声を出すことすらも出来なかった。鼻血が横向きに頰ほおを伝っていくのを感じながら、鼻が折れてなかったらいいなぁ、などと思った。

　ノインが満足そうな笑えみを浮かべながら、歩みよってくる。手には新しい煙草がはさまれている。そして、唯人の顔の上にしゃがみ込み、煙を吹ふきかける。この女は、よほど人を見下すのが好きらしい。

「アタシがレムの母親に見えるわけねぇだろ。実際、血なんて繫つながってねぇんだからよ。にしても、酒と喧けん嘩かが弱い男ってのは、おっ立たなくなったジジイのイチモツくらい使えねぇぜ。まぁ、最近の喧嘩ん中じゃぁ楽しめた方だけどな」

　屈くつ辱じよく的てきだった。最初から、喧嘩するつもりで絡からんできやがったのか。叫びはまだ声にならない。背後から、灯とう香かの声が響ひびいた。

「ちょ、ちょっと、ノインさんっ！　何やってるのですか、お客さんですよ！」

「あぁ。今、ちょうど話を聞こうとしてたところさ」

　ノインは唯人から離はなれると、近くの壁に寄りかかって煙草をくわえ直した。灯香が駆かけ寄り、ハンカチを取り出して唯人の頰ほおに触れる。

「だ、大丈夫ですか？　ごめんなさい、私が目を離してしまったから」

　そっと唯人の頭を抱きかかえ、ハンカチで鼻血を拭ぬぐう。柔らかな感触が後頭部から伝わってくる。柔軟剤の芳かぐわしい匂においがする。唯人は、灯香の姿が女神に見えた。この瞬間のためならば、蹴けりを食らったことも幸福に思えた。と、秋あき雨さめとノインの声が聞こえてくる。

「おい坊主。客なんだろ、早く用件を言ってくれよ」

「いつまで寝てやがる、手加減して蹴ってやっただろう。さっさと話せタコ」

「お、お前らの血は何色だ！」

　唯人は、灯香の肩をかりてソファに腰を下ろす。灯香が用意してくれた氷袋を頰に当てながら、正面を睨にらむ。向かいには、今度は秋雨が座っていた。胸から下げていた安っぽいサングラスを掛けている。横ではレムが、いつの間にか取り出した子犬のジグソーパズルを作っており、ノインは奥の本棚にもたれて煙草タバコを吸っていた。

「自己紹介がまだだったな、俺おれは秋あき雨さめ芥かい太た郎ろう、呼ぶならカイさんと呼んでくれ。ガンダムみたいだろ。あぁ、世代が違うか。ほらこれが名めい刺しだ」

　手渡された名刺はいたって普通だった。突っ込むとすれば、肩書きに『営業・接客・経理・捜査担当』と書かれていることだろう。他ほかに何の仕事が残ってるんだ。

「依頼を聞く前に基本的なルールを一つだけ言っておく。俺の額ひたいを見て笑った奴やつには、高こう額がくの慰い謝しや料りようを請せい求きゆうさせてもらう、精神的苦痛って奴だ。いいかい？」

　そう告つげると、凄すごみを利きかせるようにサングラスを外す。その下から、赤い瞳ひとみが覗のぞく。またか、と唯ゆい人とは思う。灯とう香かを除けば、ここにいる人間は皆、赤い目をしている。しかも秋雨の目はさらに特別で、タトゥに囲まれている左目だけが極端に濃こかった。唯人の視し線せんに気づいたようで、秋雨が付け足す。

「俺たちの赤い目が気になるか。瞳は魂たましいを映す鏡かがみだ。異界に魅み入いられた者は、その瞳が赤く染そまる。どういう原理かはよく知らないけどな」

　異界、またその言葉だ。唯人の胸の中に、未知への不快感と、好奇心が膨ふくらんでゆく。

「えっと、依頼っていうのは、俺からじゃないんです。これを見てもらえますか」

　唯人は、兄から届いた手紙を手渡す。

「反はん翼よくの魔ま女じよ様へ、か。確たしかに、ここで間違いないな。〝反翼の魔女〟ってのはこの事務所の社長の通り名だ。こいつを社長に渡しとけばいいのか？」

「はい、お願ねがいします。俺は、それを渡すように頼まれただけなんですよ」

「構わないが、社長はここ数週間、事務所を空あけててな。あの人はしょっちゅう旅に出るから、俺たちもいつ帰ってくるかわからないんだ」

　と、そこでノインが口を挟はさむ。

「おい秋雨、その手紙、霧きり崎さき戒かい人とからだぜ」

　秋雨は確かく認にんしていなかったが、ノインの位置からは裏に書いてあった差出人が見えたらしい。ノインが面おも白しろがるように、秋雨の手から手紙をひったくる。

　唯人の頭の中に、三年前の学校放火事件が思い出される。あの事件以来、近所では兄の名前はおろか、霧崎の苗みよう字じを口にするだけで、あの放ほう火か魔まか、という好奇の目で見られるようになった。慣なれてしまった屈くつ辱じよくと、こんな場所でもかという落胆がやってくる。

　だが、秋雨の反応は予想とは大きく違っていた。口笛を吹ふき、まるでプロ野球選せん手しゆのように名前を口にする。

「霧崎戒人、あの〝鏡かがみの王おう子じ〟か！　社長、あいつと知り合いだったのか、すげぇな」

「兄を、ご存知なんですか？　実は、兄は三年前から行方ゆくえ不明なんです。もし今どこにいるのか知っているのなら教えて下さい」

「そうか、お前、霧崎戒人の弟だったのか。直接の知り合いってわけじゃない。でも、お前の兄貴は、こっちの世界じゃなかなか有名人なんだ。異界使いになってまだ数年だってのに、たった一人ひとりで十数件もの事件を解決してる。まぁ、新進気き鋭えいのルーキーってとこかな」

　三年もの間、警けい察さつすら摑つかめていない兄の消息が知らされる。こっちの世界、というのがまっとうな仕事には思えなかったが、随ずい分ぶん名を馳はせているらしい。

「残念ながら、お前の兄貴に関して俺おれたちはそれ以上のことは知らない。期待に添えなくて悪かったな。用が済んだんならもう帰っていいぞっておい、ノイン、何勝手に開けてるんだ」

　秋あき雨さめの背後で、ノインが乱雑に封を破っていた。中から出てきたのは、便びん箋せんの束と数枚の写真だった。写真がひらひらと床ゆかに落ちる。

「がたがた騒さわぐなよ、みっともねぇ。内容を確かく認にんしてんじゃねぇか。姉あね御ごはいつ帰ってくるかわからねぇ。緊きん急きゆうの用件だったらどうすんだ」

「お前、霧きり崎さき戒かい人とに興きよう味みがあるだけだろ」

「当然だろ。あたしはね、あたしより強い可能性がある人間全般に興味があるのさ」

　ノインは、落ちた写真など気にせず便箋に目を走らせる。代わりに秋雨が拾い上げ、テーブルの上に並べる。写真は三枚、それぞれに若い男が写っていた。隠かくし撮どりなのだろう、男たちの顔にだけピントが合い、背景はぼやけている。場所はどこかのバーかクラブのようだった。

「ほら、開けてよかっただろ。仕事の依頼だよ、緊急のな」

　読み終えたらしく、手紙を秋雨の手に戻す。

「霧崎は『悪夢愛好会』っていう名前の異界を利用した犯罪組そ織しきを追ってたんだとよ。依頼を引き受けて調しらべてたら、そいつは想像してたよりもずっとでかい組織だった。一人じゃ手に負えなくなって、姉御に協力を求めてる。組織を追うどころか、逆に追われる立場になっちまったそうだ。その写真に写っているのが、悪夢愛好会の幹部だってよ」

　写真は右端から、丸坊主の目つきが悪い男、鼻に蛇へびのピアスがぶら下がった金髪の男、黒いロングヘアーの男が並んでいた。全員が、髑どく髏ろや蝙蝠こうもりをかたどったシルバーアクセサリーを身につけ、ヘビィメタルのようなごてごてのライダースジャケットを羽は織おっていた。写真を見ただけで、夜の繁はん華か街がいを根ね城じろにしてそうな性質たちの悪い連中だとわかる。

「〝鏡かがみの王おう子じ〟の名前が泣くぜ。自分のケツも拭ふけねぇようじゃ、あたしの背中を地べたにつけるのは望み薄うすだな。でも、今回のエクスシアから回ってきた依頼なんかよりはよっぽど面おも白しろそうじゃねぇか」

「手紙は一枚目だけで、残りは悪夢愛好会の資料か。社長を頼ってきてるんだろ。霧崎の手に余るような相手だ、俺おれたちじゃ力不足なんじゃねぇか。ここはエクスシアに報告してだな、しかるべき人材をあててもらうのが最善だろ」

「まっとうな判断だな。最後の文を読んでもそれが言えるか、てめぇに？」

「ん、最後が何だって？」

　と、数秒、秋雨が止まる。そこに書かれていた何かが、秋雨の心を揺ゆさぶっているようだった。そして、勢いよく立ち上がる。

「なるほど、そーゆことか。確たしかに悪くない。ノイン、この話、俺おれものったぞ。問題なく解決させれば、社長が戻ってきても文句は言わないだろう」

「本当に、引き受けるつもりなのですか？」

　灯とう香かが心配そうに尋たずねる。

「霧きり崎さきは、この依頼を五千万で受けたそうだ。事件が解決した後、それを最低で六と四で分配しようと言ってきてる。あ、もちこっちが六な、悪くねぇだろ」

「金ボケのヤク中、さっさと死ね」

　レムが、隣となりに座る唯ゆい人とにしか聞こえないような小声で呟つぶやく。

「そうと決まれば、さっさと古い依頼を片付けてしまわないとな。灯香ちゃん、さっきエクスシアに電話してくれたんだろう。どうだった？」

「あ、はい。財務部に掛け合ってから、もう一度連絡してくれるそうです」

「おいおい、せっかく盛り上がったとこなのにな。しかたない、もうちょい待つとするか」

「あの、聞きたいことがあるんですけど」

　唯人は、タイミングを見計らって声を挟はさんだ。秋あき雨さめが露ろ骨こつに面めん倒どうそうな表情で振り向く。

「なんだ、もう用事は済んだだろ。あぁ、いい仕事を持ってきてくれてありがとな。兄貴のことなら本当にもう何にも知らないぞ」

「兄のことは、もういいです。ただ、兄がどういった仕事をしているのか、せめてそれを教えていただけませんか。つまり、その、あなたたちが言う異界とはなんなのか」

　その質問に、秋雨は途と端たんに気が抜けたような顔になる。

「なんだ、お前、何も知らないのか。それで、レムがよくこの事務所にいれたな」

　レムは聞こえなかったのか、無表情のままだった。代わりに灯香が答える。

「あ、えと、現世が侵食されてるって話をされたので、てっきり私も異界に関かかわっている方だと思ったのですけど」

「あぁ。霧崎の手紙を読んで、簡かん単たんな言葉だけは知ってたってことか」

　どうやら、異界の話を知らなければ事務所にすら入れなかったらしい。兄の手紙は、それを見越して書かれていたのかもしれない。ノインが、ふと何かに気づいたように、口の端に皮肉っぽい笑えみを浮かべる。

「お前、珍しくレムに気に入られたみたいだな。レムは気に入った相手としか喋しやべらねぇんだ。ほら、秋雨とは口もきかねぇだろ」

「なっ、ちょっと待て。俺のこと嫌いなのか」

　レムは、秋雨の言葉などまるで聞こえていないように無反応だった。唯人は、驚おどろいてレムを見る。ジグソーパズルを真剣に見つめる横顔には、愛あい嬌きようや人ひと懐なつっこさの欠片かけらもなかった。自分が気に入られているなど、微み塵じんも感じられない。まじまじと見ていると、レムは首を動かさずに横目で睨にらみ返してくる。

「こっちみんな、ハゲ」

　慣なれてきたので、これくらいで苛いら立だちはしない。しかし、憎たらしい言葉からは、とても自分が気に入られているとは思えなかった。おそらく、母親の勘かん違ちがいだろう。と、灯とう香かが唯ゆい人とを気づかうように言葉を挟はさむ。

「秋あき雨さめさん、ノインさん、どうせ待ち時間なのですし、教えてあげてくれませんか。いいお仕事を持ってきてくれたのでしょう、それくらいのサービスはいいじゃないですか」

　灯香が、二人ふたりを交互に見る。灯香に頼まれるのが苦にが手てなのか、秋雨は居い心地ごこち悪そうに額ひたいの魚に触れた。

「別に説明してやんのはかまわないけどよ。スーパーで売ってるミンチ肉の中身と同じだ、普通に生きてくには知らない方がいいことってのもあるだろ」

「それなら、もう手遅れですよ。ここまで中ちゆう途と半はん端ぱに話を聞いて、全部忘れて帰れって言う方が無理です」

　すかさず、勢い込んで言葉を挟む。兄の背中が見えたのに、このまま引き下がるわけにはいかない。

「まぁ、そこまで言うんなら話してやってもいいけどよ。これを聞いたら、明日あしたから世界が変わって見えるぞ。あ、それ以前に、信じやしないか」

　秋雨は、ポケットからしわくちゃになったマルボロを取り出す。火をつけ、大きく吸い込むと、全身をソファに沈み込ませながら話し出す。

「まずは……何から話すかな。よし、いきなり危ないトコから始めるが、ちゃんと付いて来いよ。人間、いや全すべての生命は二つの物で構成されているってのはわかるか？　肉体と、魂たましいだ」

　話は意外な方面から始まった。興こう信しん所じよなので何らかの裏稼業かと想像していたが、宗教も関連しているのだろうか。

「信じないなら、この話はここでお仕し舞まいだ。魂は存在する。もちろんそれは、怪かい談だんに出てくるような人ひと魂だまなんかじゃない。魂っていうのは、情報媒体だよ。記き憶おく、性格、その者がどう想おもい、どう考えて生きているのか、アイデンティティを決定付ける不可視のメモリーが体の中に流れているのさ。肉体と共にある間は、魂には形も質量すらもない。脳はいわば、魂に読み込み、書き込みを行うドライバなんだ」

　それを聞いて唯人がイメージしたのは、生物の授業で習ったばかりの脳のしくみだった。脳の中で、情報の処理や保存は神経細胞が発する電気信号によって行われている。信号が神しん経けい線せん維いをたどって脳内に伝わっていくことで人間は考え、行動することが出来る。脳内に流れる電気信号は、個人の意い識しきレベルや、環かん境きようによって全まつたく異なるものになる。つまり、秋雨の言う魂、とはこの電気信号のようなものだろう。

「肉体は、死んだら土に還かえる。有ゆう機き物ぶつだからな、微生物に分解されて草花の養分になったり、他ほかの生き物の餌えさになったりする。最近、人間はこの輪わからはみ出ることもあるが、自然の摂せつ理りってのはそうだ。輪りん廻ねのようにぐるぐる回る」

　唯ゆい人とは無言で頷うなずく。秋あき雨さめはさっきまでの面めん倒どうそうな表情はどこかへ忘れたらしく、熱ねつ心しんに話しを続ける。最初に腰を上げるのは億おつ劫くうがるが、一度始めたら火がつくタイプなのだろう。

「じゃぁ、魂たましいはどうなるのか。当然、話の流れ的にはそうなるわな。魂も同じだ、死んだ魂は分解され、溶かされ、原初のカタマリに戻り、また新たに生まれてくる命の元となる。この時、魂が還る場所こそが〝異界〟だ。つまり、異界とは死者たちの精神世界なのさ」

　異界。唯人は、その場にいる全員の顔を見渡した。目の前の真剣な表情をした秋雨。ノインは皮肉っぽく笑っている。灯とう香かは肯定するように頷き、レムはジグソーパズルの子犬を睨にらんでいる。レムを除くそれぞれの仕し草ぐさが、本当にそれを信じているのだと伝える。

　唯人には、当然ながら、信じられるわけがなかった。十七年もかけて築きずいてきた常じよう識しきは、そんな荒こう唐とう無む稽けいな話で打ち破られるほど薄うすっぺらくはない。むしろ、ここにいる全員が何らかの異常者か宗教がらみなのかもしれない、という考えさえ浮かぶ。

「信じられないか？」

　唯人の考えを見み透すかしたように、秋雨が問う。唯人は少し迷ってから、素直に頷く。

「だろうな。それが正しい反応だ。信じる信じないは自由だ、どちらにしろ明日あしたからのお前の人生には関かかわりない話さ。だが、せっかくここまで話したんだ、最後まで聞いてけよ」

　唯人はもう一度頷く。信じる信じないは別として、興きよう味み深ぶかい話ではあった。死者の魂が辿たどりつくのは、天国でも地じ獄ごくでもない。異界と呼ばれる世界を経由して再び現世に戻ってくる。その発想は、一つの物語として唯人の興味をくすぐった。

「異界は、現世の影かげのように寄り添いながら、無数に層を成して存在している。異界ってのは、簡かん単たんにいえば、魂のリサイクル工場さ。肉体が分解されて土に還るのと同じだ。現世でたっぷりと情報を書き込まれた魂をバラバラに分解して、古い情報を消して、まっさらにして再び現世に送り出す。魂のフォーマットを行う場所、それが異界だ。なんだ、よくわからないって顔だな」

　秋雨は立ち上がり、周りのテーブルから適当に何かを拾って戻ってくる。それらをテーブルの上に並べ、尋たずねる。

「コレは何だ、順番に言ってみろ」

「鍵かぎに、飛行機の模型に、拳けん銃じゆう、ですよね」

　秋雨が丁てい寧ねいに並べたのは、その三つだった。車の鍵、ＡＮＡのロゴが入った金属の飛行機模型、そして、さっきレムが手入れしたばかりの拳銃。

「それも正解だが、もっと突き詰めていけば、これらは全すべて鉄だ。元をたどれば全部同じ、そうだろう。じゃあ第二問だ。元が同じなら、こっちの拳銃から、こっちの鍵を作ることは出来ると思うか？」

「そりゃ……それなりの設備があれば、出来るでしょう」

　ばちん、秋あき雨さめは豪ごう快かいに指を鳴らす。

「そいつが、異界だよ。例えば、こいつらが虫の魂たましい、魚の魂、人間の魂だとする。形も量も違うが原料は同じだ。現世で死んだら、こいつらは異界に落ちる。倉庫に安置され、ハンマーで砕くだかれ、粉ふん砕さい機きで磨すり潰つぶされ、炉に放り込まれてドロドロに溶かされ、ただの鉄に戻る。それから、新しく鋳ちゆう造ぞうされて、出荷され、新しい命となってこの世界に生まれ落ちるのさ。これが異界のしくみだ。ここまで言やぁ、理解出来ただろ」

　まだピンとこないが、なんとなくは理解出来た。粘ねん土ど遊びのように形を与えられ、一つに戻される。生まれ変わるのではなく、まさにリサイクルだ。

「さっき、異界は層を成して無数に存在しているって言ったな。この一つのリサイクル工程ごとに、一つの世界があるんだ。つまり、異界は工程の数だけある。俺おれたちは、その世界のことを現世に近い層から順番に第一界、第二界、第三界って具合に呼んでいる。魂は砕かれ、溶かされ、形を失いながら、異界を下層へ下層へと落ちていくのさ」

　唯人はしばらく沈ちん黙もくする。いつの間にか、真実ではない、と考えていても話に聞き入ってしまっていた。信じてもいいような、そんな気にさえなっていた。

「じゃぁ、現世が異界に侵食されている、っていうのはどういうことなんですか？」

「そこまで話すと、また長い話になるんだが」

　と、そこで話に水を差すように、電話が鳴った。ノインが受話器を取りに奥へ向かう。

「生きてる人間が生に執しゆう着ちやくするように、魂ってのも現世に、正せい確かくにいえば、より現世に近い層に留とどまりたいとするものなんだ。死ぬ時の未練が強いほど、傾向は強くなる、それが異なる世界の侵食を引き起こすのさ」

　電話を終えたノインが戻ってくる。二人ふたりの話を断たつように、勢いよくテーブルに手をのせる。

「エクスシアからだ。金の折り合いが付いた、さっさと仕事を片付けにいこうぜ。話の続きは現物を見ながらでどうだ、せっかくそこまで話したんだ、実地見学のおまけぐらい付けてやれよ」

「ノインさん、いくらなんでも危険です。それに、刺し激げきが強過ぎます」

　慌あわてて立ち上がった灯とう香かに向けて、ノインは面おも白しろがるような笑えみを見せる。

「なぁに、コイツなら大丈夫だって。あたしの蹴けりを一発受けたんだ、度胸は据わってる。お前もこんな話聞かされて、噓うそか本当かわかりませんって帰されても面白くねぇだろ」

　唯ゆい人とは頷うなずく。灯香の心配そうな視し線せんが痛かったが、それでもここで引き下がれない。付いていけばはっきりするのだ、この馬ば鹿かげた話が真実なのかどうか。

「よしっ、決まりだ。おら、とっとと行くぜ」

　ノインは、秋雨のくわえていた煙草タバコを奪うばい取ると、乱らん暴ぼうに灰皿に押し付けた。







　外に出ると、とっくに日は沈んでいた。唯ゆい人とは、ノインたちと連れ立って階段を下りる。灯とう香かは現場の仕事には出ないらしく、一人ひとりだけ事務所に残ることになった。ノインの手には濃のう緑りよくのバックパックの他ほかに、銀ぎん色いろのアタッシュケースが下げられていた。

　一階まで下りると、行きしなに会った喫きつ茶さ店てんの女性が閉店の準備をしていた。ノインと秋あき雨さめに挟はさまれて出てきた唯人を見て、彼女はいかにも気の毒そうな顔を向ける。

「なぁ、あの子、可愛かわいいだろ？　山やま田だみどりさんっていうんだ。華きや奢しやでさ、なんか守ってやりたくなるっていうかさ。コーヒー飲みにいくと、すっげぇ満面の笑え顔がおで迎えてくれるんだ」

　秋雨が、耳元で囁ささやいてくる。

「今度、デートに誘さそったらオーケーしてくれるかな？」

「無理だと思いますよ」

　唯人の鳩尾みぞおちに、秋雨の肘ひじがめり込む。それを見ていた彼女が、そっと胸の前で両手を合わせた。きっと何ど処こかに沈められに行くと思っているのだろう。

　来る時は気付かなかったが、マンションの脇わきにはこぢんまりした駐ちゆう車しや場じようがあった。そこには数台のバイクと、真まっ赤かなワーゲンが一台とまっていた。

「俺おれじゃないぞ、社長の趣しゆ味みなんだ」

　秋雨が弁解するように言い、ワーゲンの後部座席のドアを開ける。唯人とレムがそこに並んで座る。ノインたちの態度を見ているとどうやらこの少女にも役目があるらしかった。運転席に秋雨、助手席にノインが座り、ワーゲンは走り出す。

「二十分くらいで着く、わりと近所だからな。目的地がどこかは着いてからのお楽しみだ」

　秋雨が気を遣つかって言葉をかけてくれる。横では、レムが再びルービックキューブを始めていた。車内に、カシャカシャと軽い音が響ひびく。

「さてと、話の続きをしようか。侵食ってのは何か、だったな。まず、異界がどんな場所なのかを話そう。異界ってのは魂たましいの世界、つまりは記き憶おく情報によって構こう築ちくされた世界だ。死者の記憶を繫つなぎ合わせて造られたパラレルワールド、それが異界だ。簡かん単たんに言えば、異界は現世のコピーなんだよ。下層になるにつれて魂の記憶は薄うすれるから、コピーもどんどん劣化していく。現世の名残なごりを保っているのは、せいぜい第三界くらいまでだな。なぜ異界が現世を真似まねた姿をしているかというと、死者の魂が現世に未練を持っているからだ。魂たちは異界に現世の名残を映し、そして、願ねがわくは現世に戻ろうとして蠢うごめいている。そのために、侵食が起きるのさ。侵食ってのは、世界の境界をなくすことだ。世界の隔へだたりを曖あい昧まいにし、現世とコピーを重ねることで、こっち側に戻ってこようとしているんだ。こっち側で生きてる俺おれたちには、たまったもんじゃないだろ」

　秋雨の運転は、外見に似合わず丁てい寧ねいだった。スピードはあまり出さないし、黄き色いろ信号で余裕を持って止まる。ブレーキの反動もほとんど感じなかった。

「と、言ったもののだ。実際、異界の侵食ってのは、世界中の至る所で日常茶さ飯はん事じに起きてるんだ。第一界への穴は現世のあちこちで閉じたり開いたりしている。現世にも安定しようとする力があるからな、放っておいても完全に侵食される事はない。心しん霊れいスポットってあるだろ、山奥のトンネルとか廃校とか。ああいう所は、第一界に侵食を受けてる場合が多いんだ。心霊現象ってのは現世に霊がいるんじゃない、人間の方が死者の世界に迷い込んで起こるのさ。第一界は現世に近いから、生きてる人間が迷い込んでも別にどうにかなるわけじゃない。霊に出くわすことがあるかもしれないけど、それだけだ。侵食にもルールがある。そのルールが守られてるうちは俺たちの出番はないんだよ」

　車は駅前の繁はん華か街がいを抜け、閑かん静せいな住宅街へと入っていく。どんな恐ろしげな場所に連れて行かれるのかと想像していたが、どうも町から離はなれるわけではないらしい。

「ルールってのは、層を飛び越えた侵食が行われないこと。具体的に言うとな、現世は第一界にしか侵食されないってことだ。さっき、異界は魂たましいのリサイクル工程ごとに階層があるって言ったろ、覚えてるか？　二界や三界が、層を跨またぎ越して現世に侵食してくることはない」

　唯ゆい人とは、小学生の頃ころにやった理科の実じつ験けんを思い出していた。ビーカーに密度の違う三種類の液体、水とサラダ油とエタノールを注そそぐと層になって分かれる。水とサラダ油は境界で混ざる、サラダ油とエタノールも混ざるが、水とエタノールが混ざることはない。

「ただな、ある条件を満たした時、第二界や第三界が、現世に侵食してくることがある。正せい確かくには、現世に侵食してきた第一界を第二界が侵食するんだが、ややこしかったら今のは忘れてくれ。そうなった時がヤバイ。なんせ、下の階層ほど侵食する力が強いからな、現世の安定力だけじゃなかなか侵食を防げないし、もし現世の生き物が迷い込んだら第一界と違って魂を引きずり込まれる。現世の情報を取り込むことで侵食はさらに強くなり、異界の穴は拡大していくんだ。そこで、俺おれたち〝異界使い〟の出番ってわけさ」

　と、話を中断するように、ノインが体ごと後部座席を振り向く。

「もうすぐ到着だぜ、お喋しやべりは中断だ。おいレム、そろそろ準備しろ」

　レムはこくんと頷うなずくと、唯人にルービックキューブを手渡す。そして、自分の髪の毛を、表情一つ変えずに引き抜く。抜いた髪の毛を三人に一本ずつ配る。

「なんだ、何やってんだ」

「そいつを、腕でも指でもなんでもいい、解ほどけないようにしっかり括くくり付けるんだ。いいか、その子の髪の毛がお前の生せい命めい線せんだからな」

「有あり難がたく使え、ハゲ」

　唯人にも手渡してくる。秋あき雨さめは親指に、ノインは手首にそれぞれ慎重に括り付けていた。何かのまじないだろうか。唯人も真似まねをして、右手首に縛しばり付ける。

「異界使いってのはな、異界の一部を利用する何らかの力を持った人間のことだ。俺たち三人も、それぞれ異界使いとしての能力を持っている。俺おれが情報収集、この暴ぼう力りよく女おんなが戦せん闘とう、そしてレムがサポートを担当してる。社長の言葉をかりれば、三人でやっと一人前の異界使いってとこになる。まぁ、すぐにわかるさ。っと、到着だ」

　え、唯ゆい人とは思わず声を漏もらした。車が止まったのは、住宅街のど真ん中だった。似たり寄ったりの外がい観かんをした庭付き一戸建てが、整せい然ぜんと並んでいる。いかにもごく普通の、日本全国どこにでもあるような閑かん静せいな住宅街だった。

「こんなトコに、異界の穴があるんですか？」

「なんだ、廃校とか樹じゆ海かいとかのがよかったか？　そんなトコが異界と繫つながってても、人もこないんだし大した問題じゃないだろ。ほら、侵食が起きてるのはこの家だよ」

　秋あき雨さめが示したのは、目の前にある二階建ての一軒家だった。目立った汚れもない真っ白い壁かべに洒落しやれた玄関、屋根の上にはソーラーパネルが並んでいる。建てられてからそれほど年数も経たっていないように見えた。玄関には、売り出し中の札と不動産会社の看板が掛かっている。人は住んでいないようで、明かりもついていない。

「こんな心しん霊れいスポット見たことないですよ。ここで一家心中でもあったとかですか？」

　唯人の言葉に、秋雨は露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「いいや。それどころか、この家は一年前に建てられてからまだ誰だれも住んでない。異界の穴ってのは、現世の事情なんか関係なくどこにだって開くんだ。不動産屋にはいい迷めい惑わくだろうな」

「お喋しやべりはそれくらいにして、仕事にかかろうぜ」

　ノインはバックパックからガンベルトを取り出し、腰に巻きつける。ベルトにはホルスターが三つついており、両サイドの二つには、すでに拳けん銃じゆうが収まっていた。

「こんな住宅街で、銃なんか使うのか。誰かが通報して、すぐに警けい察さつがやってくるぞ」

「お前、何聞いてたんだよ。銃を使うのは現世じゃない、異界だ。第一界なら少しは音が漏もれるかもしれないが、俺たちが向かうのは第二界だ。そこでどんな騒そう音おんを立てても現世には聞こえないし、その逆も然しかりだ。つまり第二界でお前がどれだけ叫んでも現世には聞こえないし、死んでも現世には何も残らないってことだ。完全犯罪をしたけりゃ、死体を異界に捨てればいいんだよ」

　秋雨が不気味な笑えみを浮かべる。唯人の背中に冷たい不安が走る。

「こいつが、取っておきだ」

　ノインが新たに持ってきたアタッシュケースを開く。その中には、銀ぎん色いろのリヴォルヴァが納まっていた。他ほかの無ぶ骨こつな拳銃とは全まつたく違い、美しい銃だった。かなりの年代物なのだろう、西せい部ぶ劇げきにでてきそうなデザインをしている。銃身が長く、銀の細部には蔦つたのような装飾が彫られている。グリップだけは木造で、黒い艶つやを帯びていた。

　それは武器というよりも芸術品に見えた。いや、ただの芸術品ではない。昔話に出てくる妖よう刀とうの類たぐいのように、人を惹ひきつける魔ま力りよくのような物が備わっていた。

　唯ゆい人とは、自分でも意い識しきせずに、その銃へと手を伸ばしていた。

「触るなっ！」

　ノインの怒ど声せいが響ひびき、途と端たんに我われに返る。まるで催さい眠みん術じゆつでもかけられていたようだった。

「てめぇ、この銃に取り込まれそうになってたぜ。いいか、コイツはただの銃じゃないんだ。この銃は異界に憑つかれている。普通の人間が触ったら、魂たましいを食われちまうぜ」

　ノインは笑えみを浮かべながら、グローブを嵌はめた左手で触る。弾たまを込めてから、背中の空あいているホルスターに差し込む。

「よく覚えときな。この銃に触れていいのは、あたしの左手だけだ」

　ノインは左手のグローブを外した。手の甲に、薔薇ばらのタトゥが刻まれていた。秋あき雨さめがそれを見て笑う。

「〝薔薇の射い手て〟、それがノインの二つ名だ。社長や霧きり崎さきほどじゃないにしろ、そこそこ知られてるんだぜ」

「このタトゥはな、〝クラフトグラフ〟って呼ばれる物だ。異界の侵食を抑おさえたり、操あやつったりする力を持ってる。姉あね御ごが言うには、魂を構成している言語を抽ちゆう象しよう化かしたもの、らしいんだが、正直あたしには全まつたくわからねぇ。ただ、こいつのお陰かげであたしはこの銃を使うことが出来る」

「もしかして、カイさんの額ひたいもそうなんですか？」

「当たり前だろ。誰だれが好き好んでこんな悪あく趣しゆ味みなタトゥいれるんだよ。昔な、ちょいとある理由から左目が異界に侵おかされちまってな。そこを社長に助けてもらったんだ」

「ママ、そんなハゲほっといて早くいこう。お腹なかすいた」

　レムが、珍しく年相応の発言をする。前半部分を除けば、だが。

「あぁ、そうだな。さっさと片付けるか」

　ノインが先頭に立って門を潜くぐり、敷しき地ち内に足を踏み入れる。秋雨が振り返り、右手を大きく広げてみせる。

「ようこそ、異界ツアーへ。なんてな」

　唯人も後に続く。と、門を潜くぐった瞬しゆん間かん、違和感が全身を包んだ。急に、空気が湿り気を帯びたようにじっとりと皮ひ膚ふに纏まとわりついてくる。さっきまで遠くで響ひびいていた町の雑音が聞こえなくなり、視界がわずかに暗くなった気がする。

「覚えておけ、これが異界の感覚だ。異界っていっても第一界だからな、肉体にも魂にも大した影えい響きようはない。空間もほとんど現世のコピーだ。まだ新しい魂の記き憶おくから再現されているから、よく出来ているだろ。ただ、余計なものが見えたりするけどな。ほら、あそこ」

　秋雨が親指を正面に向ける。そこに、玄関脇わきの壁かべに左半分が埋まるようにして、体たい操そう服ふくを着た少年が立っていた。真っ白い顔には、大きなクマが出来ている。門の外からはあんな物は見えなかった。

　生きている人間ではない、なぜかそれがわかった。はっきりと見えてはいるが、そこにいるという存在感が希き薄はくなのだ。不ふ思し議ぎと、恐怖はなかった。さんざん言われて心の準備が出来ていたからかもしれない。むしろ感心するような気持ちで、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「本当、なのか。さっきまでの話、異界は、本当に存在するのか」

「今いま更さらなに言ってんだよ。リアリストなのは結構だが、ロマンがない男はもてないぞ」

　秋あき雨さめが呆あきれたように答える。少年は、ふと、入ってきた唯ゆい人とたちに気づいたように顔を上げた。真まっ直すぐに唯人を見つめ、甲かん高だかい声で叫び出す。

「ねぇ、一いつ緒しよにカスタネットを鳴らしてよ。一緒にカスタネットを鳴らしてよ」

「おい、あんまり見るなよ」

　ノインは忠告すると、玄関の扉を開け家の中に入っていった。誰だれも、少年の声に耳を貸そうとしない、無視して通り過ぎていく。

　近づくと、少年の姿はより不気味に見えた。体の左半分が壁かべに埋まり、右半分だけが外にはみ出ている。右手には、叫び声通りカスタネットが握られていた。唯人は少年を出来るだけ見ないようにして横を通り過ぎる。すると突然、少年は壁から抜け出てきた。

「ねぇ、カスタネットを鳴らしてよ。僕一人ひとりじゃ、腕が足りないんだ」

　少年は、左腕が千ち切ぎれてなくなっていた。いや、それどころではない。体の左半分は壁に埋まっていたのではなく、そもそもなかったのだ。交通事故にでも遭ったのだろう、体の左半分が抉えぐれ、骨とピンク色の身が剝むき出しになっていた。不思議と血は一滴も滴したたっていない。ただ、臓ぞう器きの断面がはっきりと見えている。唯人はさすがに悲鳴を上げそうになった。が、耳から聞こえてきた声がそれを押し留とどめる。

「黙だまれ、クソガキ」

　レムは冷たく言い放つと、ノインに続いて家に入った。唯人も慌あわてて後に続く。幸い、家の中は蛍けい光こう灯とうが点ついた状態だった。

　玄関にも一人、死者が座っていた。ベリーショートの若い女性が、両手で目を覆おおうようにして立っていた。白いワンピースから覗のぞく腕には、いくつもの痣あざが見える。女性は小声でずっと同じ言葉を囁ささやいていた。

「ごめんなさい。ちゃんと剃そるから、もう殴らないで」

　唯人はその女性を見ないように通り過ぎる。心は、すでに落ち着きを取り戻し始めていた。だんだん異界の状況にも慣なれてくる。おそらくは、周りの三人が平然としているからだろう。混乱や恐怖が伝でん播ぱするように、冷静が伝わることもある。もし一人でこんな状況に遭そう遇ぐうしていたなら、大声で泣き喚わめいていたに違いない。霊れいの姿が、あまりに一般的なイメージ通りだったことも唯人を落ち着かせた。漫画や映画で描かれる死者の姿とそう大差がない。シックスセンスの亡霊たちは、もっと恐ろしい顔をしていた。

「この第一界は、リサイクル工程でいうなら倉庫だな。死者の魂たましいが最初に留まる場所だ。だから記き憶おくがまだしっかりしている。魂も現世そのままの姿でいるし、空間も安定している」

　家の中は、外から見たよりもずいぶん広かった。玄関を上がると、細長い廊下が続いている。右手にリビングとキッチンがあり、左手に和室とバス、トイレがある。ノインはドアを一つ一つ開いて中を確かく認にんしながら、廊下を奥へと進む。霊れいの姿は他ほかの場所では見えず、ただ現世と変わらない空あき家やがそこにあるだけだった。

　廊下の突き当たりには、二階へと続く階段があった。階段の周囲はスペースを広くとっており、二階までの吹ふき抜ぬけになっていた。ノインはそこで立ち止まる。

「秋あき雨さめ、ちょっと見てくれ」

　あいよ、そう呟つぶやき、秋雨は自分の右目を塞ふさぐ。タトゥに覆おおわれた左目だけで階段を睨にらむ。その瞬しゆん間かん、秋雨の左目が朱しゆ色いろを増した。

「……あぁ、間違いない。階段の中ごろまで第二界が侵食してきている」

「穴の中心になってんのが何か、わかるか？」

「そこまでは見えないな。でも場所はわかる。二階に上ったら廊下を右、一番奥の部へ屋やだ。漂流者は、でかいのが一体だけいるな」

　それだけ告つげると、秋雨は右目から手を放す。これが、秋雨の能力だった。異界に侵された瞳ひとみは、異界を見通すことが出来る。〝透視〟と呼ばれる能力。

「それだけわかれば十分だ。おい唯ゆい人と、レムにルービックキューブを渡しな。それから忠告だ。これから目の前で何が起こっても、パニックになるのはしかたねぇ、いきなり尻しりに突っ込まれたみたいな下品な悲鳴を上げたっていい。でもな、絶対に秋雨とレムの傍そばを離はなれるんじゃねぇぞ」

　唯人は、言われるままにルービックキューブを渡す。受け取ると、レムは、黒猫のお面めんを持ち上げた。隠かくされていた痛々しい痣あざが露あらわになる。

　ノインは、両サイドのホルスターから拳けん銃じゆうを取り出す。銀ぎん色いろのリヴォルヴァは収められたままだ。二丁拳銃の安全装置を外す。そして、呟く。

「さぁ、ショウタイムだ。亡霊ども、さっさと冥めい府ふに送り返してやるよ」

　笑う。見るものを凍こおりつかせる、狂気の笑えみだった。そして、階段に向かって足を踏み出す。

　同じタイミングで、レムがルービックキューブを始める。その瞬間、唯人は右手首に軽い緊きん張ちようを覚えた。見ると、括くくりつけていたレムの髪の毛が、さっきよりも強く縛しばり上げられ、肉に食い込んでいた。

「これが、レムの能力だよ。普通の人間は、第二界に入ったら魂たましいを引きずり込まれる。レムの能力は自分自身とその体の一部に触れている人間を、異界の侵食から守ってくれるんだ。異界使いの間では〝結界〟と呼ばれてる能力だ。だが、レムの能力発動には条件がある。結界が生まれるのは、彼女の脳が極度の集中状態にある時だけだ。そのためのルービックキューブさ。いろいろ試ためした結果、こいつがベストだった」

　どうやら髪の毛はただのお守りではなく、ルービックキューブはただの玩具おもちやではなかったらしい。横では、レムがいつにも増して一心不乱にパズルを解いていた。

「極度の集中は大人おとなだってそう長い時間続かないもんだ。レムにとってはそのルービックキューブが完成するまでがせいぜいさ。ズレは毎回数秒程度しかなく、およそ三分十秒だ。つまり、それがタイムアップ。時間切れになれば、俺おれたち全員の魂たましいは異界に侵食される」

　秋あき雨さめは、説明を続けながらさらに一歩を踏み出す。と、その時だった。階段の奥から、黒い液体が流れてくる。汚れたオイルのようなやたらと粘ねん性せいのある液体だった。それを見て、秋雨は舌打ちする。

「思ったより侵食が早いな。おい、あの黒いのが見えるか。あれが、第二界だ」

　流れてくる液体の量は次第に増えていく。やたらと粘性があるようで、溶岩のように厚みをもってうねりながら流れてくる。液体が通った周辺は、数百年の変化を早送りで見せているように瞬しゆん時じに腐っていった。床ゆかの木目が黒く変色し、黴かびが生え、木々が朽くち、そして黒い液体に飲み込まれる。

　液体は見る間に階段から零こぼれ落ち、床を伝い、足元まで届いてきた。唯ゆい人とは思わず足を引く。と、天てん井じようからも水滴が降ってくる。見上げると、黒い液体は重力を無視して、天井や壁かべも伝って流れ出てきていた。廊下の床も壁も天井も、瞬またたく間に、隙すき間まなく黒い液体に覆おおわれる。

「レムの結界が生きてる間は、あの液体に触れても大丈夫だ。生身で触れたら、魂を侵食されて死んじまうけどな」

　もう避よけるスペースがなくなっていた。唯人の爪つま先さきに液体が触れる。途と端たん、蛍けい光こう灯とうを豆まめ球きゆうにしたように、視界が薄うす暗ぐらくなる。薄暗い景色けしきの中を、どろどろと黒い固まりが壁や床を這はいながら動いている、まるで胃カメラで見た映像のようだった。液体には濃のう淡たんがあり、薄い場所から、かろうじて床や天井が覗のぞく。それが、まだ家の中にいることを教えてくれる。空気は第一界よりもさらに湿り気を帯び、全身に絡からみつくように停滞している。叫びたくなるほどの強烈な不快感だった。

　唯人の全身が震ふるえ出す。恐怖を感じているわけではない、脳のもっと奥、本能が警けい告こくを発していた。ここは危険だ、ここは生きている人間の踏み込んでいい領域ではない。貧血のように体から力が抜ける、ふらついた体を、横から秋雨に支えられる。

「情なさけないハゲだな」

　ルービックキューブを組み立てながら、レムが呟つぶやく。瞳ひとみが赤く輝かがやいている。

「そう言うなよ、レム。誰だれだって初めて第二界に足を踏み入れたらこんなもんさ。これが第二界だ。もう自分で立てるか、男を抱く趣しゆ味みはないんでな」

　唯人は、秋雨から体を離はなす。深く、深呼吸をする。強烈な不快感が抜ける事はないが、それでも両足でしっかり立てるくらいには回復する。

「もう、大丈夫。気味の悪さにびっくりしただけです。第二界っていうのは、リサイクル工程でいったら何なんですか？」

「そうだな、とりあえず、魂たましいを粗く砕くだいて混ぜてみましたってとこかな。記き憶おくも徐じよ々じよに溶け始めてる。ま、すぐにわかるよ」

　突然、天てん井じようから何かが降ってくる。小さな毛虫のようだった。

　一匹目に続いて、次から次へと落ちてくる。液体の中から湧わいてきた無数の虫が、ボタボタと床ゆかを打つ。唯ゆい人とはそれを見下ろし、悲鳴を上げた。それは、虫などではなかった。人間の指、二本の人間の指を根元で縫ぬい合わせた不気味な物体だった。それが無数に、陸に打ち上げられた魚が跳はねるように動いていた。

「なっ、なんだよこれ」

「ただの指だ、ハゲ」

「第二界から、個々の魂の境界が崩くずれ始める。記憶も心も徐々に壊こわれ、他者のものと混ざり合っていく。だからこんな異い形ぎようが生まれる。いわば、壊れかけの記憶から再現されたバグだ。彼らは、この死者の摂せつ理りから逃のがれようとして生者の魂を欲する。そして、現世に手を伸ばす。俺おれたちは、現世に出現した魂たちを〝漂流者〟って呼んでる。ヨーロッパの本部では悪霊レギオンなんて言われてたかな。まぁ見てな、第二界に潜ひそむ魔ま物ものは、こんな可愛かわいいものばかりじゃないぞ」

　秋あき雨さめは蠢うごめく指虫たちを蹴けって、自分たちから遠ざける。

　先行していったノインは、すでに階段の半なかほどまで上っていた。真新しかった階段も黒い液体に覆おおわれ、液体の隙すき間まから時折見える木目も、百年来の建物のように朽くちていた。虫の羽は音おとのような不気味な音が聞こえてくる。ザ、ザザッ、失われていく記憶の悲鳴、壊されていく魂が軋きしむのが聞こえる。

　そして、それが姿を現す。

　のそり、這はいずるようにして、二階の角かどから歩いてくる。階段を上りきったところで、それ、は立ちふさがるように動きを止めた。形だけは人ひと型がたを保っていた。髪の長い、よく肥えた女だった。茶ちや色いろのＴシャツが張り裂けそうに広がっている。

　よく見ると、それが普通の人間ではないことがわかる。右手は毛深い筋肉質の腕、左手は太った体とは不釣り合いなほど華きや奢しやな若い女の腕だった。二本の太い足がしっかりと体重を支えているが、それはどちらも右足だった。一番不気味だったのが、顔だった。上ってくるノインや唯人たちを見下ろす大きく見開いた目、わずかに開いたままの口、息をするたびに小刻みに開閉する鼻、どれも、その奥は真っ暗だった。眼球が無い、歯も舌も無い。それはただ、顔に開いた穴だった。体の中身には何も入っていないようで、夜の湖面のような黒いうねりだけがそこにあった。

　唯人は、嘔おう吐とした。とても直視出来る代しろ物ものではなかった。それは、人間の成なり損そこないだった。いや、元はまっとうな姿をしていたのだから、人間の成れの果てといった方が正せい確かくだろう。だが、そんなことは唯人にとってはどうでもよかった。そこに現れた存在は余りに歪いびつで、醜しゆう悪あくだった。恐怖でも驚きよう愕がくでもなく、その醜みにくさに嘔吐した。
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　その姿は、人間、いや生命への冒ぼう瀆とくだった。唯ゆい人とは体を折り曲げ、えろえろ、と耳障りな音と一いつ緒しよに吐としゃ物ぶつを床ゆかに撒まき散らす。涙と鼻水が一いつ緒しよになって溢あふれてくる。

「おいおい、灯とう香かちゃんの言うとおり、やっぱ刺し激げきが強過ぎたか」

　秋あき雨さめが、唯人の背中を摩さすりながら言う。吐しゃ物さえも現世の情報なのだろう。唯人が撒き散らした汚物を目掛けて、指虫たちが集まってくる。秋雨がそれを足で払う。

「うそだ、助けて……こんなの……助けて、誰だれでも、何でもいい……助けて」

　吐き気が収まると、唯人は震ふるえる肩を抱いた。神にでも祈るように、目を瞑つむり、取とりつかれたように同じ言葉を繰くり返す。と、声が聞こえたのか、ノインの背から叫び声が降ってくる。

「祈ってんじゃねぇ。神なんかいない、天国なんかない。信じれるのは自分だけだ！」

「ママがいる、安心しろ」

　横から、ルービックキューブを続けているレムの声も聞こえる。それは初めて、唯人のことを気づかっているように感じた。そのおかげで、わずかに唯人も落ち着きを取り戻す。気分の悪さは収まらないが、何とかそれに耐え、顔を上げる。

　ノインは両手に握った銃を持ち上げ、異い形ぎようの女と向かい合っていた。ノインの顔には、醜しゆう悪あくな姿と対たい峙じしてなお、笑えみが浮かんでいた。

「ク……ワセロ、ク……クワセロ、クワセロ」

　女が声を発する。テープの早送りのような高い声だった。しかも、声は一つではなく、いくつもの囁ささやきが重なり合って聞こえた。

　次の瞬しゆん間かん、唯ゆい人とは奇妙なものを見た。指。空洞になっている女の目の中から指が出てきた。赤ん坊くらいの小さな指が、顔の内側から、目の上と下を摑つかむ。そして、カーテンを開くように、一気に押し広げた。一瞬で、もはや目とは呼べないほど大きく広がる。当然、それに引っ張られ全体が歪ゆがむが、女の顔は抵抗することなく、むしろゴムのように変形した。

　腕が入りそうなほど押し広げられた目、その中に、一対の別の目が浮かぶ。目だけではない、そこには小さな顔があった。押し広げられた目の奥から、赤ん坊が這はい出してくる。それは赤ん坊と呼ぶにも未み熟じゆくだった。未完成な四し肢し、まだ臍へその緒おがついており、女の目の奥に続いている。目から生まれた胎たい児じは、笑っていた。笑って、笑って、笑いながら囁いていた。

「クワセロ、クワセロ、モットクワセロ」

　胎児は、外に這はい出ると転がるように下へ落ち、でっぷりと広がった女の脂肪にぶら下がった。その一体で終わりではなかった。女の目の中には、別の胎児の顔が現れていた。次々と、目の中から胎児が這い出てくる。おぞましい光景だった。

　秋あき雨さめが、唯人の体を支えるように背中から触れる。そのお陰かげか、唯人はなんとか嘔おう吐とを堪こらえる事が出来た。視し線せんを逸そらさず、異い形ぎようを真まっ直すぐに見る。それが、ここに来た自分の使命のような気がしていた。

　目から胎児が次々と這い出し、体にぶら下がっている数は十体以上になっていた。まるで、蝙蝠こうもりが一本の木に寄り集まっているようにも見えた。全員が小声で同じ言葉を囁いていた。最初に聞こえてきた声は、女ではなくこの胎児たちの声だったのだ。

「ク、クワッ……クワセロッ」

　突とつ如じよ、女の腹が勢いよく膨ふくらむ。その反動を使い、数体の胎児たちが飛び掛かってくる。臍へその緒おで繫つながれた胎児が、全部で三体、ノインに襲おそい掛かる。

「ノインっ、その赤ん坊に捕まるな！　そいつはヤバイっ！　結界の上からでも魂たましいを侵食されるぞ！」

　銃声が響ひびいた。重なり合うように、轟ごう音おんが連つらなる。ノインに向かっていた二体の胎児は、銃弾に的てき確かくに射い貫ぬかれていた。失速し、そのまま落下する。残った最後の一体に向け、右足を振り上げる。硬いブーツの靴底が胎児にめり込み、サッカーボールのように跳はね返る。

「叫ばなくたって、わあってるよ。あたしがあんなノロマに捕まるわけねぇだろ」

　ノインが不満げに叫び返してくる。

「やった……のか。やっつけたのか」

「おいおい、よーく考えろよ。死人に銃なんかが効きくわけないだろ。でもま、昔話にでてくる足がないユーレイみたいに透過するわけでもないからな。身を守ったり弾はじき飛ばしたりする役には立つってわけよ」

　秋雨の言葉通り、ノインに撃うたれた胎児が再び何事もなかったように動き出す。銃弾は確実に体を貫つらぬいたはずだったが、傷一つついていない。

「そ、それじゃぁ、どうやってあんなの倒すんだよ」

「騒さわぐな、黙だまってみてろハゲ」

　舌打ちと同時に、レムの叱しつ咤たが飛んでくる。この世界では、少女の憎まれ口に反はん論ろんすることは出来ない。唯ゆい人とは大人おとなしく従い、成り行きを見守る。

　漂流者が奇声を上げる。先ほどの攻防で、中ちゆう途と半はん端ぱな攻こう撃げきは無む駄だだと悟ったのだろう。今度は、腹にぶら下がった胎たい児じを一斉に飛ばしてくる。群れをなして飛び掛かってくる胎児の姿は、まさに悪夢だった。数は二十体近い、一体一発で仕し留とめることが出来たとしても、銃弾が足りないのは明らかだった。

　ノインの二丁拳けん銃じゆうが火を噴ふく、迫っていた先頭の数体を撃うち落とす。次の瞬しゆん間かん、ノインは真横へ跳ちよう躍やくした。廊下の壁かべを蹴けって、三角跳とびの要領でさらに高く跳躍する。しかし、胎児たちもノインの動きに反応する。空中で軌き動どうを変え、上に逃のがれたノインを追う。撃ち落とされた胎児もすぐに動き出し、壁を蜥蜴とかげのように這はい上がってくる。

「おら、しっかりついてきな！」

　叫ぶのが聞こえる。表情には、まだ笑えみが浮かんでいた。それどころか、先ほどよりも楽しそうですらあった。死を突きつけられた瞬間こそ快楽を感じる、それが都と狩がりノインに流れる血だった。

　ノインは、空中で体を捻ひねる。器用に体を入れ替え、反対側の壁を蹴りつけ、さらに上への跳躍力を得る。全身の筋肉がバネで出来ているかのように撓しなり、脈打っていた。人間の出来る動きではなかった、まさに獣けものが木を駆かけ上るかのようだった。その戦いは、猫のように俊しゆん敏びん、虎とらのように力強く、そして、豹ひようのように気け高だかかった。

　三度の跳躍で、ノインの体は天てん井じよう近くまで上っていた。階段の上に立ちふさがっていた、本体の女との距きよ離りが近づく。ノインは銃を下に向け、ろくに見もせずに、迫ってきていた胎児を撃ち落とす。そして、マガジンが空からになったところで、左手の銃を手放す。空中に放り投げられた銃を、もう一丁の銃を握ったままの右手でキャッチする。それと同時に、空になった左手が、三丁目の銃をホルスターから抜く。あの、銀ぎん色いろのリヴォルヴァだった。

　横で秋あき雨さめが呟つぶやく。その声は、勝利を確かく信しんしたものだった。

「どうやって倒す、さっきそう聞いたな。死んだ人間をもう一度殺すことは出来ない。だから、奴やつらを倒す方法は一つさ。もっと下層の異界に送ってやるんだ、もう、どうあがいても現世には届かないほど深くにな」

　ノインは、右腕と左腕を交差させるようにして、リヴォルヴァを構える。引き金を引く、狙ねらいは完かん璧ぺきだった。リヴォルヴァから、黒い弾丸が飛び出す。真まっ直すぐ、同じ高さにいる漂流者の眉み間けんに着弾する。それを確認すると、ノインは空中でさらに体を捻った。両腕を勢いよく振り、全身の勢いを利用して回転運動を行う。バク転するように体位を入れ替え、足を天井に向ける。そのまま天てん井じようを蹴けり、下で待ち構えている胎たい児じたちを避さけて跳とぶ。

「あの女、ば……化ばけ物ものだ」

　唯ゆい人とは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。目の前で起きたことが信じられなかった。ノインは確たしかに、反動と筋肉を使い、物理法則に従って空を飛んだのだ。自分がノインと喧けん嘩かをした事が、まるで現実ではなかったように感じられた。

　天井を蹴ったノインは、体を捻ひねりながら、狙ねらったように唯人たちの前に着地した。着地と同時に体を沈み込ませ、衝しよう撃げきを殺す。左手を床ゆかに着いたままの姿勢で、呟く。

「そら、異界の門が開くよ」

　それと、同時だった。

　階段の上、異い形ぎようの女の頭上の景色けしきが、歪ゆがんだ。澄すんだ水に一滴絵の具を垂たらしたように、景色が捩よじれる。そして、その場所に、人一人ひとりがぎりぎり潜くぐり抜けられるような大きさの穴が開く。穴の奥では黒い闇やみが揺蕩たゆたっていた。

　穴が開いた瞬しゆん間かん、唯人は強烈な寒さを感じた。第二界に入った時よりもさらに強烈な不快感が襲おそってくる。穴の奥は真っ暗で向こうに何があるのかは見えないが、そこから禍まが々まがしい風が流れ出ているのがわかった。

「この銃は着弾してからコンマ五秒だけ、第四界への穴を開くのさ。周囲の魂たましいは四界に引きずり込まれる。銃のくせに射程が短いのと、使用者の魂の強さによって撃うてる弾数が限られるのが欠点だけどね」

　ノインが言った瞬間、穴の中から無数の手が出てきた。色彩も関節もない、粘ねん土ど細工のような漆しつ黒こくの手だった。それは穴のすぐ下にいた漂流者に襲おそい掛かった。胎児たちが一斉に泣き声を上げる。さっきまでは禍々しい声を出していたというのに、断だん末まつ魔まは、生まれたての子供、そのままの泣き声だった。

　まさに、一瞬だった。太った女と無数の胎児は、バスタブの栓せんを抜いたように、勢いよく穴の中に引きずり込まれていく。そして、穴は何事もなかったように消えてなくなった。

「すごい……あの化け物が、消えた」

「当たり前だ、あたしを誰だれだと思ってるんだ。ハードボイルドな戦い方だったろ。〝薔薇ばらの射い手て〟の名前は伊達だてじゃねぇぜ」

「ハードボイルドってのは暴ぼう力りよくとセックスだ。お前のは、ただのヴァイオレンスだよ。っと、もうあんまり時間が残ってねぇ。さっさと仕事を締しめようぜ」

　秋あき雨さめは、ちらりと横のレムを見た。手元のルービックキューブは、すでに青と緑みどりのパネルが完成していた。

　二階に上って右手の一番奥、穴の中心がある部へ屋やに向かった。レムだけは集中を切らさないように一階に残っている。ドス黒く変色したドアを開ける。

　六畳ほどの手て狭ぜまな部屋だった。部屋の中も黒い液体で覆おおわれていた。秋雨が窓を指差す。窓の外には同じように真っ黒なテラスがあり、その上で、猫が死んでいた。

「……この猫も、漂流者なのか？」

「いや、こいつは本物だよ。現実から取り込まれた死体だ。この猫が、第二界を現世に引き寄せた張本人さ」

　猫の死体は、無残な姿で転がっていた。背中にボウガンの矢が二本刺さり、尻尾しつぽと右足が千ち切ぎれていた。人間にいたぶられ、傷を負いながらここまで逃げてきたことが容易に想像出来た。死んでから鴉からすにも啄ついばまれたようで、あちこちの肉が抉えぐれていた。

「酷ひどい……誰だれが、こんなこと」

　唯ゆい人とは、同じ人間としての憤いきどおりを覚えた。拳こぶしを強く握り締しめる。

「車の中でな、第二界が現実に侵食してくるにはルールがあるって言ったろ。それがこいつさ。第一界に侵食されている場所で、強い未練を残して生き物が死んだ時、死に行く者の未練と、死者の未練が手を結ぶ。死にゆく者が現世へ強く執しゆう着ちやくする記き憶おく、魂たましいの情報を伝って第二界が侵食してくるんだ。もっともこれは、自然に穴が開く場合のルールだ。さっきノインがしたみたいに異能者によって穴が無理やり開かれた時は例外だけどな。穴の中心がなかったり、漂流者が中心になってるケースもある」

　秋あき雨さめは、目の前の惨さん状じように何も感じていないようだった。淡たん白ぱくな声で解説する。

「本来はな、動物や植物ってのは、元々が弱肉強食の世界にいるせいか、死んでも現世に未練を残すことはあんまりないんだ。死んだら、魂はすぐに深い層にまで落ちていく。だから、第一界に漂ってる霊れいも、漂流者になるのも人間の魂ばかりだ。それなのに、ここまで強い未練を残してるってことは、この猫、よっぽど酷い目に遭わされたんだろうな」

「……じゃぁ、この第二界の穴を開けたのは、結局、俺おれたち人間だったってことなのか」

　ノインは、無造作に足を蹴けり上げた。黒い液体のこびりついた窓ガラスが砕くだけ散る。そして、テラスに倒れている猫の死体に、銀ぎんの銃口を向ける。

「いつだって、一番怖いのは生きてる人間の方さ。死んだ命には謝あやまることも出来ねぇ。だから、せめて、安らかに眠りな」

　引き金を引く。漂流者を消し去った時と同じように穴が開き、猫の死体は第四界へと運ばれていった。穴が消えた瞬しゆん間かん、現世が戻ってくる。何の前触れもなく、唐とう突とつに、部へ屋やを覆おおっていた黒い液体が消える、湿った空気も感じない、景色けしきは元の明るさを取り戻す。いつも通り、唯人が暮らしている世界だった。戻ってきた、それを理解した瞬間、唯人は尻しり餅もちをついた。

「これにて異界ツアーはおしまいだ。楽しんでいただけましたか、なんてな。ん、どうした、いきなり座り込んで。そんなに疲れたか？」

　唯人は、おどけた調ちよう子しで笑う秋雨に向けて言った。

「急に緊きん張ちようが解けたから、腰が抜けて動けないんだ。手を貸してくれないかな」

　苦にが笑わらいを浮かべる唯人に、二人ふたりは呆あきれたような表情を見せた。
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　道場を出ると、春の柔らかな日差しが降り注そそいできた。けれど、唯ゆい人とにはそれを味わう余裕はなかった。水道まで小走りに駆かけ寄って蛇じや口ぐちを捻ひねる。勢いよく噴ふん出しゆつした水を、頭から浴びる。

　祝日は、帰宅部の生徒には確たしかに祝うべき日かもしれないけれど、唯人には憂ゆう鬱うつな一日だった。朝からみっちりと練習をさせられるのだ。剣道は好きだが、練習まで楽しいわけではない。

　剣道をしていると、いつも兄の面おも影かげが付きまとう。自分が強くなってきているのはわかるが、記き憶おくの中の兄は、それでも比べ物にならないほど高い所にいた。

　兄とは、よく一いつ緒しよに稽けい古こをした。唯人が剣道を始めた切っ掛けは、何か一つでも兄に勝ちたいと思ったからだ。だが、結局一度だって勝てたことはなかった。鋭するどい面めん、軌道の読めない引き技、その完成された剣技には反応するのさえ困こん難なんだった。厳さびしい練習の中にもその姿が浮かび、いくら努力しても勝てるわけがない、そう突きつけてくる。

　水道を止め、肩から下げたタオルで顔を拭ふく。頭を振り、憂鬱な考えを吹ふき飛ばす。もう兄のことを考えるのはやめよう、なんたって、今日きようは珍しく祝日を味わえるのだから。唯人は真昼の晴れ上がった空を見上げて笑う。

　顧こ問もんの気まぐれで、練習は午前のみになったのだ。まるまる空あいた午後の過ごし方を考える。やりかけのゲームをしようか、漫画を読みながらごろごろするのもいい。今度は水道の蛇口を上に向けて、口に含む。校庭の水道水は、サビっぽい味がした。

　唐とう突とつに、灯とう香かの淹いれてくれた紅こう茶ちやを思い出した。今までの人生で味わったことがないほど、美味おいしい飲み物だった。

　異界を知った夜から、すでに三日が過ぎていた。あの経けい験けんは、もっと傷になると思っていた。しばらくは悪夢に魘うなされるかもしれないと思っていた。確かに一昨日おとといまではそうだった。しかし、三日も過ぎると、意外にもいくつかある強烈な記憶の一つとして収まってしまった。

　あの日、異界で感じた恐怖もノインに蹴けられた痛みもはっきりと覚えている。だが、どこか現実感のない、夢の中の出来事のように感じ始めていた。ただ一つ、唯人を苦しめるのは、灯香と話した時の胸の高鳴りが忘れられないことだけだった。

「……あの人たち、どうしてるかな」

　胸に、刺すような寂さびしさを感じた。なんだかんだいって、あの変人たちが好きになっていたのだ。そして、もう二度と関かかわり合うことはない。

「独り言なんか呟つぶやいちゃって、だっさいの」

　背後から声を掛けられ、唯人は全身で驚おどろく。振り向くと、見覚えのある顔があった。

　丸く愛あい嬌きようのある目に、意志の強そうな太い眉まゆ。とびぬけて美人というわけではないけれど、屈くつ託たくのない笑い方と人ひと懐なつっこい性格でクラスの男子から人気があった。身長が低く、唯人の胸くらいに頭がある。肩まで伸ばした髪は、目立たない程度に茶ちや色いろく染そめられていた。

「あれ、覚えてない？　ひっどいなー、一年の時から同じクラスじゃん」

　不ふ審しんそうに見ていたせいで、勘かん違ちがいされたらしい。唯人は慌あわてて言葉を返す。

「そりゃ、覚えてるけどさ。美み倉くらかなで、だろ」

　もちろん、覚えてはいる。だが、話し掛けられる理由がわからなかった。美倉とは、同じクラスでもろくに話したことなどないのだ。美倉もすぐに唯ゆい人との考えを察したらしかった。白々しい話し方をやめ、探るように聞いてくる。

「霧きり崎さきくん、えっと、もう練習終わったんだよね。私もさ、もうちょいで終わるんだ」

　美倉は、手に持っているフルートを強きよう調ちようするように持ち上げてみせる。吹すい奏そう楽がく部ぶなのだろう。音楽室は校舎の二階にある。ただ見かけたから話し掛けた、というわけではないらしい。一いつ瞬しゆんだけ淡あわい妄もう想そうが浮かぶが、それも次の質問で消え去る。

「えっと、あのさ、霧崎くんて剣道強いんでしょ。関かん東とう大会とかいったんだよね？」

　ますます美倉の考えがわからなくなる。唯人は、とりあえず曖あい昧まいに頷うなずいた。

「あの、お願ねがい。午後からちょっとだけ付き合ってほしいの。後ろからさ、付いてきてくれるだけでいいのっ」

　美倉は、勢いよく頭を下げる。その姿勢には、何か思いつめた決意が感じられた。唯人には、とても断れそうになかった。久しぶりの自由な祝日が消えるのを覚悟し、気づかれないようにため息をついた。







　美倉が誘さそった理由は、簡かん単たんに言えばボディガードだった。一週間ほど前から、彼女の友達が行方ゆくえ不明になっているというのだ。失しつ踪そうしたのは畑はた中なか由ゆ美み子こという子で、美倉とは小学校からの親友だという。家族から警けい察さつに捜索願は出されているが、今のところ全まつたく手がかりはない。

「武む佐さ野の駅えきの繁はん華か街がいに行きたいんだ。ほら、あっこって女の子だけで歩くの危険じゃん。ヤバい系の人たちいっぱいいるし、北きた校こうの生徒がたむろしてるしサ。でも霧崎くんが付いて来てくれれば、安心だよね？　でしょでしょ？」

　美倉はそう説明した。その理由は、十分に唯人を納得させた。武佐野駅の周辺は、この地区でもっとも大きな繁華街があり、もっとも柄がらの悪い武佐野北高校の縄なわ張ばりとなっている。他校の女生徒が一人ひとりで歩くには危険な場所だった。

　畑中由美子が失踪する直前、美倉に電話が掛かってきたという。電話で畑中は、武佐野駅にいて家に帰るところだと告つげた。二人ふたりはしばらく他た愛あいもない話をしていたが、畑中の様よう子すが急におかしくなり、何も答えなくなった。美倉は不安に感じながらも、電波が悪いのかと思ってその日は電話を切った。まさかこんなことになるなんて、美倉は辛つらそうに話した。

「なんかサ、すごい変な感じの電話だったの。話の内容じゃなくて、なんか、よくわかんないけど、電話に出た瞬間にすごいヤな感じがしたっていうか。ほら、あるじゃん、なんかヤバって感じ」

　彼女なりに言葉を尽くしているのだろうが、唯人には今一つ伝わらない。

「変なのは、それだけじゃないの。警けい察さつの人たちが調しらべたら、電話が掛かってきた時間に由ゆ美み子こは武む佐さ野の駅えきにいなかったって。駅員の人とか監かん視しカメラで調べたりとか、間違いないって。でも私、確たしかに聞いたんだ。電話の後ろで駅のアナウンスが流れてた」

　別の駅にいたかもしれない、唯ゆい人とがそう答えると、美み倉くらは首を横に振った。

「三年の先せん輩ぱいに聞いたんだ。少し前まで、由美子と武佐野駅近くのカラオケで遊んでたって。近くに他ほかの駅なんかないヨ。それに、由美子は私にだけは噓うそつかないんだ。間違いなく、由美子はあの時、武佐野駅にいたんだ。それで……そこで、何かに巻き込まれたんだと思う」

　美倉は悲しそうに目を伏せる。その電話を受けた時に、何もしなかったことを悔くやんでいるのだろう。

「警察は事件に巻き込まれたっていうより、家出したって考えてるみたい。よくさ、事件にならないと動いてくれないって聞くじゃん。だから……その、無む駄だかもしれないってわかってるけど、私も調べたいの。由美子が今どこにいるのか」

　美倉の顔は真剣そのものだった。唯人は頷うなずき、協力するよ、と答えた。

　二人ふたりは、学校を出てから武佐野駅に向かった。電車の中でも、美倉はずっと親友のことを話していた。

「最近、由美子、ちょっと荒れててサ、三年のあんまりいい噂うわさ聞かない先輩たちと遊んだりしてたんだ。でもね、親と進路のことで揉もめてて、ちょっと悪ぶってただけなんだ。本当は、すごくいい子なんだヨ」

　その人の人ひと柄がらは、友人を見ればわかるという。唯人は、親友想おもいの美倉の話を聞きながら、きっとその通りなのだろうと思った。

　武佐野駅に着く頃ころには、美倉もずいぶん落ち着いていた。唯人は必死で彼女を元気付ける言葉を掛けた。クラスの女子とまともに話すことすら少なかった唯人にとって、剣道の駆かけ引きよりも神経を磨すり減らす行為だった。そのかいあってか、美倉はやっと笑ってくれた。

「ありがと。やっぱ、霧きり崎さきくんに頼んでみてよかったヨ」

　笑う時に、目じりに皺しわが出来る。その顔が、子犬が目を細めているようで、とても可愛かわいかった。けれど、唯人がその笑え顔がおを見て思ったのは、なぜか灯とう香かのことだった。

　それから二人は、武佐野駅のアーケード街を歩き回った。休日だというのに、制服姿の北きた校こうの生徒が大勢たむろしていた。十メートルほど歩くたびに誰だれかが美倉に目をつけ、すぐに横に立つ唯人に凄すごまれて視し線せんを逸そらした。それでも突っかかってきそうな集団がいる時は、唯人が先に見つけて道を変えた。美倉は話し掛けても大丈夫そうな相手を見つけると、写真を見せて由美子のことを尋たずねた。二時間ほど聞き込みを続けたが、ほとんど成果はなかった。

「お腹なかすかない？　今日きよう付き合ってくれたお礼に、おごったげるヨ」

　美倉がそう聞いた時には、すでに唯人は空腹で倒れそうになっていた。練習を終えてから何も口にしていなかったのだ。二人は近くのマクドナルドに入り、遅めの昼食を食べた。

「霧きり崎さきくんて、もっと怖い人かと思ってた。意外とベタな漫画とか読むんだね、びっくりしちゃった。あ、褒ほめてんだよ」

　注文したポテトをパクつきながら、美み倉くらはしきりに頷うなずく。畑はた中なかを探しながら話をしているうちに、二人ふたりの間にあったぎこちない距きよ離り感かんはずいぶん薄うすれていた。

「ちょっと目つき悪いからさ。よく誤解されるんだ。でも、俺おれはこの顔、気に入ってるんだけどね」

「なんでぇ？」

　意外そうに、美倉が丸い目で覗のぞき込んでくる。

「あんまり、舐なめられることがないからさ」

「それって、そんなに大事なコト？」

「まぁ、ね。大事ってわけじゃないけど、弱そうよりは強そうな方がいいだろ」

　唯ゆい人とは、なんとなく自分の言葉に照れくさくなって顔を逸そらした。チーズバーガーに大きく口を開けてかぶりつく。

「男の子ってメンドウクサイね」

　美倉は楽しそうに笑い、豪ごう快かいな音を立ててコーラを吸った。女の子の方が面めん倒どうくさいことは多いだろう、と思ったが、口には出さず苦にが笑わらいを浮かべた。

　食事を終えてからは、行方ゆくえ不明になった日の畑中の行動を追いかけることになった。美倉は、畑中と一いつ緒しよに遊んでいたという三年の先せん輩ぱいから、当日に行った場所を聞いてきていた。ここまでくれば探偵の真似まね事ごとだ。唯人は少し呆あきれながらも、美倉の行動力に感心する。

　畑中は『スモーカーズネスト』というクラブに行ったあと、そこで知り合った男たち数名とカラオケにいき、十一時前に一人ひとりで店を出たという。

　クラブの方は当然まだ開いておらず、中に入ることは出来なかった。カラオケでは運よく、同じ日にバイトに入っていた店員が働いており、話を聞くことが出来た。

「あぁ、この子ね。よく覚えてるよ。なんか、ライダースを着たヤバげな男たちと店に来たんだ。その中の一人が、特にすごかったから覚えてるよ。耳だけじゃなくてさ、瞼まぶたの上とか唇とかにもピアスがついてて、鼻にはぶっとい蛇へびのリングがぶら下がってた」

　唯人は、その男の特徴を詳しく尋たずねた。染そめ上げた金髪、細身で百八十くらいの長身。そして、蛇のピアス。唯人は胸むな騒ざわぎを覚えて、胸の中で呟つぶやく。まさか、ね。

「やっぱりサ、由ゆ美み子こは十一時過ぎに武む佐さ野の駅えきにいたんだよ。でしょでしょ？」

　店員の話を聞いて、美倉は何度も頷いた。

　二人は再び武佐野駅に向かった。カラオケから歩いてこられるような駅は他ほかにない。美倉は駅員にも由美子のことを尋ねたが、そんな子は見てない、と面倒そうにあしらわれた。

　改かい札さつをくぐり、辺あたりを見回す。何か事件に巻き込まれたとしても、誰だれにも見られていないのは不自然だ、そう考えるには十分なほど狭せまい駅だった。

　改かい札さつをくぐると正面にホームへと続く階段があり、その隣となりにトイレ、両りよう脇わきのくぼみにコインロッカーがある。駅の中にも、ホームからアナウンスが聞こえてくる。間違いなくこの音だよ、と美み倉くらは確かく信しんを深める。

「でも、駅員に気付かれずに、監かん視しカメラにも映らずに、駅の中に入ることなんか出来るか？」

　唯ゆい人とは監視カメラを探す。隠かくすつもりもないらしく、天てん井じようにぶら下がった二つのレンズが、両サイドから死角なく改札を映していた。美倉もそれを説明出来るような理由は浮かばないようで、首を捻ひねっている。

「……他ほかに、何か言ってなかったか。気付いたこととか。その、最後の電話で」

「そういえば、由ゆ美み子こ、変なこと言ってたナ。人を食べるコインロッカーの話を聞いたって。それで怖くなって電話してきたんだって。バカバカしくて笑っちゃったケド」

「人ひと喰くいコインロッカー、ねぇ」

　コインロッカーに歩み寄る。駅員が構内をうろうろしている唯人たちを不ふ審しんそうに見ていた。コインロッカーは、使われているものは一つもなかった。何気なく、右の一番上のロッカーに手を掛ける。キィ、金属が軋きしむ音を上げて開く。中には何もはいっていない。

「そうだ、それから、変な音が聞こえたんだ。虫の羽は音おとみたいな気持ち悪い音がずっと鳴ってた」

「いくらなんでもそれは……電波が悪かったんじゃないか」

　唯人は、その下、右上から二番目を開く。何もない。上から下へ、順々にロッカーを調しらべていく。三番目、中には使い終わったティッシュの塊かたまりが一つ、ため息をついて閉じる。四番目、何も入っていない。一番下は、少し屈かがまないといけない。五番目に手を掛ける。と、ドアは開かなかった。鍵かぎは当然ついたままだ。いや、鍵というよりも内側から何かがドアを押さえているような感覚だった。手をしっかりと添え、少し力を込めて引く。

　今度は何の抵抗もなかった。力を込めた分、勢いよくドアが開く。開いた瞬しゆん間かん、白い手が飛び出してきた。真っ白い手が、唯人の手首を摑つかむ。ロッカーの中は真っ暗で見えなかった。光が届いていないのではなく、黒い粘ねん液えきのようなものが詰まっていた。その粘ねばっこい闇やみから、手だけが生はえていた。気味が悪いほど白い女の手だった、手には黒い斑まだらのシミがいくつも浮かんでいた。体温は全まつたく感じられず、それどころか冷れい蔵ぞう庫こから出したばかりのように冷たかった。金属を擦こすり合せたような甲かん高だかい声が聞こえる。

「ゆ…………トォォ……タ、ス……テ……ゲテ」

　唯人は、悲鳴を上げた。恐怖が理性を吹ふき飛ばす。大声で悲鳴を上げ、摑まれた右手を振るった。白い手はあっさりと離はなれ、ロッカーの中に戻っていった。ばたん、何もなかったようにドアが閉まる。

　気付くと、唯人はコインロッカーを前にして尻しり餅もちをついていた。全身に冷たい汗が浮かんでいた。よほど大きな悲鳴を上げたのだろう、周りの人は不ふ思し議ぎそうな視し線せんを唯人に向けていた。その視し線せんを浴びて気づく。周りの人間には、今のが見えていなかったのだ。

「どうしました、大丈夫ですか？」

　悲鳴を聞きつけた駅員が、唯ゆい人とのもとに駆かけ寄ってくる。口を開くが、咽のどが渇いて上手うまく声が出なかった。代わりに、閉じたロッカーを指差す。指先は情なさけないほど震ふるえていた。駅員は、何の躊躇ためらいもなくロッカーを開く。中には、何も入っていなかった。他ほかと同じで、空からっぽの空間があるだけだった。これがどうかしたのか、駅員が視し線せんで問いかけてくる。

「……い、いえ、すいません。疲れて、幻覚でも見たみたいです」

　空っぽのロッカーを見ていると、心が落ち着いてきた。何とかそう口にする。駅員は、不ふ審しんそうに唯人を一いち瞥べつしてから去っていった。不ふ思し議ぎなもので、言葉にすると本当にそうだったように思えてくる。幻覚、そう、幻覚でも見たのだろう。

　立ち上がり、辺あたりを見回す。美み倉くらは、ずいぶん距きよ離りを開けて、背後で立ち竦すくんでいた。スカートの端を握り締しめ、不気味そうに唯人を見ている。目の前でいきなり悲鳴を上げて尻しり餅もちをついたのだ、さぞ気味悪く見えただろう。立ち上がり、誤ご魔ま化かすよう苦にが笑わらいを浮かべて近づく。

「ごめん、なんか……変な幻覚みてさ」

　美倉は、ゆっくりと首を振る。

「幻覚……なんかじゃ、ない。今の、私も見た」

　唯人は息を吞のむ。呆ぼう然ぜんとする唯人に、美倉が体を寄せてくる。唯人のカッターシャツの両りよう脇わきを握り締め、胸元に顔を押し付けてくる。美倉の体は震えていた。泣いていたかもしれない。

「ねぇ、なんなのアレ。まさか……あれが、由ゆ美み子こなの」

　何も出来ずにいる唯人の耳に、濡ぬれた声が聞こえてきた。







　緩ゆるやかな坂を上ると、古ぼけたビルがぽつんと立っている。三日しか経たっていないはずなのに、ずいぶん久しぶりの気がした。もう二度と来ることはないと思っていたからだろう。

　落ち着いて考えれば、全すべては一つの可能性を示していた。コインロッカーの幽ゆう霊れい、美倉が電話で聞いた虫の羽は音おと。畑はた中なかが駅員にも気づかれず監かん視しカメラにも映らずに駅に入ったのは、彼女が別の世界に迷い込んでいたからだ。そうなると、頼れる場所は一つしかなかった。美倉を家まで送り届けてから、唯人は再び舞まい坂さかビルディングを訪れていた。

　一階のカフェでは、山やま田だみどりがあの日と同じように働いていた。今日きようは、何人か客の姿が見える。山田は唯人の姿を認めると、死人にでも会ったかのように驚おどろきを見せた。

「あんた……生きてたの。ゾンビにしては、血色いいものね」

　相変わらず、印象の薄うすい顔だった。あと一日会わなければ、顔を忘れていたかもしれない。もっとも言動の方は一生忘れないだろうが。山田は低くこもった声で続ける。

「ニュースにもならないから、海に沈んだのか、コンクリに沈んだのか、酸さんのバスタブに沈んだんだと思ったわ。個人的には三つ目がお勧めよ。人間ってどこまでどんな風ふうに溶けるのか見てみたいわ。あら、冗じよう談だんよ。でも完全犯罪って言葉にはロマンがあると思わない？」

「全まつたく思いませんよ、そんなこと」

「でも生きてたってことは、あなたはあっち系なのね。残念だわ、まだ若いのに。あ」

　彼女は突然、何かを思い出したようにエプロンのポケットを探り出した。一枚のカードを取り出し、唯ゆい人とに見せてくる。

「ちょうどよかったわ、他ほかにこんなこと相談出来る人もなくて困ってたの。さっき、あの事務所のチンピラがコーヒー飲みに来てね、こんな物を置いてったの。これって殺人予告よね。どうしたらいいかしら」

　チンピラ、とは迷うまでもなく秋あき雨さめのことだろう。バックに薔薇ばらのイラストが差し込まれたカードには、一行だけこう書かれていた。今週の土ど曜よう日び、夜の七時にお迎えに上がります。

「あー、えーと、多分、デートの誘さそいじゃないですか、これ」

「それじゃ、殺人予告と大してかわらないわ」

　山やま田だはカードをあっさり二つに裂く。

「土曜はお店、早く閉めることにするわ。実家にでも帰ろうかしら。あ、念のため、あの男に会ったら伝えといて。私は生まれつき男性を愛せないタイプなの、ごめんなさいって」

「それって、本当ですか？」

「本当だったら、どれほどよかったでしょうって思うわ。素す敵てきな女友達はたくさんいるもの。でも周りの男はクズばっか」

　そう言い残すと、山田はくるりと背を向けて戻っていった。店内に入った瞬しゆん間かん、秋雨が絶賛する接客用の笑えみを浮かべる。







　階段を上る。四階と五階の間の踊り場、三日前と同じ場所にレムが座っていた。同じようにルービックキューブを組み立てている。

「よぅ、元気してたか？」

　唯人が話しかける。面めん倒どうくさそうに持ち上げた顔には、変わらず猫のお面めんが張り付いていた。

「なんだ、またお前か」

　レムには少しも驚おどろいた様よう子すはなかった。唯人は、また憎たらしい言葉を覚悟した。だが、次いで聞こえてきたのは、意外にも歓かん迎げいの言葉だった。

「いいところにきた、ついて来い」

　レムは立ち上がり、事務所へと入っていく。唯人もその後に続いた。三日ぶりに訪れた月つき士し那な事務所は、何も変わっていなかった。入り口では工事現場の人形が出迎える。どうしてこんな物があるのか、冷静になって考えると不ふ思し議ぎでならない。

　他ほかに人の気け配はいはない。レム以外は全員外出しているらしかった。こっちだハゲ、と呼ばれて振り向くと、部へ屋やの隅すみっこでレムがテレビと向き合って座っていた。その手には、ルービックキューブでもジグソーパズルでもなく、テレビゲームのコントローラーが握られていた。

「灯とう香かが買い物に出かけて、困っていた」

　覗のぞき込むと、テレビにはバイオハザードの画面が映っていた。

「お前……まさか、一人ひとりじゃ怖くて出来なかった、って言うんじゃないだろうな」

「黙だまれ、ハゲ」

「現実で、あんだけグロい化ばけ物ものみてて、なんでこれが出来ねーんだよ」

　唯ゆい人とが呆あきれるように言うと、レムはすかさず舌打ちした。気に入らなかったらしく、無言でゲームを続ける。仕方なく、唯人もしばらく横で傍ぼう観かんしていた。

　ゲーム好きな唯人は、徐じよ々じよにフラストレーションが溜たまっていった。レムは、現代の子供とは思えないほど下手へただった。三回目のゲームオーバーになったところで、堪たまらず口を挟はさむ。

「今んとこは、さっき拾った爆ばく弾だん使うんだよ。ほら、そこ光ってんだろ」

　む、とだけ呟つぶやいて、レムは意外にも素直に唯人の指示に従う。

「な、ほら上手うまくいっただろ。次は右だ。そっちじゃない、来た道戻ってるだろ」

　む、レムは呟き、唯人の言う通りに操そう作さする。唯人は気分がよくなり、次々とポイントを解説した。レムもゲームオーバーにならずに進んでいるのが嬉うれしいらしく、む、を繰くり返しながら唯人の指示通りに動かす。

「そこっ、がんばれ。あぁっ、もうちょい上狙ねらうんだ。うん、上手い、その調ちよう子しだ」

「む、お前に褒ほめられても、嬉しくないぞ」

　ボスが現れ二人ふたりがヒートアップしていると、背後のドアが開いた。唯人が振り向く。そこに、買い物袋と、なぜか工事現場のコーンを抱えた、灯香が立っていた。

　唯人の胸が高鳴る。もう会えないと思っていた少女が、目の前にいた。灯香も、唯人がいたことに驚おどろいていたが、すぐに笑えみを浮かべる。三日前と変わらない、唯人の胸を焦こがす微笑ほほえみ。

「あ、えと。唯人さん、また来て下さったのですね」

　笑えみを浮かべながら、そっとコーンを背後に隠かくす。唯人にはそんな仕し草ぐさは目に入っていなかった。それほど、気持ちを抑おさえるのに必死だった。鼓動が、全力疾しつ走そうをした直後みたいに速くなる。言葉が出ない。今、声を出したら、わけのわからないことを口走ってしまいそうだった。

「もう、会えないかと思ってたのです。皆さんが、ずいぶん怖がらせてしまったみたいだから」

「い、いや、そんなこと。俺おれ、俺も」

　と、灯香の背後から、グローブを嵌はめた手が突き出てくる。ドアの前に立ち尽くしていた灯香を押しのけると、猫目女が入ってきた。その後ろには秋あき雨さめの姿も見える。

「お。てめぇ、何かってに上がり込んでんだ。またノされてぇのか」

　どうやら、灯香だけでなく全員一いつ緒しよに帰ってきたらしい。再会がぶち壊こわしだ、唯人は心の中で舌打ちする。

「おい、今、余計な奴やつがいやがったみたいな面つらしたろ」

「し、してねぇよ。今日きようは、ちょっと相そう談だんがあってきたんだ」

「相談だぁ」

　ノインはつかつかと歩みより、唯ゆい人との胸むな倉ぐらを摑つかむ。普通に会話出来ないのか、コイツは。

「多分、異界がからんでいる事件が起きてるんだ。力を貸してくれ」

「おい、こっちはな、お前の兄貴の仕事で手が塞ふさがってんだ。ガキのお遊びに付き合ってる暇ひまはねぇんだよ」

　ノインは手を放し、ソファに腰を下ろす。

「兄にいさんのこと、何かわかったのか」

「てめぇの知ったことかよ」

　ノインは言い放つと、煙草タバコに火をつける。かなり機き嫌げんが悪いらしい。代わりに、秋あき雨さめが話してくれる。

「生あい憎にく、何もわかっちゃいないんだ。霧きり崎さきとは連絡がとれない。エクスシアや交流のあった同業者にも聞いたんだが、一週間くらい前から連絡が取れなくなってるようだ。生きてるかどうかも怪あやしいもんさ。それから例の組そ織しきの方も、思ってたよりやっかいでな」

　秋雨も煙草に火をつけ、ソファに座る。

「霧崎の送ってきた資料によると、悪夢愛好会っていうのは犯罪組織というよりも、異界を見世物にした狂信的なサークルらしい。会員は全国で千人を超え、中には社会的に名の通った著名人もいるそうだ。愛好会を実際に主催、運営しているのは、例の三人組を幹部とした悪ガキの集団で、構成員は百人ほど。ライダースジャケットと山羊やぎの紋章をシンボルにしてる。奴やつらは一ヶ月ごとに転々と拠点を変えながら活動してて、現在は、武む佐さ野のの繁はん華か街がいを根ね城じろにしているってことまではわかったんだが、そこから先の尻尾しつぽが摑つかめない。色いろ々いろと手は打ってるが、どの網あみにも引っかかってくれなくてな」

「そうですか、お疲れ様です」

「で、お前の方の話ってのは何だ？　あぁ、聞く前に言っとくが、金はあるんだろうな。悪いが、慈じ善ぜん事業じゃないんだ。それ相応の額がくがないと動かないぞ」

　唯人はポケットから財さい布ふを取り出す。中には、千円と小銭が少し。秋雨は、予想はしていたのだろう、大げさに頭を振って見せる。

「さ、とっとと帰ってくれ。仕事の邪じや魔まだ。俺が動くのは十万からだよ」

「お願ねがいしますっ、人の命がかかってるんです！」

「そんな目で見ても駄だ目めだ。冷たい奴だって思うなら思え。言っとくが、俺だって何も強欲でカネカネ言ってるわけじゃないんだ。どうしても必要なんだよ。馬ば鹿か高たかい薬を買わなきゃならないんでな。ライフ・イズ・マネーさ。だから、金にもならない仕事に使っている時間はないんだ、わかるか？」

「……薬って、カイさん、何か病気なんですか？」

　唯ゆい人とが尋たずねると、秋あき雨さめは一いつ瞬しゆんだけ迷う素そ振ぶりを見せた。それから、今まで聞いたことがないような重い口く調ちようで話し始める。

「俺おれじゃない、妹だよ。病院に入院してるんだ。医者の言うことは俺にはよくわからないがな、なんでも血液中の何かを造る器官がやられちまってるらしい。それで、定期的に薬の投与が必要なんだと。この薬がまたばかみたいに高くてな」

「そうなんですか……すいません。俺、カイさんのこと、なんてゆーか、お金にがめつい人だとか思ってて」

「いや、わかってくれりゃぁいいんだぶぐぇ」

　ノインの踵かかとが、ソファに寝転がったままの器用な角度で秋雨の鳩尾みぞおちにめり込む。

「てめぇに妹なんかいねぇだろ、家族だっていねぇじゃねぇか。ふざけたこと吐ぬかすな。お前も信じるんじゃねぇよ。こいつが薬って言ったら麻薬に決まってるだろ」

　唯人は、呆あ然ぜんと秋雨を見つめた。ドラマのような兄妹愛に感動しかけた自分を呪のろう。そして、初めてここに来た日、秋雨がトんでいたのを思い出す。

　秋雨は開き直ったように笑うと、いつもの軽い調子で話し出す。

「今の俺の姿を見た後じゃ想像出来ないかもしれないが、昔はその辺でたむろしてるタダのチンピラだったんだ」

「いや、思いっきり見たまんまですよ。自分がどんな風ふうに見られてるかご存知です？」

　ノインが声を上げて笑う。秋雨は一瞬ひるむが、無視して話を続ける。

「プルートー、聞いたこと……あるわけないよな。極ごく上じようのシャブさ、エックスもスピードも目じゃない。ぶっとんだ時の快感はセックスの百倍だ。一度打てば病やみつき、他ほかのどんな薬も水みず飴あめに見えるって代しろ物ものさ。三年前、俺はその薬を偶ぐう然ぜんにも手に入れちまった。すぐさま、俺はプルートーの虜とりこになった。でも、その薬には二つの落とし穴があった。一つは馬ば鹿かみたいに高額なこと。そしてもう一つが、まっとうな薬、まっとうなシャブですらなかったことだ。その薬はな、投与を続けると、魂たましいを徐じよ々じよに異界に侵食されていく悪あく魔まの薬だったのさ」

　秋雨は、自分の左目を指す。赤い、異界を透視することが出来る赤い瞳ひとみ。

「最初に異常を感じたのが、この目だった。異界が突然見えるようになった。パニクってる俺を助けてくれたのが社長だったってわけよ。この魚の骨のタトゥで、薬をキめても侵食が進まないようにしてくれた。今でもよく覚えてる。生なま臭ぐさい路地裏で倒れてた俺の頭をブーツの踵で踏みつけ、社長はこう言った。私の奴ど隷れいになるなら助けてやってもいい」

　何とも感動的な話だ。唯人が興きよう味みを覚えたのは、秋雨のメインの話とは別の部分だった。

「……その、前から気になってたんですけど、社長ってどんな人なんですか」

「あーありゃ、化ばけ物ものだよ。今じゃ〝反はん翼よくの魔女〟って二つ名の方が有名だ。異界犯罪者どもはこの名前を聞いただけで、ジェイソンに追われてるみたいに震ふるえ上がっちまうそうだ。凶きよう暴ぼうで性しよう悪わるで人使いが荒くて、真性のサディストだ。その上、極度のシスコンときてる。シスコンっつーより妹依存症だな、あれは」

　と、秋あき雨さめ。嫌けん悪おと恐怖が一対九くらいの割合で混ぜ込まれた表情。

「あたしが知る限り、最強の異界使いさ。あたしの背中を床ゆかにつけたのは今までに二人ふたり。レムの父親と姉あね御ごだけだ。姉御になら、犯されたって文句はないね」

　と、ノイン。こちらは尊敬と、どこか卑ひ猥わいさを帯びた恍こう惚こつの表情。

　この二人にこれほどの影えい響きよう力りよくを持っているのだ、社長というのが凄すごい人物であることは十分にわかる。唯ゆい人とは少なくともその人物が常じよう識しき人じんであることを願ねがった。話を秋雨の薬に戻す。

「……でも、人間の魂たましいを、異界に侵食させる薬なんて。そんなものが存在するんですか」

　唯人は、畑はた中なかがその薬に手を出していた可能性を考える。だが、それはない話だった。美み倉くらとの電話では、意い識しきははっきりしていたのだ。

「原理は俺おれも、いや社長ですらよくわからないんだ。エクスシアが全力で追っている犯罪の一つさ。わかってるのは何らかの異能者の仕し業わざだろうってことだけ。その異能者を見つけて、この目の落とし前をつけさせてやるのが、俺の悲ひ願がんってわけよ」

　秋雨は腕を組み、悩むように眉み間けんに皺しわを寄せる。

「だが、ここで一つ問題があるんだ。そいつを殺しちまったら、もう二度とプルートーがやれなくなっちまう……そこで、考えたんだ。捕まえて一発ぶん殴ってから、ダチになるってのはどうだろう。ダチなら薬もタダで分けてもらえるし」

「てめぇ、三回くらい死んどいた方がいいんじゃねぇか」

　唯人が飲み込んだ言葉を、あっさりとノインが代弁してくれる。

「皆さん、あの、唯人さんの話を聞いてあげてくれません？　社長も言ってたのです。この事務所の名前を使う代わりに、困っている人の依頼は出来る限り受けてあげてって」

　灯とう香かが助言してくれる。唯人は思わず彼女を見つめた。キューピッドの矢が本当にあるのなら、心しん臓ぞうが蜂はちの巣すになっているだろうと思う。

「ま、そうだけどよ。今は霧きり崎さきの仕事でいっぱいなのも確たしかだ。社長も許してくれるさ」

「……もしかしたら俺の話は、あなたたちが追ってる事件と関係してるかもしれない」

　唯人は、張ったり半分で告つげる。その言葉に、秋雨の顔色が変わる。

「どういうことだ、そりゃ。適当な事言ってると、酸さんのバスタブに沈めるぞ」

　どこかで聞いた言葉、それだけは御ご免めんだった。と、唯人の服が下から引っ張られる。下を向くと、レムがいた。無表情でテレビ画面を指差す。

「見ろ、倒したぞハゲ」

「おぉ、すげぇ。やったじゃねぇか」

　背後で笑い声が上がる。ノインが、唯人とレムのやり取りを聞いて愉ゆ快かいそうに笑っていた。秋雨を振り向き、さっきとは打って変わって機き嫌げんよく告つげる。

「気が変わった。秋あき雨さめ、聞いてやろうぜ。どうせ今のところ手がかりはねぇんだ」

　秋雨もしぶしぶ頷うなずく。唯ゆい人とは礼を言うと、ノインの向かいに腰を下ろした。そして、今日きようの出来事を説明する。二人ふたりが反応を示したのは、やはりカラオケ店員の証言だった。

　ノインはポケットから二つに折れた写真を取り出す。霧きり崎さき戒かい人とから送られてきた悪夢愛好会幹部の一人ひとり、細身で金髪、鼻には極ごく太ぶとの蛇へびのピアス。

　話を聞き終えると、秋雨はゆっくり煙を吐きながら頷うなずいた。

「確たしかに、関係はあるかもしれないな。そんなナリしてる奴やつはそういないだろう」

「秋雨、お前、こいつと一いつ緒しよにいって、そのコインロッカー見て来いよ」

　秋雨は煙草タバコを灰皿に投げ入れる。大きく伸びをしてから、皮肉っぽい笑えみを浮かべる。

「そういうわけだ、ちょっと付き合ってくれるな」

　望むところだった。唯人は頷き、勢いよく立ち上がった。







　赤いワーゲンに乗るのも三日ぶりだった。武む佐さ野の駅えきに向かう道すがら、秋雨は唯人の話について説明してくれた。

「お前の見た幽ゆう霊れいってのは、おそらく異界の残ざん滓しだ。異界の穴が開いた場所には、しばらくそういう物が残る。普通の人間には認にん識しき出来ないものだが、異界に触れた人間は感度が高くなっているから、そういう物が見えやすくなる。だから、お前と、その美み倉くらちゃんにだけ幽霊が見えたんだ」

「ちょっと待ってください。俺おれはともかく、美倉は別に異界に触れてなんかないですよ」

「わからないか、携けい帯たい電話だよ。第一界からなら電波が通じることはままあるんだ。行方ゆくえ不明になった女の子の声を通じて間接的に異界に触れていた。だから、お前と同じ物が見えた」

　唯人は、愕がく然ぜんと呻うめいた。

「つまり、やっぱり畑はた中なか由ゆ美み子こは異界に迷い込んでいたってことですね」

「あぁ。だが、穴が開いていたにしてもどうせ第一界だろう。なんか、現実の事件に巻き込まれた可能性の方が高いと思うけどな」

　話しているうちに、車は武佐野駅に到着する。二人は車を降り、切符を買って改かい札さつの中に入った。唯人は、幽霊を見たコインロッカーを教える。秋雨が開くが、何も起こらなかった。中には空からっぽの空間が広がっているだけだ。

「何も見えないですね。やっぱり、見間違いだったのかも」

「残滓ってのは急速に薄うすくなっていくからな、もう普通じゃ見えないのかも」

　秋雨は、コインロッカーの中に顔を突っ込んで調しらべる。ぱっと見た限りでは、不ふ審しんなところは何もなかった。むしろ、ロッカーに顔を突っ込んでいる秋雨の方が不審だった。駅員がまた迷めい惑わくそうに睨にらんでいる。

「おい、これなんだと思う？」

　秋あき雨さめが見つけたのは、コインロッカーの奥に刺さっていた小さな釘くぎだった。

「ただの、釘ですよね。何か、小さな鞄かばんとか財さい布ふとかを掛けるために誰だれかがつけたんですかね？」

　思いつきで言ってみるが、しっくりくる答えではなかった。考えてもそれ以上の答えは浮かびそうにない。背後から秋雨の声がする。

「さて、そろそろ本番いくとするか。おい、見たかったら俺おれの体に触れてろよ」

　秋雨は、コインロッカーから数歩離はなれた場所に移動する。そして、右目を手で覆おおう。唯ゆい人とは、ノインが見て来い、と言った意味を理解した。秋雨に歩み寄り、肩に手を置く。

「今から俺の目で、異界の残ざん滓しを手た繰ぐって、穴が開いていた時の記き憶おくを見る。予想が当たってれば、お前の探してる子が見えるはずだ。そら、始めるぞ」

　そう告つげた瞬しゆん間かん、景色けしきが一変した。場所は変わらないが、色が数段階暗くなり、光もずいぶん弱くなっている。まるでカラー映画の黎れい明めい期きのフィルムでも見ているかのようだった。唯人の耳には、遠く、虫の羽は音おとのような耳障りな音が聞こえてくる。目の前に広がっているのは、異界だった。だが、体に触れる空気は変化していない。唯人は理解した、体は現世にありながら、過去の異界の記憶を覗のぞいているのだ。

　と、改かい札さつの方から女子高生が歩いてくる。唯人が通う杉すぎ鞍くら高校の制服。美み倉くらの持っていた写真の少女、畑はた中なか由ゆ美み子こだった。

　畑中は改札を通り、コインロッカーの近くで立ち止まる。音は聞こえない、どうやら覗くことが出来るのは映像だけのようだ。畑中は、怯おびえたように辺あたりを見回す。世界の変化に気づいたのだろう。携けい帯たいを取り出し、コールする。電話の相手は、おそらく美倉だ。何回目かのコールで相手が出る。途と端たんに、畑中の表情は安心したものになる。それから、しばらく楽しそうに喋しやべる。音がないので、何を話しているのかは聞き取れない。

　と、唯人は気づいた。それを、見てしまった。

　楽しそうに友達と話す畑中。その背後で、ほんの僅わずかに、コインロッカーの扉が開く。右側の一番下。畑中は全まつたく気づかない。開いたロッカーの中には、闇やみが蠢うごめいていた。暗い、粘ねばっこい液体がいっぱいに詰まっているようだった。そこから、無数の黒い糸が、いや、髪の毛が伸びてくる。畑中は全く気づかない。髪の毛はゆっくりと、生き物のように伸びてきて、彼女の足に纏まとわりつく。秋雨の呟つぶやきが聞こえてくる。

「おい……あれは、第二界だ。しかも自然に開いた穴じゃない、異能者が絡からんでやがる」

　危ない、逃げろ、そう叫びたかった。だが、届くはずはない。髪が畑中の足を引っ張る、畑中が前のめりに倒れる。手から携帯電話が離れ、彼女の目の前、手を伸ばしても僅かに届かない辺りに落ちる。悲鳴、唯人には聞こえない。音のない悲鳴。

　そして、男が現れた。

　改札の向こうから、細身で背の高い男が歩いてくる。黒皮のライダースジャケット、金髪、狐きつねのように鋭するどい顔、やたらと白い肌、顔には無数のピアス、中でも目立つのが鼻にぶら下がった蛇へびのリング。間違いなかった、写真の男だった。

　男は畑はた中なかの正面に立つ。煙草タバコの灰。血まみれの指先。畑中が懇こん願がんする、男を見上げて叫ぶ。狂気の笑えみを浮かべる男。コインロッカーの中から出てくる女の頭。髪の毛。音のない悲鳴。悲鳴。悲鳴。絶望に塗まみれた畑中の顔。男がズボンのジッパーを下ろす。

　唯ゆい人とが見ていられたのは、そこまでだった。秋あき雨さめの肩から手を離はなす、途と端たん、映像も消きえ失うせる。唯人は、そのまま近くの壁かべに倒れ掛かった。秋雨は、表情を変えずに続きを見入っている。

　吐き気が込み上げてくる。醜しゆう悪あくだった、人間の醜悪さを見せ付けられた気がした。絶望に歪ゆがんだ畑中の表情が、瞼まぶたに焼き付いていた。うめき声を上げ、吐き気に耐えながら、唯人はその場にへたり込んだ。

「ビンゴだったな。ったく、とんだゲス野郎もいたもんだ。さすがの俺おれも頭に来たぜ」

　背後から秋雨の声が聞こえてくる。声は落ち着いていたが、強い怒りがこもっていた。

「残念だが、あの子はもう生きちゃいない。第二界に引きずり込まれたんだ、肉体も魂たましいも、残らず侵食されてるだろうな。この場所に穴が開いてないのが不ふ思し議ぎなくらいだ」

「許さない、あの野郎、絶対に許さない」

　唯人は、絞しぼり出すように呟つぶやいた。拳こぶしを、床ゆかに押し当てる。

「あぁ、当たり前だ。だが、それは俺たちの仕事だ。あいつらを追い詰めて、考え付く限りの凄せい惨さんな殺し方をしてやるよ」

　唯人は何度も頷うなずいた。死んでいった畑中の未練を思った。親友を失った美み倉くらのことを思った。握にぎり締しめた拳の上に、涙が零こぼれ落ちた。







　武む佐さ野のの繁はん華か街がいで調しらべることが出来たらしく、秋雨とは駅で別れた。そのまま寮りように帰る気分にもなれず、唯人は再び月つき士し那な探偵事務所へ足を運んだ。舞まい坂さかビルディングに着いた頃ころには、空は夕焼けに染そまっていた。空さえも畑中由ゆ美み子この死を悼いたんでいるように見えた。

　事務所に入ると、ノインの大声が響ひびいていた。

「あぁ、わかってるよ。そっちはお前に任せた、あたしは車の方を追ってみる。心配すんな、出来るだけ手荒な真似まねはしねぇさ」

　電話の最中らしい、首と肩に携けい帯たいを挟はさんで話している。両手は拳けん銃じゆうをいじっていた。と、入ってきた唯人に気付く。ノインは首から携帯を外し、挑発的な笑えみを向けた。

「よぉ、当たりだったんだってな。助かったぜ」

　携帯電話を唯人の方に投げてくる。唯人はそれを両手でキャッチする、電話は繫つながったままだった。はい、と言って耳に当てると、さきほど別れたばかりの秋雨の声が聞こえた。

「おお、お前か。てっきり家に帰ったかと思ったんだがな。丁度いい、知らせとく。あれから、彼女の友達、ほら、お前が言ってた、彼女と一いつ緒しよに遊んでいた三年の先せん輩ぱいってのに会ったんだ。クラブで知り合ったのは、あの男で間違いない。店の常連って感じだったらしい」

　時と計けいを見ると、別れてからわずか十五分ほどだった。秋あき雨さめの行動力に感心する。

「それでだ、今からそのクラブに行ってみるつもりだ。上手うまくいきゃ、本人に会えるかもな。そういうことだ、後のことは俺おれたちにまかせろ。友達の仇かたきはとってやる」

「よろしく、お願ねがいします」

　電話が切れる。携けい帯たいを返そうと見ると、ノインは例のバックパックを担いでいた。後ろには、銀ぎんのリヴォルヴァが入ったアタッシュケースを持ったレムがいる。

「あんたも、どこか出かけるのか」

「あぁ、別の筋から情報が入った。秋雨の野郎、あちこちにツテを持ってっからな。今回の情報源は陸運局の人間だ。警けい察さつには過去に罪を犯した人間のデータしかないが、陸運局には免許を持ってる全すべての人間のデータが保管されてる、顔写真付きでな。確かく率りつでいやぁ悪くねぇだろ。そん中から、当たりクジを引いたってわけさ。写真の中の一人ひとり、スキンヘッドの野郎だ」

　ノインは情報のおかげで機き嫌げんがいいらしく、やけに饒じよう舌ぜつだった。

「ご丁てい寧ねいに、登とう録ろくされてた名前も住所も全部でたらめだった。ガキにしちゃ手も金も掛かってる。だが、詰めが甘い。車検登録してある車だけは本物で、車種とナンバープレートだけは入手できた。後は一般の興こう信しん所じよを使って、近辺のガキ共が集まりそうな場所を虱しらみ潰つぶしに調しらべさせたってわけさ。車が見つかった場所は、数年前から放置されてる空あきビルだ。誰だれも住んでねぇから、毎晩、ガキ共のたまり場になってるらしい。おあつらえ向きだぜ」

　状況は動いている。唯ゆい人とは、大きく息を吸った。畑はた中なかの表情が、目を閉じた暗くら闇やみの中に蘇よみがえる。このまま寮りように帰るなど、出来そうになかった。何としてでも、彼女の絶望に報むくいてやりたかった。ノインを真まっ直すぐに見つめ、尋たずねる。

「俺に、何か手て伝つだえることないか？　俺も一緒に」

　言葉は途と中ちゆうで止められた。ノインの腕が伸び、唯人の胸むな倉ぐらを摑つかむ。さっきまで機嫌よく笑っていた表情が一変していた。唯人の顔を引き寄せ、鋭するどく睨にらみ付ける。

「この前の異界とはわけが違うんだぜ。腰ぬけ野郎が、ふざけてんじゃねぇぞ」

「ふざけてなんかないっ、俺だってあの子のために何か、力になりたいんだ」

　ノインの手に力がこもる。睨み付ける血色の瞳ひとみ。だが、唯人は恐怖を感じなかった。畑中のことを思えば、この程度の恐怖などどうということはなかった。

「てめぇ、自分が何者か忘れたんじゃねぇだろうな。中途半はん端ぱな正義感で首つっ込んでいい世界じゃねぇんだよ。レムの左目を見たろ、実の母親にやられたのさ。どんな風ふうにされたらああなるか、想像出来るか。あたしだって秋雨だって似たようなもんだ。他ほかに居場所がないから、ここにいる。てめぇが何を見たかは大体わかる。だが、そんなものは糞くそと一緒だ。道をあるきゃぁ、あちこちに転がってる。踏まねぇように避よけて通るのがてめぇらの仕事だ」

　ノインは、さらに顔を近づける。瞳ひとみの赤が、全すべてを飲み込む。

「てめぇに何が出来るってんだ。力になりたいってのは、力がある人間が言う台詞せりふだ。言ってみろよ。あたしにも勝てない、銃も使えない、能力もない。そのてめぇに何が出来るってんだ、おい、言ってみろよ」

　何も答えられなかった。何も出来ない、自分の無力を思い知らされる。ノインは、唯ゆい人とを力任せに押しのける。唯人は、そのままバランスを崩くずして床ゆかに尻しり餅もちをつく。

「今度、あたしの前でふざけたこと言ってみな。顔の穴を増やして、呼吸をうんと楽にしてやんぜ」

　ノインは、もう唯人を見ようともしなかった。そのまま事務所を出て行く。レムもその後に続く。唯人の横を通り過ぎる時、レムの呟つぶやきが聞こえてきた。

「死ね、ハゲ」

　二人ふたりが事務所を出る。バダン、重い音と共にドアが閉ざされる。

　唯人は、床に座り込んだまま、拳こぶしを握り締しめた。役に立てると思ったことが情なさけなく、何も出来ないことが悔くやしかった。泣き叫んでいた畑はた中なかの顔が頭の中に浮かぶ。あの光景を目にしながら、何も報むくいてやれないことが辛つらかった。

　部へ屋やの奥から、軽い足音が近づいてくる。目の前に灯とう香かが立つ。ずっと見られていたのだろう。唯人は俯うつむいて、彼女から目を逸そらした。どんな慰なぐさめの言葉も掛けてほしくなかった。余計に惨みじめになるだけだった。

　だが、聞こえてきたのは、全まつたく関係のない一言だった。何の気き遣づかいも感じない、楽しげで柔らかな口く調ちようだった。

「これ、どう思います？　素す敵てきでしょう？」

　灯香は、持ち帰った工事現場のコーンを抱えていた。側面には、兎うさぎのイラストと今日きようの日付が書いてある。唯人は、溢あふれそうになる涙を堪こらえながら、小さな声で答える。

「どうしたんだよ、そんなもの」

「近くで、道路工事をしてたのです。だから……持ってきちゃいました」

　灯香は嬉うれしそうに笑う。そして、それを部屋の隅すみに積つみ重ねてあった、他ほかのコーンの上に重ねる。コーンはすでに十個以上積み重なっていた。余りに意外な行動に、唯人は顔を上げる。

「それ……全部、君が？　入り口の人形も？」

「えぇ、あれは大仕事なのでした」

　得意そうに笑いながら、唯人の傍そばまで戻ってくる。

「いけないことだとわかっていても、見かけると、つい取ってきてしまうのです。見つかったらどうしようって、心しん臓ぞうがバクバクなのです。秋あき雨さめさんは言っていました。普ふ段だんの私が色いろ々いろなものを我が慢まんし過ぎているから、これはその反動なのだそうです。私も、そう思うのです。これはきっと、私の心がバランスを保つには必要なことなのです。残念ながら」
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　声が、花の香かおりのように唯ゆい人とを包む。灯とう香かは、唯人の隣となりに、同じように座り込んだ。ふわりと、シャンプーの匂においが漂ってくる。

「唯人さん、人には出来ることと出来ないことがあります。私は、コーンを持って帰るのがせいいっぱい。これ以上、悪いことはどうやっても出来ないのです」

　もう、堪こらえることは出来なかった。いや、堪える必要はないのだとわかった。唯人は、嗚お咽えつを上げながら、絞しぼり出すように泣いた。




　　　　＊




　目当ての店は、繁はん華か街がいの外れに隠かくれ家がのようにして口を開けていた。半分地下に埋もれた造りのクラブ『スモーカーズネスト』。秋あき雨さめは、地下へと続く階段を下り、銀ぎん色いろの装飾文字で飾られた扉を開ける。

　開く、と同時、音楽が洪水のように溢あふれ出してきた。ホールはそれほど広くなかった。控えめなスポットライトの下で、十数人の男女が踊っている。その周囲では踊りつかれた女たちと、彼女たちが目当ての男たちが探り合いの会話を楽しんでいる。

　秋雨は、薄うすい笑えみを浮かべた。クラブに足を運ぶのは久しぶりだった。それもただのクラブではない、馴な染じみの嗅きゆう覚かくが嗅かぎ分ける。ここは違法な物の吹ふき溜だまりだった。目がまともだった頃ころは、クスリと女を求めて通いつめた。懐なつかしい匂においが鼻につく。

　と、ボーイが一人ひとり、秋あき雨さめに歩み寄ってくる。入るとすぐに入場料を払うシステムらしい。入場料の二千円を手渡し、ついでに尋たずねる。

「なぁ、このクラブにさ、鼻にカッコイイ蛇へびのピアスをした男がよく来るって聞いたんだけど、今日きようもいるかい？」

　財さい布ふから、入場料とは別に一万円を抜く。

「ＶＩＰだ、下にゃいねぇよ。聞いたのが俺おれでよかった、ここでは彼がキングだ。下手へたな真似まねすんのはやめときな」

　ボーイはそう言うと、親指を立てて上を示す。二階がＶＩＰルームになってるようだ。秋雨が見上げている間に、ボーイは一万円を引ったくり足早に離はなれていった。

「王様ね、ただのイカれたガキじゃなさそうだ」

　呟つぶやくと、ホールのサイドにあるバーカウンターに行く。スクリュードライバーを注文する、酒はあまり得意ではないのだ。

　ＶＩＰルームへ続く階段は、アメコミから抜け出してきたような大男がガードしていた。気付かれずに上がるのは至し難なんだろう。だが、秋雨には一つだけ、安全にＶＩＰルームに入る術すべに心当たりがあった。この場所のキングなら、金が回るのも彼が中心のはずだ。

　カウンターに座ったままじっと待つ。地下クラブに来て、踊りもせず口説きもしないとなれば、目的は一つだ。自分を撒まき餌えにして、じっと獲え物ものが見つけてくれるのを待つ。

　十五分ほどで、猫背の男が近づいてきて隣となりに座った。褐かつ色しよくの肌、日本人ではなかった。タイかフィリピンか、その辺あたりだろう。男は想像よりも流りゆう暢ちような日本語で話し掛けてくる。

「お兄にいさん、何か探しものか？　エックスからゼットまで全部揃そろってるよ」

　しばらく来ない間に、また種類が増えたらしい。秋雨は首を振る。

「そんなもんじゃ、もうイケねぇんだ。赤いヤツはおいてないのか。プルートー、そう呼ばれてるヤツだ」

　その名前を口にした途と端たん、男の顔から表情が消える。ポケットから番号のついたプレートを出し、秋雨の前に置く。

「それ、あの門番の男に見せるといいよ」

　それだけ告つげると、逃げるように離れていった。

　アメコミの大男にプレートを見せる、ＶＩＰルームへの扉を開く魔ま法ほうの鍵かぎ。大男は道を開け、同じ番号のテーブルに行け、と低い声で告げた。

　二階に上ると、床ゆかがマジックミラーになっており、一階のフロアが一望出来た。下で踊る惨みじめなガキ共を見下ろし悦えつに入る、老人でも若人わこうどでも金持ちはいつだって悪あく趣しゆ味みだ。ＶＩＰルームは赤い革張りのソファとテーブルが、簡かん単たんな敷しき居いで区切られ並んでいた。それぞれのテーブルでは、金を持て余したガキ共が、下品な声で笑い合っている。薬をキめている奴やつや、裸になっておっぱじめている集団もいる。誰だれも、秋あき雨さめのことなど気に止めない。

　それぞれのテーブルには、番号が振られていた。渡されたプレートと同じ番号を探すが、見当たらない。と、ＶＩＰルームのさらに奥に、個室が設もうけられているのに気付く。そして、扉には、秋雨が持っているのと同じ七番のプレートが掛かっていた。

「王様は、あの中かい」

　唇を吊つり上げ、呟つぶやく。それは、独り言ではなかった。

　ゆっくり振り返る。いつの間にか、背後に数人の男たちが立っていた。全員が、揃そろいの黒いライダースジャケットを羽は織おっている。こんな格かつ好こうをしている集団はそうはいない。悪夢愛好会、やっと姿を見せた敵に、秋雨は笑い出したくなるのを堪こらえる。

　全員が何らかの格かく闘とう技ぎをやっているのだろう、ボディガードのようにがっしりした体型をしていた。王様を守る親しん衛えい隊たい、といったところか。その中の一人ひとりには、見覚えがあった。霧きり崎さき戒かい人との手紙に同封されていた三枚の写真、その中の一人、スキンヘッドの男だった。日本人にしては肌が黒く、背が高い。無表情で、全まつたく年ねん齢れいを悟らせない顔立ち。写真では残っていた眉まゆ毛げも今は消えていた。

「あそこが誰の指定席か知っているようだな。用件はなんだ？」

　スキンヘッドが低い声で、脅おどすように言う。秋雨は、手に持っていたプレートを差し出す。

「招待客だ、そうだろう？」

　ふん、と鼻を鳴らしてから、スキンヘッドは顎あごで秋雨を指す。他ほかのライダースの男たちが近寄ってきて、秋雨の体をチェックする。どうやら、この集団の中ではスキンヘッドが一番格上らしい。親衛隊の隊長といったところか。

　秋雨は大人おとなしくボディチェックを受けながら、相手を観かん察さつした。全員のライダースジャケットの胸元には、悪夢愛好会のシンボルである山羊やぎを象かたどったバッジがついている。不自然に盛り上がった右側の腰、シャツの下にはおそらく拳けん銃じゆうがある。ガキ共には不釣り合いな玩具おもちやだ。

「よし、いいだろう。ついて来い、今から貴様をキングに会わせる。死になたくなかったら、態度に気をつけるんだな」

　ボディチェックを終え、秋雨はやっと奥の部へ屋やに通される。分厚い扉が開く。

「キング、新しい客を連れてきました」

　スキンヘッドが、部屋の中にいる人物に言う。どうやらキングというのは、ただの喩たとえではなく、本当にそう呼ばれているらしい。部屋の奥から、甘く、間延びした声がする。

「いいぜぇー。今日きようは気分がイイ、中に入れろよ」

　キングは、革張りのソファに崩くずれるように座っていた。そこにいたのは、紛まぎれもなく写真の、そして畑はた中なか由ゆ美み子こを陵りよう辱じよくした男だった。服装もまるで同じ、裸にライダースジャケット、鼻には蛇へびのピアス。写真や異界の残ざん滓しで見たよりも、実物の方が若く見えた。二十歳はたち前後といったところだろう。ビンゴだ、秋雨はポケットの中で指を弾はじく。

　右みぎ隣どなりには黒い下着のみを身に着けた若い女が座っていた。女は、犬が骨をしゃぶるように、夢中で蛇へびピアスの耳を舐なめていた。濡ぬれた瞳ひとみ、クスリ漬づけになっているのがわかる。

「あんたー？　プルートー欲しがってる新顔ってのはさー」

「あぁ。俺おれの名前はフィッシュボーンだ、由ゆ来らいは説明しなくていいだろ。金ならある。贔屓ひいきにしてた売人がばっくれてね、困ってんだよ」

　この手の会話は得意分野だった。蛇ピアスが笑う。口が裂けていくような、薄うす気き味み悪わるい笑い方だった。

「あんた、いい顔してるねー。なんつーの、似たものの臭におい？　みたいなの感じちゃう。でもねぇ、誰だれにでもホイホイ売れるモノじゃねーのよ。悪わりぃね、こーゆーのは信用が大事っしょ」

「ここなら、すぐに手に入るって聞いてきたんだけどな。正直、残り少なくてヤバいんだよ」

「そう言われてもねぇー。赤いヤツは、会員にしか売らないことにしてんだよねー」

　舌打ち、それから面めん倒どうくさそうに頭を搔かく。秋あき雨さめは苛いら立だったような演技を見せてから、いきなりキングを睨にらみつけた。

「信用しろとは言わねぇ。でもな、一つだけ、俺が、お宅らにとってとびっきりの上客だってのは、証明出来るぜ」

　興きよう味みを引かれたように、キングは笑えみを深めた。警けい戒かいしてスキンヘッドが身構える。部へ屋やにいた他ほかのライダースたちの注目が、秋雨に集まる。

　別に、特別なことをするわけではなかった。秋雨の取った行動は、実にシンプルだった。

　サングラスをずらし、瞳を見せる。異界に魅み入いられた、赤い瞳。

　部屋にいた誰だれもが息を吞のむ。売人なら、薬を使えば、瞳が赤く染そまっていくことくらいは知っている。秋雨の尋じん常じようでない目の赤さは、その身体からだにどれだけの量の薬が投与されてきたかを物語っていた。札さつ束たばを持ってきて並べるよりも、確たしかに十分な証あかしだった。

「ひゃ、いい目、いい目してんねぇー。そんだけ喰くらって、よーく廃人にならねぇもんだ。最高だよ、あんた。気に入った、あんたのそのイカれた目に乾杯」

　キングは子供のように手を叩たたき、耳障りな笑い声を上げながら続ける。

「でもねぇ、この店には、あんたの欲しがってる薬は置いてねぇんだ。悪ぃね」

「話が、違うぜ」

「そうすごむなってぇ。この店にゃねぇって、そう言ったろぉ。普通は新顔にゃやんないんだけどねー、時間がないから特別サービス。代わりに、いいものあげるよー」

　スキンヘッドが腰をかがめ、キングの耳元で囁ささやく。声が大きすぎて丸聞こえだった。いいのですか、キング？　キングの了りよう承しようを得て、スキンヘッドが秋雨の前に小さな黒い箱はこを持ってくる。全まつたくの無地、ロゴがあればブランド腕うで時ど計けいのケースに見えたかもしれない。

　秋雨は、キングに目配せしてから箱を開く。中には、地図が書かれたカードと、悪夢愛好会のシンボルである、山羊やぎを象かたどったバッジが入っていた。大きく口を開けた三つ目の山羊。巻いた大角は赤いガラス球、口の中には鏡かがみが埋め込まれている。

「これで、あんたもめでたくー、悪夢愛好会の会員ってわけ。それが入場券の代わりだからねー。今日きようの夜十二時から、その場所でとっておきのショーをするのさ。そこにくれば、あんたの欲しいもの、いくらでも手に入るからさー。おトモダチさそって見に来てよぉー」

　地図カードの裏には、一文が刻まれていた。悪夢愛好会・夜話集会へのご案内。収しゆう穫かくとしては十分だった。これで一いち網もう打だ尽じんに出来る。

「ありがとさん、楽しみにしてるぜ」

　箱はこをポケットに入れると、キングに背を向け歩き出す。びちゃびちゃ、会話が終わり、背後からは女が耳を舐なめる音だけが聞こえてくる。幹部がこのオツムなら底が知れる、案あん外がい大した仕事じゃなかったな、胸の中で呟つぶやく。

　と、キングが、何か思い出したように秋あき雨さめを呼び止める。

「あぁ、そうそう。あんたさー、さっき下のボーイに金渡してたっしょ。アイツ、後で殺しとくからー」

　ただの馬ば鹿かではない、か。秋雨は考えを改める。何も答えず、そのままテーブルを後にした。
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　イタリアンレッドの大型バイクが、大きく唸うなりをあげて止まる。ファミレスの駐ちゆう車しや場じようは、祝日の夕食時ということもあって込み合っていた。

　ノインはバイクから降りると、後部座席のレムがヘルメットを脱ぐのを手て伝つだう。目的のビルは、ファミレスから建物を三軒挟はさんだ向かいにあった。サイドバッグからアタッシュケースを取り出す。

「レム、腹はへってるか？」

　レムは無言で頷うなずく。ポーチから小型の通つう信しん機きを二つ取り出し、一つをノインに渡す。二人ふたりは通信機をそれぞれ耳に嵌はめる。ノインは数歩離はなれてから、小声で呟く。

「じゃぁさっさと片づけて、ここで晩飯にしよう。何が食べたい？」

　通信機を通して、クリアに答えが返ってくる。

「生レバ」

「そいつはメニューにねぇかもな。よし、聞こえるな。後は作戦通りだ」

　ノインとレムは、それぞれ離れて歩きながら目的のビルへ向かう。作戦は、非常に単純なものだった。ノインがビルに忍び込む。レムはビルの向かいから入り口を見張り、動きがあったら通信機で知らせる。張り込みも情報収集も、面めん倒どうなことは一切なし。スマートに力ずく、それがノインの流りゆう儀ぎだった。

　車が見つかったビルは、どこにでもありそうな外がい観かんだった。くすんだ灰はい色いろ、古ぼけた四階建て。ほとんどの窓にカーテンがかかっているが、それも格別珍しいことではないだろう。一階の半分が埋め込み式の駐ちゆう車しや場じようだが、今は一台も止まっていない。雇った興こう信しん所じよの調しらべでは、ガキ共が集まり出すのはいつも夜中、日付が変わる少し前らしい。

　ノインはビルに近づく。玄関に鍵かぎはかかっていなかった。レムが道路を挟んだ向かいに陣取るのを確かく認にんしてから中に入る。

　こぢんまりとしたロビー、人の気け配はいはない。ノインはそこで装備を整ととのえる。担いでいたバックパックを下ろし、ガンベルトと拳けん銃じゆう三丁を装着。予備のマガジンをポケットに押し込んでから、バックパックとアタッシュケースを隠かくす。

　まず、一階の部へ屋やを虱しらみ潰つぶしに調べていく。狭せまいビルなのでそれほど手間ではなかった。五分ほどで探たん索さくを終える。何ど処こにも人の姿はなかったが、イカれたガキ共の巣そう窟くつになっているのは間違いなかった。

　部屋には未成年犯罪を擁よう護ごする大人おとなたちが見れば、卒倒しそうな物が散乱していた。使い終わった注射器の山、改造されたスタンガンにボウガン、汚物の溜たまったバケツ、血まみれのライダースジャケット、短たん冊ざく切ぎりにされた女子高生の制服と撮さつ影えい機き材ざい、山やま積づみにされたビデオテープの中身は知りたくもない。通信機からは暇ひまを持て余したレムの鼻歌。地じ獄ごくにも天使の歌声は届くようだ。

　二階に上がる。ここも気配はなく、静まり返っている。あまり使用されていないらしく、一階に比べて物がない。床ゆかには埃ほこりが堆たい積せきしており、雪のようになっていた。ただ、最近数人が行き来したらしく、廊下の埃に数種類の足跡がくっきり残っている。足跡はどれも、一番奥の部屋に続いていた。

　ノインは拳銃を抜く。足音を殺し、奥の部屋に近づく。ドア脇わきの壁かべに背を当て、室内の気配を探る。人の気配はない。後ろ手にドアを開け、一拍待つ。動く者がないのを確かく認にんしてから、中に踏み込む。銃を室内に向ける。静寂。数回体の角度を変えて死角を埋める。部屋には誰だれもいなかった。

　銃を下ろして踏み込む。無人だったが、部屋の隅すみに珍しい物が転がっていた。

　日本刀と籠こ手て、レプリカではなく本物のようだった。黒光りする鞘さやに青い刺し繡しゆうの柄つか、青せい龍りゆうが描かれた鍔つばには、お守りのように革かわ紐ひもで手て鏡かがみが括くくりつけられている。素人しろうと目めにもかなりの年代物であることがわかる。籠手のほうはシンプルな形だった、青い布地に鉛なまり色いろの手しゆ甲こうが縫ぬい付けられてある。手甲にも、デフォルメされた龍の模様が刻まれていた。

　ノインは右手で日本刀に手を伸ばそうとし、止めた。右手を引っ込め、薔薇ばらの左手で鞘に触れる。全身を駆かけ抜ける冷気、予想通り、日本刀は異界に憑つかれていた。ノインのリヴォルヴァと同じ、呪のろわれた武器。そして、薔薇のタトゥの代わりが籠手なのだろう、使用者を侵食から守る青龍のクラフトグラフ。

　刹せつ那な、背後で物音がした。コインが触れ合うような、微かすかな金属音。ノインは反射的に銃口を向ける。が、部へ屋やにはやはり誰だれもいない。そこで、ノインは自分の迂う闊かつさに気づいた。

　一つ、この部屋には決定的な死角が残っていた。部屋の奥、入り口からは見えにくい場所にトイレがあった。トイレのドアは閉じたままだ。

　頭の中で自分を叱しつ咤たしながら近づく。ドア越しに発砲されても大丈夫なように体の位置をずらして、中の気け配はいを探る。狭せまい個室の中で、何者かが息を潜ひそめているのが感じられた。ドアに鍵かぎはかかってない。頭の中でカウントする。三、二、一。

　轟ごう音おんが響ひびく。勢いよくドアを蹴けり開ける。蹴りの威力に負け、蝶ちよう番つがいが吹ふき飛ぶ。個室に銃を向け、引き金を三分の一ほど引き、動きを止めた。

「ひぎっ、やめろっ、頼む撃うつなっ、殺さないでくれっ！」

　トイレに座っていた男は、情なさけない悲鳴を上げる。ストライプの入った黒スーツを着こなした美形の男が、間抜けな格かつ好こうで便座に座っていた。両手が背後に回っている。用を足しているのではなく、手て錠じようで水道管のパイプと両手を繫つながれていた。

　モデルのように端正な顔立ちだった。丁てい寧ねいに切りそろえられた黒髪、癖くせのない整ととのった鼻筋、やや目つきが悪いが、それが綺き麗れい過ぎるのを崩くずし、より魅み力りよく的てきに見せている。出会いがこんな形でなければ、ノインも少しは心動かされたかもしれない。と、ノインはその目つきの悪さに見覚えがあるのを思い出す。

「てめぇ、霧きり崎さき戒かい人とか？」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。唯ゆい人とにそっくりな目をした男は、動どう揺ようしていた自分をなかったことにするように、大きく咳せき払ばらいをした。

「ひょっとして、君はアレか。月つき士し那な探偵事務所の方かな？」

「……どうやら、当たりのようだな。がっかりだぜ〝鏡かがみの王おう子じ〟霧崎戒人が、まさかこんな冴さえない野郎だったとはな」

「そう言ってくれるな。ちょっとドジ踏んでしまってね。丸一日もトイレに籠こもったのは、子供の頃ころにサルモネラ菌にあたった時以来だよ。でも、君のような美女に助けられるなら、うん、物語の筋書きとしては悪くないな」

「何が物語だ。場所を考えて口を開きな、臭くせぇったらないぜ」

　ノインは、戒人の背後を覗のぞき込む。パイプに縛しばられた両腕は、手て錠じようの上から鎖くさりで何重にも巻かれていた。銃口を向け、引き金を引く。サイレンサー越しの、空気が弾はじけるような音。鎖が千ち切ぎれる。戒人は便座から立ち上がり、丸一日ぶりに自由になった手をほぐす。

「助けがくると信じていたよ。なんたって俺おれは、王子だからな。この世界は物語、そして主人公は俺さ。主人公はこんな風ふうには死なないし、死んじまったら物語が完結しないだろ。絶体絶命の窮きゆう地ちに美女が助けに来てくれるなんてのは、ちょっとできすぎだけどな」

「しばらく口閉じてろ、便所王子。三千万がなけりゃすぐにでも、てめぇのくだらねぇ物語を打ち切りにしてやんのにな」

　と、通つう信しん機きにレムから連絡が入る。

「ママ、今、駐ちゆう車しや場じように車入った。中から男が下りてくる、全部で五人。一人ひとりは写真の男。逃げるなら今のうちだ」

「こんな時間に戻ってくるなんて、情報と違うじゃねぇか。でもな、逃げるってのはねぇぜ。晩飯前の運動には丁度いいだろ。あたしは今、当てが外れて機き嫌げん悪わりぃんだ」

　通信機の向こうで、レムがため息をつく。ノインは、戒かい人とを振り返る。どうやら通信が聞こえていたらしい、戒人は部へ屋やに転がっていた籠こ手てを嵌はめ、日本刀を握っていた。先ほどまでは気付かなかったが、戒人の目も赤く染そまっている。

「奴やつらは俺おれを連れ出しに戻ってきたんだ。今夜、悪夢愛好会の集会があってね、俺をそのショーのハブにするつもりだったらしい。もてる男は辛つらいね、ホント」

「ハブって、毒どく蛇へびのハブか？」

「ハブとマングースの対決ショーって知らないか？　あれはショーの何日も前からハブを弱らせておいて、マングースが必ず勝つように仕組んでるんだってさ。弱りきった俺が漂流者に嬲なぶり者にされるのを、今夜のショーのメインイベントにするつもりだったんだ。まさに間かん一いつ髪ぱつ、物語としては完かん璧ぺきな救出のタイミングだよ、最さい高こう潮ちようって感じだな」

　戒人は体を揺ゆらしておどけながら、日本刀をベルトに括くくり付ける。

「やっぱり、その悪あく趣しゆ味みな刀はあんたの得え物ものだったのかい。物ぶつ騒そうな武器だな」

「君の銃も似たようなものだろ。グローブの下のタトゥが結界代わりかい、お洒落しやれだね」

　ノインは舌打ちした。銃にも薔薇ばらにも気づいていた。間抜けた振りをして侮あなどれない男だ。

　と、階段を上る足音が聞こえてくる。戒人の言う通り、この部屋に向かっているようだった。

「気をつけろ、奴らは銃を持ってる。それに、幹部の中に、どいつがそうなのかはわからないけど、異界使いがいる。俺もそいつにやられたんだ」

「ふん、どおってことねぇ。ビビってんならもっぺんトイレに戻ってていいぜ」

「まさか。美女が戦ってるのに、隠かくれる主人公がどの物語にいるんだ？　そんなものを寝物語に話したら、子供の教育に悪いだろ」

　足音が階段を上り、二階へとやってくる。廊下から足音が重なって聞こえてくる。話し声はない。ノインは、戒人に向けて挑発するような笑えみを浮かべた。それが、始めの合図。

　待ち伏せはノインの性しようには合わない。両手に銃を持ち、部屋から飛び出す。

　廊下の先には、黒いライダースジャケットを着た、似たようなガキたちが五人並んでいた。突然現れたノインを呆ぼう然ぜんと見ている。誰だれも、まともな反応は出来ていない。引き金を引く。サイレンサーを通した控えめな銃声、先頭の二人ふたりが崩くずれ落ちる。残った三人に銃口を向け、ノインは告つげた。

「両手を頭の上におきな。これから尋たずねる質問に素直に答えたら、ここから生かして帰してやる。運命はてめぇらの心がけと、あたしの指の機嫌次第だ」

　倒れた二人ふたりは急所を外して撃うったため、まだ息があった。殺さないために外したのではない、呻うめき声ごえを上げさせ残った三人をビビらせるためだ。残った三人の中で一番後ろに立っている男が口を開く。意外にも、落ち着いた声だった。

「君のような強く美しい女性を招待した覚えはないな、一体誰だれに雇われてここに来た」

　その男には、見覚えがあった。三枚の写真の中の一人ひとり、長髪の男だった。細く冷たい目、やたらと尖とがった顎あご、肩けん甲こう骨こつの辺あたりまで伸びた真まっ直すぐな黒髪を背中に流している。

「気ぃつけな、質問すんのはあたしだぜ」

　と、長髪の男はポケットに手を突っ込んだ。ノインは一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいも見せず、引き金を引く。

　だが、その銃弾は前にいた男たちに阻はばまれる。長髪の男とノインの間にいた二人のライダースが、身を挺ていして庇かばったのだ。血ち飛沫しぶきが舞まう、一人は倒れるが、もう一人はまだ立っていた。いや、長髪の男が背後から支え、肉の盾たてにしていた。

「ヤバイな。あいつ、呼び出す気だ」

　遅れて部へ屋やから出てきた戒かい人とが呟つぶやく。長髪の男がポケットから取り出したのは、銃ではなく携けい帯たい電話だった。応援を呼ぶつもりかと思ったが、男は二、三言だけ呟くとすぐに電話を切る。

　ノインは接近して片をつけようと駆かけ出す。だが、後ろから、戒人に腕を摑つかんで止められる。

「迂う闊かつに近づくなっ。穴が開くぞ」

　刹せつ那な、廊下に倒れていた三人の体が、黒く変色した。そして、溶けかけのアイスのように形が崩くずれていく。どろり、人間の肉体が形を変え、辺あたりに古くなったオイルのような液体が広がる。途と端たん、建物の中が暗くなり、空気が湿り気を帯びる。遠く、虫の羽は音おとのような雑音が耳に届く。倒れていた男たちは、一度溶けてから、徐じよ々じよに異い形ぎようを形作り始める。

「これは……異界。どうなってやがる」

「決まってるじゃないか、異能者の仕し業わざさ。奴やつらを追い詰めた時はいつもコレさ、電話と同時に異界を呼び寄せるんだ。人間の魂たましいを生いけ贄にえにして漂流者を呼び出すんだろうさ。そんな能力、見たことも聞いたこともないけどね」

　異界の湿り気を帯びた闇やみに阻まれ、長髪の男の姿は見えなくなった。だが、声だけが向こうから聞こえてくる。

「実に残念だ。売り出し中の異界使いが漂流者に食われる、今夜のショーの目玉だったのにな。キングもさぞ悔くやしがるだろう。惜しいが、ここで消えてもらうとしよう。さらばだ、〝鏡かがみの王おう子じ〟と名も知らぬ異界使いよ」

　そして、階段を下りる足音。異界に飲み込まれる前に逃げた、おそらく奴自身は異界使いではないのだろう。

「君も離はなれろ。見たところ、結界の能力は持ってないんだろう」

　戒人が叫ぶ。ノインは舌打ちする。黒い液体は、徐々に迫ってきていた。今からレムを呼び寄せても間に合わない。異界から逃のがれながら戦うには場所が狭せま過すぎる。ノインの中に焦あせりが生まれる。生き残る術すべは、魂たましいが侵食されるよりも早く漂流者三体を倒すこと。自答する、やれるのか。答えは返ってこない。それは否定と同じ。

　漂流者が、異い形ぎようの姿を露あらわにする。三体ともよく似た姿だった。ミイラ男のように包帯でぐるぐる巻きにされた体、包帯の隙すき間まからは爛ただれた灰はい色いろの皮ひ膚ふが覗のぞいている。その上から、さっきまでそれぞれが着ていたライダースジャケットを羽は織おっていた。顔には包帯の上から、釘くぎバットのように無数の釘が刺さっている。ノインは銀ぎんのリヴォルヴァを抜く。

「強がってるんじゃねぇ、てめぇも結界なんかねぇじゃねぇか。漂流者が三体もいやがるんだ、こうなったら、力合わせてやるしかねぇだろ」

　戒かい人とは、笑った。主人公を演じているだけあって、気き障ざな笑い声だった。

「強がりなんかじゃない、俺おれ一人ひとりで十分だっていってるのさ。子供たちに好すかれる主人公は『ロビンソン漂流記』のように強くてタフじゃないと務つとまらないのさ。〝鏡かがみの王おう子じ〟と呼ばれる理由を、君に特別に教えてあげるよ」

　戒人は、刀を抜く。白はく刃じんは、薄うす暗ぐらい異界の闇やみにありながら、いや、闇の中にあるからこそ、強く輝かがやいて見えた。乙女おとめの一目惚ぼれのように、一いつ瞬しゆんにして心を奪うばう怪あやしい煌きらめきだった。

　ノインはもう一度舌打ちすると、漂流者から離はなれた。戒人の自信が、自然とそうさせた。穴の中心となっているのは三体の漂流者そのもの、隙があれば撃うてるように銃だけは構えておく。

　漂流者が吼ほえた。隙間風のような薄うす気き味み悪い声。そして、包帯の隙間から無数の触手が生はえてくる。

　触手は一斉に戒人を襲おそった。とても刀一本で打ち払える数ではない。戒人は追い込まれながらも、笑えみを消さなかった。柄つかに括くくり付けられた鏡を、まじないのように撫なでる。

　刹せつ那な、戒人の目の前に、新あら手ての漂流者が現れる。それは、人間の形はしていたが、やはり異形の姿だった。二本の長い足にげっそりと瘦やせた胴、その上に男か女かもわからない中性的な坊主頭が乗っかっている。腕の形もまともだったが、その数が異様に多く、イソギンチャクのように折り重なるように無数に生えていた。毛深い男の手、華きや奢しやな女の手、子供の手までさまざまな腕が体の両りよう脇わきを埋め尽くしている。

　この光景だけならば、誰だれが見ても絶望的だったろう。さらに敵が増え生き残る確かく率りつが激げき減げんした、そう考えただろう。だが、ノインはその瞬間をはっきり見ていた。その新たな漂流者が、戒人の刀にぶら下げられた手鏡から出てきたのを。

　怪かい物ぶつについている無数の腕が撓しなり、戒人に迫っていた触手を全すべて薙なぎ払う。

「これが、俺の能力さ。漂流者を操あやつるっていう能力は珍しくないだろう。おたくのボスだって出来るはずだ。ただ、俺は、操った漂流者を鏡の中に入れて持ち歩けるのさ。最近じゃ、ダークな主人公も流行はやりだろ。さて、千手坊主、さっさと終わらせよう」

　戒人が手を前に突き出す。それに合わせ、漂流者の腕が一斉に伸び、三体の漂流者に向かっていく。釘男たちも触手で応戦する。決着はすぐに着いた、数が圧倒的に違うのだ。戒人の操る漂流者の腕が、他ほかの三体を押さえつける。

　戒かい人とは、身動きが取れなくなった三体の釘くぎ男おとこに近づき、刀で一体ずつ斬きり伏せてゆく。白はく刃じんが閃ひらめくたび、釘男は周囲を埋め尽くしているのと同じ黒い液体に戻り、地面に飛び散った。三体目を斬り伏せたところで、世界が元の明るさを取り戻す。腕の怪かい物ぶつも煙のように消え、鏡かがみの中へ戻っていった。

「俺おれの持つ妖よう刀とう〝青せい龍りゆう紋もん蒼あおノの雪ゆき房ふさ〟の能力は、斬った者を第五界に送る。〝鏡の王おう子じ〟って呼ばれる理由、わかってくれたかい。まぁ、王子、の方は俺が自分で決めたんだけどな」

「王子っていうより、道どう化けだな。そんなグロテスクな物語を聞かされたら、世界中の子供たちが悪夢にうなされるぜ」

　軽口を叩たたきながら、ノインは苛いら立だちを押し殺していた。圧倒的な能力だった、穴を開けるだけの自分とは比べ物にならない。
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　机の上には、本やガラクタが山やま積づみになっている。その中で、唯ゆい人とは一枚の写真を見つけた。

　百円ショップで売っているような額がくに入っており、そこではノインと様さま々ざまな人種の屈強な男たちが楽しそうに笑っていた。場所は砂漠で、ノインも男たちも傭よう兵へいのような迷めい彩さい服ふくを着てマシンガンを持っていた。ノインはずいぶん若く、今の唯人よりも年下のように見えた。

「日本じゃ……ないよな。どーゆー生き方してたんだ、あの女は」

　余りに非現実的な写真に、唯人は苦にが笑わらいを浮かべた。他に飾られている写真がないか辺あたりを見回す。本棚の中に、別の写真立てがあった。興きよう味みを惹ひかれ、歩み寄る。

　その写真には、幼い頃ころの灯とう香かが写っていた。可愛かわいらしいクマ柄がらの額の中で、二人ふたりの灯香が無む邪じや気きに笑っている。背後にはディズニーランドのシンデレラ城。二人、鏡を合わせたように同じ顔、同じ格かつ好こうをした灯香が並んで立っていた。

「何か、面おも白しろいものでも見つかりましたか？」

　振り向くと、灯香が紅こう茶ちやのトレイを持って立っていた。今日きようは急きゆう須すではなくティーポットに入っている。部へ屋やには、香こうばしい香かおりが漂っていた。

「この写真って、灯香のお姉ねえさん？」

「ええ、そうなのです。私たち双子だったのです。でも姉は、五年前に事故にあって肉体を失なくしてしまったのです」

「ごめん……悪いこと聞いちゃったな」

「そんな。別に唯人さんが謝あやまることじゃないのです」

「なぁ、灯香は、いつからここで働いてるんだ？」

「えっと、この事務所が出来た時からなので、五年と四ヶ月なのです。私、ここに住んでるのですよ。奥に、狭せまいですけど部へ屋やもあるのです」

　灯とう香かは紅こう茶ちやをカップに注そそぎながら答える。林檎りんごが甘くて酸すっぱいように、楽しそうだけれど寂さびしそうに笑う。

「この事務所は、私の父が開いたものなのです。だから、月つき士し那なっていう私の苗みよう字じが事務所についてるのです。その時から、ここで働く皆さんのお手て伝つだいをしてたのです。父は、姉の事故が起きてすぐに事務所を出ていってしまいましたが、それでも、私の居場所はここにしかないのです」

　ずっと気になっていた。他ほかのメンバーが、なぜか唯ゆい人とと同じ歳としの灯香に、一いち目もく置いて接しているのか。唯人は一人ひとり納なつ得とくする。

「他の皆よりも古株なんだ。親父おやじさんとの、大切な思い出の場所ってわけか」

「それだけじゃ、ないのです。喩たとえじゃなく、その、私はここから離はなれられないのです」

　言い方が引っかかり、視し線せんで問いかける。灯香はカップに注そそいだ紅茶を、どうぞ、といって渡してから話を続けた。

「えと、先日、ノインさんたちが能力の話をしたのを覚えています？　能力は、異界使いに必要なものなのです。異界の穴を開けたり、侵食を防いだり、漂流者を操あやつったりというのがよくある能力なのです。あ、中にはもっと特殊な能力もあるみたいなのですけど」

　話の内容が急に変わったが、おそらくどこかで繫つながるのだろう。能力、その単語と共に、ノインに凄すごまれた時の無力さが蘇よみがえる。能力がなければ異界に関かかわる資格すらない。

「能力は、肉体や魂たましいの一部が異界に侵食され、そこから奇き跡せき的てきに生き残った時に、ごくまれに身につくのです。自みずからの情報を異界に残すことで、繫がりを密接にするのです。私たちは、この状態を〝異界が憑つく〟と呼びます。あ、えっと、具体的にいうと、異界の侵食を受けて生き延びたり、事故などで臨りん死し体たい験けんをした人がそうなります。生まれつきの異界使いというのはいません、誰だれもが、異界に触れることによって異界使いになるのです」

　唯人は、美み倉くらと二人ふたりでロッカーの中の霊れいを目もく撃げきしたのを思い出す。秋あき雨さめは、二人がそれ以前に異界と触れていたために感度がよくなっていた、と説明した。能力とはその延えん長ちよう線せん上なのだろう。触れる時間をもっと長く、濃こくしていったものが能力なのだ。

「異界に憑かれると、能力が使えるようになる代わり、侵食を受けるスピードが増すのです。魂の情報を残しているので、異界に狙ねらわれやすくなるのです。異界は人だけじゃなく、魂のないもの、場所や物に憑くこともあります。場所に憑くとその場所は異界と繫がる穴となり、物に憑くと触れる者を侵食するようになるのです。それらが起こるには色いろ々いろ条件があるみたいなのですけど、私もそこまでは詳しくは知らないです」

　ふと、唯人は考える。兄はいつ能力を手に入れたのだろうか。唯人が覚えている限り、霧きり崎さき戒かい人とが死にかけるような目にあったことも、霊が見えるなどと聞いたこともなかった。

「ノインたちが能力を持ってるってことは、過去に死にかけたり、異界に魂を削られたりしたことがあるってこと？」

「レムさんはそうですけど、秋あき雨さめさんとノインさんは少し特殊ですね。秋雨さんは薬がきっかけですし、ノインさんは正せい確かくにいうと異能者ではないのです。異界が憑ついているのは銃で、それを操あやつる〝クラフトグラフ〟を持っているだけなのです。それから、私も」

　えっ、唯ゆい人とは思わず声を上げる。灯とう香かは両手を膝ひざの上に重ねたまま、寂さびしそうに俯うつむく。

「いえ、私のは能力というより体質といった方がいいですね。私は、異界を引き寄せる体質なのです。どうも私の魂たましいが異界を連れてきてしまうみたいで。幼い頃ころから私の周りでは怪異が起こっていたのです。そのせいで、これまで私は近しい人たちを異界に巻き込んできたのです」

　思いもよらない過去に、唯人は言葉を失う。一いつ瞬しゆん前まで、唯人は、灯香と自分は同じ場所に立っていると思っていた。こんな事務所で働いていても、同じように高校に通い、同じような時間を過ごして、ノインたちとは違う側にいると思っていた。だが、それは全すべて唯人の希望だった。灯香にとっても異界は日常だったのだ。

「あ、えっと、さっき姉の話をしましたね。姉は、私が呼び寄せた異界に飲まれて肉体を失ったのです。それ以来、私は近しい人が出来るのが怖くなってしまったのです。学校でも自然と人を避さけてしまうのです。だから、その、いつまでたっても人と話すのに慣なれなくて。これでも、この部へ屋やにいる時は、ずいぶんマシに話せてる方なのですよ」

　唯人は、灯香がよく言葉を詰まらせたり、不意な質問に緊きん張ちようしたりするのを思い出した。それから、さっき見た写真が浮かぶ。楽しそうに笑っていた二人ふたりの灯香。唯人の心が震ふるえる。

「姉と私は、いつも一いつ緒しよでしたから。姉が異界に憑かれてしまったのは当然だったのです。それからは、外では同じ場所や同じ人たちと長い時間一緒にいないように気をつけているのです。でも、毎日寝起きする場所はそうはいかないのです。この事務所には、父が作ってくれた、私の体質を中和してくれる結界が張ってあるのです。だから、この部屋にいれば安心なのです。それが、ここが私の居場所だといった理由なのです」

　そんな風ふうに常に気を配っている学校生活が楽しいのだろうか、唯人には想像することすら出来なかった。何気なく辺あたりを見回す。部屋のどこかに秋雨の魚の骨や、ノインの薔薇ばらのような絵がないか探すが、どこにも見つからなかった。と、灯香がさっきよりも真剣な声を発する。

「唯人さん、キミにお願ねがいがあるのです」

　灯香は、真まっ直すぐに唯人を見た。そのせいで、また唯人の鼓動が速くなる。無力だと知らされたばかりだが、灯香のためなら無理してでも力になりたい、そう思った。

「あの……私、そんなだから、同年代の親しい友達がいないのです。もしよければ、これからも、たまに事務所に遊びに来てくれませんか。唯人さんとは、なぜかわからないのですけど、あまり緊張せずに話せるのです。話していて、落ち着く、というか。ノインさんや秋雨さんには私からお願いしておきますから」

　唯人は、思わず声を出して笑った。美み倉くらの涙、ノインの言葉、灯香の過去、今日きようの出来事の全すべてが唯ゆい人との心に重く圧のし掛かっていたというのに、それらが軽くなった気がした。

「なんだ、そんなことか。こんなに美味おいしい紅こう茶ちやを淹いれてくれるんなら、いつでも来るよ」

　よかったです、灯とう香かは本当にほっとしたように笑う。自分がその笑えみを作ったことに、唯人はさらに気分をよくする。

　と、緩ゆるんだ空気を破るように、唯人の携けい帯たいが鳴った。鞄かばんから取り出すと、ディスプレイには番号を交換したばかりの美み倉くらの名前があった。家まで送り届けた時の美倉の落ち込み様を思い出し、不安が込み上げてくる。

　だが、唯人の不安は瞬しゆん時じに搔かき消えた。電話に出た途と端たん、美倉は興こう奮ふんした口く調ちようで、勢いよく話し出したのだ。

「霧きり崎さきくん、あのね。今、由ゆ美み子この携帯から電話があったの。それで、出たら男の人の声でサ、由美子、一週間くらい前から街で知り合ったその人の部へ屋やに転がり込んでるんだって。それで、全然家に帰ろうとしないから迎えに来てくれって言われたの」

　予想外の話に、思考がついてこない。美倉の声は、絶望の淵ふちで手を差し伸べられたように嬉うれしそうだった。唯人の表情に気づき、灯香が不安そうに見つめてくる。

「なんで、そんな電話が美倉のとこにかかってきたんだ？」

「由美子がお風ふ呂ろ入っている間に、バッグから携帯探して電話したんだって。着信履り歴れきの一番上に私の番号があったからって。なんだか、声とか話し方とかだけだけど、礼れい儀ぎ正しくてサ、すごいいい人っぽかったよ」

　唯人は必死で考えを巡めぐらせた。どういうことだ、畑はた中なか由美子は生きていたのか？　答えはすぐに返ってくる。秋あき雨さめの肩に触れてみた残ざん滓し、あれが答えだ。なら、この電話は何だ。

「ねぇ、霧崎くん。昼間のはきっと幻だったんだよ。二人ふたり揃そろって幻を見たんだよ。よくテレビでやってるじゃん、集団催さい眠みんみたいなヤツ、きっとあれだったんだよ。でしょ？」

　美倉の言葉は、自分を偽いつわって、恐怖から目を逸そらそうとしているように聞こえた。もしあのリアルな残滓を見ていなければ、唯人も一いつ緒しよにそう考えただろう。だが、残ざん酷こくであれば残酷であるほど、目にした事実からは逃のがれられない。美倉は自分を守ろうとするように言葉を連ねた。

「由美子、元気だって。でも、その人ががんばって説得しようとしても家に帰ろうとしないんだって。それで、今日きようの七時に武む佐さ野の駅えきで待ち合わせしたの。部屋に来て由美子説得してっていうからさ。ホント、よかったよぉ」

　唯人は、やっとそのことに思い至る。畑中の携帯電話はどうなったのか。彼女は武佐野駅に携帯を落としたまま、第二界に引きずり込まれたのだ。携帯電話は、蛇へびピアスの男の足元に転がっていた。危険のシグナルが、稲いな妻ずまのように閃ひらめく。

「駄だ目めだ……いっちゃ駄目だ！」

　返ってきたのは、短い沈ちん黙もくと、裏切られたような美倉の声。

「……なんで？」

　唯ゆい人とは、咄とつ嗟さに彼女を思い留とどまらせる理由を考えた。だが、何も浮かんでこない。どちらにしろ、即席で作ったような理由では、美み倉くらの親友への想おもいを断ち切れないのはわかっていた。美倉には酷こくだが、伝えなければならない。唯人は覚悟を決める。

「駄だ目めなんだ。だって、君の探している畑はた中なか由ゆ美み子こは……もう、死んでるんだ」

　電話の向こう、美倉が息を吞のむのがわかった。涙ぐんだ声が、悲鳴のように返ってくる。

「何で、何でそんなこと言うのよっ。霧きり崎さきくん、そんなこと言う人だなんて思わなかった。だって、電話、電話かかってきたんだから。由美子は元気だって、そう言ったんだから」

「だから、それは罠わななんだよ。行ったら危険なんだ。わかってくれ」

「罠ってなに、なんでそんなことわかるのよっ。ロッカーのは幻だったんだよ、あんなの現実なわけないじゃん。別にいいよっ、霧崎くんが何言ったって私は絶対行くから。だって、由美子は私の友達なんだよ、ほっとけるわけないじゃん」

　美倉の決意は固かった。当たり前だ、美倉にとっては行かなければ親友の死を認めてしまうようなものだ。

「せめて、警けい察さつや両親に連絡するとか、明日あしたにしてもらうとか出来ないのか」

「そんなことしたら、余計に由美子が傷つくだけじゃん。別に、霧崎くんは関係ないんだから、もう黙だまってよ。ただ、昼間手て伝つだってもらったから、気を遣って電話しただけなんだから。もう余計なこと言わないでっ、私がしたいようにする、じゃね」

　唯人は時と計けいに目をやる、六時半、武む佐さ野の駅えきに向かう時間を考えればぎりぎりだった。

「待って。俺おれも行く、俺も一いつ緒しよに行くから、一人ひとりでは絶対に動かないでくれ」

　短い沈ちん黙もくを残して、電話は切れた。唯人は舌打ちし、竹刀しない袋ぶくろを担ぐと勢いよく立ち上がる。竹刀だけでなく型かた稽げい古こを練習するための木ぼく刀とうが入っているのは幸いだった。

　自分で口にしたが、電話したところで警けい察さつは動いてくれないだろう。時間に間に合わなければ、美倉一人であの蛇へびピアスと会わせることになる。それだけは絶対に避さけなければいけない。

「待って、唯人！」

　事務所を飛び出そうとした唯人を、灯とう香かが呼び止める。唯人が足を止めてしまったのは、名前を呼び捨てにされたからだった。その隙すきに、灯香がドアの前に回り込む。

「話の内容は、大体わかりました。キミを一人で行かせるわけにはいきません。相手は、異界使いかもしれないのです」

「じゃあ、どうしろってんだ。美倉はもう向かってるんだぞ」

「秋あき雨さめさんとノインさんに連絡して来てもらいます。少し待ってください」

　確たしかに正せい論ろんではあった。唯人は時計を睨にらみながら、灯香が電話するのを待つ。しかし、二人ふたりの携けい帯たいには繫つながらなかった。秋雨は地下のクラブにいるため電波が入らず、ノインも仕事中のため留る守す番ばんサービスに繫がるだけだった。灯香は仕方なくメッセージを残し、電話を切る。

「繫がらなかったみたいだな、じゃぁそこをどいてくれ」

「仕方ないです。でもその代わり、私も行きます」

「なに言ってんだよ、灯とう香かが来たってどうにもなんねぇだろ」

　唯ゆい人とがそう言う間に、灯香は小走りで事務所に戻り、ヘルメットを取ってくる。工事現場から拾ってきた、安全第一と書かれた黄き色いろいヘルメットだった。護ご身しん具ぐのつもりだろうか、それをぷらんと腰に下げる。

「異界使いではありませんが、私も月つき士し那な事務所の社員なのです。いくつか、異界から身を守る術すべは知ってます。安心してください、ただの喧けん嘩かになったら逃げますから」

　時間は六時三十八分になっていた。ここで押し問答している時間はなかった。唯人は仕方なく、灯香と一いつ緒しよに部へ屋やを出た。







　二人ふたりが武む佐さ野の駅えきに着いた時には、七時を僅わずかに過ぎていた。祈るような思いで改かい札さつを出ると、街灯の傍そばに一人ひとりで立っている美み倉くらの姿があった。ひとまず安心し、名前を呼んで駆かけ寄る。美倉は唯人を見つけると、一いつ瞬しゆんだけ安あん堵どした表情を浮かべるが、すぐに不ふ機き嫌げんそうな表情を作る。

「別に、頼んでなんかないじゃん。あんなこと、平気で言う人には一いつ緒しよに来てほしくないよ」

「いきなりあんなこと言ったのは悪かった、謝あやまるよ。でも訳わけがあるんだ、落ち着いたら話すからさ」

　美倉は、そこで唯人に付いてきた灯香に気づいた。露ろ骨こつに不快そうな視し線せんを向け、その子は誰だれ、と冷たく聞く。

「友達だ。それも、後で話すよ」

　唯人は息を整ととのえながら、辺あたりを見回す。今のところ不ふ審しんな人ひと影かげはない。人通りも多く、この場所で急に襲おそわれる心配はなさそうだった。

　横では、灯香がヘルメットを装着する。カチリ、バックルを止める音。高校の制服と工事現場のヘルメット。その組み合わせは、控えめにいっても奇妙だった。

　と、繁はん華か街がいの方から若い男が一人、唯人たちの方を目掛けて歩いてきた。蛇へびピアスでも他ほかの写真の男でもない。二十歳はたち前後だろうか、ジーンズに花はな柄がらのカッターシャツ、明るい金髪以外は特徴の少ない顔だった。男は美倉の前まで近づいてくると、爽さわやかな笑えみを浮かべて尋たずねる。

「由ゆ美み子こちゃんの友達の、美倉さん？　そっちはお友達かな？」

「はい、柴しば田たさんですよね。あの、由ゆ美み子こは元気なんですか？」

「もちろん。ウチ、近くなんだ。今から案内するよ。いろいろ悩んでるみたいだからさ、話聞いてあげて。俺おれにはさ、何も話してくれなくて」

　そう言うと、柴田は繁はん華か街がいと真ま逆ぎやくのロータリーの方に歩き出した。柴田の隣となりに美倉、後ろに唯人と灯香が続いて歩き出す。どんな展開を予想していたのか知らないが、灯香は拍子抜けしたようにヘルメットを外す。

　柴しば田たは畑はた中なか由ゆ美み子こと出会ったいきさつについて話し出した。駅の傍そばで座り込んでいたから話し掛けた、一いつ緒しよにゲーセンに行った、帰る家がないというから一晩泊めたら居ついてしまった。美み倉くらは一言一言に丁てい寧ねいに頷うなずく。いかにも軽そうな話し方で、唯ゆい人とは気に入らなかったが、悪い人間ではなさそうだった。

　ロータリーの方へ歩いていくと、人通りは急にまばらになった。すれ違ったサラリーマンが一人ひとり、少し後ろを歩いている男が数人、あとは、ロータリーで待ちをしているタクシーが数台あるだけだ。街灯も繁はん華か街がい側ほど明るくない。ロータリーに、新たに一台、黒いワゴンが入ってくる。ふと、唯人は背後に気け配はいを感じた。その時には、もう手遅れだった。

　背中に刺されたような痛みが走る。何が起きたのか理解し、自分の迂う闊かつさに気づいた時には、地面に倒れていた。手足に力が入らない、一度だけ覚えのある感覚だった。刺されたのではなく、背後からスタンガンを押し付けられたのだ。

「霧きり崎さきく」

　美倉の悲鳴は、途と中ちゆうで途と絶だえる。なんとか視し線せんを向けると、口元にハンカチを押し当てられ気を失っていた。背後から柴田が体を支えている。その表情は下品に歪ゆがみ、先ほどまでの爽さわやかさは欠片かけらもない。灯とう香かも同様だった。背後から近づいてきた男たちの一人に睡眠薬を嗅かがされ、気を失っていた。手から落ちたヘルメットの地面を打つ音が響ひびく。

「く……そ、お、まえ、ら」

　唯人は、なんとか声を絞り出した。その瞬しゆん間かん、柴田が脇わき腹ばらを蹴けりつける。鈍どん痛つうが走り、咽むせると同時に血の味が広がる。
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「男がついてくるなんて話はしてねぇんだよっ。たく、ウゼぇなぁ」

　スタンガンを持っていた男が唯人の正面に回り込んでくる。男は汗を拭ぬぐうために、被かぶっていたニットキャップを取った。綺き麗れいに剃そられたスキンヘッド、その顔は間違いなく写真の中の一人だった。唯人は自分の愚おろかさを呪のろった、愛好会の組そ織しきの事は秋あき雨さめから聞いていたのに、相手は蛇へびピアスの男一人だと思い込んでいた。

　唯人たちの真横に、さっき入ってきた黒いワゴンが止まる。ドアが開き、下りてきたのは蛇ピアスだった。

「キング、どうですか。品定めしてください」

　スキンヘッドが言う。キングというのが蛇ピアスの名前らしい。

「んー、どっちも美人だねー。しかも女子高生。特にこっちの髪の長い子いーねー。これなら、メインイベントの代わりが務つとまるかな。ギャラリーも喜んでくれるっしょ」

　手下たちが、美倉と灯香を手早くワゴンへと連れ込む。場所の選えらび方から襲おそい方まで、ずいぶん手て馴なれていた。同じような拉ら致ちを何度も繰くり返しているのが簡かん単たんに想像出来る。

「二人ふたりに……触るな、殺すぞ」

　唯人は、全身の力を込めて声を出す。キングは、まるで初めて気付いたかのように唯人に視し線せんを向けた。冷たいわけでも鋭するどいわけでもない、舐なめるような生ぬるい視線。キングは唯ゆい人との眼前にしゃがみ込む。

「へぇ、まだ口がきけるんだ。すごいねー、お前。どっちかお前のカノジョ？　ま、別にそーでも関係ないけどさー」

　手足を動かそうとするが、ピクリとも動かない。畑はた中なか由ゆ美み子この末路を思い出す。怒りとともに湧わく、焦あせり。このまま二人ふたりを連れていかれるくらいなら、死んだ方がマシだった。そう思うのに、体は全まつたく言うことを利かない。キングはそれを嘲あざけるように笑う。視線も声も笑えみも、吐き出す息さえも不快だった。

「安心していいよ、レイプはしないからさー。あの子たちにはショーに出演してもらうだけ。こわーいショーだけどね、ほんとに死んじゃうから。恐怖のリアクションってのは一発目が一番大きいからさー。本番までは、できーるだけ刺し激げきを与えないんだ」

　キングは、唯人の頭の上に手を置く。唯人は、生まれて初めて、確たしかな殺意を覚えた。こいつは死んだ方がいい人間だ、それが確かく実じつにわかった。

「友達探してたんだってねー。でも、その子、もうこの世にいないよー。ほら、俺おれが殺したから。そん時にさー美み倉くらちゃんだっけ？　電話で声だけ聞いたんだよねー。その時、ピンときたわけ。美人だってさー。当たり、だったろぉ。お前にはお礼しなきゃなー、もう一人ひとりおまけに連れてきてくれるなんてさー」

　キングは右手を真横に出す。後ろに立っていたスキンヘッドが、その手にスタンガンを渡す。

　キングは、口が裂けたように笑う。ハイお礼、と言って、スタンガンを唯ゆい人との背中に押し付ける。突き抜ける痛みと共に、唯人の意い識しきは完全に途と絶だえた。
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　破は壊かい音おんが響ひびき、蹴けり飛ばされた椅い子すが壁かべにぶつかって転がり落ちる。木製の椅子は、立体パズルのように数十個の部品にばらけて散らばった。

「物に当たるなよ、ガキじゃないんだから暴ぼう力りよく以外で落ち着く術すべを身につけろ」

　電話を終えたばかりの秋あき雨さめが、受話器を置きながら呻うめく。ノインは舌打ちして、煙草タバコに火をつけた。レムが無言で椅子の破片を片づけ始める。

「で、どうだった？　何かわかったのかよ」

「タクシー会社に電話して聞いてみた。武む佐さ野の駅えきで客待ちしてたタクシー運転手が、灯とう香かちゃんたち三人が連れ去られるのを目もく撃げきしたそうだ。親切に、もう警けい察さつにも通報してくれてる。咄とつ嗟さのことで、車のナンバーまでは覚えてないとよ」

　ノインたちは事務所に戻っていた。さっきまでは、互いに有力な情報を持ち帰り上じよう機き嫌げんだったのだ。だが、事務所に戻ると灯香の姿がなかった。ノインの携けい帯たいに残されていたメッセージと今の情報から、何が起こったのかは明らかだった。

「唯人の野郎ぉ、灯香まで巻き込みやがって。殺されるなら一人ひとりで行けってんだ。弱い奴やつが首つっこむとロクなことがねぇ。あんだけビビらせてやったのにわかんねぇとは、病気持ちの淫いん売ばいみてぇにタチが悪わりぃぜ。社長にばれたらあたしらもまとめて殺されるぞ」

「あぁ、まったくだよ。地じ獄ごくの釜かまが半分開いて手招きされてる気分だ。だが、これからどうする。車の方は警察が捜してるから、俺おれたちが手を出しても仕方ないだろ」

　秋雨の言葉にノインは押おし黙だまる。確たしかに、打つ手はなかった。と、ソファの方から声が上がる。そこには、店てん屋や物もののカツ丼どんを一心不乱に食べている戒かい人とがいた。丸一日ぶりの食事だったからか、届いてから数分でほとんど完食している。

「どうするも何も、今夜の悪夢愛好会の集会に行くしかないじゃないか」

「それまで時間があるだろ。てめぇの弟がどうなろうと勝手だが、この瞬しゆん間かんにも、灯香が輪姦まわされて、殺されてるかもしれねぇんだぜ。それから、ちゃんと飲み込んで喋しやべれ」

「それなら心配ないと思うよ。おそらく、彼女たちは俺の代わりに捕まったんだ。メインイベントの代役としてね。若くて綺き麗れいで女子高生なら変態どもの喜ぶいい絵になるだろうさ。反吐へどが出るけどね」

「二人ふたりがショーに出るまで、無事だっていう確かく証しようはあるのか？」

「そんなものないさ、いつだってない。可能性でいうなら、そうするしかないだろうって話さ。下手へたに動いて無む駄だな時間と体力を使うより、そっちに賭かけて万全を期した方がいい」

　ノインは大きく舌打ちしてから、戒かい人との向かいに座る。

「むかつくが、てめぇの言う通りだ」

「君の肯定はよくわからないな。せっかく美人なんだからさ、もっと素直になるべきだ」

「あたしを口説くんなら、言葉じゃなくて拳こぶしを使いな。あたしと戦って、背中を床ゆかにつけれたら、あんたと寝てやる」

　戒人は肩を竦すくめて見せてから、秋あき雨さめの方を振り向く。

「なぁ、君が今日きよう手に入れたっていうバッジとカードを見せてくれるか」

　すでに、二人ふたりが得た情報と戒人が持っている情報は交換してあった。秋雨は、キングに渡された箱はこを取り出し、戒人に手渡す。

「この山羊やぎのバッジは悪夢愛好会の会員になった証あかしだ。君は運がいいな、変態どもはそれを手に入れるために山ほど金を積つむんだ。それを持ってれば今夜の集会に入り込める。集会なんて呼んでるが、異界を見世物にした悪あく趣しゆ味みな殺人ショーだよ。悪い話ばかりじゃない、上手うまくいけば愛好会のメンバーを一いち網もう打だ尽じん出来る、今夜で全すべてのカタがつくってことさ。さぁ、奴やつらを潰つぶして彼女たちを助け出す作戦を考えようか」

　戒人は強気に笑って見せる。その表情には、これまでいくつもの修しゆ羅ら場ばを越えてきたであろう自信が満ち溢あふれていた。

　そして、静かに夜の帳とばりが下りる。悪夢の幕が開く。
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　カードに記されていた場所は、武む佐さ野のの繁はん華か街がいの外れた場所にあるライブハウスだった。人ひと気けのない一画だが、開演一時間前からどこからともなく人が集まりだし、三十分前になってオープンした時には深夜の街に行列が出来上がっていた。

　ノインたちも近くの駐ちゆう車しや場じようにワーゲンを止め、列に加わる。さすがにレムは連れて行くことが出来ず、車内で待たい機きとなった。

　入り口ではライダースジャケットを着た若者数人が観かん客きやくをチェックしていた。秋あき雨さめがバッジを取り出し、彼らに見せる。

　秋雨はそのままだが、ノインと戒かい人とは変装していた。二人ふたりは顔を知られているし、普ふ段だんの格かつ好こうだと浮いてしまう。ノインはファーのついたデニムジャケット、その下に臍へそ出しタンクトップ、パンツはアーミーズボンのままだが、ブーツはフリンジが付いたウェスタンブーツに履はき替えている。ズボンの中と、腕から下げた金ラメのバッグには銃を忍ばせてある。戒人は崩くずしたスーツ姿のままだが、サングラスにチェックのハンチングを被かぶっている。流石さすがに日本刀は持ち込めず、鏡かがみだけをポケットに入れてある。どちらも秋雨のコーディネートで、周りに上手うまく溶け込んでいた。

　ライブハウスは、ちょっとした体たい育いく館かんほどのスペースがあった。正面に安っぽいステージがあり、それを囲むように二階建ての客席がある。一階は立ち見席で、派は手でな格好をした若者たちがひしめき合っていた。二階はＶＩＰ専用のようで、顔を隠したスーツ姿の男たちがソファで寛くつろぎながら並んでいた。

　戒人は二階席を振り返り、忌いま々いましそうに言う。

「地下クラブで遊んでるようなガキ共の他ほかにね、ＶＩＰな顧こ客きやくもいるんだよ。社会的に名の通った著名人も何人かいる。そういう悪あく趣しゆ味みな成金どもが奴やつらの資金源さ」

　ステージ上は派手な照明で紫むらさきに染そめられていた。その上に掲げられた大型スクリーンが愛好会のマークである山羊やぎを映している。客席中をライダースジャケットの男たちがトレイを抱えて歩き回り、アルコールと食べ物、それから怪あやしげな粉や錠じよう剤ざいが販売されている。プルートーもあそこにあるのだろう。

　ホールの照明は暗く、赤が混じっていた。人間を視覚的に興こう奮ふんさせる色だ。ＢＧＭも催さい眠みん効果がありそうな激はげしいリズムの電子ロック。微かすかに香の匂においが立ち込めている。ノインが舌打ちする。

「幻覚剤を芳ほう香こうに混ぜて撒まいてやがる。気付いて意い識しきしなけりゃ、自然とハイになり思考が鈍にぶくなるって代しろ物ものさ」

「なんだか、宗教団体みたいだな。集まってんのは、もともと壊こわれたようなガキと変態共ばっかだ。ほんの少し焚たきつけりゃ、これから行われる異常が娯楽になるんだろうさ」

　秋雨が、吐き捨てるように呟つぶやく。

　ステージはカーテンが閉ざされており、中の様よう子すは見えない。他に部へ屋やはないようなので、愛好会の幹部と灯とう香かたちはカーテンの後ろにいるか、まだ到着していないのだろう。

「どうするよ、いきなりステージに乗り込むか？」

　すでに暴あばれる気満々だったノインを、戒かい人とがなだめるように説明する。

「いや、まだだ。もしまだ灯香をさらった集団が到着してなかったら、助けられなくなる。ショーが始まって、彼女たちがステージに現れるまで待とう」

　ノインと秋あき雨さめは、ステージを中心にして扇おおぎ状じように広がった観かん客きやくたちの右端、戒人は左端に位置取る。立ち見席はすでに超満員だった。

　ホールの照明が消える。同時に、騒さわがしかった喧けん騒そうも消える。いよいよ、ショーの始まりだった。

　ステージの上に、男が一人ひとり立っていた。幹部の一人、ノインと戒人が出会った長髪の男だった。赤い光が男をライトアップする。

「紳士淑しゆく女じよの皆さん、悪夢愛好会が主催いたします夜話集会へようこそ。私は司会進行を務つとめさせていただくシノギといいます。皆さんには、今こ宵よい、この世界の裏側に潜ひそむもう一つの世界をお見せしましょう。はじめは恐ろしいかもしれません。けれどそれは未知への入り口、しっかりと目を開きお進みください」

　シノギは演説に長たけているようで、朗々と話を始める。低く詠うたうような声は、人の心に簡かん単たんに忍び込む。

「皆さんが何の目的でこの場所に足を運んだのか、それは様さま々ざまでしょう。異世界への興きよう味み、死への好奇心、それとも快楽？　なんだとしても構いません。ですが、勘かん違ちがいはしないでいただきたい。私たち愛好会の本来の目的は、この街にはびこる愚おろかな人間たちを裁さばくこと。けれど、人が人を裁くのでは愚かな人間たちと変わらない。私たちは、人ではなく悪夢によって彼らを裁くのです。つまり、我われ々われは断罪者であるということをお忘れなきよう」

「サイコ野郎どもが、よく言うぜ」

　秋雨が吐き捨てるように呟つぶやく。重々しい話し方とは対照的に、内容は陳ちん腐ぷで狂信的だった。そんな戯ざれ言ごとのような話を、ホールに集まった者たちはニヤニヤと笑いながら聞いている。そして、同じような笑えみがシノギの顔にも浮かぶ。

「では、裁きの執行人、我らが王を呼びましょう。さぁ、皆さんで呼ぶのです」

　シノギが、盛り上げるように声のトーンを上げて叫ぶ。頭上のスクリーンの映像が変わり、蛇へびピアスのアップを映す。その下にはＫＩＮＧの文字が躍おどる。同時に、割れるような歓かん声せいがホールに響ひびいた。

　熱ねつ狂きよう的てきファンばかりを集めたコンサート会場にも似た、異様な雰囲気がホールを支配する。集まった全員が、口々にその名を叫ぶ。キーング、キーング、やがてそれは一つに纏まとまり、大合唱になる。

「キーング、キーング、キーンング、さぁ、もっと、もっと大声で」

　シノギが、ステージ上からさらにそれを煽あおる。歓かん声せいが最さい高こう潮ちように達したところで、カーテンが揺ゆれる。その奥から、キングが歩み出てくる。地肌にライダースジャケット、両手を悠ゆう然ぜんと広げ、不敵な笑えみ。喝かつ采さい、間違いなくこのライブハウスでは、あの男が王だった。

　キングが勢いよく手を翳かざす。それに合わせて、カーテンが開く。ステージが、奥まで見渡せるようになる。

　ノインと秋あき雨さめは視し線せんを合わせて頷うなずき合った。そこには、探していた姿があった。

　紫むらさき色いろの布に覆おおわれた背景、中央に引かれた赤い絨じゆう毯たん。ステージの周囲には鉄てつ格ごう子しの籠かごが無造作に並べられ、中には人間が入れられている。その一つに、唯ゆい人との姿があった。眠っているように蹲うずくまったまま動かない。そして、ステージの頭上、天てん井じようから吊つるされた二つの巨大な十字架が浮かんでいた。十字架には、灯とう香かと美み倉くらが吊るされている。二人ふたりとも意い識しきがないようで、微動だにしない。

「おい、霧きり崎さき、もういいだろ。ステージに乱入するぞ」

　ノインが耳に嵌はめた通つう信しん機きに向けて呟つぶやく。だが、戒人からの返答はなかった。

「どうした、聞こえてんだろ、おい」

　突然、硬い感触が背中に押しつけられる。いつの間にか、ノインと秋雨の背後に、悪夢愛好会の男たちが立っていた。確かく認にんするまでもない。背中に当たっているのは紛まぎれもなく銃口だった。

「貴様らの仲間の男も、我われ々われが捕らえた。いくら呼んでも答えんよ」

　背中越しに相手を見やる、そこにいたのはスキンヘッドの男だった。秋雨がすかさず演技をする。

「ちょっと待てよっ、俺おれ、覚えてるだろっ。ただあんたらのショーを見に来ただけだって」

「お前たちは、異界の臭においが強過ぎる。何か目的があって来たとしか思えん。さぁ、両手を挙あげてもらおうか。ショーが終わってからたっぷり尋じん問もんしてやる」

　二人は、仕方なく両手を挙げる。ステージではショーが進んでいた。美倉が十字架から下ろされ、本当の悪夢が生まれようとしていた。
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　暗い闇やみの底にも、歪いびつな嬌きよう声せいは届いていた。初めに感じたのは不快だったか怒りだったか。とにかく、唯人は混乱の中で目を覚ました。酷ひどく嫌いやな夢を見ていたようだが、思い出せない。そしてそれは、すぐにどうでもよいことになった。顔を持ち上げ、待っていた現実の方がよっぽど悪夢だったからだ。

　唯人の目の前に、鉄格子を挟はさんで下着姿の女がいた。瘦やせ細り、肌はがさがさに乾燥していたが、唯人とそれほど歳としの変わらない少女だった。少女は親指をしゃぶりながら唯人を見ていた。強く吸い過ぎて、親指から血が滲にじんでいる。少女が唯ゆい人とに呟つぶやく。

「ねぇ、ちょうだい。もってるんでしょ。ちょうだい。なんでも、なんでもするよ」

　少女の全身は小刻みに震ふるえていた。親指に犬歯が食い込み、一気に血が溢あふれてくる。

　唯人は耐え切れず視し線せんを逸そらした。そこに、探していた姿を見つける。

　美み倉くらが椅い子すに縛しばられていた。混乱していた頭が、徐じよ々じよに冷静さを取り戻す。

　辺あたりを見回し、現状を理解する。唯人は、犬小屋ほどの小さな鉄てつ格ごう子しの中に入れられていた。鉄格子は他ほかにもいくつかあり、若い女性や子供が入れられている。皆、一様に怯おびえていた。そこはステージの上だった、下からは大勢の観かん客きやくたちが美倉を見つめていた。ステージの中央には椅子に縛られた美倉が、そして、頭上には十字架に吊つるされた灯とう香かがいた。

　蟬せみの盛りのように歓かん声せいが降ってくる。ステージの袖そでからキングが現れ、美倉へと近づいていく。その横には台車に乗せられた木き箱ばこが一つ、ライダースジャケットの男たちによって運ばれてくる。木箱の表面には蔦つたのような文様がびっしりと刻まれていた。蓋ふたは観かん音のん開びらきで、一抱えほどの大きさがある。

　木箱が美倉の前に置かれる。ライダースが美倉に近づき、ハンカチに染しみ込ませた薬品を嗅かがせる。おそらく気付け薬だったのだろう、眠っていた美倉が徐々に意い識しきを取り戻す。眉まゆが動き、眉み間けんに皺しわがより、肩が揺ゆれる。覚かく醒せいしていくのを、観客たちが固かた唾ずを吞のんで見つめている。

「やめろっ、お前ら何してんだ、やめろっ！」

　唯人は叫んだが、その言葉は誰だれの耳にも届かない。犬が鳴いているように全員に無視される。キングが客席に向かって大げさなジェスチャーで話し出す。

「さぁて、この子の名前は、美倉かなでちゃん。こーんな可愛かわいい顔してー、本当はすごーい悪い子なんだ。実はねー、この前、友達と同じ男を好きになってねー、その友達の由ゆ美み子こって子を、殺しちゃったんだ。すごいだろー。許せない？　死刑でいいかな？　まだ足りない？　じゃぁ、おまけにすっげー淫いん乱らんでさー、人の彼氏だろうがすぐに咥くわえ込んで」

　キングがでたらめで下品な話を大声で続ける。湧わき上がる歓声。唯人の叫びは、簡かん単たんに搔かき消される。観客たちが大声で叫ぶ、キーング、キーング。異様な光景だった。その不気味さに、唯人は吐き気を覚えた。

「ひゃはっ、そーいうわけでぇー、美倉かなでの公開処刑を行う！」

　キングは叫ぶと、ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。何ど処こかに電話を掛け、一言呟つぶやいてから切る。それは儀ぎ式しきというには余りにあっけない行為だった。だが、キングが電話を切った瞬しゆん間かん、ステージ上、いやライブハウス全体の空気が変わった。それは、唯人にはもう馴な染じみ深いものだった。生温かく湿っぽい、紛まぎれもない異界の空気。

　ひとりでに、木箱の扉が開く。沸く観客たち。唯人の位置から箱の中身は見えない。だが、感じる。黒いうねり、あの中が第二界に繫つながっている。箱の中から、手が出てくる。黒い斑まだら模様が浮かんだ、白い手。観客たちはどよめき、悲鳴にも似た嬌きよう声せいを上げ、そしてキングの名を叫ぶ。

　美み倉くらがゆっくりと目を開ける。目の前の箱はこを見る。その表情は、瞬しゆん時じに恐怖に染そまる。スクリーンに、怯おびえる美倉の顔がアップで映し出される。観かん客きやくは、それを指差し笑う。

「いやっ、噓うそよ、ゆ、由ゆ美み子こ、由美子なのっ」

　美倉の悲鳴が、ホールに響ひびく。それに、観客たちの歓かん喜きの叫びが重なる。キングが両手を広げ、喝かつ采さいを心地ここちよさそうに浴びている。

　箱の中から手に続き、顔と体が這はい出てくる。髪の長い女だった、身に纏まとっているのは白いワンピース、下を向いているため顔は見えない。床ゆかを這うようにして美倉に近づいてゆく。

「由美子……じゃない。いやっ、やめてっ、こないでぇぇ！」

　女が顔を上げる、美倉と目が合う。いや、顔を向けただけで、目は合わせることは出来なかった。なぜなら、女には目がなかった。開いた目には眼球がなく、ぽっかりと開いた穴の奥で、闇やみがうねっていた。口も鼻も、穴の中には何もなかった。それは、人の皮を纏った闇だった。美倉が理性を保てたのは、そこまでだった。

「いぎゃぁぁああぁぁぁぁぁぁあぁあああああああああああぁぁ！」

　絶叫とともに、美倉かなでは壊こわれた。女の白い腕が美倉に伸びる。美倉は逃のがれようともがくが、椅い子すに強く縛しばられており動けない。椅子ごとひっくり返り、床に強く体を打つ。その様さまを見て、観客たちの中でさらに笑いが起きる。

　床に倒れ、美倉と女の視し線せんの高さが重なる。近い距きよ離りで、女の顔が迫る。美倉は発狂した。白しろ目めを剝むき、意い識しきを失う。失禁してステージの上に尿の臭においが立ち込める。観客たちはスタンディングオーベーションのように手を叩たたく。

　唯人は、何も出来ない自分を呪のろった。叫び続けたせいでもう声が出ない。この場にいる全員を皆殺しにしてやりたかった。全身が震ふるえていた。涙が頰ほおを伝う。

　ノインの言葉が頭を過よぎる。神なんていない、天国なんてない。目の前にあるのは、人間の悪意が織おり成す地じ獄ごくだけだった。
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　ステージで繰くり広げられるショーは、醜しゆう悪あくを極きわめたものだった。漂流者に人間を襲おそわせ、その様よう子すを見て喜悦する。悪あく趣しゆ味みも極まったものだ。ノインと秋あき雨さめは、銃を突きつけられ、両手を挙あげたままステージを見ていた。

　ノインたちの背後には、三人のライダースがいた。スキンヘッドの部下がノインの体を探り、ズボンの下に隠かくしていた銃を見つける。秋雨の背後で、油ゆ断だんなく銃を突きつけたままスキンヘッドが言う。

「これで、つまらん言いい訳わけも出来なくなったな。こいつは返してもらうぞ」

　秋あき雨さめの胸についていた悪夢愛好会のバッジを奪うばう。ノインは口の端に薄うすい笑えみを浮かべた。

「バッグの中にも銃が入ってるぜ、欲しけりゃやるよ」

　スキンヘッドは、視し線せんで部下に命じる。部下の一人ひとりがノインのバッグを奪うばうと、警けい戒かいしながら開く。中には、銀ぎんのリヴォルヴァが入っていた。人を惹ひきつける魔ま性しようの武器。吸い寄せられるように、銃に手を掛ける。そして、男は悲鳴も上げずに崩くずれ落ちた。

「おい……どうしたっ。大丈夫かよっ」

　仲間の異変に気付き、ノインに銃を向けていた男が声を上げる。倒れた仲間に歩み寄り、肩を揺ゆする。何の反応もない。魂たましいはすでに侵食され、異界に引きずり込まれていた。

　男は動どう揺ようし、ノインに向けられていた銃口が、大きく逸それる。その隙すきを、見み逃のがすはずはなかった。

　ノインは体を捻ひねり、蹴けりを放つ。全体重を乗せた回し蹴りは、男の首をあっさりと砕くだいた。

「貴様っ、なにをしたっ」

　スキンヘッドが、秋雨からノインへ、銃をスライドさせる。だが、その動きは、ノインにとっては酷ひどく緩かん慢まんとした動作にしか映らない。火か線せんを潜くぐるようにして間合いを詰めると、銃を握る手首を蹴り上げた。銃が床ゆかに落ちる。スキンヘッドの手首が、有り得ない方向に曲がっていた。

「くそが、女なんかにっ、この俺おれがぁ」

　スキンヘッドは激げき痛つうを押さえつけ、無事な左腕でノインに殴り掛かる。精神力だけは大したものだったが、力の差は歴然だった。ノインは拳こぶしを無造作に払うと、さらに間合いを詰める。スキンヘッドの首を正面から摑つかみ、耳元に顔を寄せる。甘い声で、囁ささやく。

「生まれてきたことを後悔しながら、死にな」

　そのまま、咽のど仏ぼとけを握り潰つぶす。スキンヘッドは、水道が詰まったような声を出し、よろめくように倒れた。

「ヒヤヒヤさせるなよ、時間かけやがって。どうなることかと思ったぜ」

　秋雨が、全すべてをノインに任せきった愚ぐ痴ちをこぼす。

「秋雨、いまから嵐あらしが起きる。レムに伝えな、警けい備びの隙を見て中に入ってこいってな」

　ノインは銃を拾うと、ステージに向けて駆かけ出した。興こう奮ふんした人だかりを押しのけ、蹴り飛ばしながら搔かき分ける。しかし、人数が多くて進めない。

　ノインは天てん井じように向け、数回引き金を引いた。劈つんざく銃声。途と端たん、客席が静まり返る。ノインの周囲から人間が離はなれ、ステージまでの道が出来る。

「ショーは仕し舞まいだ、死にたくない奴やつはとっとと失うせなっ！」

　叫んでから、再び引き金を引く。ステージの端で、ノインに銃を向けようとした悪夢愛好会の男が血を吐き出して倒れる。そして、ライブハウスは悲鳴に包まれた。さっきまで美み倉くらを指差し笑っていた観かん客きやくたちが、我われ先さきにと出口の階段に殺到する。
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　闖ちん入にゆう者しやによって事態が急変していくのを、唯ゆい人とは呆ぼう然ぜんと見ていた。ライダースの男たちが慌あわてているのが、ステージの上からだとはっきりとわかった。観かん客きやくたちは逃げ出そうとしているが、出入り口が狭いためなかなか進めず混雑している。一歩間違えば将しよう棋ぎ倒だおしになって大勢の死人が出るだろう。いっそ全員死んでしまえばいい、そう思った。

「他人ひとが死ぬのを散さん々ざん笑って見物しといて、いざ自分に害が及ぶかもしれないってなったら悲鳴上げて逃げ出しやがる。まったく、腐った奴やつらだ。あいつらもライダースの連中と変わらないな」

　唯人の背後から、聞きき慣なれた声が掛かる。振り向くと、ハンドガンを両手で構えた秋あき雨さめの姿があった。

「よぉ。よかったな生きてて。俺おれとノインは、お前だけ殺されてる方に賭かけてたんだがな」

「来て……くれたんですね」

「馬ば鹿かか、お前は。灯とう香かちゃんを助けにきたんだよ。あの子に何かあったら俺たちが社長に殺される。もうしばらくそん中でじっとしてろ、片がついたらついでに助けてやる。その後でノインに蹴けり飛ばされやがれ」

　唯人は涙が零こぼれそうになるのを堪こらえる。秋雨が男前に見えたのは初めてだった。美み倉くらと灯香が助かるのなら、ノインに蹴り殺されたって構わないと思った。

　立て続けに銃声が響ひびき、その度たびに悪夢愛好会のメンバーが血ち飛沫しぶきを上げる。唯人が振り向くと、ノインはすでにステージに駆かけ上がっていた。

　銃を持ち替え、木き箱ばこから出てきた漂流者に向けて銀ぎんのリヴォルヴァを向ける。が、漂流者は危険を察したらしく、蛇へびのような素す早ばやい動きで箱の中に戻っていった。ドアが自然に閉まると同時、異界の気け配はいも消える。ノインは舌打ちして銃を下ろす。

　漂流者の女は消える寸前、一いつ瞬しゆんだけ唯人の方に顔を向けた。唯人は、初めてその顔を正面から見た。目の前で火花が散ったような衝しよう撃げきが襲おそう。その顔がおぞましかったからではない。外見だけならば、前に見た漂流者の方がよっぽど醜しゆう悪あくだった。見覚えがあったのだ。畑はた中なか由ゆ美み子こではない、それは唯人がもっとよく知る人物だった。

　秋雨が隙すきを見て、美倉に駆かけ寄る。目は開いているが、何も見えていない。完全なパニック症状だった。拘こう束そく具ぐを外し、抱きかかえて再び唯人の傍そばに戻ってくる。

　ステージ上では、ノインが大勢のライダースジャケットの男に囲まれていた。それぞれが銃や警けい棒ぼうなどの武器を手にしている。しかし、所しよ詮せんはストリートの喧けん嘩かで慣ならした程度の素人しろうとだった。銃を手足のように扱い、獣けもの並みの運動神経を誇るノインには、束になったところで相手ではない。

　四方からの攻こう撃げきを躱かわしながら、ノインの蹴けりが炸さく裂れつする。カンフー映画のように男が吹ふき飛ぶ。銃を脇わき下したから背後に向け、ろくに狙ねらいも付けずに引き金を引く。正せい確かくに眉み間けんを穿うがたれたライダースが血を噴ふいて倒れる。

「止まれ、銃を捨てろっ。さもないとあの女を撃うつぞ」

　シノギの声が響ひびく。ステージの奥で銃を頭上、十字架で天てん井じようから吊つるされている灯とう香かに向けていた。その横では、キングが携けい帯たいを取り出して手で弄もてあそんでいる。ノインは瞬しゆん時じに銃口を二人ふたりに向けるが、間にライダースの集団が立ち塞ふさがった。

「また会ったな、名も知らぬ異界使いの女よ。大した強さだが、どうやら喧けん嘩かを売る相手を間違ったようだな」

　シノギが気き障ざな笑えみを浮かべ、勝ち誇ったように言ってくる。

「よく聞け糞くそども。灯香に傷一つつけてみろ、貴様らは本物の地じ獄ごくを見ることになるぜ」

　ノインは、ありったけの殺さつ気きを込めて告つげる。それを聞いて、シノギは笑みを深める。

「焦あせっているな。それは、あの子が弱点だと認めているようなものだぞ。よくこの状況で、そんなことが言えたものだ。地獄を見るのはどちらかな」

　言い終わった直後、シノギが悲鳴を上げる。銃を床ゆかに落とし、手を抱えて蹲うずくまる。手首には、深々とナイフが刺さっていた。

　逃げ惑まどう人ごみの中から、戒かい人とが飛び出てくる。右手の指の間には、投げナイフが挟はさまっていた。

「何やってたんだ、おせぇぞ便所王子！」

「決まってるだろ、君のピンチを待ってたのさ。ほら、『眠れる森の美女』のように、王子は美女が追い詰められた時に、颯さつ爽そうとかっこよく登場するものだろ」

　それからステージの右端を振り向く。兄の姿を見つけ、檻おりの中で呆ぼう然ぜんとしている唯ゆい人とに向けて片目を瞑つぶってみせる。

「俺おれの弟君も無事のようだね、しばらく見ない間にしっかりした面つらになったじゃないか」

「くそっ、霧きり崎さき、お前も生きてたのかっ」

　シノギが憎々しげに叫ぶ。その横では、キングが携帯を耳に当てていた。繫つながると、一言だけ呟つぶやく。今度は、唯人にもはっきりと聞こえた。

「柴しば田た」

　途と端たん、ノインの目の前にいたライダースが勢いよくキングを振り返る。それは、美み倉くらを呼び出した柴田だった。柴田の顔は恐怖に引きつっていた。

「まってくれよ、キング！　話が違うっ、なんで俺おれなんだ。俺はちゃんとあんたにっっ」

　喋しやべれたのはそこまでだった。言葉は途と中ちゆうから悲鳴に化ばける。悶もだえ苦しみながら、柴田の体は蠟ろう燭そくの蠟のように溶け出していく。溶けた体は漆しつ黒こくに染そまり、異い形ぎようを形作りはじめる。

「馬ば鹿かだなー。忘れたのかぁ、俺たちにはこれがあるってさー。せっかくのショーが台無しだ、せめてさー、悶もだえてぇ、いい顔で死んでくれよー。あんたけっこう美人だし、いい顔してくれそーだしね。苦しんでくれないと、イけないからねー」

　キングと、その周囲の男たちが笑う。仲間が犠ぎ牲せいになっているというのに、見上げた友情だった。

「なるほど、電話で呟つぶやいていたのは生いけ贄にえにする人間の名前だったのか。ということは、電話の向こう側にいるのが悪夢愛好会の異界使いってことだな」

　戒かい人とは、柴しば田たが漂流者へと変へん貌ぼうしていくのを見ながら、冷静に分析する。ノインは、通つう信しん機きに向けて囁ささやいた。

「秋あき雨さめ、レムはちゃんといるか？」

「あぁ、準備出来てるぜ。すぐに始めさせる」

　その返答を聞くと同時に、ノインは駆かけ出す。新たに生まれた漂流者は、以前にノインたちが遭そう遇ぐうした者と同じ釘くぎ男おとこだった。同じ姿の漂流者しか生み出せないのだろう。距きよ離りを詰め、銀ぎんのリヴォルヴァが火を噴ふく。黒い弾丸が放たれ、穴が開き、瞬しゆん時じに葬ほうむり去る。

「この前と違って、今回はこっちも準備して乗り込んできてんだよ。同じ手がそう何度も通用するか糞くそども」

　ノインと戒人の手には、あらかじめ髪の毛が括くくりつけられていた。ステージ隅すみの秋雨の隣となりには、混乱に乗じて中に入ってきたレムの姿がある。レムは黒猫の面めんを額ひたいまで上げて、真剣な表情でルービックキューブをいじっていた。

「お前ら、まとめて異界に送ってやるから覚悟しろよ。出ろ、千せん手じゆ坊主」

　戒人はポケットから手て鏡かがみを取り出すと、名前を呼びながら鏡きよう面めんを撫なでる。

　鏡の中から、無数の腕を持った禿はげ頭あたまが這はい出してくる。形勢は完全に逆転していた。悪夢愛好会のメンバーたちは、突とつ如じよ現れた異い形ぎようの姿に動どう揺ようする。

　耳障りな、甲かん高だかい笑い声が響ひびく。怯おびえるライダースたちの中で、キングだけが可笑おかしそうに笑っていた。

「キング、やっていいのか」

　シノギがナイフの傷口を押さえながら尋たずねる。キングは裂けるように笑うと、手にしていた携けい帯たいをシノギの耳に当てた。シノギが告つげる。

「全員だ。幹部以外、ここにいる愛好会のメンバー全員だ」

　なっ、思わずノインが呻うめく。それと同時、周囲にいた悪夢愛好会のメンバーと、逃げようとしていた観かん客きやくたちから悲鳴が上がる。全員が、柴田と同様に異界の侵食を受けていた。体が溶け、黒く染そまり始める。

「てめぇら、正気かっ」

「ぎゃぁーはぁっ、どうだ、すげーぇだろ。どーだ、こいつが本当の悪夢だぜぇ。お前らなんか、敵じゃないっつーの。糞はお前らだ。とっとと死にやがれぇ。俺おれたちのショーを見たいって奴やつらはまだまだいんだよ、客が全員死んでも、また探せばいいだけさぁ」

　ノインたちやステージ上で捕まっていた者たちは侵食されていない。侵食を受けているのは悪夢愛好会のメンバーだけだった。それでも、百近い人数がいる。

　それは、まさに悪夢の具現だった。観かん客きやくたちが悲鳴を上げながら、異い形ぎようへと姿を変えていく。一人ひとり、また一人。悲鳴はやがて小さくなり、代わりにフロアを埋め尽くすのは、化ばけ物ものたちの呻うめき声ごえになる。

　やがて悲鳴は潰ついえ、全すべての者が漂流者へと変わる。さっきまでステージの異界を見て笑っていた者たちは皆、自みずからがその身を異界へ落としていた。

　先ほどの柴しば田たと同じ、現れたのは釘くぎ男おとこばかりだった。上から羽は織おっている服に、かすかに現世の記き憶おくが残っている。釘男たちは、足を引きずるようにして、ノインと戒かい人との周りに集まってくる。

　不気味に身体からだを揺ゆらしながら、四方から釘男の群れが近づいてくる。一歩、一歩、這はい寄るように迫ってくる悪夢。濃こくなっていく異界の空気。逃げ場は、どこにもなかった。ノインと戒人は、どちらからともなく背を合わせる。

　キングは動どう揺ようを露あらわにするノインたちを見て、滑こつ稽けいそうに笑った。

「そぉーそぉー。そーゆー顔が見たかったのさー、でも、まだまだイけないねぇ」

　と、そこでキングの携けい帯たいが鳴る。キングはうざったそうに携帯を取り出し、そこに表示された名前を見た瞬しゆん間かん、表情が消えた。

「あーぁー。これからって時になぁ。シノギー、あとは任せたぜぇ。例のナイト様から連絡だ。さすがに、メンバー全員ってのは驚おどろいたんだろーなぁ。大事な大事なスポンサーだ。放っとけねぇ、出かけてくる」

　キングはそう言うと、儀ぎ式しきに使った木き箱ばこを大事そうに抱える。そして、ステージから飛び降りると、漂流者に囲まれて動けないノインたちを眺めながら出口の方へ歩いていく。漂流者は完全に支配下にあるようで、キングが近づくと左右に割れて道が出来た。

「その、ナイト様ってのが、お前たちのバックにいる異界使いか」

　戒人が、通り過ぎるキングに向けて叫ぶ。

「どーでもいいっしょ、これから、お前たちは死ぬんだしさー。本物の悪夢ってのを、たぁぁっぷりと味わってなぁ。ひぁはっ。シノギぃ、わかってるだろー」

「任せてください。きっちりと、あなた好みの殺し方をしておきますよ」

　シノギが、よく躾しつけられた犬のように叫ぶ。その返答に、キングは耳障りな笑い声をあげる。肩ごしに大きく手を振りながら、ライブハウスを後にする。キングの笑い声が、扉の向こうへと消える。それを聞きながら、ノインは大きく舌打ちした。

「おい、お前が操あやつれる漂流者はその腕の化け物だけか？」

「悪いが、コイツが俺の持ってる漂流者の中で一番強いんだよ。ついでに言うと、漂流者を外に出しておける時間は五分が限度だ。それ以上経たつと異界に還かえっちまう」

　ノインは再び舌打ちする。異界使いに操あやつられる漂流者は、現世に留とどまれる時間が決まっている。異界の穴が自然に閉じてしまうように、異界へと引き戻されてしまうのだ。戒かい人との千せん手じゆ坊主が滞在出来る時間は五分、そしてレムが結界を張れる時間は三分と少し。時間が余りにも足りない、その間に全すべての漂流者を消滅させるのは不可能に近かった。

「さぁ、死刑執行といこうか。後は私が命じるだけで、全ての漂流者が貴様たちに襲おそい掛かる。異界に飲まれて死ぬのは辛つらいらしいな、飢うえた亡もう者じやどもが群がり、ピラニアのように魂たましいと肉体を食い荒らされるそうだ。どうだ、死ぬ覚悟は出来たかな？」

　シノギがステージの端で悠ゆう然ぜんと笑っている。釘くぎ男おとこたちは、襲い掛かれという命令を今か今かと待ちながら、ノインと戒人を囲んで揺ゆれている。

「なぁ。事務所で、君と戦って背中を床ゆかにつけたら抱いてもいいって言ったの、本当か？」

　ノインの背後から、囁ささやく声が聞こえてくる。いつもの茶ちや化かす様よう子すはなく、真剣な声こわ音ねだった。ノインは銃を握り直しながら呻うめく。

「なんだてめぇ、こんな時に」

「まじないだよ。ここを切り抜ければとってもいいことがある、そういう強い願がん望ぼうを持って戦えば、自然と生き残れるもんなのさ」

　ふと、ノインは肩の力が抜けた気がした。遠い昔に聞いた言葉を思い出す。戦いを好むことは、死と寄り添うこと。自分はいつの間に死を恐れるようになったんだ。もう考えるのはよそう、やれることをやるしかないのだ。そう思うと、急に楽になった。口の端に笑えみを浮かべる。

「あぁ、本当さ。あたしは、あたしより強い男じゃないとイかないんだ」

「じゃぁ、生き残ったら俺おれと戦ってくれ。約束だぞ」

　戒人は、握にぎり拳こぶしを作ってみせる。いや、それは握り拳ではなく下品なサインだった。ノインは呆あきれながらも、戒人に感かん謝しやする。お陰かげで楽になった、これで迷いなく戦える。

　ふと、ステージを見上げた。そこにある変化を見つけ、ノインは動きを止めた。途と端たんに全身が脱力する。高まっていたボルテージが急速に低下していく。呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいた。

「おい、霧きり崎さき。さっきの話はやっぱりナシだ。あたしら、助かったぞ」

　戒人が不ふ審しんそうに振り向くと、ノインはステージの上に吊つるされている灯とう香かを見上げていた。灯香は意い識しきを失ったままだったが、さっきまでと一つだけ違う点があった。髪が赤く染そまっていた。鮮あざやかな赤だった。

「おい、なんなんだあれ。何が助かったっていうんだ」

「まぁ見てろって。よりによってこんなタイミングで帰ってきやがってよ」

　ノインは銃を灯香に向けて撃うつ。狙ねらったのは、灯香を天てん井じようから吊るしていた鎖くさりだった。鎖が弾はじけ、十字架がステージに落下する。

　轟ごう音おんとともに立ち込める埃ほこり、十字架の下部がステージに突き刺さる。

　そして、灯とう香かが、両目を開く。

　その瞳ひとみは、真しん紅くに染そまっていた。秋あき雨さめの右目よりもさらに赤い、ルビーのような緋ひ色いろの瞳。灯香は体を縛しばっている鎖くさりから、手品のようにするりと抜け出すと、ステージの上に降り立った。眼鏡めがねを外し、大切そうに胸ポケットに仕し舞まう。後ろで髪を束ねていたリボンを解ほどき、頭を左右に振る。大きくウェーブした癖くせのある髪が、まるで背後に炎でも纏まとっているように広がる。

　右手をだらんと垂たらし、左手を腰に添え、周囲を見渡す。異い形ぎようの者たちが犇ひしめき合う異様な光景にも、顔色一つ変えない。それどころか、笑った。最初は咽のどを鳴らすように、次第に大きくなり、最後には張り裂けるような哄こう笑しようになる。

　それは絶対の自信と尊そん厳げんを持った笑い方だった。世界の中心が自分であると、そう宣言しているような笑いだった。

「久々に戻ってきてみれば、なんとも壮そう観かんな景色けしきじゃないか！」

「何なんだ、てめぇは。さっきまでとまるで違うじゃねぇか、何なんだよっ」

　シノギが先ほどまでの冷静さを失った、チンピラのような声を上げる。状況は何も変わっておらず、シノギは圧倒的に優ゆう勢せいのはずだった。だが、シノギは灯香が放つ存在感に気け圧おされていた。紅あかい瞳が、シノギの方を振り向く。

「私を知らないのかい、この、私を。貴様は異能者じゃないようだが、異界に接してるんだろう。私を知らないのか！」

　灯香は詰きつ問もんするように強い口く調ちようでいうと、突然、スカートの裾すそを捲まくり上げた。

　左手で右肩のカッターシャツの袖そでを引き破る、右手で左足のスカートを下着が見えるギリギリまで持ち上げる。そこには、白い肌の上に美しい模様が浮かんでいた。右肩には純白の天使の羽はねのタトゥ、左ひだり太ふと腿ももには漆しつ黒こくの悪あく魔まの羽のタトゥ。天使と、悪魔のクラフトグラフ。

「天使と悪魔、鳩の血染めピジヨンブラツドの瞳ひとみ、まっ、まさか……〝反はん翼よくの魔女〟っ！」

　シノギが動どう揺ようを露あらわにする。その名は、悪行を働く異界使いにとって死を意味するものだった。天使と悪魔、反する二つの翼つばさを刻んだ魔女には絶対に近づくな。それはもはや、知らぬ者などいないルールだった。顔色は途と端たんに青ざめ、恐怖が刻まれていく。

「聞いてねぇっ、そんな怪かい物ぶつが出てくるなんて、聞いてねぇぞっ」

　灯香は笑う。昼間の姿からは想像も出来ない、妖よう艶えんな笑えみ。

「なんだい、ちゃぁんと知ってるじゃないかい。うちの奴ど隷れいたちがずいぶん世話になったみたいだね、貴様には仕置きが必要みたいだ」

「くそっ、殺やれっ、魔女を殺せっ」

　釘くぎ男おとこたちの触手が、一斉に灯香に襲おそい掛かる。だが、伸ばされた触手が彼女に触れることはなかった。触れる直前まで肉にく薄はくするが、張り巡めぐらされた結界に阻はばまれ、それ以上近づくことは出来ない。触手に囲まれながら、灯香は悠ゆう然ぜんと笑っている。

　唯ゆい人とは、呆ぼう然ぜんとステージを見ながら尋たずねた。横で秋あき雨さめが引きつった笑みを浮かべている。
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「〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟って、事務所の社長ですよね。灯とう香かが、そうだったんですか。一体どうなって……彼女、二重人格か何かなんですか？」

「あれは灯香ちゃんじゃない。姉の月つき士し那な蘭らん不ぷだよ」

　唯ゆい人との頭の中に、ディズニーランドの写真が浮かぶ。お姉ねえさんは確たしか、異界に飲まれたはずではなかったか。

「灯香ちゃんにはな、双子の姉がいたんだ。だが、彼女は不運にも肉体全すべてを異界に侵食されちまった。普通なら死んでるんだ。だが、双子ってのは不ふ思し議ぎなものでな、肉体が違っても魂たましいの形が同じなんだ。その時、灯香ちゃんはな、姉の魂を自分の中に取り込んだんだ。姉の肉体が全て侵食される直前に、魂の情報をインストールしたんだよ。つまり、灯香ちゃんの体の中には、二つの魂がある。双子だったことの奇き跡せきと、天使と悪魔のクラフトグラフがそれを可能にしてるんだ」

「じゃぁ、今出ているのは……お姉さんの、蘭不さん？」

「あぁ、月士那探偵事務所の社長にして、俺おれが知る限り最強の異界使い。数多あまたの能力を使いこなし、エクスシア大幹部の次席とまで呼ばれてる……あれが〝反翼の魔女〟だ」

　唯人は秋雨の解説を聞きながら、呆ぼう然ぜんとその姿を見つめていた。

　同じように、戒かい人とも呆然と、伝説にまでなった魔女の姿を見つめていた。ノインが解説を加えてくれる。

「姉あね御ごの能力は無数にある。異界の開閉も、漂流者の使し役えきも結界も、一般に知られているものはほとんど使える。つまり姉御の能力はオールマイティさ。そん中でも特別なのが〝ダイブ〟だ。穴を開けるんじゃなく、自みずからが異界に潜もぐる能力。肉体をまるごと失ってんのに、魂の還かえる場所がしっかりと維持出来ている、そんな矛む盾じゆんを抱えた姉御だから手に入れられる能力さ。姉御が異界にダイブしている間は、姉御の魂は不在になり灯香だけになる。さっきまでは、その状態だった」

「それで、戻ってきた〝反翼の魔女〟とチェンジしたのか。はは、信じられない。まるでデウス・エクス・マキナじゃないか。こんな物語は子供たちには受け入れられないよ」

「見てな、今からもっと信じられねぇことが起こるぜ」

　ノインたちが見守る中で、魔女が動き出す。指先で唇を撫なでてから、無造作に右手を突き出す。伸ばした右手が、近くにいた釘くぎ男おとこの顔に触れる。

　刹せつ那な、釘男が溶けた。体が黒い液体に変わり、ペンキを撒まいたように黒い液体が宙に散る。パシャ、と音を立てて床ゆかに落ちると、液体は瞬しゆん時じに跡形も残さずに消える。

「自分の右手を、第四界に繫つなげたのさ。触れたもの全すべてを四界に送る呪のろわれた腕だ」

「腕って、腕だろ。どーなってるんだよ、腕だぞ」

「騒さわぐな、だから言ったろ。姉御は怪かい物ぶつなんだって」

　ノインの声は、強い畏い怖ふを帯びていた。〝反翼の魔女〟、月士那蘭不は、歩きながら周囲の釘男に触れていく。パシャ、パシャ、触れられる度に、釘くぎ男おとこたちは黒いペンキになって消える。

「流石さすがに、数が多いね。ちょいと、面おも白しろい物を見せてやろうじゃないか……貴様、第七界を見たことはあるか？」

　突然、蘭らん不ぷはその場に片かた膝ひざを突く。そして、右手を地面に置き、小声で何かを呟つぶやく。

　次の瞬しゆん間かん、右手の周囲に水みず溜たまりが出来る。漆しつ黒こくのタールのような水溜り、その中に、蘭不の右腕は沈んでいった。

　穴の中から、異界の空気が溢あふれ出す。釘男と同じ、じっとりと湿り気を帯びた闇やみの気け配はいが漏もれ出てくる。

「第二界……呪じゆ具ぐもクラフトグラフも使わずに、こんなに短時間で異界の穴を開けれるのか」

　戒かい人とが呻うめく。それは、十分に驚きよう愕がくに値することではあった。だが、

　それで、そんなもので、終わりではなかった。空気はさらに濃のう度どを増してゆく。闇はさらに暗く、湿り気を帯びていく。すでに、第二界ではなかった。第三界、混こん沌とんを増し、より純粋な魂へと近づいた死者の世界が繫つながっていた。

　全身を包む不快感が、加速度的に増していく。蘭不が開いたわずかな穴、その小さな、半径数センチの穴の中で、世界のメルトダウンが起きる。四界、五界。もう不快などという言葉では生ぬるい。恐怖、そして本能的な嫌けん悪おと拒絶が体を震ふるわせる。湿り気や濃度といった感覚はもう必要ない。空気が、無数の蛇へびにたかられているかのように絡からみつき、締しめ上げてくる。世界が歪ゆがむ。息を吸い込むことが拷ごう問もんになる。深海にいるような孤独と圧力が、そこにいる全すべての存在を支配する。

　小さな穴の中で、世界の降下が止まる。

　かつて、どの異界からも味わったことのない、鉛なまりのように重い空気がフロア全体に立ち込める。戒人は、眩くらみそうになるほどの圧力に耐えながら、愕がく然ぜんと呻うめいた。

「本当に……ほんの僅わずかだが、第七界を開けたっていうのか。だが、第七界までいけば、全ての魂たましいが溶けて一つになってるはずだ。操そう作さなんか……何をする気なんだ」

「まぁ、見てな。てめぇも漂流者を操あやつる能力を持ってるが、姉あね御ごのは格が違うぜ」

　強がるように笑いながら、ノインが答える。その額ひたいには、ライダースたちと戦っていた時よりも大量の汗が滲にじみ出ていた。

　小さな水溜りは、異界の遥はるか深く、第七界へと繫がっていた。隙すき間まから、世界の姿が窺うかがえる。そこにはもう、現世の名残なごりは欠片かけらも残っていなかった。純粋な闇やみが、うねっているだけだった。そこから漏れ出る黒い液体は、意志も記き憶おくも完全に失われた原始の魂こん塊かいだった。

　蘭不は、深しん淵えんに告つげる。

「契約だ。貴様に再びカタチを与えてやる。第二界の魂を食わせてやる。だから、私の下しも僕べになりな」

　言うと同時に、水溜りの中から右手を引き抜く。その手は、細長いモップのようなものを握っていた。蘭らん不ぷはそれを、乱雑に水みず溜たまりの中から引き上げた。徐じよ々じよに、姿が露あらわになる。

　蘭不の握っていたそれは、尻尾しつぽだった。小さな水溜りから、穴のサイズを遥はるかに超えた、巨大な狼おおかみが吐き出される。漆しつ黒こくの狼が出てくると同時に水溜りは消え、第七界の鉛なまりのように重い空気も消える。

　穴から吐き出された狼は、空中で体を捻ひねり、地面に着地する。

　その瞬しゆん間かん、周囲にいた釘くぎ男おとこの体が弾はじけた。体内に爆ばく弾だんでもあったかのように、黒い液体になって地面にぶち撒まかれる。第二界の漂流者など、近づくことすら許されない。第七界の狼の周囲からは、圧倒的な魂たましいの引力が放たれていた。

　巨大な狼だった。大きさだけならヒグマにも匹ひつ敵てきするだろう。光を吸い込むような漆しつ黒こくの毛並み。血肉に飢うえたような瞳ひとみ。肉食恐竜のように尖とがった、嚙かみ合わせの悪い牙きば。その隙すき間まからは、血と同じ色の舌が覗のぞく。

　皆が見つめる中で、狼はさらにそのサイズを大きくする。足元に広がる巨大な影かげから、自みずから撒き散らした釘男たちの体を吸い込んでいた。魂を取り込み、狼の体は膨ふくれ上がっていく。

　誰だれも、言葉を発せなかった。その光景を、呆ぼう然ぜんと見つめることしか出来なかった。

　足元に散らばっていた第二界の魂を吸い終わると、狼は蘭不の周囲を回りはじめる。それは、子犬が目の前の餌えさをねだるような仕し草ぐさだった。蘭不は唇を吊つり上げ、そして、告つげる。

「いいだろう。たっぷりと畏おそれを与えてから、喰くらいつくしな」

　第七界の魂で構成された狼は、体をぶるりと震ふるわせてから駆かけ出した。音もなく、荒げる息もなく、漆黒の風となって駆ける。響ひびくのは、近づいてきた狼によって壊こわされた、釘男の体の弾はじける音だけだった。

　触れるだけで、近づくだけで、釘男たちはペンキのように散っていく。それだけでは飽き足らず、狼はその圧倒的な力を振ふるった。巨大な爪つめが引き裂き、鋭するどい牙きばが食い破り、影がその魂を啜すする。

　狼は巨大な牙で、近くにいた数体の釘男をまとめて咥くわえ、嚙かみ砕くだく。侵食は起きない、釘男は体を二つに千ち切ぎられ、血を溢あふれさせながら床ゆかに転がる。遊んでいるのだ。あるいは、蘭不の命令に忠実に恐怖を与えているのかもしれない。

　それはもはや、戦いではなかった。虐ぎやく殺さつですらない。それは、ただの餌えさだった。釘男は一方的に殺され、咀そ嚼しやくされていく。

　蘭不は笑う、先ほどと同じ、自らが絶対者だと宣言した笑い声だった。誰だれもが自分の足元に傅かしずく、そう確かく信しんしている笑い声だった。そして、叫ぶ。

「この世でもっとも美しいのは誰だい、秋あき雨さめ？」

　名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、秋雨の表情に反射的な怯おびえが浮かぶ。すぐさま、答える。

「あ、あなたです！　〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟！」

　婉えん然ぜんとした笑えみを浮かべ、満足そうに頷うなずく。

「この世でもっとも強いのは誰だれだい、ノイン？」

「あんただよ、姉あね御ご」

　その間も狼おおかみは暴あばれ回り、残っている釘くぎ男おとこの数はもう数えるほどになっていた。代わりに、その巨きよ軀くを何倍にも膨ふくれ上がらせながら。

「この世でもっとも恐ろしいのは誰だい、そこの小僧？」

　唐とう突とつに、鉄てつ格ごう子しの中の唯ゆい人とが指差される。咄とつ嗟さに答えられず、え、あっと、と間抜けな声を上げる。それを聞き、秋あき雨さめの顔が引きつる。

「知らないのかい、小僧。この世でもっとも恐ろしいのが誰か、知らないのか！　それじゃあ、教えてやろうじゃないか！」

　蘭らん不ぷはそう言うと、ステージの端に視し線せんを向ける。そこには、腰を抜かして震ふるえているシノギの姿があった。蘭不は婉えん然ぜんとした笑みを浮かべながら、シノギに歩み寄る。

「貴様なら、わかるんじゃないかい。この世でもっとも恐ろしいのは誰だい」

　シノギは遠とお目めにもわかるほど怯おびえていた。震えた前歯が、がちがちとカスタネットのように鳴っている。

　と、釘男を全すべて喰くらい尽くした狼が、蘭不の横を追い抜くようにして、シノギに近づいてくる。狼は、もう走っていなかった。いや、走ることが困こん難なんなほど、巨大になっていた。漆しつ黒こくの体は、背が天てん井じように付きそうなほど膨れ上がっている。その姿は、まるで北欧神話に出てくる獣けもの、神の片腕を喰くい千ち切ぎるフェンリルのようだった。

　怯える人間を甚いた振ぶるように、狼はゆっくりと近づいてくる。ひた、ひた、巨体に似合わない微かすかな足音。

　狼が口を開く。大きく開かれた顎あご、びっしりと並んだ牙きば、そして、血と同じ色の舌。シノギは、脳が焼き切れたような絶叫を上げる。

「そいつは食うな、契約は終わりだ」

　蘭不が手を翳かざす。同時に、狼も黒いペンキに戻って床ゆかに散る。あまりにあっけなく、そして忠実に。そのままアルコールが蒸じよう発はつするように消えてなくなる。

「おや、今のがそんなに恐ろしかったのかい？　だがね、私の方がもっと怖いぞ。恐怖、苦痛、畏い怖ふ、そして絶望。貴様に私の教えを授けてやろうじゃないか」

　シノギは、小便を漏もらしていた。蘭不はそれを冷たく見下ろしながら、眼前に異界と繫つながったままの右手を近づける。シノギは、なんとか声を絞しぼり出す。

「た、たた、助けてくれ。何でもする、なんでもっ」

「じゃぁ、月並みに靴でも舐なめてみせな」

　足を突き出す。シノギはすぐさま屈かがみ込み、何の躊躇ためらいもなく靴に顔を近づける。蘭不は足を引き、低く下げたシノギの頭を上から踏み付けた。

「少し考えればわかるだろう。貴様のようなゴミの唾だ液えきで、灯とう香かの通学靴を汚させるわけがないじゃぁないか。自分の小便でも舐なめているがいい」

　シノギの顔が勢いよく床ゆかに押し付けられる。蘭らん不ぷの顔には、サディスティックな笑えみが浮かんでいる。赤い舌が上唇を撫なでる。

「さあ、ノイン。取りあえず邪じや魔まな奴やつらを皆殺しにしたが、私は戻ってきたばかりで状況がわからない。コイツに何を聞けばいいんだい？」

　蘭不はシノギの首を左手で摑つかみ、体を引っ張り起こした。シノギはもはや抵抗一つせず、されるがままになっている。ノインが答えるより早く、戒かい人とが言う。

「悪夢愛好会に力を貸している異界使いと、キングの行方ゆくえだ」

　蘭不は肩越しに戒人を振り返った。その顔を認めてから、口の端の笑みを浮かべて頷うなずく。

「いいだろう、聞こえたかい？」

「知らねぇ。どっちも知らねぇんだ。異界使いと直接会ったことがあるのはキングだけだ。連絡も全部キングが取ってた。俺おれたちは、漂流者を呼び出すための携けい帯たい番号しかしらねぇ」

「どういうことだい、詳しく話しな」

「異界使いは、自分のことを〝ホワイトナイト〟と呼んでいた。キングから教えてもらった番号は、いつも留る守す電でんなんだ。そこに電話して悪夢愛好会に登とう録ろくしてある会員の名前を伝言したら、そいつをすぐさま漂流者に変えてくれる。俺が知ってるのは、それだけだっ」

　戒人もシノギに近づく。蘭不は振り向き、残りの質問を戒人に任せる。

「キングは、その異界使いとどこで知り合ったんだ？」

「半年くらい前だって言ってた。行きつけのクラブでそいつに声を掛けられたらしい。顔はマスクをして見えなかったそうだ。そいつはキングに、取引をしないかと持ちかけた。異界を使う力を与えてやる、それを自由に使えるようにしてやる、その代わり、一ヶ月に一人ひとり、箱はこの中の化ばけ物ものに人間を食わせろってな。あんたたちも見たろう、あの箱の女だ。食わせるのをやめたら、俺おれたちが殺される。それでキングは、悪夢愛好会を作った。力を使って客と金を集められる、箱の生いけ贄にえもショーに組み込めば一石二鳥ってわけさ」

　ノインはそれを聞きながら、キングが木箱を大切そうに抱えていたのを思い出す。

「キングの立ち寄りそうな場所に心当たりはないか。奴やつの本名や家くらいは知ってるだろう？」

　戒人が詰め寄った、その時だった。シノギの体に異変が起こる。蘭不は、すぐさま手を離はなした。シノギは突然、腹を押さえて苦しみ出す。白しろ目めを剝むき、口の端からは泡が溢あふれてくる。

「おい、どうしたっ」

　近づこうとした戒人を、蘭不が背後から摑つかんで止める。次の瞬しゆん間かん、シノギの腹を突き破って、顔が出てきた。黒一色で構成された、目も鼻も曖あい昧まいで下手へたくそな彫刻のような顔だった。口だけが大きく開閉する。

「コレ以上、関かかワルナ」

　シノギの腹を突き破って出てきた漂流者は、低い声でそう叫ぶ。ノインはリヴォルヴァの引き金を引く。漂流者はあっけなく消滅し、後には腹に穴を開けて絶命しているシノギの死体だけが残った。

「何だったんだ、最後のは。キングが、こいつまで生いけ贄にえにしたってことか」

「ふん、つまらなそうな事件だな。それよりも……ノイン、秋あき雨さめ、あれだけきつく言っておいたのに、私の大切な妹を危険にさらしたようだね。この醜しゆう態たいの始末をどうつけるか、わかってるだろうね」

　蘭らん不ぷが、鋭するどい視し線せんで二人ふたりを睨にらむ。唯ゆい人とは、自分がそこに含まれていないと理解しつつも、心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がるのを止められなかった。ノインに凄すごまれた時も十分恐ろしかったが、それすら比ではなかった。あれは、野生の獣けものにでも睨まれたような恐怖だった。だが、どんなことにも上には上がある。蘭不の視線はさらに鋭く、ノインが獣ならば、蘭不はさながら魔ま王おうだった。

　と、唯人のもとに戒人が歩み寄ってくる。手に持っていたナイフで器用に檻おりの鍵かぎを壊こわす。そして、中に座っている唯人に手を伸ばす。

「久しぶりだな、元気でやってたか？　あぁ、手紙届けてくれたんだな、お陰かげで助かった」

　何の後ろめたさも見せず、戒人は笑い掛ける。それを見た瞬しゆん間かん、唯人の中で鉄砲水のように感情が噴ふき上がってくる。

　この三年間、兄と再会したら自分はどうするか、いろいろ考えていた。お陰で両親がどれだけ心を痛めたか、自分がどんな目に遭ったか、それらをわからせるためにも、ぶん殴って罵ののしってやろうと思った。真実を問いただしたいとも思った。謝あやまって欲しいとも思った。けれど、今はそれさえどうでもよかった。三年間考えた復ふく讐しゆうよりも、さっき見た、木き箱ばこから出てきた女の顔が頭を占めていた。

　唯人は、伸ばされた手を払いのけ、檻おりから出て戒かい人とに摑つかみかかった。両手で胸むな倉ぐらを摑み、背の高い兄を見上げる。戒人は、微動だにしない。

「どういうことだよっ、説明しろよっ！」

　戒人は笑えみを消し、困こん惑わくするように唯人を見下ろす。

「さっきのは、さっき出てきたのは、紗さ雪ゆき姉ねえちゃんだった！」

　名前を口にした瞬間、ほんの少し戒人の目が揺ゆれた。
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　病院は昔から苦にが手てだった。純白で清せい潔けつに保たれた空間には、自分の居場所などない気がしてしまうのだ。唯ゆい人とは落ち着かない心を抑おさえて、ベッド脇わきの椅い子すに座った。

「嬉うれしいな、霧きり崎さきくんが来てくれて」

　ベッドに寝ている美み倉くらが、明るく笑いながら唯人を見る。意い識しきを取り戻したのは数時間前だというのに、顔色はもうすっかりよくなっていた。手には、唯人が見み舞まいに買ってきたパンダの縫ぬいぐるみがある。

「私ね、夢を見たんだ。すごい……リアルな夢だった。今思い出してもぞっとするぐらいリアルで、怖かったの」

　美倉は、あのライブハウスでの出来事が全すべて夢だと思い込んでいた。それは唯人が、事実とは異なることを伝えたためだ。連中に襲おそわれて美倉が意識を失った後、たまたま通りがかった警けい察さつによって保ほ護ごされた、そう話した。あんな記き憶おく、忘れられるものならさっさと忘れてしまった方がいい。

「でもね、その夢を見たせいで、わかったんだ。わかっちゃったの……由ゆ美み子こは、もうこの世にはいないんだって」

　美倉の目から、大粒の涙が零こぼれた。彼女が流した涙は、その一粒だけだった。けれど、唯人には、どんなに大泣きするよりも辛つらい涙に見えた。女の子の涙に不ふ慣なれな唯人には、胸を貸すほどの器量もなく、手を握るのが精一杯だった。美倉が、強く握り返してくる。

「唯人くん、優やさしいね。夢の中でも、ずっと私のために叫んでくれてたんだよ」

　唯人の胸の中に、辛い記憶が蘇よみがえる。何も出来なかった自分の無力さが、胸を締しめ上げる。それを顔に出さず、唯人は静かに笑って、頷うなずいた。呼び名が変わったことに一いつ瞬しゆんどきりとしたが、気付かない振りをする。

「ねぇ唯人くん、駅に一いつ緒しよに来た子って、唯人くんの彼女？」

「違うって。たまたま電話もらった時に一緒にいて……彼女、正義感が強いから、一緒についてきたんだ」

　咄とつ嗟さに言いい訳わけする。美倉は、さっきまでとは違う、咲くような笑えみを浮かべる。

「そっか……そうなんだ。よかった」

　灯とう香かのことを思い描いていた唯人は、美倉のその囁ささやきを聞きき逃のがした。







　病室から出ると、廊下に灯香が待っていた。唯人が扉を閉めると同時、よっぽど不安だったのだろう、両手を祈るように握り締めたまま近付いてくる。

「どうでした、美倉さんのご様よう子す？」

「大丈夫だよ、すぐに退院出来るって。昨日きのうの夜のことも、全部夢だって思ってる」

「そう……よかったです。本当に、よかったのです」

　灯とう香かは自分のことのように安あん堵どのため息をつく。唯ゆい人とは、その表情を見て思わず笑えみを浮かべた。彼女の優やさしさには、いつも心がくすぐられる。

　と、灯香は突然、抱きつくように体を寄せてくる。彼女の細い手が、唯人の肩の上に回される。余りにいきなりな行動に、唯人の鼓動が跳はねる。

　灯香が、至近距きよ離りで、照れるような笑みを浮かべる。次の瞬しゆん間かん、激げき痛つうが走った。もの凄すごい力で、鎖さ骨こつの間に指を差し込まれていた。

「おい小僧、何をにやけている」

　灯香の髪の毛は、一瞬で真しん紅くに染そまっていた。あの後で秋あき雨さめに聞いた話だが、蘭らん不ぷの髪の色が赤くなるのは、異界に触れたことのない人間にはわからないらしい。つまり、周囲の人間には灯香の急激な変化はわからない。

「おい、急に変わるなよ。心しん臓ぞうに悪いぜ」

「この体は灯香のものだからね。交代の主しゆ導どう権けんは灯香にある、文句があるのならあの子に言うんだね。もっとも、そんなことをすれば私が生かしちゃおかない、わかっているだろう。私はあの子を傷つけるものを許さない。たとえそれがどんな些さ末さいな傷でも、だ」

　両肩に力が込められる。ペンチで摘つままれているような激痛だった。この細い指のどこにこれほどの怪かい力りきがあるのか、想像も出来ない。紅あかい瞳ひとみが唯人を睨にらむ。

「いいかい、私と灯香は、記き憶おくの共有はしていない。私が経けい験けんしたことを灯香は知らないし、灯香が話したことも私は知らない。意い識しきの中で会話することは出来るけどね。だから、ここで私が何を聞き、貴様が何を答えても灯香には伝わらない。それを踏まえた上で、正直に答えな」

　唯人は唾つばを飲み込み、頷うなずく。

「灯香が好きか？」

　余りに唐とう突とつな質問に、絶句する。そして、動どう揺ようする。

「お、おいっ、いきなり何言い出すんだ？」

「ふん、まぁな、好きになるのも無理はない。灯香は顔立ちも体成りも美しいが、心根も綺き麗れいだからね。なんといっても私の妹だ。あんなに愛らしい子はこの世に二人ふたりといない。この世の男どもが心惹ひかれるのは仕方のないことだろうさ」

　まるで芸術家が自分の作品を誇示するように、蘭不はうっとりと笑みを浮かべる。

「あの子は、異界を寄せる能力のせいでずいぶん寂さびしい思いをしてきた。貴様にある程度の好感を抱いているのも確たしかだ。恋愛感情などとはまだ程ほど遠いようだけどね。だから、特別に灯香と接するのを許してやってもいい。だがね」

　蘭不の瞳が、さらに力を増して唯人を飲み込む。

「もし、灯香が貴様のことをほんの少しでも好きになってみろ、私が貴様を殺してやる。いいかい、これまでどれだけ幸福に暮らしてきた人間でも、自みずからの人生を嘆なげくような死しに様ざまを教えてやるからね。肝きもに銘めいじておけ」

　真しん紅くの瞳ひとみが、唯ゆい人との心を侵食する。恐怖が、蟻ありの大群に襲おそわれたように、爪つま先さきから全身へと這はい上がってくる。

「ちょ、ちょっと待てよ、そんなの、俺おれのせいじゃないだろ。灯とう香かだって誰だれかを好きにな」

「え、私が……どうか、したのです？」

　目の前の少女は、灯香に戻っていた。瞳も、髪の毛も黒く戻っている。唯人は顔を真まっ赤かにしながら言いい訳わけする。

　いつか秋あき雨さめが、蘭らん不ぷは極度のシスコンだと評していたのを思い出した。







　月つき士し那な探偵事務所に戻ると、全員が揃そろっていた。灯香は、着替えてくるのです、といって奥の自分の部へ屋やへ入っていく。ソファではノインと戒かい人とが何やら話し込んでおり、その横でレムが一人ひとりでトランプを並べて、何やら複ふく雑ざつな遊びをしている。

　戒人とは、あれから二人ふたりで話をした。戒人が打ち明けた三年前の事件の真相は、唯人を複雑な気持ちにさせた。

　戒人は恋人の藤ふじ野の紗さ雪ゆきと二人で、毎日のように、夜中に家を抜け出しては学校の校庭で会っていたという。お互いの夢や将来について、若い二人には昼間学校にいる時間だけでは足りないほど話すことがあった。

　三年前のあの日も、いつもと同じように二人は夜の学校で待ち合わせた。その日は、校庭の空気がやたらと湿っぽかった。おそらく、すでに第一界と繫つながっていたのだろう。いつもは人ひと気けのない校庭に、先客がいた。数人の人ひと影かげ、耳障りな笑い声と悲鳴。少年たちが一人を囲んでリンチにしていた。戒人はすぐに彼らを止めに入ったが間に合わず、リンチを受けた少年は死んでしまった。そして、運悪く、彼の無念が第二界を現世に引き寄せた。少年たちも紗雪も魂たましい を異界に引きずり込まれ、戒人は魂の一部を奪うばわれた。能力を手に入れたのはその時だという。奇き跡せき的てきに一人生き残った戒人は、校舎に火をかけて姿を消した。

　なぜ学校を燃もやしたんだ、唯人がそう尋たずねると、戒人はこう答えた。

「あの場所には、紗雪との思い出が多過ぎたから、残しておきたくなかった。勝手だと思うだろうけど、あの場所が残っていたんじゃ、俺おれはどこにも行けなかったんだ」

　それが、戒人が話したことの全すべてだった。その後、能力を身につけた戒人が異界について学び、エクスシアに加わるのは必然だった。

　事実を聞いて、兄の前でどんな態度を取ればいいのかわからなくなった。戒人と紗雪は、幼い頃ころからずっと一いつ緒しよだった。唯一心を許していたのが彼女だった。目の前で、異界などというわけのわからないものに最愛の人を奪われる、その悲しみはとても想像出来るものではなかった。もう兄を罵ののしることも責めることも出来ない。唯人に出来たのは、戒人と共に駆かけ落おちしたと思っていた紗雪の死を、悲しむことだけだった。

　幼い頃ころ、よく紗さ雪ゆきに遊んでもらったことを思い出す。名前と同じで、雪のように白く、美しい人だった。童話が好きで、絵本をたくさん集めていた。読み聞かせてくれた時の、穏おだやかな声が好きだった。唯ゆい人とにとっても、初恋の人だったのだ。

　一人ひとり物思いに耽ふけっていた唯人に、秋あき雨さめが近寄ってくる。にやけた表情が不安を誘さそう。

「よぉ、どうだ。灯とう香かちゃんのこと、社長になんか言われなかったか？」

　唯人は苦にが笑わらいを浮かべて頷うなずく。秋雨は楽しそうに笑った。

「やっぱりなぁ。間違っても、灯香ちゃんに手ぇ出そうなんて考えるなよ。あの子は確たしかに可愛かわいくて優やさしくて控えめな、国から絶滅危き惧ぐ種しゆに指定されている大和やまと撫子なでしこ的美少女だが、彼女の唇を奪うばうために命までは張れないだろ」

「別に考えてないですよ、ただ仲良くなりたいだけです」

「唯人、いいことを教えてやる。全すべての男は生まれながらにして、ナイチンゲールを除く全ての女性をオナペットにする権利を持ってるんだ」

「諦あきらめろって言いたいなら、もっと普通に言って下さい。でも、なんだか、蘭らん不ぷって、少しノインと似てますよね？」

「ん、まぁ、偉そうな態度は少し似てるかもしれないけどな、中身は正反対だよ。社長は正真正銘のサディストさ。けど、ノインは性質たちの悪いマゾヒストなんだよ。マゾのくせに実力があってプライド高いからな、あいつは慢性的な欲求不満さ。自分より強い男に力で捻ねじ伏せられて、屈服させられて犯された時にやっと絶頂するんだろうさ」

「それで戦って勝ったら、とか言ってるんですね。ただの挑発じゃなかったのか」

「お前の兄貴さ、案あん外がいいい線せんいくかもよ。おかげであいつ、最近なんか機き嫌げんいいんぐごぇ」

　背後から飛んできた灰皿が、秋雨の後頭部にめり込む。ノインが煙草タバコをくわえながら睨にらんでいた。

「今度ふざけたこと抜かしてみろ、鉛なまり玉だまがてめぇの玉をビリヤードみたいに弾はじき飛ばすぜ」

　秋雨が起き上がり、何か怒ど鳴なり返そうとしたところで、やめな、と奥から声が掛かる。

　事務所の奥から、人目を引くコスチュームに身を包んだ蘭不が姿を現す。ボンテージのような艶なまめかしい黒革のボディスーツが、全身を覆おおっていた。ボディスーツには、右肩と左ひだり太ふと腿ももの部分だけ生き地じがなく、天使と悪あく魔まの翼つばさが描かれた肌が剝むき出だしになっている。まるで、自分が〝反はん翼よくの魔女〟だと宣伝しているようだった。その上から真しん紅くのロングコートを羽は織おり、手にはビリヤードのキューケースを持っている。蘭不は、強い口く調ちようで宣言する。

「この事件が片づくまで、愛いとしい灯香には眠ってもらうことにした。この程度の仕事になど、羽は虫むしほどの興きよう味みもわかないのだがね。灯香のためにも、さっさとこのつまらない事件を締しめにかかろうじゃないか」

　事務所の空気が、一気に引き閉まる。蘭不は、奥の黒革の椅い子すに座って足を組んだ。そこがずっと昔から居場所だと決められていたように、高級なデスクと椅子は彼女によく馴な染じむ。

　皆が蘭らん不ぷの周囲に集まる。レムだけは無関心にトランプ遊びを続けていた。

「霧きり崎さき戒かい人と、二人ふたりから話は聞いたが、私は貴様のことを何も知らない。ちょいと、ゲームをしようじゃないか。テーブルの上に手をおきな」

　戒人は不ふ審しんそうな顔をしながらも、黙だまって従う。戒人が手を置くと、蘭不はテーブルの上のペーパーナイフを手に取り、いきなり指の間を突き始めた。

「今から私の質問に答えな。手のことは気にするんじゃぁないよ、心理テストのようなものだ。勝手に動かしたら殺すからね」

　戒人はすぐに手を引こうとしたが、蘭不の言葉に押し留とどまる。

「くそっ、なんのつもりだ。イカれてるのか、あんた」

「貴様が信用出来るかどうか、試ためしてやってるんじゃぁないか。さて質問だよ、貴様、この仕事はどっから持ってきたんだい。エクスシアが回すにしては高こう額がく過ぎる」

　ナイフは徐じよ々じよに速くなっていく。戒人は動どう揺ようを抑えつけ、真まっ直すぐに蘭不の目を見返す。

「懇こん意いにしているエクスシアの幹部から、個人的に受けた仕事さ。〝深しん淵えんの魔ま術じゆつ師し〟神楽かぐら坂ざか康こう安あん、知ってるだろ。世界でも五指に入るといわれる異界使いさ」

　エクスシアとは異界使いを統括している組そ織しきの名前だ。本部はロンドンにあり、その歴史は古く中世にまで遡さかのぼる。悪あく霊りようを祓はらう天使の名を冠したその組織は、長きに亘わたり、異界と現世のバランスを保ち続けてきた。日本に支部が出来たのは戦後のことだ。所属は日本支部だが、世界中に名を馳はせている大物の名前に、秋あき雨さめが口笛を吹ふく。

「そりゃすごい。神楽坂ほどの有名人なら、それだけの大金を出せるのも頷うなずけるな」

「本当は俺おれ一人ひとりじゃなくて、何人か有力な異界使いに声かけてチームでやれって言われてたんだけどさ。紗さ雪ゆきの魂たましいがまだ消滅してなくて、漂流者となって悪夢愛好会とやらに利用されていることを知って……俺は奴やつらを一人で潰つぶそうって決めたんだ。けど、やっぱり無む茶ちやだったみたいでさ。いくら俺が主人公でも、無敵ってわけじゃない。情なさけない話だ。追い詰められて身動き取れなくなって、あんたに助けを求めたんだ。唯ゆい人と、お前に手紙を出したのは、月つき士し那な事務所の場所を調しらべる余裕すらなかったからさ。だけど、お前の住所なら覚えていたからな。学校の寮りようがここの事務所と近かったのは幸いだったよ」

　ナイフの速度は、目で追うのも困こん難なんなほど速くなっていた。戒人はそれでも腕を動かさず、冷や汗を浮かべながらも笑って見せる。唯人は、堪たまらず声を挟はさんだ。

「まてよ、どういうことだよ。なんで、兄貴が俺の学校の住所なんか知ってるんだ」

「おいおい、冷たいこと言うなよ。連絡は取れなくなっても、弟の心配くらいするさ。お前のことはちょくちょく調べてた。剣道、県で五位だって、随ずい分ぶん強くなったんだな」

「……ふざけんなよ、こっちがどんな気持ちでいたと思ってんだ」

「俺だって、連絡したかった。でも、何が出来たっていうのさ。お前や親父おやじたちを巻き込むわけにはいかなかった。それに、俺はもう、自分の居場所を見つけたのさ」

　昔にはなかった気き障ざな笑えみを浮かべる。唯ゆい人とは、兄の言葉があまりに昔と違い過ぎて引っかかるものを感じた。もっと唯人のことに無関心で、どこか疎うとんじている雰囲気さえあった。だが、戒かい人との言葉はごく正せい論ろんで、それ以上は何も言えなかった。

「魔ま女じよ、あんたを選えらんだ理由は、神楽かぐら坂ざか先生が他ほかに助力を頼む異界使いとしてあんたを推おしてたからさ。どうだ、気が済んだか？」

「もう一つ聞かせな。貴様の能力についてだ。鏡かがみから漂流者を呼び出す時に鏡に触れるそうだね。それは必要な動作かい、それともただの癖くせかい？」

「ただの癖だよ。触れずに呼び出すことだって出来るし、その気になれば遠えん隔かく操そう作さだって出来る。それがどーかしたのか？」

　ピタリ、とナイフが止まる。蘭らん不ぷはペーパーナイフを、無造作に机の上に放り投げる。

「ふん、いいだろう。なかなか見み所どころがあるじゃぁないか。それじゃあ、仕事の話に戻ろうか。悪夢愛好会とやらは、昨日きのうのうちにあらかた片付けた。逃走したキングと、ホワイトナイトと名乗る異界使いを捕らえれば仕事は終わり、それでいいんだね？」

「あぁ。それで悪夢愛好会は事実上、潰つぶれたようなもんだからな。神楽坂先生も納なつ得とくしてくれるだろ」

「相手の異界使いについて、貴様の考えを話してみな。人間を漂流者に変える能力なんてのは、この私ですら聞いたことがない。それに、遠隔操作で百体からの漂流者を操あやつるなんてのも、並の異能者じゃ不可能だね」

「それなんだが、気になることがあるんだ。あのライブハウスにいた人間全すべてが漂流者になったわけじゃない。漂流者になったのは悪夢愛好会のガキ共と観かん客きやくだけ。それに、呼び出された漂流者は皆、似に通かよった姿をしていた。おそらく、漂流者になる人間には何らかの前処理が必要なんじゃないかな。そう考えたら能力も絞しぼれるだろ、あらかじめその人間に異界を憑つけていたってことさ。ただ……それだけだと、紗さ雪ゆきの姿をした漂流者のことまでは説明出来ないな。あれは別の能力なのかもしれない」

　戒人の言葉に、秋あき雨さめも大きく頷うなずく。

「ホワイトナイトの能力が霧きり崎さきの言う通りだとしようじゃねぇか。そうすっと、いくつか人物像は絞れてくるな。留る守す電でんに名前を入れると、直後に対象の人物を漂流者に変えるってことは、そいつは悪夢愛好会に所属している全員の名前を知ってるってことだ。能力に前処理がいるってことは、全員と面めん識しきがあるってことだ。それに、そいつは常に留守電の内容が聞ける状態で待たい機きしている。留守電は携けい帯たいから聞けるとしても、常にフリーな状態でいるってことだ。少なくとも、一般の社会生活を送ってるような輩やからじゃねぇ」

　秋雨の分析が、沈ちん黙もくを生む。蘭不は大きく右手を振ふり被かぶり、会話を止めた。

「これ以上、ここで話をしてもしょうがないね。今の話を元に動こうじゃないか。レムはエクスシアの管理局と連絡を取って、条件に当てはまるような異能者がいないか調しらべてきな。かなり高い能力を持った異界使いだ、エクスシアなら何か情報を摑つかんでいるかもしれないからね。秋あき雨さめ、貴様は聞き込みだ。武む佐さ野の駅えき周辺のガキ共に当たってキングが逃げ込みそうな場所を調しらべな。ノインは電話会社からシノギの携けい帯たいに残っていた留る守す電でんの名義を調べてきな。各自、情報を取り合って何かあったらすぐに報告するんだ、いいね」

　ノインと秋雨は、それぞれ準備に取り掛かる。レムもちゃんと聞いていたらしく、トランプを仕し舞まってポーチに入れて立ち上がる。忙せわしなく動き出した三人を見ながら、唯ゆい人とはまた自分の無力さを嚙かみ締しめていた。と、蘭らん不ぷの赤い瞳ひとみが、見み透すかしたように唯人に向けられる。

「霧きり崎さき兄弟、貴様らにも一仕事してもらうよ。今から、逃げたクソ餓が鬼きを見つけるためにちょいと儀ぎ式しきをする。小僧、貴様には少し危険な目に遭ってもらうから覚悟するんだね」

　仕事が与えられたことに、驚おどろいて振り向く。それを見た瞬しゆん間かん、唯人の表情は固まった。じゃらり、鎖くさりがぶつかる音。蘭不は机の引き出しから、肉厚の手て錠じようを取り出していた。

「それで……なに、するつもりだ」

　蘭不は答える代わりに、婉えん然ぜんとした笑えみを浮かべた。







　蘭不は、二人ふたりを連れて下の階に下りた。四階の空あきテナントに勝手に上がり込むと、床ゆかに砂で絵を描き始める。部へ屋やの造りは五階の事務所と同じだが、物がないため随ずい分ぶん広かった。蘭不は数分で絵を描き上げる、それはデフォルメされた蝶ちようだった。

「秋雨たちから聞いてるかい？　こいつはクラフトグラフという代しろ物もので、大昔の伝説的な異界使いクラフトが考案した異界を制せい御ぎよすることが出来る言語だ。まぁ、説明しても理解出来ないだろうから、映画などに出てくる魔ま方ほう陣じんと同じだと考えるといい」

「俺おれは、何をすればいいんだ？」

「異界に潜もぐるんだよ、私と共にね」

　荷物持ちを頼むような気軽さで、蘭不は答える。

「ちょっと待てよ、現世と異界が重なった場所にいるだけで魂たましいが削られるんだろ。異界に潜るなんて、そんなことしたら俺は生きてられんのかよ」

　次の瞬間、蘭不の腕が、唯人の咽のど仏ぼとけを押さえつけていた。息苦しさと圧力に喘あえぐ。

「おい小僧、言葉には気をつけな。私はつまらない質問をされるのが一番嫌いなんだ。私と話をする時は、そのスカスカの脳みそを限界まで使って考えるんだね。次にくだらないことを聞いたら、貴様の魂の一部をもらうよ」

　蘭不が顔を近づけてくる。赤い瞳が迫る。見とれるほどに美しい顔立ちだが、それゆえに恐怖を膨ぼう張ちようさせた。

「今回だけだ。貴様は異界に触れてから間もないようだから、今回だけ答えてやる。私にもレムと同じ能力がある。私に捕まっていれば、異界の侵食など受けるものか。そのためにわざわざ穴を開けるクラフトグラフまで描いて、手て錠じようまで持ってきてやったんだよ。私一人ひとりで潜もぐるのならこんなもの必要ないんだよ。わかったかい、小僧」

　手が離はなれる。唯ゆい人とは大きく咽むせながら、必死で空気を吸い込んだ。戒かい人とが笑い声を上げる。

「大丈夫さ、唯人。なんたってお前は俺おれの弟なんだからな」

「何の説得力もねぇよ。大体、異界に潜って何しようってんだよ。なんで俺が行かなきゃなんねぇんだ」

「決まってるだろう、藤ふじ野の紗さ雪ゆきの魂たましいを探すのさ。私は藤野紗雪のことは何も知らないからね」

「探すって、紗雪姉ねえちゃんの魂は、漂流者になってあいつらに利用されてただろ」

「あれは魂の一部だ、救いがたい無能さだね。貴様は異界について何もわかっていないのかい。彼女の体も顔も不完全だっただろう。第二界に落ちた魂は、いくつかに砕くだかれ他ほかの魂と混ぜ合わされる。だから不完全な記き憶おくから彼女が再現されてああなったんだよ。つまり、魂の片割れがまだ異界に残っているということだよ。今からそいつを探しにいくのさ。現世にある魂にはね、一つに戻ろうとする引力が強く働く。その魂が引き合う力を利用して、キングの居場所を探すのさ。紗雪の魂の一部は、キングが持って逃げているからね」

　唯人の理解など構いなく、蘭らん不ぷは一息に続ける。

「探すと言っても、異界は広い、とても見つけられるものではない。だから向こうに見つけてもらうんだよ。貴様はそのための餌えさだ。異界に潜ったら、強く紗雪に呼び掛けな。そうすれば、記憶を失いかけている紗雪の魂は、貴様の声に惹ひかれて近寄ってくる。すでに三界に落ちてるかもしれないし、二界に残っていても他の魂と混ざり合っていれば、見つかる可能性は極きわめて低いがね。ただ、その想おもいが強ければ強いほど見つかる可能性は上がる」

「強い想いが必要なら、俺よりも兄貴の方が適任じゃないのか」

「そうだ。ちゃんと考えているじゃないかい、そういう質問をするんだよ。霧きり崎さきには、別の役割を担当してもらう。貴様が紗雪の魂を見つけ、私が現世までそいつを引き上げる。それと同時に霧崎が能力を使い、紗雪の魂を鏡かがみの中に封じ込めるんだよ。異界に潜ることが出来るのは、魂だけだ。肉体はこの部へ屋やに置いていく。霧崎に、異界に潜って意い識しきを失わせるわけにはいかないのさ。私は漂流者を操そう作さすることは出来るが、携けい帯たいして持ち歩くなんて便利な能力は持ち合わせてないからね」

「よく言うぜ、他のことは何だって出来るくせに」

　戒人は軽口を叩たたいてから、唯人の方を見る。唯人は、いきなり告つげられた危険な役目に尻しり込ごみしていた。ここ数日の間に自分の無力を嫌いやというほど思い知らされたのだから、無理もないことだった。その唯人の目の前で、戒人はいきなり膝ひざをついた。軽けい薄はくそうな笑えみを消し、頭を下げる。

「唯人、頼む、お前の力を貸してくれ。紗雪を、あんなままにしておきたくないんだ。それに、キングの野郎にきっちり落とし前をつけてやりたい。頼むっ」

　それは、噓うそも軽口も混じっていない、真しん摯しな声こわ音ねだった。唯ゆい人とは兄の口から、初めて本物の言葉を聞いた気がした。昔から何を考えているかわからない兄だった。剣道以外には何の共通点もない、無口な兄弟だった。再会してからは、よりいっそう気まずい関係が続いていた。だが、一つだけ確たしかに、共にしているものがある。それは、紗さ雪ゆきのことを想おもう気持ちだった。

「わかった、やるよ。俺おれだって、紗雪姉ねえちゃんのあんな姿は見たくないんだ」

　唯人が口にした直後、蘭らん不ぷに強く腕を摑つかまれる。

「よく言った小僧、では行くぞ」

　カシャン、小気味いい音がする。見ると、右手に手て錠じようが嵌はめられていた。えっ、間抜けな声を上げる唯人。もう一方は蘭不の左手に繫つながっていた。

　心の準備も、深呼吸する間も与えず、蘭不は異界の穴を開く。

　周囲の空気が変わる。見た目は現世と変わらないが、じっとりと湿った空間、第一界だった。蝶ちようのクラフトグラフが一いつ瞬しゆんだけ光ったかと思うと、そこに水みず溜たまりが出来ていた。異界の穴を開くクラフトグラフ。足元で、黒い闇やみが、とぐろを巻いている。

　手を繫ぐ。柔らかい感触に、唯人の鼓動が跳はねる。それが、灯とう香かと同じ手なら尚なお更さらだった。

「さぁ、第二界の中に潜もぐるよ。いいかい、私の手を絶対に離はなすんじゃぁないよ。触れている間は、私の結界が貴様を守ってやる。もし手を離したら、その瞬しゆん間かんに魂たましいと肉体を侵食され、異界に飲み込まれるだろうさ。そうなったら、いくら私でも助けてやれないからね」

　唯人は咽のどの奥に溜たまっていた唾つばを飲み込む。蘭不は唇に触れてから、右手を下方向に突き出す。水溜りが広がり、足がその中に沈む。それと同時に、足首から先の感触が消える。唯人は、今まで味わったことのない感覚に身み震ぶるいした。

「さぁ、一気にいくよ」

　次の瞬間、大魚が小こ海老えびでも吸い込むように、漆しつ黒こくの穴が二人ふたりの体を飲み込んだ。







　最初に感じたのは、息苦しさだった。

　何も見えない暗くら闇やみ。湿った空気が体に纏まとわりついてくる。遠く、虫の羽は音おとのような雑音が響ひびいている。生なま温ぬるい風は、すぐ近きん距きよ離りに獣けものがいて、鼻息を当てられているようにおぞましかった。心しん臓ぞうが、いや臓器全すべてが自分の納まっている場所を忘れたように落ち着かない。吐き気を催もよおすほどの強烈な不快感。

　だが、現世で何度か異界に遭そう遇ぐうしていたために耐性が出来たのか、比較的落ち着いていることが出来た。気分はどうだい、蘭不の声がする。

「息が……少し苦しい。それから、目が見えない」

　素直に答えると、艶つやのある笑い声が響ひびいた。

「莫ば迦かか、貴様は。自分の鼻に手を当ててみな、息なんかしてないだろう。異界に空気などない。記き憶おくの再現が行われているから何も変わっていないように見えるが、今の貴様は魂たましいだけの存在だ。それからね、目が見えないのは、貴様の眼を瞼まぶたが覆おおっているからだよ」

　確たしかに、言われてみれば息はしていなかった。実感はまるでないが、幽ゆう体たい離り脱だつをしている状態なのだろう。そして、穴に入った時に咄とつ嗟さに目を瞑つむったままだった。

　そっと目を開ける。

　眼下に広がっている黒色の街。唯ゆい人とは街の空に浮かんでいた。

　空には雲一つなく、ただ濃こい灰はい色いろに埋め尽くされている。眺めていると、すぐに気付いた。眼下に広がるのは、唯人が住む街だった。真下に月つき士し那な探偵事務所がある舞まい坂さかビルディング、北を向けば武む佐さ野のの繁はん華か街がいがあり、遠くには唯人の住む高校の寮りようも見える。それらの建物が、黒く粘ねん性せいの強い液体で構成されて並んでいた。

　唯人の知る第二界は、漆しつ黒こくに覆われた空間だった。だが、こうして眺めると、まだ記き憶おくが正せい確かくに再現されている場所も残っていた。形を保った建物の窓からは、ぽつぽつと光が灯ともっている。見み慣なれた街、けれど、夜景を彩いろどる光を大きく減らし、遥はるか上空から黒いペンキをぶちまけたような景色けしきが広がっていた。

「これが……異界」

　愕がく然ぜんと、呟つぶやく。街のあちこちで、死者の魂だろうか、黒い塊かたまりが蠢うごめいている。

「第二界は、まだまだ異界の入り口だよ。現在、確認されているだけで十七界まである。これはただ、それより下の界を開くことが出来る異界使いがいなかったというだけさ。異界はもっと深くまで続いている。私の〝ダイブ〟の能力で潜もぐれるのは、今のところ十三界までだ。私の目標は、異界の最下層に辿たどり着くこと。そして、誰だれも見たことのない真理をこの目にする」
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「それを見て、どうするんだ」

「どうもしないさ、ただ純粋に知りたいだけだ。この世を統すべる涅ね槃はんの全すべてを。もしそれが気に入らないものだったら、その時は壊こわしてやるのもいい」

　唯ゆい人とは、思わず蘭らん不ぷの方を向く。その強気な表情の中に、絶対的な自信の中に、ほんの一握り、塩しお胡こ椒しようほどの哀かなしみを見た。

「異界に落ちた魂たましいが上の階層に留とどまり続け、何を想おもって現世を侵食しようとするかわかるか？　怒り、憎しみ、怨うらみ辛つらみ、何も知らない人間たちも異界使いも、霊れいとはそういう怨おん念ねんの塊かたまりだと思っている輩やからが多い。だがね、違うんだ」

　蘭不の赤い瞳ひとみが、夜景を見渡す。色彩のない街。様さま々ざまな物が損そこなわれた街。歪いびつで、不完全な現世のレプリカ。まるで、その下で蠢うごめいている死者たちに思いを馳はせるように続ける。

「彼らが一番強く抱いているのはノスタルジー、望郷の思いさ。ただ、人の形を保って現世に残っていたいだけなのだ。彼らは嘆なげいているのだよ。自分の死しに様ざまをではない。何故なぜ、死んでからなお、このように自分が大切にしてきた心や記き憶おくを奪うばわれていくという責せめ苦くを味わわなければならないのか、とね」

　異界のノスタルジー、唯人には、怪かい物ぶつのような漂流者たちにとてもそんな物を感じることは出来なかった。唯人は先ほど感じた哀かなしみの理由を、垣かい間ま見みた気がした。

　彼女は現世の人間であり漂流者でもある。生であり死である。どちらの世界にも入り込めるが、どちらの世界にも決して受け入れられることのない異端者。だからわかるのだ、現世の人間たちの考えと同じように、漂流者たちに残された想おもいが。蘭不は、淡たん々たんと告つげる。

「私はこの異界というシステムに疑問を持っている。自然が成したのか、神が創つくったのかわからないが……もし神がいるのなら問い詰めてみたいものだな。貴様は何のために世界を作ったのだ、とね。だから私は知りたいのだよ。この異界の深しん淵えんに眠る真理をね」

　一つ、ため息をつく。蘭不は軽く首を振り、額ひたいに左手の甲を当てた。じゃらり、と手て錠じようがなり、唯人が必死に握にぎり締しめている手もついでに持ち上げられる。

「つまらんことを話したね。さぁ、始めな。とっとと藤ふじ野の紗さ雪ゆきを呼ぶんだよ」

「急に手を動かすなよ、危ねぇだろ……呼ぶったって、どうやって」

「思い出すのだ、貴様が持っている藤野紗雪との記憶を。そうすれば、人間であった時の記憶を欲して魂の欠片かけらが近寄ってくる。これもノスタルジーだよ」

　それなら簡かん単たんなことだった。幼い頃ころ、兄とは違って、紗雪にはよく遊んでもらった。童話を読んでもらったこと、誕たん生じよう日びにケーキを作ってくれたこと、剣道で負けた日に慰なぐさめてくれたこと。紗雪はいつも優やさしかった。淡あわい、初恋の思い出だ。

　まだ足りないな、蘭らん不ぷが横で呟つぶやくのが聞こえる。

　目を瞑つむり思い出す。一度、紗さ雪ゆきに兄について尋たずねたことがあった。兄の無関心さは、幼い唯ゆい人とに自分が嫌われているのではないかと思わせた。その話を紗雪に相そう談だんをしたのだ。紗雪は、その時だけ、いつも唯人に見せるのとは別の種類の笑えみを浮かべた。その時の言葉が、頭の中に蘇よみがえってくる。

「あの人は、ああ見えて臆おく病びようなのよ。自分の中に聖域があって、それを誰だれかに見られるのが怖いの。だから唯人ちゃんには、まるで避さけられているように見えるのかもしれないわね。でも心配しないで。あの人は、あなたのことを嫌ってなんかいないわ」

　唯人は、その笑みを見ながら、胸の中にもやもやした煙が広がっていくのを感じた。それは唯人が初めて感じた、兄への嫉しつ妬とだった。兄の話をする時の紗雪は一番嬉うれしそうだった。その笑え顔がおだけは、好きになれなかった。

「紗雪お姉ねえちゃんは、お兄にいちゃんが好き？」

「ええ、好きよ。あの人がいなくなったら、世界が真っ暗になってしまうくらい好き」

　もちろん、唯人ちゃんのことも好き。紗雪はそう付け足した。けれど、唯人はそれで心を抑えることなど出来なかった。自分の中で、もやもやした煙が膨ぼう張ちようし、胸が破裂しそうなほど苦しかった。紗雪は、気付かずに笑みを深める。

「あの人はね、自分が大切だと思った物には眩まぶしいくらいに一いち途ずなの。ほんとうに、見ているこっちが心配するくらいに真まっ直すぐで一途なの。だから、間違った方向に行っちゃわないように、私がずっと支えていかなくっちゃって思うの。ねぇ、そウデ……ショ、ウ」

　ふっと、目の前に気け配はいを感じる。

　目を開くと、紗雪がいた。紗雪の成なり損そこないが立っていた。長い黒髪、美しい鼻び梁りよう、目には眼球がなく口からは誰かの指がはみ出ている。唯人は動けなかった。異い形ぎように身を堕おとしていたが、それは紛まぎれもなく藤ふじ野の紗雪だった。紗雪の形のよい唇が、小刻みに震ふるえながら開く。挟はさまっていた指虫がぽろぽろと下に落ちていく。

「ユ……イト…………助ケテ……ア……ゲ、テ」

　武む佐さ野の駅えきで聞いたのと同じ、金属を擦こすりつけたような声がする。その姿を、恐ろしいとは思わなかった。唯人の中に浮かんだのは、全まつたく場違いとも思えるような感情だった。胸の中に、昔と同じもやもやとした煙が広がる。そんな姿になっても、紗雪姉ちゃんは、兄貴との思い出にしか答えてくれないんだ。

「よくやった、小僧。現世に戻るぞ」

　蘭不は右手を唇に触れさせてから、上に伸ばす。その瞬しゆん間かん、赤く光る文字が紗雪の周囲を囲む。そして、光が弾はじける。唯人の視界は突然のフラッシュに白く覆おおわれ、そのまま意い識しきごと吹ふき飛ばされた。







　気が付くと、事務所のソファで横になっていた。冷えたタオルが額ひたいにのせられている。どうやら、現世に戻る時に意い識しきを失ったらしい。ソファの向かいには、戒かい人とが座っていた。戒人は、まだ唯ゆい人とが目覚めたのに気付いてないようで、手に持った鏡かがみを見つめていた。

「すまないな……あと少しだけ待っていてくれ」

　そう、呟つぶやく。恐らく、その鏡の中に紗さ雪ゆきの漂流者を閉じ込めたのだろう。と、電話が鳴る。戒人は鏡をポケットに仕し舞まって立ち上がる。唯人も体を起こし、部へ屋やの奥を覗のぞき込む。奥のテーブルに座っていた蘭らん不ぷが電話を取り、全員に聞こえるようスピーカーにする。聞こえてきたのは、ノインの声だった。

「レムの方は収しゆう穫かくなしだ。エクスシアが管理している異界使いの中に、該がい当とうするような異能者はいなかった。でもな、留る守す電でんの方はなかなか面おも白しろいことがわかったぜ。携けい帯たい電話の名義は、栗くり田た進しん吾ごって奴やつになってた」

「誰だれだい、そいつは？」

「あぁ、誰だろうと思って調しらべたのさ。栗田進吾ってのはキングの本名だ。何のこたぁねぇ、あいつが電話してたのは、自分自身の携帯だったのさ」

「誰か、考えを聞かせな」

　蘭不の試ためすような問いかけに、戒人が真っ先に反応する。

「こういう推測はどうだい。キングとホワイトナイトは同一人物だったんだ。クラブで契約を持ちかけられたなんて話も、留守電のシステムも、自分が狙ねらわれないようにするための自作自演だった。仲間にもその噓うそを徹てつ底ていしていた。あいつなら、秋あき雨さめが言ってた条件にも全すべて当てはまるだろう。そう考えたら全て納なつ得とくがいかないか？」

　戒人の推測に、電話ごしでノインも頷うなずく。

「有り得ない話じゃねぇな。百体もの漂流者を遠えん隔かく操そう作さ出来るほどの異能者なんて、そういるもんじゃねぇ。おまけに、エクスシアもその存在を何も知らないなんてな。それなら、漂流者を操あやつっていた本人もあの場所にいたと考える方が現実的だ。あとは消去法、あの場にいた悪夢愛好会で生き残っているのは、あのプッツン野郎だけだ」

「ふん、いいだろう。及きゆう第だい点てんだ。だが、決め付けるのはまだ早いよ。ホワイトナイトがキングに命じて携帯を作らせただけかもしれないからね。もし貴様の推測が当たりなら、異能者としても強力だとは思えないね、ただでさえつまらない事件が、より退屈になる」

　次に、秋雨の声に代わる。

「キングの足取りについて、こっちも聞き込みでわかったことがある。昨日きのうの夜、根ね城じろにしてた例のクラブに来てな、金をあるだけ持って飛び出してったらしい。しばらく身を隠かくすっていってな、なんでも今にも小便と糞くそを一いつ緒しよにちびりそうな怯おびえっぷりだったそうだ。きっと社長が出てきたことを知ったんだろうぜ。隠れる場所については何も言ってなかったってよ。けどな、以前に悪夢愛好会で儲もうけた金で、長なが野のに別荘を買ったっていう話をしていたらしい。海水浴場の公衆便所みたいに臭におうだろ？」

「そうか、よくやった。こっちも連中の居場所を調しらべる手がかりを手に入れたところだ。事務所に戻ってきて、霧きり崎さきと一いつ緒しよにその別荘に向かいな。私はもう降りる、こんなくだらない事件のために、長野まで出向く気にはなれないからね。貴様たちの事件だ、貴様たちでこの下らない事件に幕を引くんだ、いいね」

　受話器を置くと、真まっ赤かなルージュで縁ふち取どられた蘭らん不ぷの唇が、大きく釣つりあがる。

「聞こえたかい、ウチの奴ど隷れいたちを貸してやる。後は好きなように片付けるといい。小僧、貴様はもう帰りな。そんな顔をするな、ここまで協力したのだ。後日、事件の経過は伝えてやるさ。日を改めてまた来るといい」

　不満そうに見上げる唯ゆい人との頭の上に、戒かい人とが手を置く。

「唯人、後は俺おれに任せろ。紗さ雪ゆきの魂たましいを弄もてあそんだ罪は、俺の手で償つぐなわせてやる。うんと苦痛を与えてから殺してやるさ。全すべてが片付いたら……そうだな、一緒に飯でも食おう」

　遠い存在になってしまった兄を見ながら、唯人は素直に頷うなずく。

「あぁ……紗雪姉ねえちゃんを、救ってあげてくれ。兄貴の手で」

　瞳ひとみの中に、一いつ瞬しゆんだけ、深い哀かなしみが揺ゆれる。すぐにそれを消し、戒人は笑えみを浮かべた。

　唯人の頭の中には、異界で聞いた紗雪の声が、絡からみつくように響ひびいていた。




　　　　＊




　悪夢愛好会の逃げた先は、秋あき雨さめが仕入れた情報通り、長野のとある避ひ暑しよ地ちだった。情報を頼りにそこへ向かい、紗雪の魂を使って一つの別荘を突き止めた。

　広こう葉よう樹じゆの林に囲まれた静かな別荘地の隅すみ、一棟だけ明かりが灯ともっている小さなコテージがあった。その脇わきに、赤いワーゲンが止まる。

「間違いない、あそこだ。あの中に紗雪の魂の欠片かけらがある」

　戒人の手にしている手て鏡かがみが小刻みに揺ゆれている。それが、鏡の中にいる紗雪の漂流者が、片割れを求めて反応している証あかしだった。

「へぇ、それで魂の片割れがわかるのかよ。便利なもんだな、金属探たん知ち機きみてぇだ」

　秋雨は、戒人の手鏡を見ながら呟つぶやく。車内にいるのは、戒人、秋雨、ノイン、レムの四人だった。

「にしても、長野に別荘とは恐れ入ったな。悪夢愛好会でよっぽど金を儲もうけてたんだろうぜ。それだけ、金を持て余した変態どもがいるってことか」

「つまんねぇことを吠ほえてんじゃねぇよ、てめぇも漏もれなく変態の一人ひとりさ。人数はそう多くなさそうだ、正面からいけそうだな。さぁ、リベンジといこうぜ、便所王子」

　ノインは武器を調ととのえ、レムの髪の毛を手首に括くくりつけながら言う。戒かい人とも同じように髪の毛を身につけながら頷うなずく。その身から放たれる気け配はいに、いつもの軽けい薄はくな様よう子すはなかった。愛する者の魂たましいを陵りよう辱じよくされた怒りだろう、触れれば切れそうな気迫に満ちていた。その様子を見て、ノインは目を細める。他人の緊きん張ちよう感かんは、甘かん美びな味覚となって脳の中に広がる。

　ノインと戒人は別荘に向かう。秋あき雨さめとレムは、いつものように車で待たい機きする。

　二人ふたりが別荘の前に立つ。何の打ち合わせもなく、ノインがドアを蹴けり開ける。

　広いリビングには、全部で六人のライダースのガキ共がいた。キングの姿は見当たらない。ノインは引き金を引いた。銃声と共に、入口近くにいた二人が吹ふき飛ぶ。

「ハローハロー、元気か糞くそども。鉛なまり球だまのデリバリーにきてやったぜ」

　戒人が飛び込み、刀で三人目を貫つらぬく。恐怖を紛まぎらわせるために薬でもキメていたらしく、反応が鈍にぶかった。やっと残りのライダースが銃を構えるが、すでに遅い。銃声が轟とどろき、白はく刃じんが煌きらめく。一いつ瞬しゆんにして、残りは奥のソファで座っている坊主頭の男一人ひとりだけになった。

　遅れて、やっと状況を飲み込めたらしい男が、悲鳴を上げる。ノインは無造作に近づくと、その口を上から摑つかむ。股こ間かんの上に銃口をのせ、赤い目で睨にらみながら告つげる。

「キングはどこだ、答えろ」

　男は何度も頷きながら、奥の部へ屋やを指差す。ノインは間かん髪はつおかずに引き金を引く。劈つんざくような悲鳴、男は泡を吹ふいて倒れる。

　二人は奥の部屋へ向かう。今度は、戒人が先頭にたって部屋に飛び込む。

　そこは、暗室だった。写真の現像にでも使われていたのか、窓が塞ふさがれ、蛍けい光こう灯とうもなく、暗い闇やみが閉じ込められていた。その闇の奥からは、獣けもののような息いき遣づかいと共に、確たしかな人間の気け配はいが感じられた。

　二人は警けい戒かいしながら中に踏み入る。すぐに目が慣なれ、辺あたりがぼんやりと見えてくる。目に止まる物の少ない部屋だった。仲間割れでもしたのか、床ゆかにライダースの男の死体が倒れている。足元にステージで使っていた木き箱ばこが転がっている。あとは奥の壁かべにソファが一つ、それだけだった。

　ソファには、キングが座っていた。その顔を見たノインは、薄うすい笑えみを浮かべる。

「姉あね御ごのネームバリューはすげぇな。一晩でこんなにしちまうとは」

　キングは、怯おびえた瞳ひとみで二人を見上げた。その表情は、ライブハウスで見たものとはまるで別人だった。恐怖に蝕むしばまれ、憔しよう悴すいしきっていた。頰ほおがこけ、目の下には隈くまが出来ている。緊きん張ちようのためか呼吸がおかしく、息を吐くたびに手負いの獣が喘あえぐような音がする。

「ま、まてよっ、し、しらなかったんだ。魔ま女じよが、あんたらがー、〝反はん翼よくの魔女〟の関係者だったなんてよー。そうと知ってたら、あんなことっ。金、金ならいくらでも」

　戒人は刀を仕し舞まい、ナイフを取り出す。それをちらつかせながら、キングに歩み寄る。キングは抵抗すらしようとしない、咽のど元もとに刃やいばを突きつける。

「大人おとなしく質問に答えろ。ホワイトナイトはどこにいる？」

「知らねぇよっ。しらねぇ、本当だっ。あいつ、あいつー、もう電話がつながらねぇんだ。ナイトの野郎っ、お、俺おれを見捨てやがった」

「まだそんな噓うそをつくかよ。ホワイトナイトはてめぇだろ、もうとっくにバレてんだよ」

　ノインが言った瞬しゆん間かん、血走ったキングの目が見開かれる。

「なっ、なんだよそりゃ。ちがうっ、ちが、何言ってんだてめぇっ」

　キングは声を嗄からしながらそれを否定する。その反応に噓はないように見えた。キングの様よう子すに確かく信しんが揺ゆらいだのか、戒かい人とは背後のノインを振り返る。その瞬間、大声で叫んだ。

「危ないっ！」

　確認するより早く、ノインは真横に飛ぶ。一瞬前までノインがいた場所に、生まれたばかりの漂流者が立っていた。ライブハウスと同じ釘くぎ男おとこだった。床ゆかに倒れていた男の死体がなくなっている、おそらく、まだ息があったのだ。そしてタイミングを計って漂流者を呼び出した。

「くそがっ、罠わなのつもりかよ。せこい演技しやがって」

　ノインのリヴォルヴァが火を噴ふき、瞬時に漂流者を葬ほうむり去る。

　戒人が、キングの顔に手を近づける。右目の上を、そっと中指でなぞる。戒人の指先には、黒いコンタクトレンズが付いていた。そして、暗い部へ屋やの中で、キングの片目が、赤色に輝かがやいていた。

「決まりだな」

　異能者を示す輝きを確たしかめ、戒人は呟つぶやく。懇こん願がんするように、キングが見上げる。

「たっ、たすけてくれよぉ。なぁ、たすけ」

　戒人の蹴けりが、キングを吹ふき飛ばす。キングはソファから転げ落ち、壁かべに頭を打つ。戒人はさらに近づき、キングの腕を持ち上げると、ナイフで掌てのひらを壁に突き刺した。キングの下品な悲鳴が上がる。

「知ってるか？　『シンデレラ』の原作では、王おう子じに敗れた継まま母ははは、焼けた靴を履はかされて死ぬまで踊らされたそうだ。お前には、それでもまだ生ぬるい」

　ノインは、床に転がっていた木き箱ばこを拾い上げる。振ってみるが、中は空かららしく、何の音もしなかった。戒人を見やる。二本目のナイフを取り出していた。

「おい、便所王子、先に車に戻ってるぜ。あとは好きにしな。それから、この箱は持っていくぜ、姉あね御ごが調しらべたがってる」

　戒人は何も答えなかった。だが、聞こえていないはずもないだろう。ノインは復ふく讐しゆう者しやと化した男に背を向けた。そのまま振り返ることなく別荘を出る。

　背後からは、下品な悲鳴が響ひびいていた。それが、悪夢愛好会の崩ほう壊かいを告つげる音だった。
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　長なが野の県けんの避ひ暑しよ地ちでコテージが一棟全焼したという記事は、新聞の片かた隅すみに小さく取り上げられていた。その記事によると死傷者はなく、それどころか、コテージには誰だれもいなかったため出火の原因がまるでわからないらしい。死体が見つかりっこないのはわかっていた。異界は警けい察さつの捜査範はん囲いの外だ。唯ゆい人とは三日前の新聞を折り畳み、テーブルの上に置いた。

　悪夢愛好会が壊かい滅めつしてから三日が過ぎていた。唯人は再び、舞まい坂さかビルディングを訪れていた。

　平日であるため、学校と部活動を終えてからなのですでに辺あたりは暮れかかっている。カフェ『オリーブレイン』のオープンテラス、テーブルの上にはアイスコーヒー、向かいにはノインとレムの親子が座っている。今日きようは山やま田だはおらず、アルバイトだろう若い男がコーヒーを淹いれていた。

　唯人は、蘭らん不ぷとの約束通り、ノインから三日前の事件の顚てん末まつを聞きにきていた。

「ウケるだろ、その記事。霧きり崎さきの野郎、三年たっても放ほう火か魔まだぜ。進歩のねぇ野郎だ」

　ノインは豪ごう快かいに笑うが、唯人にはそのジョークに一分の面おも白しろみも見つけられなかった。横では、レムが卵サンドを齧かじりながら本を読んでいる。どんな本を読んでいるのかと思って見ると、意外にもメジャーな童話、ルイス・キャロル作『不ふ思し議ぎの国のアリス』だった。

「まぁ、それで話は終わりさ。キングは死んで、悪夢愛好会は消えてなくなった。後は、霧崎の仕事だ。あいつが依頼主の神楽かぐら坂ざかから金を受け取ったら、連絡よこす手て筈はずになってる。それもしばらく先みてぇだけどな。兄貴とは、あれからうまくやってんのか？」

「あれっきり何も話してないよ。一いつ緒しよに晩飯を食べるって約束はしたけど、何の連絡もないし。兄貴は、昔から俺おれには興きよう味みなんてなかったんだ」

「そんな風ふうには見えなかったけどな。ま、いいじゃねぇか。どんな兄だろうと、血の繫つながった奴やつがこの世界にいるってのは幸せなことだぜ」

　淡たん々たんと告つげるノインの顔を見ながら、唯人は、そうだな、と小さく呟つぶやいた。

「まだ何か聞きたいことはあるか？　姉あね御ごに、お前に事件のことを説明しとけって言われてんだ。適当にやって追い返したら、後で酷ひどい目に遭うからな」

「紗さ雪ゆき姉ねえちゃんの魂たましいは、どうなったんだ？」

「あぁ。実はな、見つからなかったんだ。例のステージで使われていた箱はこは持ち帰ったんだが、中は空からだった。箱も呪じゆ具ぐなんかじゃなかった。変わったことといやぁ、箱の底に釘くぎが一本刺さっていただけさ。姉御も調しらべたし、秋あき雨さめの目でも確かく認にんしたんだ、間違いねぇ。でもな、異能者が死ぬと、現世との繫がりがなくなって、操あやつられてた漂流者も異界に戻るのさ。今いま頃ごろは、安らかに眠ってるだろうぜ」

　釘と聞いて、唯人は武む佐さ野の駅えきのコインロッカーを思い出した。頭の中に、何か納なつ得とく出来ていないようなしこりが残る。気づいた時には、自然と言葉は口に出ていた。

「……本当に、事件はあれで終わったのか？」

　唯人がそう呟いた途と端たん、ノインの目が鋭するどくなる。

「どういう意味だそりゃ、何か不満でもあんのか？」

「不満ってほどじゃないけど、キングが異界使いだっていうのがしっくりこないんだ。確たしかにそれで何もかも説明出来るかもしれないけど、力を隠かくすような慎重な奴やつには見えなかった。それに、キングって呼ばれてる奴が偽ぎ名めいにナイトなんて使うとも思えない」

　否定されると思った。だが、意外にもノインは小さく頷うなずいた。煙草タバコを取り出し、レムがすかさず火をつける。

「実は、あたしも気に入らないのさ。何か根拠があるわけじゃない。ただ、あたしが知る限りね、こう複ふく雑ざつに自体が絡からまった時の終わりっていうのは二つに分かれるんだ。肩かた透すかしでもくらったみたいに案あん外がいあっけなく終わるか、嵐あらしみたいに全すべてを巻き込んでいっぺんに何もかもが崩くずれて終わるか。今回は、嵐がくると思ったんだけどね」

「他ほかに、何か変わったことはなかったのか？」

「あぁ、そういえば。姉あね御ごがな、例の箱はこを見た時に言ったんだ。ただの退屈な事件じゃなかったようだな、って。ぞっとするような笑えみを浮かべてよ」

　その話に、唯ゆい人とはいよいよ完成しかけたパズルが壊こわれるような気がした。

「おい、ハゲ。さっきナイトの名前、気になるって言ったな。それなら、知ってる」

　レムが本から顔を上げる。口の周りには卵とマヨネーズがついている。唯人が視し線せんで問い掛けると、レムが読んでいた本を持ち上げて示した。

「これの、続きに、でてくる」

　あぁ、と思わず頷く。それは紗さ雪ゆきが好きだった童話であり、唯人も読んでもらったことがあった。だが、名前の一致が偶ぐう然ぜんなのか、それとも意味があるのかは判断出来ない。何か、もう一つ閃ひらめきがあれば全てが繫つながるような、そんな据わりの悪さが胸を占める。

　背後から人が近づいてくる。振り向くと、買い物袋を提さげた山やま田だみどりが立っていた。いつも通り、整ととのってはいるが印象の薄うすい表情で唯人を見る。

「あら、あなた。久しぶりね。調ちよう子しはどう？　別に興きよう味みないけど」

　と、山田の視線が、テーブルの上のアイスコーヒーを見る。

「客……なの、客、いえ、お客様なのね」

　その瞬しゆん間かん、スイッチが切り替わる。マクドナルドでも十分に通用する満面の笑み。

「いらっしゃいませっ。ごゆっくりおくつろぎくださいませっ！」

　役者のような変へん貌ぼうぶりに、唯人は堪たまらず苦にが笑わらいを浮かべる。

　そういえば、と山田は何か思い出したように呟つぶやき、シャツの下から、ネックレスを引っ張り出す。アンティークのようで胸元には飛とび魚うおをあしらった飾りが付いていた。目には赤い宝石が埋まっており、趣しゆ味みは悪いが高級そうだった。

「この前、あのチンピラがこれ置いてったの。びっくりしたわ、あたしの趣味ドンピシャなのよ。あのチンピラに伝えといて。今週の土ど曜ようなら付き合ってもいいわって。それから、次はロイヤルコペンハーゲンのモカカップが欲しいわって。あんな容よう姿しでも、お金があるんじゃ仕方ないわね」

　夕日を反射し、飛とび魚うおの目が光る。その瞬しゆん間かん、唯ゆい人との頭の中に閃ひらめきが走った。思い出したのは、悪夢愛好会のバッジだった。山羊やぎの角つのに埋め込まれていた赤いガラス球、そして、口の中に埋め込まれていた鏡かがみ。

　途と端たん、足が震ふるえた。ポケットの携けい帯たいが振動していた。取り出すと、ディスプレイには唯人の心を読んだかのように、霧きり崎さき戒かい人との名前があった。ボタンを押して、耳に当てる。

「よぉ、唯人。約束覚えてるか。晩飯でも食おうっていったろ、今から出てこれないか？」

　兄の声は、ひどく遠い所から聞こえているようだった。







　待ち合わせをした場所に、戒人は黒くろ塗ぬりのスポーツカーで現れた。唯人は助手席に座り、緊きん張ちようを悟られないように、兄との会話を続けていた。戒人は唯人の動どう揺ようなど気づく素そ振ぶりもなく、当たり障りのないことを尋たずねてくる。何が食べたい？　親父おやじとお袋は元気か？　剣道は何段になった？　学校はどうだ？　その度に、唯人は短く答えを返した。なんでもいい。別に。知らない。やがて、車内を気まずい沈ちん黙もくが包む。

「どうした、唯人？　どっか悪いのか、それとも、何か気に入らないのか？」

「そんなわけないだろ。ただ、少し戸と惑まどってるだけさ。昔の、俺おれが知ってる兄貴と感じが違うから」

　戒人が、ルームミラーごしに唯人を見る。その視し線せんは、言葉の続きを促うながしていた。

「その……なんつーか、兄貴、昔はあんまり喋しやべらなかっただろ。そんなに軽口も言わなかったし、笑うのも……紗さ雪ゆき姉ねえちゃんの前でしか見たことなかった。こんなこと言うと変だけど、俺、兄貴に嫌われてるんじゃないかって思ってたんだぜ」

　それは、ライブハウスで再会した時から感じていた率直な感想だった。戒人は唇を気き障ざっぽく持ち上げる。昔の兄にはなかった表情。

「紗雪をなくしてから三年間、色いろ々いろあったからな。性格くらい変わるさ」

「……俺が異界から探してきた、紗雪姉ちゃんの魂たましいはどうした？　まだ持ってるのか？」

「長なが野のから帰ってきてすぐ、異界に還かえしたよ。当たり前だろう。なんで、そんなことを聞くんだ？　もう一度、会っておきたかったか？」

　信号が赤に変わり、車が止まる。それに合わせたように、会話が再び止まる。街のセンター街に差し掛かり、道路の両りよう脇わきにはレストランが並んでいる。しかし、戒人はまるで寄せる素振りを見せない。ずっと先を見み据すえたまま、呟つぶやく。

「知ってたんだ……唯人、お前も紗雪のことが好きだっただろう？」

　唯人は、言葉に詰まった。沈黙が、それを肯定してしまう。

「素直な奴やつだな。実は、お前の気持ちに、先に気付いてたのは紗さ雪ゆきだったんだよ。どうしよう困ったなぁ、なんて言ってたけど、どこか嬉うれしそうだったな」

　戒かい人との言葉が、ついに唯ゆい人とに決意をさせた。胸の中に抑おさえていた疑ぎ惑わくの蓋ふたを、そっと開く。思い出の中の紗雪と、漂流者になった紗雪の顔が、並んで浮かんでくる。

「……紗雪姉ねえちゃんの漂流者がさ、俺おれにこう言ったんだ、助けてあげてって。助けて、じゃなくて。ずっと気になってたんだ、それってどういう意味だと思う？」

　戒人の顔から、笑えみが消える。軽けい薄はくさが消える。唯人は、デジャヴュのように兄の表情を見つめた。人はそう簡かん単たんには変われない。それは、唯人がよく知る戒人の表情だった。

「唯人、言いたいことがあるなら、はっきり言ったらどうだ」

　他者を受け入れない、冷たい声。唯人は意い識しきを研とぎながら、言葉を続ける。

「もし、俺の勘かん違ちがいだったら笑ってくれ。もしそうだったら、そん時は、謝あやまるからさ。今回の事件を起こしたのは、ホワイトナイトの正体は……兄貴じゃないのか？」

　戒人は笑わなかった。不ふ愉ゆ快かいそうに、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「なんだよ、それ。お前、自分が何言ってるかわかってるのか？」

「さっき、思い出したんだ。悪夢愛好会のバッジには、全部、鏡かがみが付いていたよな。兄貴なら、その中に漂流者を入れることが出来た。あの釘くぎ男おとこは人間の魂たましいと引き換えに呼び出されたんじゃない、もともと鏡の中に仕込まれてたんだ。鏡から漂流者が出てくると、当然、身に付けていた人間は侵食される。だから、そう見えただけだ。それから、コインロッカーや箱はこの奥に刺さってた釘は、鏡を引っ掛けておくためのフックだったんだろう」

　唯人の頭の中に、蘭らん不ぷたちと行った会かい議ぎが蘇よみがえる。魂が媒ばい介かいになって漂流者を呼び出す能力、そう考えるよう仕向けたのは誰だれだったか。キングと異能者が同一人物だと最初に言い出したのは誰だったか。そう考えると、全すべての辻つじ褄つまがあった。

「俺が、何のためにそんなことをするんだ？」

「それも、紗雪姉ちゃんが教えてくれた。紗雪姉ちゃんが好きだった童話、子供の頃ころ、俺もよく読んでもらったよ。ホワイトナイトというのは『鏡の国のアリス』の中で、アリスを鏡の世界から現実に戻る手助けをする白い騎き士しのことだ。レムに聞いた時はピンとこなかったけど、今ならわかる。紗雪姉ちゃんのことを考えて、そんな名前にしたんだろう」

　戒人の表情は、まるで揺ゆるがない。動どう揺ようも、焦あせりも、怒りさえもない。

「アリスか、懐なつかしいな。お前、紗雪が一番好きだった童話を覚えてるか？」

「誤ご魔ま化かすな、ちゃんと答えろよ」

　戒人は、唯人の声を受け流すように肩を竦すくめると、勝手に話を進める。

「『ラプンツェル』だよ。愛する者を失った王子は光を失い、深い悲しみに暮れながら砂漠を彷徨さまよう。そして、絶望の淵ふちで、愛する者と再会するんだ。俺も、そうだった。だから俺は、自分で王子と名乗ったんだ」

　唯ゆい人とは、その話に沈ちん黙もくする。それは決定的な言葉ではなかったが、不安を増大させるには十分だった。

「……唯人、さっきの話を〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟にもしたか？」

「して、ないよ。兄貴、もし俺おれの思い過ごしならそう言ってくれ。間違いなら、そう言って笑ってくれ。なぁ、どうなんだよ」

　答えを聞いた瞬しゆん間かん、戒かい人との表情が動く。それは、唯人の予期したどれとも違うものだった。それは、安あん堵どの笑えみだった。

「お前を食事に誘さそったのは、確たしかめるためさ。お前なら、お前だけは気付くかもしれないと思っていた。さすがに〝反翼の魔女〟は敵にしたくない」

　その言葉は、唯人の疑ぎ惑わくを確かく信しんに変えた。痛みにも似た感情が、心を揺ゆらす。怒りはなかった。いつもすぐに血が上るはずの頭が、今夜だけは、気味悪いくらいに冷え切っていた。

「噓うそ、だろ。噓って……噓だって、言えよ」

「唯人、さっきお前が自分で言った通りだ。俺は昔からお前が嫌いだった。お前が感じていたのは本当の気持ちだよ。昔から、紗さ雪ゆきだけが俺の全すべてだった。紗雪は、よくお前のことを褒ほめていた。本当の弟みたいに可愛かわいい、そう言っていた。俺にはそれが気に入らなかったんだ。そこに恋愛感情などないと知っていても、お前が実の弟だとしても、紗雪が他ほかの男の話をするのは我が慢まんならなかった。お前と紗雪が、俺の知らない時間を共有しているのも許せなかった」

　それは、初めて聞く兄の言葉だった。兄は全てを手に入れていたはずだった。嫉しつと妬は唯人からの一方的な感情であるはずだった。強過ぎる想おもいが嫉妬を生んだのだとすれば、今回の事件もきっとそれが理由なのだろう。

「……どこに、向かってるんだ、兄貴」

　気が付くと、すでにセンター街を抜けていた。辺あたりは住宅ばかりになり、徐じよ々じよに灯あかりも乏しくなってくる。

「昔、よく剣道の稽けい古こをしたよな。どれくらい強くなったのか、見せてみろよ」

　戒人は冷たい笑えみを浮かべ、アクセルを踏み込んだ。







　車は一時間ほど走り、舞まい坂さか町ちようから離はなれた田舎いなか町まちで止まった。その町についた頃ころには、日はすでに沈んでいた。広大な畑とビニルハウスが並び、その間にぽつりぽつりと家が並んでいる。

　町の外れに、戒人の屋や敷しきがあった。それは家というよりも、何の飾りもない剝むき出だしのコンクリートの箱はこだった。窓一つなく、不気味な雰囲気を醸かもし出していた。周囲も味気ないコンクリートの塀へいで囲ってある。その外がい観かんは、小ぶりな牢ろう獄ごくのように見えた。

　屋敷の前に車が止まる。着くまでの間、車内には一言の会話もなかった。

　戒人は、ついて来いと合図して車を降りる。唯人も後に続く。不ふ思し議ぎと、不安や恐怖はなかった。まるで導どう火か線せんに火がついた爆ばく弾だんのように、感情が爆発する瞬しゆん間かんを待っているかのようだった。

「ただいま。今帰ったよ」

　中にいる者に呼び掛けながら、戒かい人とは扉を開く。

　扉を開くと、血の臭においがした。第一界と重なっているようで空気が湿っている。室内は暗く、はっきりと見渡すことは出来なかったが、二つの人ひと影かげが部へ屋やの奥で揺ゆれているのだけはわかった。両側の壁かべには、びっしりと鏡かがみが並んでいた。大小様さま々ざまな種類の鏡がぶら下げられている。様々な角度から映される自分の姿は、互いを監かん視しし合っているようで不気味に見えた。

　部屋の奥から、先に中へ入った戒人の呟つぶやきが聞こえてくる。

「遅くなってすまないね、紗さ雪ゆき」

　次の瞬間、部屋に明かりが灯ともった。天てん井じようからぶら下げられた白はく熱ねつ灯とうが、橙だいだい色いろに部屋を照らす。部屋の様よう子すが、隅すみ々ずみまで明らかになる。床ゆかに残っている大量の血けつ痕こん、壁に掛かった無数の鏡、天井にびっしりと埋め尽くすように書き込まれたクラフトグラフ、そして。

「俺おれのアトリエへようこそ。歓かん迎げいするよ、唯ゆい人と」

　戒人は、部屋の中央で両手を広げていた。そして、その背後。両後ろには、二体の漂流者が立っていた。それは二つに砕くだかれ、醜みにくく爛ただれた、藤ふじ野の紗雪の魂たましいだった。

　多少の違いはあるが、どちらも似た姿だった。目の奥に光はなく、口からは黒い液体が零こぼれ、肌には斑まだらが浮かび、体のあちこちに蛆うじのように指虫がたかっている。口からは、金属を擦こすり合わせたような声が漏れていた。

「ユ……トォ……タ……テ、アゲ、テ」

「ゆィとぉ……スケテ……ア、ゲテ」

　それは悪夢だった。悪夢そのものだった。その光景を予期していたとしても、それでも耐え切れるものではなかった。抑おさえられていた感情が、破裂する。唯人は、絶叫した。異常さと悲しみで心が軋きしむ。血塗れた床に膝ひざを突き、泣なき崩くずれた。

「そうか、唯人。紗雪と会えたのがそんなに嬉うれしいか。どうだ、唯人。姉ねえさんはあの頃ころと何も変わってないだろう。あぁ、君はいつだって、美しい」

　戒人は紗雪に近づく。その頰ほおに優やさしく触れる。支配下においているからか、侵食は起きない。それどころか、紗雪は、低い呻うめき声でそれに応じる。

「そんなの、紗雪姉ちゃんじゃないっ……なんでだっ。なんでこんなことっ」

「わかってる、唯人。紗雪がまだ完全じゃないと言いたいんだろう。大丈夫だよ、まだ物語の途と中ちゆうさ。二つに分かれた魂が一つに戻れば、紗雪は元の姿を取り戻す。今は俺にしか聞こえない言葉も、ちゃんとお前にもわかるようになる。そういえば、お前は紗雪に童話を読んでもらうのが好きだったね。もうすぐ、また聞けるようになるよ。あぁ、君の声はなんて美しいんだ」

　戒人は、恋人を抱くように漂流者に体を寄せる。それは、目を背そむけたくなるほど異様な光景だった。唯ゆい人とは、感情のままに声を張り上げる。

「紗さ雪ゆき姉ねえちゃんの声が、聞こえてないのは兄貴の方だっ。なんで、こんなこと」

　立ち上がり、涙を拭ぬぐう。すでに悲しみからは脱していた。残ったのは、血のように濃こい怒りだった。兄を睨にらみつける。戒かい人とも紗雪から体を離はなし、弟を睨み返す。

「俺おれが、紗雪の声が聞こえていないだって。唯人、お前が紗雪の何を知ってる？　答えてみろよ、紗雪と俺の何を知ってるんだ。紗雪の声が聞こえているのは、俺、だけだ！」

　戒人は壁かべに歩み寄る。そこには、戒人が武器として使っていた日本刀をはじめ、数本の刀が無造作に立てかけられていた。その中から二本の木ぼく刀とうを取り出す。

「俺が憎いか、唯人。なら向かって来い。久しぶりに稽けい古こをつけてやる」

　戒人は、唯人に向けて木刀を放り投げた。カラン、乾いた音を立てて、唯人の目の前に木刀が落ちる。

　その瞬しゆん間かん、唯人は条件反射のように駆かけ出していた。木刀を拾い、そのままの勢いで戒人目掛けて突進する。間合いは瞬時に詰まる。叫ぶ。裂れつ帛ぱくの気合と共に、唯人の木刀が振り上げられる。

　木が打ち合う鈍にぶい音。唯人の面めん打うちは、あっさりと受け止められていた。

「俺はお前に、そんな戦い方を教えたつもりはないよ。踏み込みが甘い、感情に任せるな、視し線せんの使い方にも気を配れ、そう何度も言っただろう」

　鍔つば迫ぜり合いの中、戒人は昔と変わらない注意を投げてくる。それが、唯人の怒りを増幅させる。だが、同時に冷静さも取り戻させていた。

　昔は、兄には手も足も出なかった。だが、俺は強くなった、剣筋も見える。やれる。

　気合と共に、兄の木刀を力任せに弾はじく。戒人は逆さからわず、自みずから背後に跳とびながら手首を狙ねらった一いち撃げきを放つ。昔と変わらない鋭するどい引き小手、だが、反応出来る。唯人はそれを防ぐと、刹せつ那な、左足に力を溜ためる。得意の諸もろ手て突つきを放つ。

　次の瞬間、吹ふき飛んでいたのは唯人の方だった。突きは左にいなされ、間合いを詰めた唯人の鳩尾みぞおちに、戒人の蹴けりがめり込んだ。

　木刀が宙を舞まい、唯人は仰あお向むけに転がる。体を起こした時には、すでに戒人は眼前だった。鼻先に、木刀の切っ先を突きつけられる。

「唯人、お前は何も成長しちゃいない。飯まま事ごとのチャンバラ遊びのままさ。だから、お前は弱いんだよ。三年間、ずっと俺の影かげを追って剣道をしてきたんだろう。だが、これが現実さ。差が縮ちぢまることはない。なぜ気づかないんだ、俺には、何をやっても敵かなわないってさ」

　唯人は、兄を見上げる。確たしかに、兄の影を追って毎日竹刀しないを振ってきた。それでも差は縮まっていなかった。どちらも、戒人の言う通りだった。だが、以前まで感じていたコンプレックスは感じない。剣道では敵わなくとも、他ほかの何においても劣っているとは思わなかった。

「あんたは、今、俺の目の前で、道を踏み外した。もう、俺の前にあんたはいない。あんたの影かげになんか、もう負けねぇよっ」

　切っ先を素す早ばやく摑つかむと、思い切り引き寄せる。戒かい人とが前のめりにバランスを崩くずす。その瞬しゆん間かん、唯ゆい人とは立ち上がり様ざまに、顔がん面めんに拳こぶしを叩たたきつけた。今度は戒人が尻しり餅もちをつく。乾いた音を立て、木ぼく刀とうが転がる。

「あんたは、狂ってる」

「あぁ、そうさ。人を愛するということは、狂うことなんだよ。お前にはまだわからないだろう、唯人」

　刹せつ那な、唯人の周囲を、湿った空気が覆おおった。辺あたりを見回す、壁かべに掛けてあった鏡かがみから、釘くぎ男おとこが這はい出してきていた。全部で七体の釘男が、唯人の周囲を囲む。それは絶望に似た景色けしきだった。

　戒人は、切れた唇から流れる血を拭ぬぐいながら立ち上がる。

「唯人、お前は俺おれの弟だ。逃がしてやってもいいと、ほんの少しは思っていたんだ。だけど、やっぱり駄だ目めだ。お前は俺を理解しない。俺はお前を好きになれない。兄弟ごっこは終わりさ。ここで、異界に飲まれて、死ね」

　周囲の釘男が動き出す。唯人は咄とつ嗟さに木刀を拾う。だが、そんな物では対抗出来る相手でないことは、とっくに理解していた。

　戒人が漂流者を操あやつれることを、考えていないわけではなかった。だが、話さえ出来れば、まだ兄を止められるような気でいた。己おのれの無力さが、また唯人を苦しめる。こんなところで終わるのか、悔くやしさが込み上げてくる。震ふるえ出す足を抑おさえ、目を塞ふさぎたくなる衝しよう動どうに耐え、戒人を睨にらみ続けた。

　死が、じわじわと距きよ離りを詰めてくる。

　絶望を撃うち抜くように、銃声が響ひびき渡った。目の前にいた釘男が吹ふき飛ぶ。

「そこまでだよ、霧きり崎さき」

　背後から声が響く。それは、聞き違うはずのない不敵な声こわ音ねだった。

　振り返る。異界の薄うす闇やみの中、真しん紅くのコートをはためかせ、〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟月つき士し那な蘭らん不ぷが立っていた。漆しつ黒こくのボディスーツにロングコート、ビリヤードのキューケースを肩から下げている。

「なかなか程度のよい前座だったぞ、小僧。間に合わないと諦あきらめていた、灯とう香かへの言いい訳わけまで考えていたのだがね。なかなかに粘ねばったじゃないか」

　唯人は、漂流者に辺あたりを囲まれているにも拘かかわらず、すでに助けられたような安心感を覚えた。蘭不の背後には、秋あき雨さめ、ノイン、レムの姿もあった。先ほどの銃声は、もちろんノインの仕し業わざだった。

「霧崎、あたしは、けっこうあんたのこと気に入ってたんだ。マジであんたと喧けん嘩かするのを楽しみにしてたんだ。残念だよ」

　舌打ちが、部へ屋やの中に響いた。ノインではなく、戒人の口からだった。皆の視し線せんが集まる。それを待っていたように、笑えみを浮かべる。演じているかのような軽けい薄はくな笑みだった。

「なんだよ……せっかくいろいろと労したのに、全部、ばれちまったみたいだな。どうして、この場所がわかったんだ？」

「決まってるだろ、唯ゆい人とを尾行してたのさ。社長は、とっくにお前が怪あやしいと踏んでたんだ。唯人とお前が会うって話を聞いて、後をつけさせて貰もらった。もっとも、俺おれもノインも、さっきまですっかり騙だまされてたクチだけどな」

「そうか、魔ま女じよ様は全部お見通しだったってわけか。できれば戦いたくなかったが、どこかでこうなるような気はしていた。いいだろう、もう小細工はなしだ。決着を付けようじゃないか、〝反はん翼よくの魔女〟！」

　戒かい人とが手を振り上げる。途と端たん、唯人を囲んでいた釘くぎ男おとこの群れが、蘭らん不ぷたちに襲おそい掛かる。

「けっ、もうその面つらは見飽きた。マンネリな前ぜん戯ぎじゃ喘あえぎ声ごえも出ねぇぜ」

　ノインは銀ぎんのリヴォルヴァを抜き、蘭不は左手を異界と繫つなげる。火を噴ふくリヴォルヴァ。蘭不の手が次々と漂流者たちに触れ、死者の世界へと還かえる刻印を刻む。

　第二界程度の漂流者では、蘭不にとっては足止めにもならない。それはすでにライブハウスで立証済みだった。二人ふたりは、瞬しゆん時じに七体の釘男を撃げき退たいする。

「相変わらず、化ばけ物ものみたいな力だな。だが、これで俺も戦える」

　戒人の手には、日本刀が握られていた。漂流者は刀を拾うための時間稼かせぎだった。

　蘭不は構わず、部へ屋やの中央まで歩くと、うっとりとした表情で辺あたりを見回す。

「ここで、何人死んだ？　五人、十人、いやもっとか。貴様の馬ば鹿かげた妄もう想そうのために、どれだけの命が犠ぎ牲せいになったんだい」

「くだらんことを聞くなよ、何人死んだかなんて、あんたには興きよう味みないだろう。いつから気付いてた？」

「確たしかに、そんなことに興味はないね。最初に疑ぎ惑わくを持ったのは、神楽かぐら坂ざかの名を聞いた時だ。神楽坂のことは私も知っている、あの男が今回の事件に金を出すような奴やつじゃぁないこともね。名前を使うんのなら、もっと別の幹部を利用するべきだった。カラクリに気付いたのは、ノインに話を聞いた時だよ。あのライブハウスにいた悪夢愛好会のメンバーで、キングたち幹部の他ほかにも一人ひとりだけ、漂流者にならなかった者がいただろう」

　蘭不の説明を受け、秋あき雨さめが不気味にウィンクしてみせる。戒人はすぐに思い至ったらしい、大げさに舌打ちする。あの場にいた悪夢愛好会のメンバーは全員、ライダースも観かん客きやくも関係なくバッジを着けていた。秋雨の着けていたものは、直前にスキンヘッドによって奪うばわれている。

「そうか、迂う闊かつだった。混乱に乗じて秋雨も殺しておけばよかったな。そうすれば、あんたを出し抜けたのに。でも、神楽坂先生が協力してくれているのは本当さ。先生は、俺の師だ。三年前の事件の後、紗さ雪ゆきを失って町を彷徨さまよっていた俺は、先生と出会ったんだ。異界使いになるための術を教わり、この刀を貰もらった。それから、紗雪の復ふく讐しゆうのつもりで異界使いとして必死に働いた。エクスシアの仕事に打ち込むことで全すべてを忘れようとしていた」

　戒かい人との顔から、笑えみが消える。握にぎり締しめた拳こぶしが、小刻みに震ふるえ出す。

「だが、忘れられるはずなどなかった。俺おれには彼女しかなかったんだから。どんなに時間が過ぎても、俺の物語は前に進まなかった。ページは真っ白なまま、これから先もずっとだ。それがどれほど不安で孤独か、お前たちにわかるか。そんな時だ、ある仕事で、俺は出会ったんだ。紗さ雪ゆきの姿をした漂流者と。彼女を異界に還かえすことなど出来なかった、いや、これは運命だと思った。そして彼女を鏡かがみに閉じ込めたんだ」

「それが、一つ目の彼女の魂たましいだったというわけだね。そして、漂流者となった紗雪の魂が再び異界に戻らないようにするために、貴様は定期的に現世の情報、人間の魂を与え続けた。キングと取引をして、奴やつに能力を貸すかわりに、紗雪に生いけ贄にえを与えさせた。そんな手の込んだことをしたのは、良心が痛んだからかい？」

「別に、そんな物はとっくにないさ。ただ、奪うばう命を少なくしようと考えただけさ。奴らは人の命を奪うのを何も考えちゃいない、いわば天災みたいなもんだろ。奴らに目をつけられたら、どうせ殺されるんだ。生け贄になるなら死ぬ命の方がいい」

「ふざけんなよ。てめぇがばら撒まいた能力が、あのガキ共を助長させたんだろうが。てめぇの言葉には、いちいち吐き気がするぜ」

「確たしかに、あそこまで大きな組そ織しきになるとは思ってもなかった。だけど、俺は、エクスシアの任務でこれまで数え切れないほど大勢の命を救ってきたんだ。ほんの少しくらい奪ってもいいだろ。君は口は悪いくせに、随ずい分ぶんと良りよう識しき派はなんだな」

　怒ど鳴なり返そうとしたノインを、蘭らん不ぷが手で制する。戒人は、舞ぶ台たい役者が愛を表現するかのように、大げさに両手を広げてみせる。

「紗雪を愛していた。他ほかに、愛せる者などいなかった。彼女だけが、俺の全てだった。世界の中心だった。彼女を取り戻せるなら何だってした。何だって捧ささげた。世界中の人間を殺せば彼女が生き返るというのなら、俺はそうしただろう。それくらい、愛していたんだ」

　戒人の言葉は、狂気に満ちていた。余りにも真しん摯しで、一いち途ずであるがゆえに、狂気だった。紗雪が呻うめき声ごえを上げる。金属が擦こすれるような声で、戒人の名を呼ぶ。異界が震ふるえる。

「今の紗雪の魂は砕くだけてしまった。笑うことも歌うことも出来ない。だから、俺は決めたんだ。彼女の魂を取り戻すとね。死んでいたとしても、魂が完全な形で現世に残り続けるのなら、それは生きているのと変わらないだろう」

「そんなことが、出来ると思うのかい。一度、第二界に落ちた魂は、もう元に戻ることなどない。そんなことは異界使いなら誰だれでも知ってるルールだろう」

「可能さ。砕けた魂を元に戻す術なら、神楽かぐら坂ざか先生が知っている。そして、先生からあんたのことを聞いたんだ。異界に潜もぐることが出来る異能者、あんたの力なら残りの紗雪の魂を異界から探し出せると思った。そのために、暴ぼう走そうし始めた異界愛好会のガキ共を利用して、偽いつわりの依頼をでっち上げた。唯ゆい人とを事件に巻き込み、ライブハウスでキングを逃がし、あんたが異界に潜もぐって捜査するように仕向けた。礼を言うよ、あんたは期待通りに魂たましいを見つけてくれた。先生に魂を一つに戻してもらえば、紗さ雪ゆきは元の姿を取り戻す。あとは、彼女が再び異界に戻らないように、生いけ贄にえとなる魂を与え続けてやれば、彼女は現世に留とどまり続けることが出来る」

　唯人の頭の中に、畑はた中なか由ゆ美み子この最期が蘇よみがえる。由美子をコインロッカーに引きずり込んだのは、紗雪だった。再び、怒りが全身の血を支配する。

「生け贄ってなんだよ。そのために、これから先も何人もの魂を犠ぎ牲せいにしていくってのか。紗雪姉ねえちゃんは、優やさしい人だった。そんなこと、誰だれかの命を犠牲にしてまで現世にいようなんて思うわけないだろっ！」

　戒かい人との顔が一変する。真冬の湖面のように、冷たく凍いてついた表情。赤い瞳ひとみだけが、暗くら闇やみに潜ひそむ獣けもののように爛らん々らんと輝かがやく。まるで、人ではないようだった。

「唯人、お前にはわからない。ただ、紗雪を好すいていただけのお前にはわからないさ。いいか、俺おれたちは、愛し合っていたんだ。俺たちの魂は、二人ふたりで一つなんだよ。紗雪だって、俺がいればそれだけでいいのさ。他ほかの人間の命など、どうでもいいに決まってるだろう」

「もう止やめろ、唯人。アイツの顔を見ろよ。山の潰つぶれたネジと一いつ緒しよさ。もう完全にイッちまってる。緩ゆるめることも出来ないし、元に戻ることもない。ああいう手合には、何も通じない。もう道なんて何ど処こにも残ってないのさ」

　秋あき雨さめが唯人を止める。秋雨の言う通りだった。戒人には、もうどんな言葉も届かない、それは明らかだった。

「言っただろう、俺にとっては紗雪が全すべてだった。他の人間の魂など、実に軽いんだよ。魔ま女じよ、あんたにならわかるだろう。俺とあんたはよく似ている、ただ、紗雪は死んでいて、あんたの妹はまだ生きている。それだけの違いだ」

　蘭らん不ぷは笑う。冷たい、冷たい、沼の底から響ひびいてくるような笑い声。

「なるほど。確たしかに、そうだね。貴様と私は似ているかもしれないね。私も灯とう香かのためなら何だってするだろう。だから、貴様が今まで何人殺していようが、これから先どれだけ殺そうがどうでもいい。小僧が叫んでいるような青あお臭くさい正義にもうんざりだ。ただ、貴様は三つ過あやまちを犯した。私が許すことの出来ないのはそれだけだよ」

　蘭不はコートを脱ぐ、秋雨が駆かけ寄り、家来のようにコートを受け取る。下に纏まとっているのは黒いボディスーツ、右肩の天使、左ひだり太ふと腿ももの悪魔が露あらわになる。

「一つ、この私を利用しようとしたこと。私は頂上に立つ者だ、誰かに利用されたり指図されたりするのが我が慢まんならない」

　審しん判ぱんを下すように告つげながら、指を立てる。

「二つ、これが一番の理由だね。灯香を危険にさらしたこと。もし灯香の体に傷一つでもつけていれば、あの場にいた人間は、私の奴ど隷れいたちも含めて皆殺しにしていたところだ」

　秋あき雨さめとノインがそろって引きつった笑えみを浮かべる。

　そして、蘭らん不ぷは三本目の指を立てる。

「三つ、神楽かぐら坂ざか康こう安あんの名前を出したこと。その男は、私たちの父親だよ。灯とう香かは何も知らないから憎んじゃいないけどね、私はそいつを一生許さない。その男の実じつ験けんのせいで、灯香は消えない呪のろいを受け、私たちはこんな体になったんだからね」

　戒かい人との顔に、微かすかな驚おどろきが浮かぶ。

「神楽坂から聞いてなかったかい、それはそうだろう。恐らく、貴様の行動さえも実験だったのだよ。あの男は、異界の究明にしか興きよう味みはないのさ。そのためだったら何だってする」

　蘭不は口の端を吊つり上げるように笑う。見るものの心を搔かき乱す、狂乱の微笑ほほえみ。

「さて、わかったかい。この三つの理由から、私は貴様を殺すことにする」

　それは、紛まぎれもない死刑宣告だった。蘭不はキューケースのジッパーを開ける。中に仕し舞まわれていたのは当然キューではなく、折りたたみ式の鎌かまだった。タロットカードの挿さし絵えに描かれる死神の鎌のように、刃やいばが大きく広がっている。刃の形は歪いびつで、内側の刃がサバイバルナイフの背のように波打っており、漆しつ黒こくの側面にはいくつかの穴が開いている。柄えの部分はアンバランスに見えるほど短く、刃渡りとほぼ同じ長さだった。

　蘭不は刃を開き、それを肩に乗せるようにして構える。

「それが……噂うわさの鎌か。カテリーナ・スフォルツァが好んで処刑に用いたという悪あく魔まの鎌、エクスシアが指定している数少ないＳ級呪じゆ具ぐの一つだったな。いいだろう、話し合いの時間は終わりさ。あんたたちがここで死ねば、もう俺おれと紗さ雪ゆきの愛を隔へだてるものはなくなる。物語のクライマックスには強敵が付き物さ。〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟、あんたは俺たちの愛の深さを試すには丁度いい試練だ。さっさと死んで、俺たち二人ふたりの物語に花を添えろ」

　戒人も刀を抜く。第五界に繫つながっている呪われた剣、蒼あおノ雪ゆき房ふさ。妖あやしい白はく刃じんの煌きらめきが、異界の闇やみに映はえる。

「待っててくれ、愛いとしい人。今、全すべての悲しみの物語が終わるから。そして、始まるんだ。新しい、僕と君、二人が主人公の物語が！」

　戒人は叫ぶと、刀の鍔つばにぶら下がっている手て鏡かがみを撫なでる。鏡の中から、戒人の操あやつる漂流者、千せん手じゆ坊主が出てくる。

　千手坊主は、目の前の蘭不に向けて、一斉に全ての手を伸ばした。蘭不は避よけようともせず、無数の手が迫ってくるのを笑って見ていた。瞬しゆん時じに、蘭不の姿は手に覆おおわれて見えなくなる。

　次の瞬間、千手坊主の体は黒いペンキの塊かたまりとなって、地面に落ちた。撒まき散らされた黒い液体の中で、蘭不は悠ゆう然ぜんと右手を突き出した姿勢で立っていた。

「異界使いの戦いは、どちらがより深い異界を呼び起こせるかで決まる。私を異界に葬ほうむりたいのなら、もっと下の階層の漂流者を呼び出すんだね」

「やはり、能力比べなら勝ち目はないか。それなら、物理的に殺すまでだよ。異界を使う暇ひまも与えないさ」

　戒かい人とが駆かけ出す。瞬しゆん時じに間合いを詰め、飛び込むと同時、勢いを利用して下から斬きり上げる。

　高速で迫る白はく刃じん、蘭らん不ぷは体を捻ひねり、かろうじて躱かわす。戒人の攻こう撃げきはそれだけでは止まらなかった。避よけられると同時に、刀の軌道を無理やり変え、真下に振り下ろす。蘭不の鎌かまがそれを受け止める。ギィン、金属がぶつかる音が響ひびく。

「まずい、兄貴が剣を使ったら、誰だれにも止められない」

　唯ゆい人とが叫ぶ、戒人の強さは誰よりも理解していた。だが、周りはまるで反応しない。ノインだけが、淡たん々たんとした声で答えてくれる。

「確たしかに、強つえぇな、霧きり崎さきの野郎。残念だぜ、あたしとやったらいい勝負になったろうにな」

「何、落ち着いてんだよっ」

「黙だまって見てろ。あたしが前に、姉あね御ごに背中をつけられたっていったろ。あれは、異界使いとして戦ったんじゃねぇ、ただの喧けん嘩かをして負けたのさ。あたしは、姉御と戦って一発も入れたことはないよ」

　その言葉に、唯人は耳を疑った。蘭不は異界使いとしては無敵だとしても、肉体は灯とう香かと同じなのだ。見てりゃわかる、ノインは笑ってそう付け加えた。

　戒人の剣けん撃げきは止まることもなく、激げき流りゆうのように攻め続けた。それは、唯人が知る戒人の剣よりもさらに激はげしく、俊しゆん敏びんだった。鋭するどい突きからの横よこ薙なぎ、それが躱されると同時に刃やいばを立て、真上に斬り上げる。全すべての攻撃が繫つながり、一つの技となっていた。

　しばらくは、戒人の攻撃の凄すさまじさに目を奪うばわれていた。だが、それがどれだけ続いても、一つとして決まらない。遅れて、戦いの流れを支配しているのがどちらであるかを理解した。

　蘭不は、凄まじい斬ざん撃げきを全て躱し続けていた。ノインのように化ばけ物ものじみた身体能力があるわけではない。ただ、次の攻撃がわかっているように最短で動き、紙かみ一ひと重えで交わす。それを繰くり返していた。流れるように動くその様さまは、岩場を軽やかに抜けていく流水のようだった。鎌で攻撃を受ける時も、力負けするため正面から受け止めはしない。鎌独特の形状を使い、遠心力を利用して弧こを描くように振っている。それは、舞ぶ踏とうをしているかのように軽やかだった。

　ノインや戒人が使う剛ごう力りよくに対し、その対極にある戦い方。相手の力や反動を利用して力に代える、それを究極までに突き詰めていった理想系こそが、蘭不の戦いだった。完成された技法は、死し闘とうの中ですら美しくあった。

　戒人が大振りに横よこ一いつ線せんの斬撃を放つ。身を低くして躱すと、鎌の柄えで、がら空あきになった戒人の腹を突いた。堪たまらずよろめく。戒人は追撃を防ぐため、バランスを崩くずしながら背後に跳とび距きよ離りを開く。跳びながら、スーツの内に忍ばせていた投げナイフを放つ。

　蘭不は紅あかい唇を揺ゆらす。曲芸のように鎌を回転させ、ナイフを全て弾はじき落とす。

「やっぱ化け物、だな」

　戒人が呟つぶやく。唯人も、同じことを思う。見ている限り蘭不はまだ余力を残してさえいた。

「どうした、いい加減、退屈になってきたぞ。このままだと貴様の物語とやらは悲ひ劇げき、いや、そんなに美しいものではないな。誰だれもが目を伏せるような惨さん劇げきで終わることになるよ」

　戒かい人とは、追い込まれた状況にありながら、薄うすい笑えみを浮かべる。それは、何らかの覚悟を秘めた表情だった。

「残念だが、そうはならないよ、魔ま女じよ。借り物の力だから、物語のクライマックスに使うのは美しくないと思ってやめていたんだが、そうも言ってられないようだ。仕方ない。とっておきを見せてやる」

　自みずからの刃やいばを床ゆかに突き立てる。スーツを脱ぎ、カッターシャツの袖そでを捲まくる。そして、そこに刻まれているものを見せ付ける。

「おい……なんだよ、ありゃ」

　秋あき雨さめが、呻うめく。それは、これまで見たどんなものよりも不気味なクラフトグラフだった。

　戒人の両腕には、百足むかでが巻きついていた。デフォルメされた百足のタトゥ。ノインや秋雨と同じクラフトグラフなのだろうが、その印象はまるで違った。不気味で、眩暈めまいがするほど気持ちの悪い模様。騙だまし絵えでも見ているように、百足が歪ゆがんで見える。足が動いているように、いや、じっと見続けると、百足が戒人の腕の上を自在に這はい回っているように見える。

　戒人は、両腕に刻まれた百足を見せつけながら、咽のどを震ふるわせるようにして笑う。

「気にならなかったか？　なぜ悪夢愛好会の漂流者たちが皆、同じ姿になっているのか。俺おれが、弄いじったからさ。この腕で」

「〝造形〟の能力、あいつ、そんなモンまでもってやがったのか」

　ノインが呟つぶやくのが聞こえる。〝造形〟は、魂たましいを混ぜ、自在の形を作る能力。蘭らん不ぷが、ライブハウスで狼おおかみを作り出した時に見せた力だった。

　呆あつ気けに取られている唯人たちを他所よそに、蘭不は冷たい声で告つげる。

「その模様……あの男のものだね。霧きり崎さき、どうやらそれで、貴様を殺す理由が一つ増えたようだ」

「あぁ、そうさ。先生が、あんたと戦う時のために俺に与えてくれた力だ。いや、この部へ屋やそのものが、あんたを倒すために用意したものなのさ。さっきも言ったろう、あんたとは戦いたくなかった。でもな、最初に見た時から、俺の中の何かがこう叫んでいたんだよ。あんたとは、戦わなくちゃいけないってな」
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　遮しや蔽へい物ぶつが一つもない空間、逃げ場のない密室。天てん井じように隙すき間まなく刻まれたクラフトグラフは、戒人の操あやつる漂流者を現世に長く留とどまらせる効果を持つ。そして、両側の壁かべにびっしりと並べられた鏡かがみ。幾いく重えにも張り巡めぐらされた魔女を狩るための罠わな。

　戒人は、両腕を水平に伸ばす。掌てのひらを両側の壁に向ける。そこには、左右対称に、一ひと際きわ大きな鏡が飾られていた。全身を映すことが出来る、縦たて長ながの鏡。

「そして、こいつが俺の、最高傑けつ作さくだ。出てこい、亡もう者じやの百足」

　刹せつ那な、空気が重くなる。鏡かがみから溢あふれてきた気け配はいが、部へ屋やを包む。

　侵食が、始まる。鏡から溢れ出た異界が、部屋に広がっていく。鏡から、まるで水が溢れるように黒い液体が垂たれてくる。それは床ゆかを広がり、壁かべを這はい上り、部屋全体を黒く覆おおっていく。

　蘭らん不ぷは、景色けしきが第二界の闇やみに飲まれ、変へん貌ぼうしていくのを楽しそうに見ていた。背後で見守る唯ゆい人とたちに告つげる。

「レム、始めな。全員、しっかりレムに捕まってるんだ。飲み込まれても労災は出ないよ」

　レムは黒猫の面めんを持ち上げ、傷跡に囲まれた瞳ひとみを露あらわにする。ポーチからルービックキューブを取り出して組み立て始める。全員がレムに近づき、その肩や頭に触れる。

　部屋が、完全に第二界に取り込まれる。そして、それを待っていたかのように、中に潜ひそんでいた物が姿を現す。

　両側の鏡から、合わせたように同じタイミングで腕が出てくる。ごく普通の、人間の男の腕。それが、鏡の低い位置、足元辺あたりから伸びる。ゆっくりと、鏡に映したように左右対称に、両側から漂流者が這い出してくる。

　腕から肩、頭、首、胴体。露になっていく容よう貌ぼう。四つん這いになって出てきたのは、いたって普通の人間だった。服は着ておらず、感情のない虚うつろな瞳で蘭不を見る。そして、口を開く。

　おおぅん。おおおおぅぅん。

　半開きの口から、すすり泣くような声が漏もれてくる。不気味ではあったが、他人の部位が混じっている様よう子すはない。これまで見た漂流者に比べればずいぶんとマシな姿だった。

　漂流者の上半身が鏡かがみの外に出る。そこで、やはりそれがただの人間の姿ではなかったと知らされる。臍へその下辺あたりに、別の人間の顔があった。若い女の顔。男の下半身はなく、そこから下は女の上半身だった。女の身体からだから、男が生はえているようだった。今度は、女の身体が這はい出してくる。小さな肩、細い腕、豊かな胸、引ひき締しまった体、そして、臍の下には、別の男の顔。

「亡もう者じやの百足むかでか。歪ゆがんでいるな。まるで、貴様のようだ」

　蘭らん不ぷが、半ば呆あきれるように呟つぶやく。だが、その瞳ひとみは興きよう味み深ぶかそうに細められている。

　鏡から、限りがないように漂流者が這い出し続ける。太った男の身体には、別の若いの男の顔が埋もれている。鎖くさりのように繫つながった、亡者たちの行列。全員の口から漏もれているすすり泣きは、合唱のように重なって部へ屋やを埋め尽くす。

　おおおぅぅぅん。おおおぅぅぅぅぅん。

　延々と連なる人間の上半身。鏡から出た身体は、四つん這いのまま部屋の中を動き続ける。それはまさに、百足のようだった。

　戒かい人とは右腕を真上に上げる。すると、それまで勝手に動き回っていた右側の百足が、物もの凄すごいスピードで壁かべを駆かけ上る。無数の腕が、人間の腕とは思えない速さで揃そろって動き、その体は天てん井じようまで達する。

「なるほど。その両腕のクラフトグラフで、自在に操あやつれるというわけかい。さっきの鈍なまくら刀がたなよりは楽しめそうじゃないか」

「ほざいてろよ。俺おれは、ずっと、あんたの能力や性格を分析してきた。弱い漂流者じゃ触れることも出来ないが、これだけ濃こい魂たましいなら、侵食は出来なくても体に傷をつけられる。それから、あんたが黒い穴を開くには僅わずかだが集中する時間がいる。今、この瞬しゆん間かんまでが、あんたが俺に勝てる最後のチャンスだったのさ。俺の百足は足が速い。異界を使う隙すきも与えず、嬲なぶり殺してやるよ」

　戒人が右腕を振り下ろす。

　蘭不は、瞬時に右に跳とぶ。一瞬前までいた場所に、肉の塊かたまりが落ちてくる。亡者の百足が、石弓のように飛び掛かってきていた。轟ごう音おんと共にコンクリートの床ゆかが凹へこみ、蜘蛛くもの巣のような亀き裂れつが走る。侵食など受けなくとも関係ない、とても肉体が耐え切れる衝しよう撃げきではなかった。

　蘭不は、降ってきた百足に向けて鎌かまを振るう。だが、それよりも戒人が腕を動かす方が速かった。百足は無数の腕を動かし、素す早ばやく蘭不の傍そばを離はなれる。

「無む駄だだよ。俺の百足が、そんな武器で捕らえられるわけがないだろう」

　蘭不は忌いま々いましそうに戒人を睨にらみながら、後ろに跳ぶ。一瞬遅れて、目の前を左側の百足が通り過ぎる。

　戒人は、まるで指揮者のように両腕を振っていた。一見、優ゆう雅がな姿だが、その指先が操あやつるのは余りにも醜みにくい獣けもの、そして生み出すのは、圧倒的な破は壊かいだった。

　百足むかでが壁かべを掠かすめ、壁にかかっていた鏡かがみがいっせいに砕くだけ散る。轟ごう音おんが響ひびき、血ち塗まみれの床ゆかに、大だい地じ震しんでも起きたような亀き裂れつが走る。二匹の波状攻こう撃げきは、対抗する異界を呼び寄せるどころか、足を止める暇ひまさえ与えてくれない。

　蘭らん不ぷはかろうじて攻撃を避さけ、すれ違い様ざまに鎌かまを振るうが、刃やいばが敵を捕らえることはなかった。空から振ぶりし、何もいない床や壁に僅わずかな傷跡を残すだけだ。

　余裕の表情で戦いを見守っていた秋あき雨さめとノインが、初めて不安を漏もらす。

「うげ。もう駄だ目めだ、見てらんねぇ。俺おれ、あの漂流者は生理的に受けつけねぇ。ってかよ、社長、ちょっとヤベぇんじゃねぇか」

「確たしかに、霧きり崎さきのやろぉに乗せられちまってるな。でも、姉あね御ごにはまだ、アレがあるだろ」

　左右から降ってきた亡もう者じやの百足を、蘭不は身体からだを投げ出すようにして躱かわす。そして、立ち上がり様に、左手を唇に触れさせる。ノインの言っていた能力。蘭不は、自分の左手を異界と繫つなげる。穴を開くには時間を要しても、自みずからの腕に憑つかせるのは一いつ瞬しゆんだった。

　正面から、亡者の百足が向かってくる。蘭不は、今度は避ける事はしなかった。代わりに左手を突き出す。悠ゆう然ぜんと、笑えみを浮かべて。

　それを見ても、戒かい人との表情は全まつたく揺ゆらがなかった。呟つぶやく。

「それも、計算の内だよ、魔ま女じよ」

　百足が、蘭不の腕に触れる。パシャ、水を弾はじく音。同時に、その姿が黒い液体へと化ばける。

　その瞬間、ノインは銃を抜いた。銀ぎん色いろのリヴォルヴァを、蘭不の頭上へと向ける。

　百足は消滅していなかった。液体になったのは、先頭の一体だけ。それを犠ぎ牲せいにして、本体は蘭不の上へと回り込んでいた。さらに、背後から、もう一体が襲おそい掛かってくる。

　轟音が響く。二匹の百足が、蘭不の立っていた場所をスクラップに変える。

　ノインは引き金を引かなかった。まだ、その必要はなかった。舌打ちして、銃を下ろす。

　蘭不は、間かん一いつ髪ぱつで背後に跳とび、二方向からの百足の攻撃をなんとか躱していた。

「ノイン、何様のつもりだい。私の獲え物ものに手を出すんじゃぁないよ」

　背を向けたまま、蘭不の声が聞こえてくる。それは、静かだったが、聴きくものを平伏させる圧力が込められていた。

　ノインには、わかっていた。蘭不が自みずからの戦いに手を出されることを嫌うことも、そうすれば怒りをかうことも。だが、銃口を向けないわけにはいかなかった。それほどまでに、〝反はん翼よくの魔女〟は追い詰められているように見えた。

　秋雨が、銃を仕し舞まうノインを振り向き、蘭不に聞こえないように囁ささやく。

「おいおい、いくら社長でも、意地張ってる場合じゃねぇだろ。このままじゃ、やられちまうぞ。そしたら、俺おれたちだって百足の餌えさじゃねぇか」

「そんなんじゃねぇよ。姉御はわかってるんだ。あたしの銃じゃ、倒せない。穴を開けたって、せいぜい吸い込めるのは数人。使える弾たまも残り少ねぇ。下手へたに手を出せば、霧きり崎さきの野郎はあたしらを先に狙ねらう」

　さっきの蘭らん不ぷの攻こう撃げきでわかっていた。戒かい人との操あやつる漂流者は、一体ではない。無数の漂流者を無理やり結合したものだった。百足むかでの節ふしの一つ一つが、異なる魂たましいから出来ている。あの百足を倒すには、その全すべてを異界に返さなければならない。僅わずかな時間だけしか穴を開けないノインの銃では、力不足だった。

「だからって……このまま、ただ見てるのか」

「信じるしかねぇんだよ。〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟が、負けるわけねぇ」

　ノインが、自みずからの信仰を確たしかめるように、呟つぶやく。

　蘭不は、百足の攻撃を紙かみ一ひと重えで避さけ続けていた。焦あせりの表情はない。だが、いつも浮かんでいる余裕の笑えみもない。汗はかいていないが、少し、息が上がっているように見える。いつ、その身が粉々になってもおかしくないように見える。

「ずいぶん逃げ回るのがお得意のようだな、魔女」

　戒人が、挑発するように笑う。

「歪ゆがんでいる、さっき、そう言ったな。全すべては、あんたを倒すために計算した結果さ。傑けつ作さくだな。〝反翼の魔女〟ともあろう者が、第二界の漂流者ごときによって、殺されるんだよ。さぁ、フィナーレだっ、あんたの血で、この部へ屋やを染そめ上げてくれ」

　戒人は、両の掌てのひらを握にぎり締しめる。その瞬しゆん間かん、二匹の百足に変化が起こる。連なっている漂流者たちのすすり泣く声が大きくなったかと思うと、突然、肉が裂けた。腕はもちろん、額ひたい、首、肩、背から爪つま先さきにいたるまで、至る所から血が噴ふき出る。身体からだを突き破り、無数の骨が飛び出していた。それも、ただの骨ではない。一本一本が象ぞう牙げのように尖とがり、あらゆる角度を向いて身体を覆おおっていた。

　戒人が腕を振り下ろす。破は壊かい力りよくを増した百足の一撃が、蘭不の足元を穿うがつ。衝しよう撃げきが突き抜ける。コンクリートの床ゆかが捲まくれ上がり、土砂が舞まい上がる。

　蘭不は、かろうじて横に跳とんで避けていた。素す早ばやくバランスを立て直し、鎌かまを振りかざすが、百足の姿はすでにない。

　破壊音が響ひびき渡り、壁かべに巨大な穴が開く。開いた穴から、外の景色けしきが見える。夜空には、弓張り月が昇っていた。第二界に、現世からの月の光が降り注そそぐ。

　圧倒的な、破壊の力。戒人の笑い声が響き渡る。終しゆう焉えんを、告つげるかのように。

「ママ、駄だ目めだ」

　と、レムが声を上げる。唯ゆい人とは、はっとして、次元の違う戦いから、自分の足元に視し線せんを戻す。そして、愕がく然ぜんとする。レムの握り締めているルービックキューブが、完成し掛けていた。ノインや秋あき雨さめの視線も、同じようにカラフルなパズルを見つめている。

　もはや戦いの行方ゆくえなど関係ない。あと数回キューブを捻ひねるだけで、六面体が完成する。その瞬間、第二界は、四人の魂たましいを喰くらい尽くすだろう。誰だれかが呟つぶやく。

「もう十分だ。よく頑がん張ばったじゃないかい、レム」

　唯ゆい人とには、誰だれが言ったのかわからなかった。どれだけ声に聞き覚えがあったとしても、秋あき雨さめかノインが、諦あきらめを口にしたのかと思った。

　だが、すぐ傍そばから聞こえてきたそれは、紛まぎれもなく、蘭らん不ぷの声だった。

　顔を上げる。目の前に蘭不が立っている。唯人たちと向き合い、戒かい人とに背を向け、薄うすい笑えみを浮かべて。蘭不は、レムの頭に手をのせ、結界を引き継ぐ。

「おい……なんで」

　唯人が、尋たずねるまでもなかった。戦いは終わっていない。戒人が、罵ののしるように叫ぶ。

「何のつもりだっ、もう諦めたか、魔ま女じよ。先生はお前を買い被かぶっていたようだなっ。なら、望み通り、終わりにしてやろう」

　戒人が両腕を振り下ろす。巨大な百足むかでに、最後の命令を下す。

　圧倒的な破は壊かいを秘めた二匹の蟲むしが、唯人たちの方を向く。

　だが、百足はそれ以上、微動だにしなかった。壁かべに張り付いたまま、震ふるえていた。その口々から漏もれるすすり泣きだけが、大きくなっていく。

　おおおぉぉぅぅぅぅうううん。おおおぅぅおおおぅぅぅおうぅぅおおううぅん。

　戒人は電池切れの玩具おもちやを試ためすように、何度も手を振りかざす。

「なんだ、なんだっ、動け……くそっ、どうなってる」

　笑い声が響ひびき渡る。蘭不が、笑っていた。戒人の方を振り向こうともせず、大きな声を上げて笑っていた。それは、いつもの蘭不だった。自分が絶対者だと、世界の中心だと宣言しているような哄こう笑しようだった。

「この私が、逃げ惑まどっていたように見えたかい。ただ莫ば迦かみたいに鎌かまを振っていたように見えたかい。この私を、いったい誰だと思っているんだい」

「馬ば鹿かな、異界を使う時間なんか与え……くっ、まさかっ」

　戒人は部へ屋やを見渡す。百足によって破壊を撒まき散らされた部屋。穴の開いた壁かべ。無数の罅ひびの走る天てん井じよう。瓦が礫れきと鏡かがみの破片が散らばり、捲まくれ上がった床ゆか。ノインや秋雨も、それに釣つられるように部屋の中を探す。

　そして、見つける。床の隅すみに、小さな文様が刻まれていた。唯人が異界に潜もぐった時と同じ、蝶ちようを象かたどったクラフトグラフ。蘭不は、攻こう撃げきを避さけながら、刻み続けていたのだ。呪のろわれた鎌を用いて、異界を呼び出す紋章を。

「魔女、きさまぁぁぁっ！」

　戒人が叫ぶ。だが、もう手遅れだった。全すべての舞ぶ台たいは整ととのえられていた。

　蘭不の哄笑が途と絶だえる。そして、鎌を持ったままの右手を、そっと唇に触れさせる。

「そら、異界の門が開くよ」

　右手を、水平に伸ばす。

　刹せつ那な、部へ屋やの空気が一変する。まるで、重力が何倍にも重くなったように、全すべてが軋きしむ。百足むかでたちのすすり泣きが更さらに大きくなる。そして、

　異界が、巨大な口を開ける。

　部屋の中央。地下水が湧わき出るように、黒い液体が噴ふん出しゆつしてくる。それはすぐに広がり、三メートルほどの水みず溜たまりになった。部屋の中央に開いた第三界の穴からは、おぞましい気け配はいが溢あふれ出ていた。

「さぁ、喰くらい尽くしな」

　蘭らん不ぷが呟つぶやく。そして、そっと舌で上唇を撫なでる。

　次の瞬しゆん間かん、水溜りの中から、巨大な闇やみの塊かたまりが出てくる。

　それは、舌だった。巨大過ぎてすぐにはわからなかったが、やたらと巨大で長い、人間の舌だった。第三界の舌は、壁かべにへばり付いていた二匹の百足を、べろり、と巻き取る。そのまま、ゆっくりと穴の中に沈んでいく。百足は必死でもがくが、舌の圧力は全まつたく緩ゆるまない。下の階層には決して抗あらがえないのが、異界のルールだった。

　びじゃん。百足と舌が水溜りに戻り、異界の穴が閉じる。途と端たん、部屋を覆おおっていた黒い液体が消える。空気が薄うすくなり、湿度が下がる。戦いによって部屋中に刻まれた傷跡も消え、現世が戻ってくる。

　蘭不はゆっくりと背後を振り返る。部屋の奥で、脳が溶け出しそうなほどの怒りの形ぎよう相そうで、戒かい人とが睨にらみつけていた。その背後では、紗さ雪ゆきの漂流者が頼りなさげに揺れている。

「久しぶりに、いい運動だったよ。さぁて、次はどうするんだい」

「まだだっ、まだ、終わりじゃないぞっ、魔ま女じよぉっ！」

　戒人は、突き刺していた刀を抜くと、駆かけ出した。

　腰の下に構え、一気に間合いを詰めて来る。蘭不の唇が吊つり上がる。迎え撃うつように鎌かまを構える。

　二人ふたりの距きよ離りは、瞬時に零ゼロになる。

　肉にく薄はくする戦いの間合い。戒人の刃やいばが、地面すれすれの低い位置から迫せり上がってくる。全ての力を込めた、渾こん身しんの一いち撃げき。

　蘭不も、その斬ざん撃げきに合わせて加速する。体を捻ひねり、両足がステップを踏む。漆しつ黒こくの鎌が大きく弧こを描く。体を回転させ、遠心力のたっぷり乗った一撃が、渾身の刃を迎え撃つ。

「魔女ぉぉぉっ！」

　戒人が叫ぶ。蘭不の赤い唇が吊つり上がる。二人ふたりの技が交こう錯さくする。

　響ひびく、金属音。火花が散り、衝しよう撃げきが突き抜ける。

　蘭不の鎌が、大きく弾はじき上げられる。戒人の刃も真下に反それ、地面に刃先を擦こする。

　斬撃のぶつかり合いは五分だった。互いの武器が弾き合い、二人の間にスペースが出来る。

　が、次の反応は圧倒的に蘭不が速かった。がら空あきになった戒人の脇わき腹ばらに、蘭不の蹴けりが突き刺さる。続け様ざまに、顔がん面めんを目掛けた回まわし蹴げり。これは、後ろに跳んで躱かわす。

　次の瞬しゆん間かん、背後に飛んだ戒かい人とを目掛け、蘭らん不ぷは鎌かまを投げつけた。回転しながら迫る漆しつ黒こくの鎌。空中では躱す術すべはなかった。戒人は悲鳴のように気合を上げ、刃やいばを振り上げる。

　白はく刃じんが宙を舞まう。刀は回転し、唯ゆい人とたちの目の前に突き刺さった。

　戒人に弾はじき返された鎌も、横の壁かべに突き刺さっていた。

　そして、床ゆかに背をつけ倒れる戒人、それを組み伏せるように蘭不が跨またがっている。

　蘭不の方が上うわ手てだった。戒人は刀を犠ぎ牲せいにして鎌を弾いたが、蘭不は鎌を投げると同時に自身も飛び掛かっていた。蘭不は、異界と繫つなげた右手を振り上げる。

「終わりだ〝鏡かがみの王おう子じ〟。このまま異界の闇やみに喰くわれるがいい。灯とう香かを危険にさらしたことを考えれば少し軽いが、まぁいいだろう。どれだけ苦しんでも、死は平等だからね」

「くそがぁ、こんなところで、俺おれがやられるわけがない。ハッピーエンドはもうすぐなんだ。俺は、紗さ雪ゆきと、これから、物語を紡つむぐんだっ、貴様などに、とめる権利などっ」

　戒人の顔が歪ゆがむ。逃のがれようと足あ搔がくが、蘭不はまるで動かない。と、戒人が笑う。

「なんてなぁっ。死ぬのは、お前だ、魔ま女じよ」

　刹せつ那な、戒人の背後にいた二体の漂流者、その中で右側に立っていた紗雪が蘭不に襲おそい掛かってくる。紗雪も、戒人に操そう作さされている漂流者には違いないのだ。戒人の笑い声が響ひびく。蘭不は舌打ちする。

　咄とつ嗟さに、自分でも知らぬ間に、唯人は駆かけ出していた。

　目の前に突き刺さっている刀を引き抜く。柄つかを手にした瞬間、体中の力が抜けるのを感じた。まるで血を大量に失ったかのようだった。急きゆう激げきな寒さが襲ってくる。だが、それでも唯人は刀を手放さなかった。刀を手にし、駆かける。

　背後で、秋あき雨さめが叫ぶのが聞こえる。だが、もう止まれなかった。紗雪の傍そばに駆け寄り、刀を振るう。

　第五界と繫がる刃は、紗雪を瞬時に黒いペンキに変えた。ばしゃり、一瞬前まで、紗雪の魂たましいの欠片かけらだったものが消える。部へ屋やを覆おおっていた異界の空気が薄うすくなる。

　銃声が響ひびき、唯人が握っていた刀を吹ふき飛ばす。刀が手を離はなれた瞬間、唯人は立っていることすらできなくなった。背後に倒れかかったところを、秋雨に抱きとめられる。

「まったく、無む茶ちやする奴やつだな。あと数秒握ってたら、魂を持ってかれてたぞ。社長があんな不意打ちくらいでどうにかなるわけないだろ。馬ば鹿かだな、お前も霧きり崎さきもよ」

「けど、ま、あたしが銃を抜くより速く飛び出したことと、度胸だけは褒ほめてやるぜ」

　拳けん銃じゆうを仕し舞まいながら、ノインが付け足す。

「唯人おおおぉぉっ！」

　戒人の慟どう哭こくが響き渡る。

「貴様、何をしたっ。紗雪に、何をしたぁ！」

「わかっているだろう、あの刀で斬きられたらどうなるか」

　蘭らん不ぷが告つげるが、戒かい人とには届いていない。完全に、我われを忘れていた。正気を失った瞳ひとみが、唯ゆい人とに向けられる。かつて尊敬していた兄の面おも影かげは、もうそこにはなかった。唯人は、気を抜けば途と切ぎれそうになる意い識しきを繫つなぎ止め、残っている気力を振り絞しぼって叫んだ。

「どれだけ堕おちても、狂っても、紗さ雪ゆき姉ねえちゃんだけは、あんな風ふうに使ったらいけない。使ったら、いけなかったんだ」

　涙が溢あふれてきた。それは、紗雪への涙か、兄への涙か、唯人にはわからなかった。

「わかってる、わかってたんだろ。紗雪姉ちゃんが何を望んでいたのか。本当は、止めて欲しかったんだろう、そうなんだろう」

　唯人の涙は頰ほおを伝い、血ち塗まみれの床ゆかへと落ちていく。蘭不は、右手を戒人の顔に近づける。

「紗雪姉ちゃんが現世からいなくなっても、一いつ緒しよに生きる方法はいくらでもあったんだ。皆、そういう風にして生きていくんだろ。あんたは、悪夢愛好会と同じだ。ただの我わが儘ままを通そうとしていただけだったんだ」

「違う、違うっ。俺おれは、俺はただ……紗雪さえいれば、それだけで……それだけだったのに、なんでだ。俺は、ただ、紗雪と一緒にいられれば」

　戒人の目から、一筋の涙がこぼれる。それを見た瞬しゆん間かん、蘭不は手を止めた。

「小僧、少し黙だまっていろ」

　その囁ささやくような一言に、唯人は言葉を押さえつけられる。

「貴様には、この男は理解できない。死者と共に生きるなどというのは、まやかしだよ。記き憶おくにすがり、勝手に遺い志しを解釈し、確たしかに、そうやって人は生きる。だがね、この男の純粋さはそれを許さなかったのさ。貴様ら、普通の人間に、この男を責めることは出来るものか」

　蘭不は、さっきまで戒人を殺そうとしていた手を、そっと胸の上に置く。そして、胸の上にあったシャツのボタンを外す。

　捲まくれたシャツの下からは、焼け爛ただれた皮ひ膚ふが覗のぞく。傷はずいぶん前のものらしく、すでに塞ふさがっていた。当時はかなりの重症だったのだろう、火傷やけどは広い範はん囲いにわたって広がっていた。

「思い出を焼き払いたかったなんてのは噓うそだね。貴様は自みずから命を絶たとうとしたんだ。三年前、恋人を失ったあの場所で、思い出と一緒に焼け死のうとしたのだろう」

　蘭不は傷口に触れる。その瞬間、戒人の目に、冷静さが戻ってくる。

「どうやって生き残ったかは知らないが、貴様は死に損そこなった。それから、探していたのだろう。ただの死ではなく、あの学校よりも、もっと、彼女の傍そばで死ねる場所を」

　蘭不は、ゆっくりと立ち上がる。その後ろ姿は、全すべての痛みを理解しているかのようだった。

　体を自由にされても、戒人は体を起こそうとはしなかった。戦いで受けたダメージが深刻なのかもしれない。だが、唯人には自ら、望んで待っているように見えた。蘭不を見上げ、戒人は呻うめく。

「魔ま女じよ……あんた、まさか」

「霧きり崎さき戒かい人と、貴様は三年前からすでに、生きながらにして漂流者だったのだな。貴様らの魂たましいは二人ふたりで一つだった。貴様を裁さばけるのは、私だけだ。私だけが、貴様を理解出来る。だから私を選えらんだ、そうだろう？」

　蘭らん不ぷは、残った最後の漂流者、もう一人ひとりの紗さ雪ゆきに歩み寄る。そして、その顔がん面めんに右手を翳かざす。

　傍はた目めには、何も変化は見られなかった。だが、ノインの呟つぶやきがその瞬しゆん間かんに起きたことを知らせてくれる。

「姉あね御ごのやろぉ、支配権を奪うばい取りやがった」

　操そう作さされている漂流者の支配権を奪う。それは、圧倒的な力の差がなければ不可能な芸当だった。唯ゆい人とは、蘭不の行おうとしていることを理解した。

　蘭不は振り返ると、戒人を指差す。戒人は、笑った。昔、紗雪と話している時にだけ見せた、楽しそうな笑えみだった。

「紗雪の魂と混ざり合い、異界に沈むがいい。それのみが、貴様の魂を解放する」

　命令に応じ、紗雪は戒人に襲おそい掛かる。金属の擦こすれる音が、響ひびく。

「カ……イ、ト……」

　紗雪は、倒れたままの戒人に覆おおいかぶさる。戒人の体は、徐じよ々じよに紗雪に侵食されていく。肉体が黒く染そまり、溶けて混ざり合っていく。想像を絶するような苦痛に苛さいなまれているはずだが、戒人は笑っていた。幸せそうに、笑っていた。

「カイ、ト……イッショ。もウ……ナ、イ」

「あぁ。もうずっと一いつ緒しよだ、紗雪」

　蘭不は、しゃがみ込むと、コンクリートの床ゆかに手を突く。そこに異界の穴を開く。戒人の周囲の床が異界と繫つながり黒く変色する。第二界の闇やみがそこにやってきていた。

　戒人と紗雪、絡からみ合った二人の体は、溶け合いながら、徐々に穴の中へと沈んでいく。戒人の体はすでに、ほとんどの部位が失われていた。顔が闇の中へと消える瞬間、小さく呟いた。

「魔女。すまない」

　そして、虚うつろな瞳ひとみが、唯人に向けられる。

「唯人、強くなれ」

　唯人は、その声を遠く聞きながら意い識しきを失った。

　遠い昔、紗雪と戒人、三人で遊んだ幼い日の夢を見ながら。
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　練習を終えて道場を出ると、すでに日は沈みかけていた。一日の勤つとめを果たした太陽が、せめて最後にと眩まばゆいオレンジの光を降り注そそいでいる。夏の始まりを感じさせる暖かな風が、汗ばんだ肌を撫なでて通り過ぎていく。

　筋肉痛と打ち身で体のあちこちが痛むが、唯ゆい人とにはそれが心地ここちよかった。嫌いだった練習すらも、自分が強くなる糧かてだと考えれば楽しいと思える。月つき士し那な探偵事務所との出会いと兄の死を通じて、唯人は、純粋にもっと強くなりたいと思うようになっていた。

「唯人くーん、練習終わったの？　私も終わりなんだ、一いつ緒しよに帰らない？」

　頭上から、美み倉くらの声が降ってくる。見上げると、フルートを片手に持った美倉が手を振っていた。数日前まで入院していたのが噓うそのように、すっかり元気を取り戻している。

　最近、美倉が頻ひん繁ぱんに話し掛けてくるようになった。それは、男友達しかいなかった唯人の高校生活にとって、産業革命が起こったような劇げき的てき変化だった。刺すような視し線せんを感じて振り返ると、剣道部の仲間たちが、美倉に手を振り返す唯人を驚きよう愕がくと嫉しつ妬とを混じらせ睨にらんでいる。唯人は苦にが笑わらいを浮かべた。

　美倉を駅まで送ってから一人ひとりで歩いていると、寮りようの近くに赤いワーゲンが止まっていた。中から、秋あき雨さめが手を振っている。助手席にはノインの姿もあった。

「お久しぶりです、どうしたんですか？」

　戒かい人とが死んでから、もうすぐ一週間になる。唯人の中でも、それなりに気持ちの整せい理りは出来ていた。月士那事務所の面めん々めんとはあれ以来顔を合わせていなかったが、そろそろ灯とう香かに会いに行こうと思っていた矢先だった。

「あぁ、ちょっと社長がお前を連れてこいって言い出してね」

　唯人が車に乗り込むと、秋雨は事務所の方へと走らせた。

「あの、なんだか、二人ふたりとも元気ないですね」

　車内に立ち込めている重い空気を察して、唯人が尋たずねる。秋雨もノインも、どこか憂ゆう鬱うつそうな顔をしていた。

「そりゃ暗くもなるだろ、霧きり崎さきの三千万がふいになったんだぜ。もう少しで薬が切れるってのに、どうすりゃいーんだ。高度四千メートルでガス欠寸前になった気分だ」

「霧崎の野郎には期待してたんだよ。久しぶりにまともな相手とやれると思ったのに、とんだ期待外れだぜ。くそっ、いつもそうだ、刃物が好きな男は信用ならねぇ、糞くそくらぇだ」

「ヤれると思った、の間違いじゃないのか。俺おれでよければいつだってっておい、こら、運転中だ、足をどけぐげっ」

　二人の愚ぐ痴ちを同時に聞きながら、唯人は苦笑いを浮かべた。陽ひの当たる世界でも、そうじゃなくても、人は皆、同じように回っているのだ。

　事務所に着くと、ソファの上でレムが剣けん玉だまをしていた。器用に球を左右交互の皿に入れている。唯人が、よっ、と手を上げると、剣玉を続けながら、ハゲ、とだけ呟つぶやいた。

「よくきたな、小僧。こっちへ来い」

　奥から蘭らん不ぷの声がする。蘭不は、おそらく先ほどまで灯とう香かだったのだろう、高校の制服姿で椅い子すに座っていた。この前まで長なが袖そでだったカッターシャツは、半袖の夏用に変わっていた。露ろ出しゆつした白い二の腕が、唯ゆい人との鼓動を速くする。

「久しぶりだな、灯香は元気か？」

　聞いてから、苦にが笑わらいを浮かべる。灯香は目の前にいるのだ。

「あぁ、お前に会いたがってた。私の話が終わったら相手してやれ。ただし、わかってるだろうね？」

　緋ひ色いろの瞳ひとみが、地じ獄ごくの入り口を覗のぞかせる。唾つばを飲み込み、唯人は慌あわてて頷うなずく。

「今日きよう呼んだのは、貴様の兄のことだ。あの屋や敷しきにあった研究資料も私財も全すべてエクスシアが押収した。エクスシアの決定では、異界使いとしての霧きり崎さき戒かい人との存在を完全に抹まつ消しようするつもりらしい。闇やみに潜もぐってからの三年間、あの男がこの世界に残した痕こん跡せきは全て葬ほうむり去られる。もう二度と、異界使いとしての霧崎戒人の名が、誰だれかの目に触れることはないだろうね」

「そうか……それでいい。俺おれの中で、兄貴は三年前に死んでたんだ」

「ふん、つまらん答えだね。ただ、全てエクスシアに引き渡して抹消されるのも面おも白しろくないからね、いくつか先に回収してきた。口ではそう言っても、割り切れるものではないだろう。せっかくだ小僧、兄の形見でも持っていくかい？」

　蘭不は机の下からダンボール箱ばこを取り出す。中には、戒人の屋敷から拾ってきた鏡かがみや呪じゆ具ぐが入っていた。それを見て秋あき雨さめが口笛を吹ふく。

「さすが社長、これでしばらく薬をくいっぱぐれなくてすむ」

「霧崎の報ほう酬しゆうには及ばないが、異界のコレクターどもに流せばそれなりの金にはなるだろうね。秋雨、残りは好きにしな」

　蘭不はそう言うと、中から戒人が使っていた日本刀と籠こ手てを取り出す。斬きった者を第五界へと還かえす強力な呪具だった。無造作に鞘さやを摑つかむと、真まっ直すぐに唯人へと突き出す。

「怯おびえるな。鞘に納まっている間は、素す手でで触れても大丈夫だよ」

「俺が、これを持っていていいのか」

「ふん、ただでくれてやるわけじゃぁないよ。これを受け取るということがどういうことか、わかっているだろうね？」

　唯人はしばらく刀を見つめた。吸い込まれそうな魔ま力りよくが、鍔つばから溢あふれてくる。

「……俺も、異界使いになるということか」

「莫ば迦かなことを言うんじゃぁないよ。そんな当たり前のことが聞きたいのではない。いいかい、この私から異界の呪具を受け取るということは、私の奴ど隷れいになるということだ。ノインや、秋雨のようにね」

　唯人は、思わず伸ばそうとした手を、引っ込める。

「よく考えるんだね、異界使いになるということは、陽ひの当たる道から一歩外へ踏み出すということだ。私の奴ど隷れいになると言うことは、私のために死ぬ覚悟をしろということだ。力を手にするには代だい償しようがいる、つまりは、そういうことだよ」

　唯ゆい人とは沈ちん黙もくする。蘭らん不ぷの言う条件は酷ひどく危険なものだった。

「断るならば、それでいい。すぐにここから出て行け、そして二度と事務所には来るな。もちろん灯とう香かに近づくことも許さないよ」

「なんでだ、それはあんたには関係ないことだろう」

「いいかい、灯香は貴様に友達になりたい、と言ったようだがね。ただの人間があの子の友達になれるわけがないんだ。力のない貴様があの子に近づけば、貴様はやがて異界に侵食され、灯香はまた傷つくことになる。私は灯香を傷つけるものを絶対に許さない。今のまま友達を続けるなどとほざけば、私は貴様を殺すことになるだろうね」

　反はん論ろんが出てこなかった。確たしかに、その通りだった。何度も思い知らされた無力さが、唯人の中に蘇よみがえる。そして、芳かぐわしい紅こう茶ちやの香かおりと一いつ緒しよに、灯香の笑え顔がおが蘇る。それを失うわけにはいかなかった。

「灯香の友達でいたいなら、異界に対抗する力を持つものでなければいけない。灯香の友達でいたいなら、刀を取り、私の奴隷になるがいい。貴様には、私が留る守すの間、灯香の傍そばにいてあの子を守る役目を与えてやる」

「……そういうことか。俺おれに、灯香を守れっていうのか。それなら迷う必要はないさ」

　唯人の中で、迷いが消える。刀に手を伸ばす。

　紗さ雪ゆきを斬きった時は必死で何も感じなかったが、こうして改めて持つとずっしりと重たかった。それは、自分に与えられた使命の重さのように感じられた。

「いいかい、一つ言っておく。もし次に、今回のような無ぶ様ざまなことをしてみな。少しでも灯香を危険に晒さらしてみな。貴様にありとあらゆる苦痛を与えて殺してやる、それだけは常に肝きもに銘めいじて置くんだね。さぁて、秋あき雨さめ、書類を用意しな」

　秋雨が、ゴミの山になっている机の中から、三枚の紙とボールペンを持ってくる。そこには、雇用契約書と書かれていた。

「簡かん単たんに説明してやる。貴様はバイト扱いだから時給五千円。ただし、これは私の仕事を手て伝つだっている時のみ発生する。他ほかの者の仕事を手伝う時の賃金交渉は自分でしな。自分で依頼を受ける場合は、報ほう酬しゆうの十パーセントを事務所に収める。月つき士し那な探偵事務所の名前を使うのは自由だが、もし依頼をしくじったり事務所の名を落とすような行為をした場合は、死かそれに準じる苦痛を味わってもらう。危険手当はなし、怪け我が、または死亡した時の補ほ償しようもなし。私の命令には絶対服従のこと。以上だよ、質問は？」

　蘭不が早口で告つげる。逡しゆん巡じゆんするが、唯人は頭を振って余計な迷いを振り落とす。そして、契約書にサインする。

「問題ない。いいさ、あんたの手下になってやる」

「手下じゃぁない、奴ど隷れいだ」

　と、勢いよく背中を叩たたかれる。秋あき雨さめが笑えみを浮かべて立っていた。

「まさか、お前みたいなガキがウチの事務所に入ることになるとはな。ま、張り込みくらいには使ってやるよ。あっちの凶きよう暴ぼう女の方はどうかわからんが、俺おれは歓かん迎げいするぜ。なんだかんだいって、俺はお前のことけっこう見込みある奴やつだと思ってたんだ」

「あたしは反対だ。こんなまだ皮かぶってるようなガキがやっていけるとはとても思えねぇ。異界に食われんのがオチだ」

「ノイン、私の決定に逆さからうのかい」

「姉あね御ご、こればっかりは譲ゆずれねぇよ。こんな温室育ちのガキが使いもんになるわけねぇ。唯ゆい人と、てめぇは他ほかの何にでもなれるんだ、こんなトコにくるんじゃねぇよ」

「……あんたは以前、俺に力がないと言った。でも、今、こうして力を手に入れた。次は何が足りない？　異界使いになるのには不幸が必要なのか？　確たしかに俺はあんたたちとは違う、他に選えらぶ道もあるし帰る家もあるさ。でも俺は自分でここを選んだんだ。守りたいものが出来た、覚悟なら負けてないつもりだ。それじゃぁ足りないのか？」

　ノインは呆あきれたように肩を竦すくめて見せる。

「ったく、面めん倒どうくせぇ野郎だな。だが、ものは考えようか。役に立たないなら、ちゃんと躾しつければいい。あたしの背中を床ゆかにつけれる男がいないなら育てりゃいい。どんな駄だ犬けんでも、毎日ケツを蹴けられてキャンキャン鳴かされてりゃぁ立派な番犬になるだろうさ。しばらく見習いだ、あたしがあんたをみっちりしごいてやる。それに耐えられたら認めてやるよ」

「兄が駄目なら弟かよ、節せつ操そうのない女だね。こいつがお前に勝てるようになる頃ころにゃ、大事な部分が砂漠みたいに干ひ乾からびてんじゃねぇか」

　蘭らん不ぷは手を翳かざし、二人ふたりの会話を遮さえぎる。

「いいかい、お前たち。私は今から、再び異界に潜もぐる。今度戻ってくるのはどれくらい先になるかわからない。それまで事務所は好きに使っていい。ただし灯とう香かに何かあれば、地の果てまで追って、お前たちを殺す。わかっているね」

　ノインと秋雨が頷うなずく。レムはまだ剣けん玉だまに夢中だった。

「それから小僧、私が戻ってくるまでには、せめて三流の異界使いにはなっておくんだね。もし今のままなら、貴様は灯香とは二度と会わせないよ」

「あぁ、約束する」

　蘭不は唇を大きく吊つり上げ、妖よう艶えんな笑えみを浮かべる。そして、ゆっくりと目を瞑つむった。灯香の体の中から、蘭不の魂たましいが抜けていく。〝反はん翼よくの魔ま女じよ〟は、再び世界の真理を求めに旅立っていった。

　途と端たん、背後で安あん堵どのため息が聞こえる。振り返ると、秋雨が大きく伸びをし、ノインがソファに寝転がって煙草タバコをくわえていた。

「あぁ、やっと行ったぜ。これでまた自由な生活だ」

「姉あね御ごの奴やつ、今回は長かったなぁ。くそっ、胃が固まっちまうかと思ったぜ」

　まるで、自習を言い渡された教室の子供だった。唯ゆい人とは苦笑を浮かべる。と、後ろから、ずっと待っていた声がする。

「あ、唯人さん。いらしてたのですね」

　灯とう香かが、戻ってきていた。優やさしい笑えみを浮かべる。

「あの、姉との話は済みました？」

「うん。実は、俺おれもここで働くことになった」

　唯人が告つげると、灯香は驚おどろいたように口を手で覆おおう。蘭らん不ぷからは何も聞いていないようだった。俯うつむき、小声で呟つぶやく。

「そんなの、お姉ねえちゃんの、バカ……なんで、キミが、そうなっちゃうのですか」

「違うんだ、灯香。異界使いになるってことを、俺が自分で選えらんだんだ。君に、君に相応ふさわしいお……と、友達になるために」

　灯香は、ゆっくりと顔を上げる。その目には涙が溜たまっていた。それを見て、唯人の頭の中が真っ白になる。出かけていた言葉が全すべて咽のどで引っかかり息を詰まらせる。

「変ですね、キミには異界と関かかわり合いになって欲しくないと思ってたのです。友達だなんていっても、きっとキミは私から離はなれていくだろうって、その方がいいって思ってたのです。なのに、ごめんなさい、なんでなのか私、どうしようもないくらい嬉うれしいのです」

　灯香の手が、刀の上から唯人の手を握にぎり締しめる。柔らかい感触が、心を溶かす。

「あの、唯人。これからも、よろしくお願ねがいしますね」

　心しん臓ぞうが、線せん香こう花火のように火花を散らせる。返すべき言葉が、一つも浮かんでこなかった。ただ、今まで感じたことがないほど腹の底が熱あつかった。

　背後で、ピィーっと甲かん高だかい指笛が響ひびく。

「おいおい、これは次に社長が戻ってきたら、死刑確かく定ていだな」

「あんまりその気にさせるんじゃねぇぞ、灯香。そのガキは単純だからなぁ」

「ウザいな、エロハゲ」

　しっかり聞いていたらしく、三人が口々に囃はやし立てる。灯香が慌あわてて、そんなんじゃないのですっ、と弁解する。唯人には、もうそれらの言葉は頭に入らなかった。手に残っている感触と、兄から受け継いだ刀の重さだけを強く感じていた。







　あとがき




　秋が好きです。雲が好きです。猫より犬が好きです。考えさせられる映画が好きです。何も考えないで読める漫画が好きです。コーヒーはブラックが好きです。複音ハーモニカの音ね色いろが好きです。自転車でゆるい坂道を下るのが好きです。氷の入ったグラスにお湯を入れた時のパキキと鳴る音が好きです。そして、本が好きです。小説が好きでした。

　幼い頃ころから描いていた夢が、一つ叶かないました。満足して放り投げてしまいそうな自分に、必死で言い聞かせます。ここはスタートだ、ここはスタートだ。心の中で、もう一人ひとりの自分が答えます。そんなこと、わかってるって。




　はじめまして、瀬せ那な和かず章あきです。このたび電でん撃げき小説大賞の銀賞を頂き、小説家の末席に加えて頂くことになりました。最初に、出来る限り大きな声で、ありがとう、を伝えたいと思います。

　ここに立てた幸運と、物語の糧かてとなってくれたあらゆる物事に。

　両親と友人たちに。これまで支えてくださった多くの皆様に。

　これまでの人生の中の暇ひまな時間を、最高の時間に変えてくれた沢たく山さんの本たちに。

　担当さん、審しん査さ員いんの先生方、イラストレーターさん、デザイナーさんをはじめ、この本を出すにあたってお世話になった全すべての方に。

　真夏の花火を見上げているようなテンションで、叫びたいです。

　ありがとうございました！

　そして、この本を手に取ってくれたあなた、ありがとうございます！　こんな自己満足のようなあとがきをここまで読んでくれたあなた、ありがとうございます！　この本を購こう入にゆうしてくれたあなた、愛しています！

　深呼吸。

　幼い頃の私は、小説とは、もっと崇すう高こうな物だと思っていました。堅苦しく、息苦しいものだと思っていました。でも、本が好きでした。名作と呼ばれる小説を読み、いっぱしに理解したつもりになりました。難むずかしい言葉たちの中で、ちょっと大人おとなになった気分でいるのが好きでした。

　だから、小説を書くという行為は、それはそれは崇高な物だと思っていました。

　小説とは、読み手に何かを訴えなければならない物だと思っていました。例えば、戦争の悲ひ惨さんさとか、自己犠ぎ牲せいの尊さとか、誰だれかを愛することの素す晴ばらしさとか、勇気の大切さとか。背伸びをしたままたくさんの小説を書きました。初恋も知らないのに愛を語り、何かに立ち向かったこともないくせに勇気を語りました。生意気なガキ、だったと、思います。

　それから色いろ々いろな経けい験けんをし、色々な人たちに出会いました。色々な本を読みました。運命を変えてくれたいくつかの本にも、ライトノベルにも出会いました。そして、気づいてしまったのです。自分が背負っているものの、あまりのちっぽけさに。こんなからっぽな自分が、背伸びをして、いったい何を伝えようとしていたのだろう。

　私は、本当に書きたいものに気づきました。

　背伸びなんて、しなくていいんだってことに気づきました。

　人並みの苦労はしてきたと思いますが、誰だれにでも威張れるような経験はありません。誰かに声を嗄からしてまで伝えたい言葉も、まだ見つけられていません。そんな私が、一つだけ胸を張って言えること。誰かに、伝えたい。聞いて欲しい。声が嗄れるほど叫びたいこと。難むずかしいメッセージは何もなくて、ただ純粋に

　空想をしているのが、楽しくて仕方ありません。

　私が一番伝えたいのは、愛でも勇気でもなく、このワクワクドキドキです。駆け出したくなるような冒険心、壁かべに開いた穴を覗のぞき込むような好奇心。私の物語が、誰かのワクワクドキドキになって頂けたら、これ以上の幸せはありません。

　この物語が、誰かの心のすみっこで、腸内細菌のように暴あばれてくれることを祈っています。

　勇気や愛のお話は、あと少し、私が人生を楽しめるようになるまで、おあずけです。




　ビターチョコが好きです。桜の花が好きです。干したばかりの布ふ団とんの匂においが好きです。休日に早起きするのが好きです。お気に入りの服を着て、お気に入りの帽子を被かぶって、卸おろしたてのスニーカーを履はいて街を歩くのが好きです。それから、こうしてパソコンに向かい、文章を書いている時間が好きです。

　新しく、今まで想像も出来なかったことが、私の好きな物の中に加わりました。私の物語を読んで、誰かがワクワクドキドキしているのを考えることが好きです。

　これからも面おも白しろい物語が出来るよう、せいいっぱい書き続けていきます。

　まだまだ未み熟じゆく者ものですが、よろしくお願ねがいいたします。
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瀬せ那な和かず章あき

第14回電撃小説大賞〈銀賞〉受賞。料理好き、本好き、お酒もちょっと好き。本と音楽とお洒落な雑貨に囲まれ暮らしたいと思っているけれど、気が付くと酒瓶に囲まれています。
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ｕユー

関東圏内で唯一独立Ｕ局が存在しない県生まれ。なにやらイラストを担当しているようですが、いまだに信じられません。きっとドッキリにはめられてるんだと思います。
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